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はじめに

現在、日本各地で地域の個性を活かしたユニークなイベントが数多く開催され、そ

れぞれの地域の魅力を高め、活力を生み出すことにつながっています。財団法人 地

域活性化センターと全国の新聞社は、これらのイ ベントのうち特に優れたものを表彰

し、 全国に紹介することによって、地域のイ ベントがさらに充実したものとなり、個

性豊かな地域社会を実現する大きな力となることを目指して、平成8年度より 「ふる

さとイベント大賞」を実施しております。

「ふるさとイ ベント大賞」には、全国から数多くのイベントの応募がありましたが、

受賞したイ ベントのみならず、惜しくも選にもれたイベン卜の中にも、 地域の発展に

大きく 貢献する素晴らしいものが数多くありました。そこで、第 l回から第5固まで

に都道府県及び新聞社より推薦のあった延べ817イベン 卜の中から、特に優れたイ ベ

ン卜119の事例を取り上げ、本事例集を作成いたしました。これらの優れた地域イベ

ン卜を紹介することにより、地域イ ベン卜の更なる発展に寄与したいと考えておりま

す。

地域イベントを担当する多くの方が、新たなイベントの企画立案やイベントのマン

ネリ化を解消するための方策に頭を悩まされていると灰聞しております。このような

方々が本事例集を活用され、解決のためのヒ ントを得ていただければ、 幸いに存じま

す。また、掲載されたイ ベン トに携わる方々が、イ ベン 卜に関わる苦労と成功がこの

ような形で紹介されることを少しでも励みに感じていただき、次回への力としていた

だくととができれば、これ以上の喜びはございません。

最後になりましたが、 「ふるさとイベント大賞」を支えてくださ っている、全国の

新聞社の方々、第 1@から第5固まで選考委員長を務めていただきました泉虞也先生

をはじめとする選考委員の方々、毎回の応募イベン 卜の取りまとめから今回の原稿執

筆にいたるまで諸々 ご協力いただきました自治体の皆様に厚く御礼を申し上げます。

今後も、 「ふるさ とイベン ト大賞Jの発展と個性あふれる地域社会の発展にお力をお
貸しくださるよう、お願p申し上げます。

平成14年3月
財団法人 地域活性化センタ ー

埋事長 松本 英 昭
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ふるさとイベント大賞の5年間

泉員也

1 .際立つ特長

「ふるさと イベン ト大賞jは、数多くある表彰制度の中でも、際立った特長をも った制

度である。

表彰制度の良否は、選考制度と選考委員に左右されると思われがちだが、それ以上に大

切なのが推薦の仕組みである。

本賞は二つの自立した推薦母体から生まれる。一つが県 ・市などの地方自治体を母体と

するもの。もう一つが全国58(第5回実施時)の新聞社の協同作業による推薦である。

日頃、激烈な商戦を繰り広げている新聞社が、いわゆる全国紙から地方紙の雄まで、北

海道から沖縄まで、各紙の協同という仕事は、私の知る限り、 この事業がl唯一である。

応募書等に記載された、冷静な自治体のコメ ン卜もいいものだが、新聞に掲載されたと

きに見られる、 ジャーナリ ズムで鍛えられた時代感覚と情熱的なコメ ントには、毎回、心

打たれる。

2. 5年間の旅

表彰されたイ ベン 卜は、ど、れも素晴らしい。

ここでは、お許しをいただいて、極めて私的な思い出を含めて語ってみたい。

最も印象に残るのは、第 l回の大賞 「万葉集全20巻朗唱の会 (第7巨J)Jである。

奇想天外、 考えた方も凄いが、やり遂げた地域の人びとはも っと凄い。「なんというこ

とを」と、委員長という立場を忘れて、思わず口走ったことを憶えている。奇想天外、こ

れこそイベン トの本質であろう。「ふるさとイベン ト大賞」の方向を決定した名作である。

「神戸ルミ ナリエ(第 1回)Jも忘れ難い選考だった。鎮魂から再生へというコンセプト

も素晴らしい。このイ ベン 卜のその後の成果が、選定の正しさを物語っている。

第2回の優秀賞 「柳)11ソーラーボート大会 (第 2回)Jも、水郷柳川と環境問題をつな

ぐ、ステキなイベン 卜だった。

第3@]は、部門賞 「とうもろこし 3万坪迷路(第11回)Jだろう。これは各種のメディ

アに紹介され、全国版に成長した。

第4回は自治体 ・新聞社の推薦の流れ、部門の区分等の整理が行われ、本表彰制度が明

解になった記念すべき回だと思っている。この第 4回の大賞 「仁淀川紙のこいのぼり(第

5回)Jも忘れ難い名作である。その幻想的な風景を支えているのが、 地域の人びとによ

る技術開発、環境問題に対する取り組みなどの真撃な努力にあることに敬意を表する。

部門賞の 「ドイチェス ・フ ェス トtnなる と(第 6回)Jは国際交流の歴史と、古き良き

日本人の優しさを感じさせる、しみじみとしたイベン卜だった。

選考委員特別賞 iW鉄焔組百人隊J出陣 (第20回)Jは、この受賞が一つのき っかけとな

って「新宿区無形民俗文化財Jに登録された。



3.花開いた第5回
この 5年間の蓄積が、 一挙に花開いたのが第 5回である。

乙の 5年間に選ばれた総てのイベントからベスト・イベントを選ぶとすれば、第5回の

総てのイベン トが、その候補になるのではないかと思う。

大賞の「大地の芸術祭 ・越後妻有アートトリエンナーレ2000(第 1回)Jは国際性、広

域的地域連携のスケールの大きさ、行政の積極的な支援など、注目に値するものだった。

審査員の人気を集めたのが、優秀賞の「第 7回ゲタリンピック2000J。地域の名産を生

かしたユーモラスなネーミングの面白さにふさわしい多彩な内容。住民、 学生、福祉関係

者などが一体となったボランティア活動も優れていた。

同じ優秀賞の 「長崎ランタンフェスティパル(第 7回)J。中国本土におけるランタンフ

ェスティパルの人気を知る私にとっては、特に好ましいものである。

部門賞は、いずれも良かったが、私には、特に 2つの選考委員特別賞が印象深いもので

あった。

「たんのカレーライスマラソン(第15回)Jでは、あらゆる意味で、地域特性を生かした

企画を実行。レース型ではないピクニック型のイベントの良さにあふれていた。

「西麿2000年世界民族芸能祭“ワッショイ!2000" (第 1回)Jは、国際交流都市 「堺」

の特長を生かした大スケールのイベン卜で、 世界の70に及ぶ国と地域から3，500名余りの

演者が集まったもの。21世紀に最も必要な「国際交流型イベント」の典型である。ユネス

コの公認事業として実現した関係者の努力とアイデアが素晴らしい。

4.地域相互の学び合い

これまで見てきたように、総ての関係者の努力によって、「ふるさとイベント大賞」は、

一つの姿をっくりあげることができたと思う。各種のメディアで紹介されたこともあって、

全国の人びとが、異なった地域のさまざまなイ ベン トを知り、興味をもつようになった。

その結果、「地域が相互に学び合う」という賞本来の目的を達成しつつある。こうした

本来の目的を達成するためのポイントは、結局のところ「素晴らしいイベン卜の創造」の

一点に集約される。

そのためには三つの要素が必要だ。

一つは地域の文化と歴史を深く考えること。

二つ目は地域の人と心についての、優しく、鋭い眼差し。

三つ目は奇想天外。「えっ!まさかそんなことが!J。実は、これがイ ベン トの本質では

ないのか。奇想天外を大切にしよう。

この 5年間の成果を見つめていると、データや図表では見えない、生きている日本の姿、

形が見えてくる。

地方自治法施行50周年を記念して生まれた本賞は、健やかな若木に育った。公私、官民

を問わず、関係された総ての皆様に対して、深い敬意と感謝の念を捧げると同時に、この

若木が見事な大木に育つよう、いっそうの御支援をお願いしたい。
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1 北海道 東藻琴村.ノンキ ランドふるさとまつり

2 北海道 小樽市・小樽雪あかりの絡

3 北海道 和寒町・全日本玉入れ選手権

114 

164 

4 北海道 端野町・たんのカレーライスマラソン

5 北海道 夕張市・ゅう1;1"1)国際ファン空スティック映画祭

6 北海道壮瞥町・昭和新山国際雪合戦

7 北海道 函館市.はこだてクリスマスファン空ジ-

8 北海道 本別町・とうもろこし3万坪迷路

128 

9 青森県 鶴田町・Iわいは!どんぱぢ丸出し!!J外国青年による津軽弁大会 129 

10 青森県 五所川原市・立候武多の運行 22 

11 岩手県 陸前高田市・全国太鼓フェスティバJレ 130 

12 岩手県 大船渡市.大船渡・かがり火まつり 84 

13 岩手県 湯田町・平和街道高齢者障害者演劇ネyトワーク事業 131 

14 岩手県藤沢町・藤沢野焼祭 132 

15 宮械県 三本木町・ひまわりまつり 165 

16 宮械県 大河原町・おだづもっこ文化祭'NPOフォーラム (NPOいずい'Jo) 133 

17 宮被県 歌津町・小学生創作ミュージカル発表会

18 秋田県 大曲市.新作花火コレクション

19 山形県 三川町・全国方言大会

20 福島県 倦枝岐村・真夏の雪まつり

21 福島県 いわき市.まぼろしの浜街道「新因坂jをゆく

22 茨械県 土浦市他・かすみがうらマラソン兼国際盲人マラソンかすみがうら大会 115 

23 茨械県 関減町・関城の祭典「どすこいベア 166

24 茨城県 ひたちなか市・世界一大きな「でつけ絵年賀状 180

25 茨城県取手市・頑固者賞 136 

26 栃木県 岩舟町・岩船山クリフステージ野外コンサー卜 137 

27 群馬県前橋市.遊びの庭ー楽市・楽座ー 167 

28 群馬県 草津町・草津夏期国際音楽アカテ2ミー&フェスティバル 138 

29 群馬県 安中市、松井田町・安政遠足侍マラソン 116 

30 群馬県 赤械村.上三原田の歌舞伎舞台公演 56 

31 埼玉県 川越市.開館!まちかどミュージアム

32 埼玉県 南河原村・お絵かきスリ :ノパ展

33 千葉県 銚子市.世紀越えイベン卜m銚子

34 千葉県 佐倉市・佐倉・時代まつり

35 東京都新宿区・「鉄飽組百人隊j出陣

36 東京都青侮市・青梅宿ア卜Fesr招き猫たちの青梅宿|

37 神奈川県 平縁市・湘南ひらつか囲碁まつり

38 新潟県 十日町市他・大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ 60 

39 新潟県 新発田市・ページェント2000rこの豊かなる大地の賛歌JPa刊3 141 

40 新潟県相川町.金の道佐渡から江戸へ

41 富山県 大門町・越中だいもん凧まつり

42 富山県小矢部市.源平火牛祭り

43 富山県 富山市・全日本チンドンコンクール

8 

44 富山県 高岡市・万葉集全20巻朗唱の会

45 富山県 井波町・いなみ国際木彫刻キャンプ

62 

144 

40 

42 

46 石川県 七尾市・七尾・祭りの園フェスティパル(能登キリコフェスティパル) 100 

47 石川県 .第14回JAPANTENT-世界留学生交流・いしかわ2001- 145 

44 

48 石川県 小松市.全因子供歌舞伎フェスティパルIn小松

49 石川県 白峰村・雪だるまウィーク

50 石川県 川北町・)11北まつり(手取の火まつり)

51 石川県 内灘町・世界の凧の祭典

52 石川県 輪島市・1999地球環境米・米フォーラムm輪島

53 福井県 大野市・越前大野感性はがき展

54 福井県 大野市.平成大野屋まつり

55 福井県 美浜町・美浜町民レガッ空

56 福井県丸岡町・一筆啓上賞

57 福井県 福井市・福井コスモスまつり

58 山梨県甲府市.甲府ウィク

59 長野県 松本市・ネイチャリングフェス合「自然と遊ぼうm松本j

149 

103 

168 

150 

94 

64 

28 

101 

102 

146 

147 

46 

148 

117 

54 

95 

60 長野県 栄村・栄むらじゅう絵手紙展(小ちゃなしあわせ絵手紙展 66

61 長野県 小海町・氷上トライアスロン小海大会 118 

62 岐阜県 多治見市他・美濃焼窯場めぐり 169 

63 岐阜県 上之保村・円空さんに挑戦 170 

64 静岡県 静岡市.ス卜リ トフェスティバル・イン・シズオカ 151 

134 

96 

135 

65 静岡県 静岡市・大道芸ワールドカップイン静岡

66 静岡県 長泉町・長泉わくわく祭り

67 愛知県 平和町・HEIWAの手づくり絵ハガキコンテスト

68 愛知県 東栄町・日本チェンソーアー ト競技大会

69 愛知県 西春町・平盆まつり

70 滋賀県八日市市.二五八祭

71 滋賀県 愛東町・全日本あいとう4時間耐久三輪車レース

72 京都府 舞鶴市・旧軍港四市グルメ市民交流会

73 京都府 字i台市.源氏ろまん 字治大田楽まつり
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74 大阪府 I界市・西暦2000年世界民族芸能祭 “ワッショイ!2000" 68 

75 兵庫県 温泉町・全日本かくれんぼ大会

76 兵庫県 神戸市・神戸ルミナリ工

77 兵庫県佐用町・星の都絵本大賞

78 兵庫県 加美町・「孝行まつりIとちょっと照れくさい孝行のメッセージ 154 

79 奈良県奈良市.なら燈花会 175 

176 80 奈良県 大和郡山市.全国金魚すくい選手権大会

142 

81 和歌山県 新宮市.ニ県交流綱引き大会 120 

昭 和歌山県 すさみ町・イノブ空ダービー(イノブ一歩ン王国建国祭 106

83 島根県 美保関町・工ビスカップ全日本海上綱引き選手権大会 121 

84 岡山県 建部町・岡山弁はええもんじゃ~こと1;1"の祭り・建部ー 155 

85 広島県 福山市.ゲ女リンピック 48 

86 広島県 因島市・因島水軍まつり 32 

143 

26 

99 



87 徳島県 鳴門市・ドイチェス・フェス卜Inなると 74 

88 徳島県 .とくしま夢あかり 182 

89 徳島県勝浦町・ビyグひな祭り 107 
¥)0 

90 香川県 丸亀市・月見の宴 156 

91 愛媛県 双海町・夕焼けプラットホームコンサート 157 

92 愛媛県 新居浜市・全国お手玉遊び大会 108 

93 愛媛県 瀬戸町・「結婚官言J工yセイ全国コンテスト 158 

94 愛媛県 城川町・全国「かまぼこ板の絵J展覧会 76 F¥Aノ e5 

95 高知県伊野町・{淀川紙のこいのぼり 78 

96 高知県 高知市.よさこい全国大会 109 

97 福岡県 吉井町・筑後吉井のおひなさまめぐり 159 

98 福岡県 柳川市・柳川ソーラーポート大会 50 

99 福岡県 浮羽町・棚田Inうきは彼岸花めぐり 80 

100 佐賀県 嬉野町・うれしのほほん着物園遊会「和J大茶会 177 

101 佐賀県 中原町・全日本うちわ選手権大会ウインドブルドンIn中原 122 

102 佐賀県 七山村.国際渓流滝登りInななやま 123 

103 佐賀県 佐賀市・佐賀インヲーナショナルバルーンフェスタ 52 

104 長崎県 佐世保市.きらきらフ工スティハル 178 

105 長崎県 ・ながさき阿蘭陀年r21世紀へのカウントダウン」 183 

106 長崎県 長崎市.長崎ラン合ンフェスティバル 34 

107 長崎県平戸市・12Xおらんだ 160 

108 熊本県 南関町・GET21なんかん 音と光のカウントタウン2001 90 
/ ーl '"ーーーーー

部門分類マーク

. ・…・祭り

. … スホ J 

. …・文化・ 交流
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109 熊本県 波野村.神楽フェスティハル 161 

110 大分県 臼杵市.うすき竹宵 (たけよひ) 86 

111 大分県 緒方町・小松明(こだい)火祭り~真夏の夜の感動物語- 110 

112 大分県 九重町・九重氷の祭典 162 

113 宮崎県 南郷村・師走祭り「迎え火」 88 

114 鹿児島県 瀬戸内町.奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻大会 124 

115 鹿児島県 加世田市・吹上浜砂の祭典 36 

116 鹿児島県 東町.あづま造形美術展 82 

117 沖縄県 伊平屋村.伊平屋ムーンライトマラソン 125 

118 沖縄県 那覇市・一万人のエイサー踊り隊 38 

119 沖縄県那覇市・那覇大綱挽 111 

j主) 各イベン トの「部門Jについては、地域活性化センターで振り分けたものです。
-ミレ二アムイベントを除き、現在継続していないイベントは掲載しておりま
せん。
-人口は平成13年3月31日現在のものです。

9 
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ふるさとイベント大賞
概要

選考会

選考会

鱒5圃ふるさとイベント大賞寝彰式

表彰式

表彰式

財団法人地域活性化センターでは、地方公共団体等

が地域活性化のために実施するイベントに対して、情

報 ・ノウハウの提供等必要な支援を行っている。その

一環として、地域の活性化に大いに貢献のあったイベ

ントを表彰し、広く公表することにより、 地方公共団

体や地域づくりに取り組む人びとへの啓発と、地域や

地域活動に対する国民の理解と関心を高めることを目

的として、平成8年度より 「ふるさとイベント大賞」

を実施している。

第 1回は、平成9年が地方自治法施行50周年にあた

ることから、その記念事業としての実施となった。ま

た、全国52新聞社(第 1回当時)が主催する 「ふるさ

とシンポジウム」との共同開催とし、表彰式を同シン

ポジウムの第 1部として開催するごとになったが、こ

れは、これら 2つの事業がともに個性豊かな活力あふ

れる地域社会の実現という21世紀の日本にとって重要

な課題を取り上げるものであり、乙れら 2つの事業の、

より一層の実りある成果が期待できることから共同開

催が実現したものである。全国の新聞社との連携は、

ふるさとイベン卜大賞にとって非常に大きな力となっ

ている。

対象イ ベン トの募集は全ての地方公共団体に対して

行われる。全国各地で開催される何千もの特色ある地

域イベントの中から、応募のあったものを都道府県で

審査し、都道府県から推薦されたイベントと、共催新

聞社から推薦されたイベントが選考の対象イベントと

なる。

選考委員会は、委員長である環境デザイナーの泉異

也氏のほか学識経験者、 ジャーナリスト、共催新聞社

代表、当センタ一理事長など 6名の委員から構成され、

さまざまな観点からイベントを評価できる体制が整え

られている。

推薦されたイベン卜に対しては、

①イベントの企画・運営において、地域住民が積極的

に参加文は協力できる仕組がつくられているか

②地域住民の郷土意識や連帯意識の高揚に役立ってい

るか

③伝統文化の継承や地域PRが積極的に行われている

か



④地域資源や地域特性を積極的に活用しているか

⑤テーマや運営方法に独創性があるか

⑥今日的な社会問題への取組が見られるか

⑦地域内外を問わず交流や連携が行われているか

⑧地場産業の振興や観光客誘致など、経済的な波及効果があるか

を基本的な考え方として、第 5固までの選考が行われた。

第I回 ふるさとイベント大賞

平成8年度に実施された第1回は、応募170イベントの中から選考が行われた。大賞を

受賞したのは、万葉風の衣装をまと った2.100人を超える参加者が、連続3昼夜、約60時

間に渡って、万葉集全20巻 .4，516首のすべてをリレー方式で朗唱する、富山県高岡市の

「万葉集全20巻朗唱の会jであった。

優秀賞には、海外14カ国21組、国内38組の大道芸人が中心市街地でソfフォーマンスを

繰り広げ、まちを大道芸一色に染める 「大道芸ワールドカ ップイン静岡J(静岡県静岡
rIJ)と、かまぼこ板という身近な廃材を活用し、かまぼこ板を素材としたアート作品の

コンテストを行う rrかまぼこ板の絵』展覧会J(愛媛県城川町)の 2イベントが選定さ
れた。また、選考委員特別賞として、約15万個ぬイルミネーションにより光の構造物を

構築し、阪神 ・淡路大震災からの復興を全国にアピールした、兵庫県神戸市の 「神戸ル

ミナリエjが選定された。

選考後、選考委員会から、 「ふるさとイベント大賞」の第 l回目であるということと、

当賞に触発 ・影響されて地域のイベン卜がさらに充実 したものになって欲しいという観

点から各賞を決定した。今回表彰できなかったイベントの中にも地域の 「顔」としてす

でに定着 している優れたイベン卜が数多くあ ったが、これらの、地域が一体となった継

続的な取り組みにあらためて敬意を表するとともに、創意と工夫を発揮した積極的な地

域づくりが全国各地で展開されることを期待する、とのコメン卜が出された。

<大賞>

万葉集全20巻朗唱の会

<優秀賞>

大道芸ワールドカ ップイン 静岡

「かまぼ乙板の絵」展覧会

<部門賞>

O展示・博覧会部門

ふ国 「小ち ぞなしあわせ絵手紙展J
O祭り部門
吹上浜砂の祭典

Oスポーツ・文化部門
第8回昭和新山国際雪合戦

<選考委員特別賞>

神戸ルミナリエ

富山県高岡市

静岡県静岡市

愛媛県城川町

長野県栄村

鹿児島県加世田市

北海道壮瞥町

兵庫県神戸市

11 



12 

第2回 ふるさとイベント大賞

平成 9年度の第 2回では、共催新聞社が53社となり 、応募149イベン 卜の中から選考が

行われた。大賞を受賞したのは、 地域の歴史と先人の苦労を題材にした創作ミ ュージカル

をl町内に2校ある小学校の児童453名すべてが出演して上演した、宮城県歌津町の 「小学

生創作ミュージカル発表会」であった。

優秀賞には、新人作家の登竜門と親子の思い出作りというコンセプ トで、全国から675

点の応募を集めて開催された絵本のコンテストである 「星の都絵本大賞J(兵庫県佐用町)
と、 地域の資産である「柳川の掘割」を活用し、環境に優しい太陽エネルギーを動力とす

る 「手作りソーラーボー トJの全国大会を開催した 「柳J11ソーラーボート大会J(福岡県
柳川市)の 2イベン トが選定された。

選考委員会から、 低年齢化・凶悪化する少年犯罪が増加しているが、 学校での教育だけ

でなく 地域社会における教育の力が求められている。そうした中で、地域イベントに真剣

に取り組む大人たちの姿が子どもたちの心の教育にもなると思う、とのコメ ントが出された。

<大賞>

小学生創作ミュージカル発表会

<優秀賞>

星の都絵本大賞

柳川ソーラーボー ト大会

<部門賞>

0展示・博覧会部門

あづま造形美術展

O祭り部門
祭in大IUJ.北安曇野197炎

Oスポーツ ・文化部門

上三原田の歌舞伎舞台公演

<選考委員特別賞>

1997佐賀熱気球世界選手権

第3固 ふるさとイベント大賞

宮城県歌津町

兵庫県佐用町

福岡県柳川市

鹿児島県東町

長野県大町市

群馬県赤城村

佐賀県佐賀市

共催新聞社が55杜に増えた平成10年度の第 3回では、 163イベン トの応募があった。大

賞を受賞したのは、 「感動JI参加JI伝承」をキーワードに、往時の村上水軍に材を採っ
て開催された広島県因島市の 「因島水軍まつり」であった。

優秀賞は、地域の文化資産である石組みの棚田と、そのあぜ道に咲く 30万本の彼岸花

の景観を守ることに取り組む、 地域住民と都市住民との交流イベン卜である 「棚田inうき

は彼岸花めぐりJ(福岡県浮羽町)と、地元有志の手により、 高さ22m、重さ16tの 「立
候武多」を約90年ぶりに中心市街地に復活させた 「立信武多の運行J(青森県五所川原市)
の2イベン トが選定された。

選考委員会から、 日本経済が厳しい状況にあり、予算削減、事業の見直しなど苦労し

ている地域イ ベン 卜担当者も多いと思うが、そのよう な中で、 地域性に富んだ個性豊か

なイベン トが数多く実施されていることは実に頼も しい、とのコメントが出された。



<大賞>

因島水軍まつり

<優秀賞>

棚田10うきは彼岸花めぐり

立信武多の運行

<部門賞>

O展示 ・|尊覧会部門

青梅宿アートFes.r招き猫たちの青梅宿」
O祭り部門

一万人のエイサ一踊り隊

Oスポーツ・文化部門

とうもろこし3万坪迷路

<選考委員特別賞>

雪だるまウィーク'98

第争回 ふるさとイベント大賞

広島県因島市

福岡県浮羽町

青森県五所川原市

東京都青梅市

沖縄県那覇市

北海道本別町

石川県白峰村

共催新聞社が56社となり、全152イベン卜で競われた。大賞を受賞したのは、 地域特産

の水に強く破れにくい 「不織布(ふしょくふ)Jという紙でこいのぼりを作り、 これを清

流仁淀川に 「泳がせるjという逆転の発想をした高知県伊野IIrJの 「仁淀川紙のこいのぼ

り」であった。

優秀賞は、かつての城下町の伝統が育てた工芸文化と現在の先端技術を融合した新し

L 、生活文化を創造していこうという意図で開催された、からくり技術のおもしろさや芸

術性、創造性に触れる 「からくりデザインフェスティパル'99J(愛知県名古屋市)と、百

済王族親子神の対面の儀を行う奇祭 「師走祭り」の中で、追討軍を撃退するために野に

火を放つという火祭りの行事を、創造性を持たせつつ復活させた「師走祭り 『迎え火山

(宮崎県南郷村)の2イベン 卜が選定された。

選考委員会から、費用対効果の大きいイベントは、いずれもボランティアの活躍が目

立っているが、今回のイベン 卜大賞を機に各地のグループ相互のネッ トワーク的展開が

止まれ、育つことを期待する、とのコメントが出された。

なお、第4巨iから部門が 「文化・ 交流Jr祭り ・スポーツJr地域経済振興」に変更さ
れた。

<大賞>

仁淀川紙のこいのぼり

<優秀賞>

からくりデザインフェステイノりレ'99

師走祭り 「迎え火」

<部門賞>

O文化 ・交流部門
ドイチェス ・フェストinなると

O祭り ・スポーツ部門
第4回全日本玉入れ選手権

高知県伊野町

愛知県名古屋市

宮崎県南郷村

徳島県I!鳥門市

北海道和寒町

13 
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0地域経済振興部門

竹光芸まつり

<選考委員特別賞>

「鉄焔組百人隊」出陣

第5固 ふるさとイベント大賞

大分県臼杵市

東京都新宿区

21世紀初のふるさとイ ベント大賞として、全国58新聞社の共催を得た平成12年度

(2000年度)の第5回は、部門賞として[ミレニアム・ 世紀越え部門]を新設し、計4部

門となった。これに伴って応募も増加し、過去最多の183イベン 卜からの選考となった。

大賞を受賞したのは、 豪雪地帯でもある越後妻有地域の762km'に及ぶ広大な山村を舞台

に、32カ国142組のト ップアーチストが、地域住民とも協働しながら、地域の自然と風景

を活かした作品の野外展示を行うアートイベント である、新潟県 ・十日IIIJ地域の6市町村

が協働して開催した 「大地の芸術祭 ・越後妻有アートトリエンナー レ2000Jであった。

優秀賞は、伝統的特産品で、ある 「下駄」をテーマに、同じ く特産品で、ある 「備後畳表」

「塩jもうまく競技に取り込みながら、徹底的に下駄にこだわったユーモラスな競技を中

心とした 「第 7回ゲタリンピック2000J(広島県福山市)と、昔から多くの華僑が住み海

外交流の拠点として栄えてきたという地域性を活かし、中国の旧正月を祝う春節祭にち

なみ、約 l万2千個のランタン(中国提灯)を点灯して中国色豊かな各種イ ベン トを実

施した 「長Ih奇ランタ ンフェステイノりレJ(長崎県長崎市)の2イベントが選定された。
選考委員会から、各地で開催されている地域イ ベン ト全体のレベルがあがり、 差別化

を図ることが難しくなっているように思えるが、このような状況を打破するには、 lつ

はあくまでも独創性にこだわること、もう lつは各要素を組み合わせ総合することであ

る、とのコメン 卜が出された。

<大賞>

大地の芸術祭 ・越後妻有アー トトリ エンナーレ2000新潟県十日IIIT地域広域事務組合

<優秀賞>

第7回ゲタリンピック2000

長Ih奇ランタンフ ェスティ パル

<部門賞>

0文化 ・交流部門
全国子供歌舞伎フェスティパルin小松

O祭り ・スポーツ部門

源平火牛祭り

O地域経済振興部門

大船渡 ・かがり火まつり

<ミレニアム・世紀越え部門>

GE'口1なんかん 音と光のカウント ダウン2001

<選考委員特別賞>

たんのカレーライスマラソン

西暦2000年世界民族芸能祭“ワッシ ョイ!2000" 

広島県福山市

長崎県長崎市

石川県小松市

富山県小矢部市

岩手県大船渡市

熊本県南関町

北海道端野町

大阪府堺市



「第1回ふるさとイベン卜大賞」応募イベン卜一覧

NO. 都道府県 市区町村等 イ ベン ト名 推 薦 者 NO 都道府県 市区町村等 イベント名 推 薦者

1 北海道 夕張市 ゅうばり国際冒険・ファンヲスァッィヲ映画祭'96 北海道新聞社 76 岐阜県 大垣市他 スイン796西濃 岐阜県

2 北海道 留萌市他 第10回日本海オロロンライントフイアスロン国際大会 北海道 77 舷阜県 神戸町他 。96夜叉ヶ池伝説マフーツク 岐阜新聞社

3 北海道 壮瞥町 第B回昭和新山国際雪合戦 北海道 78 岐阜県 明宝村 第 7固めいほう品原音楽祭 岐阜県

4 北海道 本別町 とうもろこし 3万坪迷路 北海道 79 静岡県 静岡市 大道芸ワーJレドカップ イン静岡 静岡県

5 青森県 車力村 '96チェスポローCUP水泳駅伝 青森県 80 静岡県 沼津市 JAPAN ART FESTIVAL IN 沼津'96(ぬまづ ・松舗の宴) 静岡県

6 青森県 風間浦村 烏賊機レース 東奥日報社 81 静岡県 水窪町 フォレス トピア北遠信州 ・秋葉夢街道 静岡県

7 青森県 南郷村 南郷サマージャズフェスァィバル 青森県 82 静岡県 引佐町 第 8固いなさ人形劇まつり 静岡新聞社

8 岩手県 陸前品田市 平成B年度全国太殻フェスァィパル 岩手県 83 愛知県 岡崎市 岡崎市制80周年記意事業OKAZAKI“メディ7'7'ドベンチャー" 愛知県

9 岩手県 大迫町 全国神楽大会ハヤチネ'96 岩手県 84 愛知県 西尾市 みかわ ・みらい ・21 愛知県

10 岩手県 藤沢町 第21回岩手・藤沢野焼祭「全国縄文野焼祭 inFujisawaJ 岩手日報社 85 愛知県 蒲郡市 創作ミュージカル「太古猫は忙しかった」 愛知県

11 岩手県 野田村 のだ砂まつり 岩手県 86 ニ重県 安;11町 住民審加創作オベフ「八百比正尼J-幾十万の直と昼の小夜~ 二重県

12 宮械県 七ヶ宿町 わらじで歩こう七ヶ宿 宮織県 87 二重県 嬉野町 宇気郷まつり ニ重県

13 宮崎県 七ヶ宿町 七ヶ宿国際村イン空ーナショナル・ウィーヲEベトナム自由自在 宮城県 88 ニ重県 飯高町 わが心の飾大賞 (小津安一郎 ・青春のまち飯品へ) ニ重県

14 宮城県 歌津町 第 2固たつがねM丁目大会 宮城県 89 滋賀県 彦根市他 アイアンマン ・ジャパン'96inぴわ湖大会 滋賀県

15 秋田県 大幽市 '96新作花火コレケション 秋田魁新報社 90 滋賀県 長浜市 北近江秀吉↑尊覧会 滋賀県

16 秋田県 森吉町 森吉山麓たなぱた火まつり 秋田県 91 滋賀県 愛東町 第10回全日本あいとう 4時間耐久二輪車レース 滋賀県

17 秋田県 神岡町 第18回全県500歳野球大会 秋田県 92 京都府 京都市 尽都まつり'96 京都府

18 山形県 山形市 日本一の芋煮会フェスァィパJレ 山形新聞社 93 京都府 舞鶴市 舞鶴赤れんがイベン ト 京都新聞社

19 山形県 小国町 第 2回小国国際文化フェスァィパル 山形県 94 京都府 精華町他 けいはんな学研都市'96 オ一歩ムフェス)1 京都府

20 山形県 三川町 第10回全国方言大会 山形県 95 京都府 大江町 第15回大江山酒呑童子祭り 京都府

21 福島県 いわき市 国際交流事業フー ドフェスァィパル世界屋台村 福島県 96 大阪市 高槻市 こいのぼりフェスヲ1000 大阪府

22 福島県 川俣町 コスキン ・工ン ・ハポン 福島県 97 大阪府 大東市 ウオール ・ベインTイング事業 大阪府

23 福島県 只見町 只見ふるさとの雪まつり 福島民主新聞社 98 大阪府 熊取町 第 6固くまとりロードレース 大阪府

24 福島県 山都町 やまと新そばまつり 福島民報社 99 兵庫県 神戸市 神戸ルミナリ 工 兵庫県田神戸新聞社

25 福島県 東村 サンフイズひか'しフェスァィパル'96 福島県 100 兵庫県 尼崎市 尼崎発 1演劇列車フォーラム~まくあけ演劇街道~ 兵庫県

26 東城県 目立市 ひたち国際大道芸フェスァィパjレ 茨城県 101 兵庫県 中町 加藤登紀子 日本酒の日コンサ 卜 兵庫県

27 東城県 岩井市 市民劇IJr平将門」の上演 茨城県 102 奈良県 大和郡山市 第 2回全国金魚すくい選手権大会 奈良県

28 東減県 つくば市 第12回つくば国際音楽祭 茨城県 103 奈良県 王寺町 夢おこし 王寺ベルフェスf言。96 奈良県

29 栃木県 大田原市 大田原市民健康のつどい 栃木県 104 奈良県 大t苦村他 第 2回奥吉野温泉サミ ット 奈良新聞社 !

30 蛎木県 栃木市 紫陽花市 栃木県 105 奈良県 吉野町 第 5回吉野歴史街道~伊努街道・ 夢街道~ 奈良県

31 栃木県 岩舟町 ひなまつりバロ ックコンサ ト 栃木県 106 和歌山県 海南市 紀州漆器まつり 和歌山県

32 群馬県 藤岡市 上杉管領まつり 群馬県 107 和歌山県 印南町 '96食の祭典 ・食べてみやんせ「印南の昧j 和歌山県

33 群馬県 安中市他 第22回安政遠足侍マフソン 中日新聞社 108 和歌山県 太地町 鯨の全国伝統芸能大会 和歌山県

34 群馬県 吉井町 第 8回全国吉井サミ y卜・郷土芸能発表会 群馬県 109 鳥取県 境港市 第 1回世界妖怪会議 鳥取県

35 群馬県 中里村 モンゴJレ恐竜化石特別展 群馬県 110 鳥取県 若桜町 第22図若桜氷ノ山中高令者全国マフソン大会 鳥取県

36 群馬県 草津町 第17回草津夏期国際音楽アカデミー&フェスァィヴァル 上毛新聞社 111 鳥取県 大栄町 第 9回大栄町すいか ・ながいも健康マフソン大会 鳥取県

37 埼玉県 行田市 さきたま火祭り 埼玉県 112 島根県 二万屋町 第 6回永井隆平和賞 島m県
38 埼玉県 秩父市 イン空ーナショナル・チャレンジ・サイウリンチ1ツール・ド・秩父j 埼玉県 113 島根県 浜田市 第 6回日日大鍋フェスァイ 1¥1レ 島根県

39 埼玉県 入間市 アイ ーフェス)1'96 in入間 埼玉県 114 島根県 吉田村 第3回生きている鉄 ~歴史が生み出し 育てる鉄~ 島根県

40 千葉県 千葉県 第10回九十九里はだしで歩こう大会 千葉県 115 島根県 斐川町 斐川ふれあい音楽祭'96 山陰中央新報社

41 千葉県 鴨川市 ふるさとし、きし、きSeaFes1a '96 in Kamogawa 千葉県 116 岡山県 岡山市他 時代絵巻「字喜多直家国とり物語J 岡山県

42 千葉県 栗源町 栗源のふるさといも祭 千葉県 117 岡山県 新見市 ー撞中国覇見庄ロマンの里づ(1)事婁ー男女の量的手紙 覇見庄量的書証募集 山陽新聞社 l

43 東京都 東京都 東京ド ム ・ふるさとフェア'97-全国観光と物産展 読売新聞社 118 岡山県 有漢町 風と星空白77ノヲジア唱6inうかん~うみ (太平洋)かりうみ(日本海)ヘ~ 岡山県

44 東京都 文京区他 第 8回文京 ・台東下町まつり 毎日新聞社 119 岡山県 湯原町 6・26r露天風呂の日J 岡山県

45 東京都 大田区 第 1回マシンツールフェアOTA・96 日刊工業新聞社 120 広島県 因島市 因島水軍まつり 広島県

46 東京都 北区 第 2回北とぴあ国際音楽祭 東京都 121 広島県 熊野町 第62回筆まつり 広島県

47 東京都 青梅市 きっとみつかるあの日の匂ぃ I思い出きがしの青梅宿l東尽都 122 広島県 豊平町 そばまつりとよひら'96 中国新聞社

48 東京都 府中市 郷土芸能と縁日の森 東尽都 123 広島県 豊町 みかんの島で弓祭 広島県

49 神奈川県 厚木市 第50固あつぎ鮎まつり 神奈川県 124 山口県 山口市 アー トふる山口 ーの坂大路小路をあそぶ 山口県

50 神奈川県 開成町 '96開成あじさい祭 神奈川県 125 山口県 小野田市 小野田 ドリ ームフェスダ96 山口県

51 神奈川県 }膏111村 宮ヶ瀬クリスマスみんなのつどい 神奈川県 126 山口県 菊川町 ドフイブ・イン ・シアヲー ンネマ ・ファン空ジア ・きくかわ96 山口県

52 新潟県 上越市他 えちごくびき野100kmマフソン 新潟県 127 徳島県 鳴門市 なるとの第九 徳島新聞社

53 新潟県 紫雲寺町 紫雲寺潟干拓史跡IJr風雪のみずうみJ 新潟県 128 徳島県 勝浦町 ビyヲひな祭り 徳島県

54 新潟県 津川町 つがわ狐の嫁入り行列 新潟日報社 129 徳島県 脇町 第12回うだつの城下まつり 徳島県

55 新潟県 晶柳町 狐の夜祭り 新潟県 130 香川県 坂出市 さかいで大橋まつり 太鼓台競演 香川県

56 宮山県 宮山市 全日本チンドンコンクーJレ 富山県 131 香川県 大内町イ也 東かがわ手づく りカヌーレース 香川県

57 富山県 品岡市 万葉集全20巻朗唱の会 富山県 132 香川県 池田町 小豆島オリ ーブ杯ゲートポール大会 香川県

58 富山県 山田村 新しい世界をのぞいてみませんか !ーやまだMIRAI'96ー 北日本新聞社 133 香川県 琴平町 第12回 「四国こんぴら歌舞伎大芝居j 四園新聞社 !

59 宮山県 利賀村 利賀そli祭り'96 富山県 134 量媛県 川之江市 四国かわのえ紙まつり 愛媛県

60 石川県 石川県 アスベン音楽祭・96イン石川 石川県 135 量媛県 伯方町他 第 4回水軍レース 愛媛県

61 石川県 金沢市 第45回百万石まつり 石川県 136 愛媛県 減川町 [かまぼこ板の絵j展覧会 量揺車・量握覇聞社

62 石川県 石川県 第9回JAPANTENT-世界留学生交流 ・いしかわ'96- ~t園新聞社 137 高知県 室戸市 土佐室戸鯨舟競j漕大会 品知県

63 石川県 内灘町 '96世界の凧の祭典 石川県 138 局知県 中村市他 第 3回四方+/11100kmマフソン大会 晶知新聞社

64 福井県 武生市 紫式部越前武生来遊千年記念事業 1~I.e曙稿。 Ilílli 139 高知県 赤岡町 絵金祭り 晶知県

65 福井県 勝山市 '96かつやまーアスベン音楽祭コンサート 福井県 140 高知県 本川村 氷室まつり 品知県

66 福井県 越廼村 '96世界水仙会議 ・越廼 福井県 141 福岡県 福岡県 福岡県美しいまちづくりシンポジウム 福岡県

67 山梨県 大和村 ふるさと武田勝頼公祭り 山梨県 142 福岡県 福岡県 フヲオカ ・サイエンスマンス 福岡県

68 山梨県 上九一色村 百6上!i.-色村オー世ム7ェスァィパル 21世紀に向かつて自黙と!J;もうー 山梨日日新聞社 143 福岡県 径川町 古代の謎フェスァィパル'96 西日本新聞社

69 山梨県 明野村 第11回浅尾ダイコンまつり 山梨県 144 福岡県 吉井町 筑後吉井の小さな美術館めぐり 福岡県

70 山梨県 河口湖町 '96河口湖ハープフェスァィパJレ 山梨県 145 佐賀県 佐賀市 1996佐賀インヲ ナショナルバJレ ンフ工ス空 佐賀県・性質新聞社

71 長野県 小海町 氷上トフイアスロン小海大会 長野県 146 佐賀県 呼子町 '96/J、111島「島おこしフェスァィパルJ 佐賀県

72 長野県 南信濃村 峠の国盗り綱引き合戦 長野県 147 長崎県 長崎市 。96長崎ランヲンフェスァィパル 長崎県

73 長野県 南木曽町 文化文政風俗絵巻之行列 f~濃寄日新聞社 148 長崎県 島原市他 がまだす祭り [n島原'96 長隣県 1長崎新聞社

74 長野県 栄村 全国 「小ちゃなしあわせ絵手紙展J 長野県 149 長崎県 厳原町 '96厳原港まつり 「対馬アリフン祭りJ 長崎県

75 岐阜県 舷阜市 世界イベン 卜村ぎふ秋まつり・96遊学祭 岐阜県 150 熊本県 熊本県 '96くまもと激石博 熊本日日新聞社
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NO 都道府県 市区町村等 イベント名 推薦者 NO 都道府県 市区町村等 イベン卜名 推薦者

151 熊本県 荒尾市 第 3回 f八郎列車I 熊本県 161 鹿児島県 鹿児島市 第45回おはら祭 鹿児島新報社

152 熊本県 大津町 からいもフェスァィパルInおおづ 熊本県 162 鹿児島県 鹿児島県 鹿児島アイフンドフェス空 鹿児島県

153 熊本県 波野村 神楽フェスァィパル 熊本県 163 鹿盟島県 加世田市 吹上浜砂の祭典 鹿児島県

154 大分県 国見町 国見~姫島 ロマンチ :;'7海道横断国際竹いかだレース 大分県 164 鹿兜島県 ニ島村 ニ島村歌舞伎 「俊寛」公演事業 鹿児島県

155 大分県 日出町 城下かれい祭り 大分県 165 鹿児島県 吉松町 スカイフ工ス 51よしまっ 高日本新聞社

156 大分県 丸重町 九重氷の祭典 大分合同新聞社 166 沖縄県 沖縄県 離島フェア'96 沖縄県

157 大分県 上津江村 九州スポーツフェスヲIn上津江'96 大分県 167 沖縄県 那覇市 那覇大綱挽 沖縄県

158 宮崎県 宮崎県 第 1回宮崎国際室内楽音楽祭 宮崎官官曲目指耐 168 沖縄県 平良市他 第12回全日本トフイアスロン宮古島大会 琉球新報社

159 宮崎県 小林市 第13悶ふれあいコスモスIn霧島 宮崎県 169 沖縄県 沖縄市 沖縄全島工イサ まつり 沖縄県

160 宮崎県 串間市 幸運発信イベン卜888 宮崎県 170 沖縄県 伊江村 伊江島一周マラソン大会 沖縄ヲイムス社

「第2回ふるさとイベン卜大賞J応募イベン卜一覧

NO 都道府県 市区町村署 イベン 卜名 推薦 者 NO 都道府県 市区町村等 イベン ト名 雛 薦者 |

1 北海道 増毛町他 日本海オ口口ンフイントフイアスロン国際大会 北海道 60 山梨県 櫛形町他 融西フルーYロードin?ランツヲ山梨(?5ンッヲカー7工Zァィパル) 山梨県

2 北海道 本別町 とうもろこし 3万坪迷路 北海道 61 山梨県 甲府市 まちなかの音楽祭 山梨県

3 北海道 沼田町 ほたる祭り 北海道 62 山梨県 八代町 長崎かかし祭り 山梨県

4 北海道 札幌市 さっぽろ旭山音楽祭 北海道新聞社 63 長野県 東部町 アジアマイムフェスァィバルINとうぷまち 長野県

5 青森県 鶴田町 「わい111どんぱぢ丸出し"J外国人青年による津軽弁士会 青森県 64 長野県 大町市 祭 In大町・北安曇'97炎 (ほのお) 長野県

6 青森県 南郷村 南郷サマ ジャスフェスァィパル 青森県 65 長野県 飯田市他 ニ遠南信伝統芸能フェスァィバJレ'97 信濃毎日新聞

7 青森県 弘前市 全日本リンゴ追分けコンクーJレ 青森県 66 長野県 飯山市 学生オープンスキーチャレンジ “THENIPPON" 産経新聞社

8 青森県 岩木町 津軽ニ昧線フ工スァィパJレIWAKI 東奥日報社 67 敵車県 岐阜市 WEC秋まつり (世界イベント村ぎふ秋まつり'97) 岐阜県

9 岩手県 盛岡市 みちのく国際ミスァリ ー映画祭'97in盛岡 岩手県 68 舷阜県 板取村 1997世界選手権パイヲトライアル最終戦日本大会・板取 岐阜県

10 岩手県 大船渡市 大船渡・かがり火まつり 岩手県 69 厳阜県 岐阜市 岐車県農業フェス7 イパJレ 岐阜県

11 岩手県 花巻市 わんこそぱ全日本大会東京場所 岩手県 70 厳阜県 揖斐川町他 '97いびがわマフソン 中日新聞

12 宮械県 東和町 全日本草リンピ yヲ 宮城県 71 静岡県 菊川町 大仮装大会&お茶室道中 静岡県

13 宮城県 歌津町 小学生創作ミュージカル発表会 宮城県 72 静岡県 土肥町 菜の花舞台 静岡県

14 宮城県 松島町 手づくりいかだ川のぼり大会 宮城県 73 霊知県 西春町 平盆まつり 愛知県

15 秋田県 大曲市 大幽新人音楽コンク ル 秋田県 74 霊知県 足助町 あすけウオーク'97 愛知県

16 秋田県 償手市イ也 おものがわ流域「ふれあい道中スタンプフリーJ 秋田県 75 ニ重県 二重県 笑顔にふれてみませんか “みえ"の青空市ふれあいリレー 二重県

17 秋田県 中仙町 ドンノてンまつり 秋田県 76 二重県 嬉野町 婚野町歴史文化フェス空 ニ重県

18 山形県 酒田市 おらほのまち・むら自f豊「空ウン ・トレーjレ」 山形県 77 ニ重県 大王町 「絵かきの町 ・大王」イベント事業 二重県

19 山形県 白鷹町 アジア国際音楽祭Inしらたか'97 山形県 78 滋賀県 近江八幡市 八幡掘たそがれコンサート 滋賀県

20 福島県 猪苗代町 おシンさんの嫁入り 福島県 79 滋賀県 長浜市 長浜出世まつり 滋賀県

21 福島県 会津若松市 のきさきギヤフリー 福島県 80 滋賀県 八日市市 八日市大凧まつり 滋賀県

22 福島県 須賀川市 松明あかし 福島県 81 京都府 京都市 地下鉄東西線開業記念イベント 京都府

23 福島県 広野町他 。97ふたliワールド 福島民報社 82 京都府 宮津市 天橋立寒中てんころ船競争 京都府

24 福島県 昭和村 白書暮らしを楽しむ全国研究大会 (全国過疎村活性化研究大会) 福島民主新聞社 83 京都府 舞鶴市 赤レンガフェスタIn舞鶴'97 京都府

25 理機県 結機市 紬のふる里結城まつり 茨城県 84 京都府 丹後町 TANGO'空コl正かしサミ ット 京都新聞社

26 栃木県 栃木市 栃木「蔵の街」音楽祭 栃木県 85 大阪府 河内長野市 河内長野市海外芸術家交流事業 滝畑アート ・ウォーキンデ 大阪府

27 栃木県 足利市 「原太」足利・八木節[風に舞う望郷ラプソディ] 栃木県 86 大阪府 東大阪府 東大阪市フグビ ジュニア国際交流大会 大阪府

28 栃木県 日光市 日光けっこうフェスァィパJレ'97 栃木県 87 大阪府 田尻町 つばさのまちフェス51'97 大阪府

29 栃木県 葛生町 くすう原人まつり 下野新聞社 88 兵庫県 兵庫県 播磨科学公闇都市まちびらきフェスァィパル 兵庫県

30 群馬県 赤城村 上ニ原田 (かみみはらだ)の歌舞伎舞台公演 群馬県 89 兵庫県 柏原町他 丹波の森国際音楽祭 シューベJレティアーデたんli'97 兵庫県

31 群馬県 前橋市 「詩のまち前橋若い芽のポエムJ. r野外朗読会j 群罵県 90 兵庫県 豊岡市 大石りくまつり 兵庫県

32 群馬県 安中市他 安政遠足 (あんせいとおあし)侍マフソン 上毛新聞社 91 兵庫県 佐用町 星の都絵本大賞 神戸新聞社

33 埼玉県 大利根町 彩の国童謡のふる里コンサートInおおとね'97 埼玉県 92 奈良県 王寺町 夢おこし王寺 ベJレフェスタ97 奈良県

34 埼玉県 秩父市他 イン空ーナショナJレ・チャレンジ・サイウリンヴ [ツール・ド・鞍父j埼玉県 93 奈良県 大和郡山市 全国金魚すくい選手権大会 奈良県

35 埼玉県 久喜市 提燈祭り「天王様J 埼玉県 94 奈良県 奈良県 過疎ニューフイ7推進事業 「宇陀探訪7ェス空~街道、YーリズムJ奈良県
36 千葉県 千葉県 ちli文化祭'97 千葉県 95 和歌山県 すさみ町 イノプ51ダービー (イノブ-51ン王国建国際) 和歌山県

37 千葉県 関宿町 関宿カヌ トフイアスロン 千葉県 96 和歌山県 橋本市 歴史街道ふれあいロマン“いいところだね橋本" 和歌山県

38 千葉県 大原町 大原ちょうちん時代祭り 千葉県 97 和歌山県 打田町 百合山ウォ クフリー&おもしろ大会 和歌山県

39 東京都 青梅市 青梅宿アートFes'97r花嫁御寮の青梅宿」 東京都 98 鳥取県 鳥取県 ジャパンエキスポ鳥取・97山陰夢みなと樽覧会 鳥取県

40 東京都 台東区 隅田川今昔紀行 東京都 99 鳥取県 鳥取県 温泉フェスァィパル INとっとり 鳥取県

41 神奈川県 横須賀市 ザ・よこすかみやげコンァスト 神奈川県 100 鳥取県 鳥取市他 似麟獅子フェスタ97 鳥取県

42 神奈川県 津久井町 (合唱の里〉津久井 「遥かな友に」道志川合唱祭 神奈川県 101 鳥取県 鳥取県他 地酒列車「北前船号」 新日本海新聞

43 新潟県 豊栄市 f潟まつりJ集まれ!7，000人 新潟県 102 島根県 島根県 古代出雲文化展~神々の固悠久の遺産~ 島被県

44 新潟県 大潟町 創作民話廟l人魚塚浜の物語 新潟県 103 島根県 広瀬町 尼子一族全国大集会及び戦国尼子フェスァィパル 島根県

45 新潟県 相川町 姫津いかイカまつり 新潟県 104 岡山県 岡山市 ジューアオーケストラフェスァィパJレ'97inokayama 岡山県

46 新潟県 長岡市 しなの川音楽祭 新潟日報社 105 岡山県 宝野市 たまの・港フェスァィパル 岡山県

47 新潟県 新潟県 HOT WAVE NIIGATA・97ーユーにいがたの祭典 読売新聞社 106 岡山県 有漢町 風ぐるまフェス空'97inうかん 岡山県

48 富山県 氷見市 氷見キトキト魚大学 富山県 107 岡山県 倉敷市 倉敷音楽祭 山陽新聞社

49 富山県 福岡町 冬のふれいあい市 富山県 108 広島県 因島市 因鳥水草まつり 広島県

50 富山県 小矢部市 メルヘン97 富山県 109 広島県 福山市 よみがえる朝鮮通信使 広島県

51 石川県 金沢市他 。97いしかわサマーミュージ γケフェスァィ;¥)レ 石川県 110 広島県 甲山町 。97全日本手づくりゼロハンカ レ ス 広島県

52 石川県 柳田村 ござれまつり 石川県 111 広島県 吉田町 毛利π就生誕500年事業 中国新聞社

53 石川県 松任市 松任国際太鼓エヲス女ジア・97 石川県 112 山口県 宇都市 真綿川まつり 山口県

54 石川県 金沢市他 第10回記意大会JAPANTENT-世界留学生交流いしかわ'97 北園新聞社 113 山口県 下松市 笠戸島マリンイカダレース 山口県

55 福井県 丸岡町 一筆啓上賞 日本一短い 「父jへの手紙 福井県 114 山口県 美和町 美和サンチャロウまつり 山口県

56 福井県 今庄町 今庄そばまつり 福井県 115 徳島県 穴吹町 穴吹川筏下り大会 徳島県

57 福井県 金津町 ダンポートレース 福井県 116 徳島県 勝浦町 ビフヲひな祭り 徳島県

58 福井県 丸岡町 一筆啓上賞 日本一短い「父jへの手紙 福井新聞社 117 徳島県 徳島市 '97吉野川フエスァィパル 徳島県

59 福井県 福井市 福井コスモスまつり 日刊県民福井 118 徳島県 穴吹町 穴吹川筏下り大会 徳島新聞社
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NO 都道府県 市区町村等 イ ベン 卜名 推 薦 者 | NO 都道府県 市区町村等 イ ベン ト名 推 薦者

119 香川県 塩江町 塩江温泉アドベンチャーマフソン全国大会 香川県 135 熊本県 波野村 神楽フェスァィバJレ 熊本県

120 量媛県 新居浜市 全国お手玉遊び大会 愛媛県 136 熊本県 ;音和村 文楽の里まつり 熊本日日新聞社

121 量媛県 瀬戸町 f結婚官昌」工 yセイ全国コンァスト 愛媛県 137 大分県 上津江村 九州スポーツフェス:$Iin上津江'97 大分県

122 量媛県 河辺村 わらじで歩こう坂本龍馬脱藩の道 愛媛県 138 大分県 大山町 「わが家の梅酒コンクール」 大分県

123 福岡県 浮羽町 棚図 Inうきは彼岸花めぐり 福岡県 139 大分県 日出町 城下かれい祭り 大分県

124 福岡県 吉井町 筑後吉井のおひなさ まめぐ。J 福岡県 140 大分県 大山町 ふれあいプレス ・移動大分合同新聞大山町会場 大分合同新聞社

125 福岡県 柳川市 柳川ソーフポ 卜大会 福岡県 141 宮崎県 都城市 ウ工Jレカム交流会「楽市・楽座」 宮崎県

126 福岡県 庄内町 '97飯塚国際車いすアース大会 西日本新聞社 142 宮崎県 延岡市 延岡域社薪能 宮崎県

127 佐賀県 佐賀市 1997 佐賀熱気球世界選手権 佐賀県 143 宮崎県 西都市 酋都古墳まつり 宮崎県

128 佐賀県 伊万里市 鍋島藩窯秋祭り 佐賀県 144 鹿児島県 鹿児島市 かごしま世界帆船まつり 鹿児島県

129 佐賀県 東替振村 竹ものがたり 佐賀県 145 鹿児島県 東町 あづま造形美術展 鹿児島県

130 佐賀県 七山村 。97国際渓流滝登り<nななやま 佐賀新聞社 146 鹿児島県 吉松町 夜空に輝く 100m巨大 Yリー 鹿児島県

131 長崎県 佐世保市 きらきらフェスァィパル 長崎県 147 沖縄県 名護市他 ツール ・ド・おきなわ 沖縄県

132 長崎県 野母崎町 のもざき水仙まつり 長崎県 148 沖縄県 南風原町 f国民学校卒業式jと町民手作り平和創造劇 「卒業読書j沖縄県

133 長崎県 厳原町 '97厳原港まつり「対馬アリフン祭りj 長崎県 149 沖縄県 沖縄県 沖縄県立武道館落成記念沖縄空手 ・古武道世界大会 沖縄県

134 長崎県 生月町 演劇「あっちゃんの炭鉱 (やま)J 長崎新聞社

「第3回 13¥るさとイベン卜大賞J応募イベン卜一覧

NO 都道府県 市区町村等 イ ベント 名 推 薦 者 NO 都道府県 市区町村等 イ ベン ト名 維 薦 者 |

1 北海道 函館市 はこだてヲリスマスファン:$1ジー 北海道 54 新湯県 上越市 謙信の里えちご・くひ.吉野100kmマフソン 新潟県

2 北海道 函館市 第8回函館市民オペラの会 北海道新聞社 55 富山県 滑川市 なめりかわ穣宮まつり 富山県

3 北海道 本別町 とうもろこし 3万坪迷路 北海道 56 宮山県 上市町 モー}~}レネサンス「市姫さんどj 富山県

4 北海道 沼田町 ほたる祭り 北海道 57 富山県 大門町 越中だいもん凧まつり 宮山県

5 青森県 階上町 つつじ&ジンギスカンLoveフェス空 青森県 58 宮山県 利賀村 利賀村姉妹都市芸術文化フェスァィパル 富山県

6 青l'.!県 むつ市 。98民俗芸能フェスァィパJレ「ザ ・カブキ」 青森県 59 石川県 金沢市 夜の兼六圏 (幽玄空間創造事業) 石川県

7 青森県 +和田市 大晦日に108発の花火大会 青森県 60 石川県 白峰村 雪だるまウィーケ'98 石川県

8 青森県 五所川原市 立候武多の運行 青森県 61 石川県 川北町 州北まつり (手取の火まつり) 石川県田北冒覇聞社

9 青森県 下回町 '98ハートピア下回 ・音楽のタベ 青森県 62 石川県 能登半島 ツール・ド ・のと400 北閤新聞社

10 青森県 蟹田町 風のまち川柳大賞 東奥日報社 63 福井県 大野市 越前大野感性はがき展 福井県

11 岩手県 陸前高田市 平成10年度全国太滋フェスァィパル10周年国際大会 岩手県 64 福井県 今立町 第九回記念IMADATE第九演奏会 福井県

12 岩手県 安代町 あっぴリレーマフゾン 岩手県 65 福井県 和泉村 九頭竜紅葉まつり 福井県・福井覇聞阪

13 岩手県 盛岡市 アーツルネッサンスもりおか「ここからはじまる物語j 岩手県 66 福井県 美浜町 美浜町民レガ ;;:$1 福井県

14 岩手県 雫石町 しずくいしアルペンまつり 岩手県日報社 67 福井県 福井市 グルメ yセふくい'98 日引l県民福井

15 宮被県 川崎町 川崎町支倉常長夏祭り 宮械県 68 福井県 美浜町 美浜・五木ひろしマフソン 福井県

16 宮被県 石巻市 石巻ストリートフェスァィパJレ98 宮減県 69 山梨県 甲府市 甲府ウィーク ・甲府大好きまつり 山梨県

17 宮被県 僅竃市 塩竃みなと祭 宮城県 70 山梨県 大泉村 大泉品原サフダ王国祭り 山梨県

18 宮誠県 北上町 竹内敏信先生の写真セミナー&講演会 宮城県 71 山梨県 中宮町 第12田中宮町ふるさと富士川まつり 山梨県

19 宮械県 利府町 「十符の里 利府」フェスァィパ}~ 宮城県 72 長野県 牙野市 小津安一郎記念 ・電車科晶原映画祭 長野県

20 宮城県 七ヶ宿町 第13回わらじで歩こう七ヶ宿 河北新報社 73 長野県 山ノ内町 集まれふくろう l森の感謝祭コカリナフェスァィパル 長野県

21 秋田県 湯沢市 七夕ちょうちん行列 秋田県 74 長野県 上山田町 千曲)11いかだ下りコンァスト 長野県

22 秋田県 秋田市 東海林太郎生誕100年祭 秋回県 75 長野県 小布施町 第 3回国際北斎会議 ・北斎フェスァィバル 長野県

23 秋田県 大幽市 大曲新人音楽祭コンヲ ル 秋田県 76 岐阜県 岐阜市 第12回厳阜県農業フェスァィパル 岐阜県

24 山形県 村山市 伝承館まつり 日本一の長板そぱ50問堂 山形県 77 岐阜県 大垣市 奥の細道結びの地 「船下り芭蕉祭J 岐阜県

25 山形県 飯豊町 SNOWえっぐフェスァィパJレ 山形県 78 岐阜県 多治見市 本町オリベイベント 岐阜県

26 山形県 新庄市 最上環境芸術祭 フンドスケープアート展 山形県 79 岐阜県 明宝村 めいほう晶原音楽祭 summerjazz in MEIHO'98 岐阜県

27 福島県 山都町 そばの里冬紀行 福島県 80 厳阜県 舷阜市 遊ぼう 1絵本・えほんカーーパJレ 舷阜新聞社

28 福島県 崎被岐村 真夏の雪まつり 福島県 81 静岡県 御殿場市 アピール・ナウ御殿場 静岡県

29 福島県 いわき市 まぼろしの浜街道「新田坂Jをゆく 福島県 82 静岡県 長泉町 長泉わくわく祭り 静岡県

30 福島県 須賀川市 松明あかし 福島民主新聞社 83 静岡県 沼津市 海人祭 静岡新聞社

31 福島県 広野町 第5回ひろの童謡 (うた)まつり 福島民報社 84 量知県 常滑市 シンポジウム夏・ 1998・常，骨 愛知県

32 京縄県 目立市 ひたち国際大道芸 茨城県 85 量知県 名古屋市 なごや文化コンァスト 愛知県

33 京械県 鹿嶋市 鹿嶋まつり 茨城県 86 霊知県 新城市 世界新城サミ ッ ト 愛知県

34 京械県 水戸市 アー ト空ワーみとス:$1-7イトファン宮ジー 茨城新聞社 87 量知県 常;骨市 やきもの散歩道フェスァィパW98 愛知県

35 栃木県 茂木町 ゆずの塁 ゆすの木オーナー制度 下野新聞社 88 二重県 ニ重県 みえ歴史街道フェス:$1 三重県・情勢新聞社

36 栃木県 栃木市 とちぎ「蔵の街J音楽祭 栃木県 89 二重県 名張市 ベル7"7ワーフォーフム'98創作劇「蓮-RENー」 三重県

37 蛎木県 益子町 ましこの炎まつり 栃木県 90 二重県 津市 安j.l)章物語事業 二重県

38 群馬県 板倉町 板倉ハートフルマラソン大会 群馬県 91 滋賀県 湖北町 戦国口7ンルネサンス 小谷城ふるさと祭り 滋賀県

39 群馬県 境町 利恨川フオ フム・境町島村渡船フェスヲ 群馬県 92 滋賀察 山東町 山東町ホヲJレ祭り 滋賀県

40 群馬県 伊香保町 石段ひなまつり 群馬県 93 滋賀県 五個荘町 ぶら りまちかど美術館 ・博物館&新近江商人塾 滋賀県

41 埼玉県 蕨市 中山道武州蕨宿宿場まつり 埼玉県 94 京都府 福知山市 いきいきフェス:$Iinみたけ 尽都府

42 埼玉県 川越市 「開館 !まちかどミュージアムJ 地玉県 95 京都府 宇治市 源氏ろまん'98ふれあい歴史絵巻 「宇治田楽復活祭J京都府
43 埼玉県 入間市 入間万燈まつり 埼玉県 96 京都府 久美浜町 '98久美浜ドフゴンカヌー選手権大会 京都府

44 千葉県 佐倉市 サヲフコレウション 千葉県 97 京都府 舞鶴市 肉じゃが発祥の地・舞鶴PRイベン ト 京都新聞社

45 千葉県 佐原市 小江戸サミット佐原大会 千葉県 98 兵庫県 兵庫県 あわじ ・花と公園のフェスァパル 兵庫県

46 東京都 青梅市 青梅宿アートFes.r招き猫たちの青梅宿」 東京都 99 兵庫県 姫路市 「ひめじウェルカム21Jオープーングイベン 卜 兵庫県

47 東京都 新宿区 内藤新宿開設300年記念事業 東尽都 100 兵庫県 篠山町 デカンショ節100年記念事業 兵庫県

48 神奈川県 権須賀市 よこすかカウントダウン'98 神奈川県 101 兵庫県 加美町 平成9年度 ・ちょ っと照れくさい孝行のメッセ ジ 神戸新聞社

49 神奈川県 大井町 おおいひょうたんまつり 神奈川県 102 奈良県 大和郡山市 第4回全国金魚すくい選手権大会 奈良県

50 神奈川県 山北町 やまなみ父流の皇文化祭 「水源の森をつくろう」 神奈川県 103 奈良県 4豊原町他 桜井宇陀健康フェスァィパル 奈良県

51 神奈川県 藤沢市 FOVA SERIES'98 朝日新聞社 104 奈良県 五僚市 かげろう座'98 奈良県

52 新潟県 西山町 「天日月義民伝j公演 新潟県 105 和敬山県 桃山町 桃山まつり 和歌山県

53 新潟県 相川町 金の道佐渡から江戸へ 新潟県 106 和歌山県 橋本市他 北紀高野憂陀車産官苔祭・マンダフウオ ク 和歌山県
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NO 都道府県 市区町村等 イベント 名 推 薦者 NO 都道府県 市区町村等 イベント名 推薦者

107 和歌山県 品野町 ヴェトロ壬ンヲーーヤ品野山1998 和歌山県 136 福岡県 浮羽町 棚田Inうきは彼岸花めぐり 福岡県

108 鳥取県 境港市 境港ヲリス 1JJレファン1Jジア 鳥取県 137 福岡県 上陽町 全日本きんま選手権大会 福岡県

109 鳥取県 米子市 しょうじき村まつり 鳥取県 138 福岡県 吉井町 筑後吉井のおひなさまめ ぐり 福岡県

110 島根県 湖陵町 こりょう工コ・リンウ98 島根県 139 福岡県 福岡市 ファッションム ブメ ン トFUKUOKA'98 西日本新聞社

111 島1良県 浜由市 はまだBB大鍋フェスァィバJレ 島根県 140 佐賀県 伊万里市 鍋島薄窯秋祭り 佐賀県

112 岡山県 西粟倉村 第 1回あわくら女流アートの祭典98 岡山県 141 佐賀県 嬉野町 うれ しのほほん着物園遊会「和j大茶会 佐賀県

113 岡山県 加茂川町 夢の空中大橋108つの打ち上げ花火 岡山県 142 佐賀県 有明町 べったんこ祭シャトル ・べったんこ 佐賀県

114 岡山県 玉野市 たまの・港7ェスァィパル 岡山県 143 佐賀県 富士町 わた しの昆虫記ファーブル大賞 佐賀新聞社

115 岡山県 津山市 '98西日本地ビ J~&大道芸フェスタIn津山 山陽新聞社 144 長崎県 長崎市 長時郷土芸能大会 長崎県

116 広島県 福山市 第 5回町おこし 1松永まつり21ゲ空リンピック'98広島県 145 長崎県 大村市 歴史シンポジウム 異文化の情報路 「長崎街道」 長崎県

117 広島県 豊松村 全日本荷車引きレース 広島県 146 長崎県 大島町 長崎大島トフイアスロン大会 長崎県

118 広島県 因島市 因島水軍まつり 広島県 147 長崎県 島原市 雲仙普賢岳観光トロ ッコ列車 長崎新聞社

119 山口県 長門市 近松祭In長r~'98 山口県 148 熊本県 栖本町 第 6回九州河童サミ ットIn栖本 熊本県

120 山口県 豊北町 タやけマフソン 1/10inほうほく大会 山口県 149 熊本県 矢部町 八朔祭 熊本県

121 山口県 防府市 第6回愛情防府フリーマーケット 山口県 150 熊本県 御所浦町 モンゴル恐竜化石特別展 in御所浦 熊本日日新聞社

122 山口県 日置町 汗汗フェス空イン日置 山口県 151 大骨県 九重町 98九州ウイ ン安一フェスァィパル九重氷の祭典 大分県

123 徳島県 徳島県 徳島ミュージカJレ「駆けろ l駆けろ !YATOOSEY J 徳島県 152 大骨県 国東町 仏の里くにさき・とみくじマフソン大会 大分県

124 徳島県 穴吹町 穴吹川筏下り大会 徳島県 153 大骨県 ニ光村 泥田バレーボーJレ大会 大分県

125 徳島県 徳島市 とくしま写楽祭 徳島新聞社 154 宮崎県 品岡町 第 1回日本音魂祭In高岡 宮崎県

126 香川県 牟礼町 こーりゃんせ'98 香川県 155 宮崎県 都城市 都城スカイブロ ッサム'98 宮崎県

127 香川県 綾上町 主基斉回お田植えまつり 香川県 156 宮崎県 延岡市 '98かがり火ファン1Jジ Inのベおか 宮崎県

128 香川県 塩江町 第 3回しおのえ国際青年芸術祭'98 香川県 157 鹿児島県 鹿児島県 薩摩焼発袴400周年事業 鹿児島県

129 香川県 香川県 瀬戸大橋開通10周年記念事業 香川県 15日 鹿児島県 西之表市 からいも伝来300同年記念事業 鹿児島県

130 量媛県 今治市 今;台市民のまつり「おんまく j 愛媛県 159 鹿児島県 東市来町 東市来町薩摩焼400年祭 鹿児島県

131 愛媛県 河辺村 わらじで歩こう坂本縞馬脱藩の道 愛媛県 160 沖縄県 那覇市 一万人の工イサー踊り隊 沖縄県

132 愛媛県 城辺町 械辺かつお&さっきフェア 愛媛県 161 沖縄県 伊良部町 伊良部架橋早期実現j随飽舟大レース 沖縄県

133 高知県 安芸市 手づくり登り窯フェスゲ98 晶知県 162 沖縄県 本部町 本部八重岳桜花見まつり 沖縄県

134 高知県 香我美町 香我美町山北みかん健康マフソン大会 高知県 163 沖縄県 宜野湾市 第10回ぎのわん車いすマフソン大会 琉球新報社

135 高知県 野市町 のいち佐古まつり 晶知県

「第4回ふるさとイベン卜大賞j応募イベン卜一覧

NO 都道府県 市区町村等 イ ベン ト名 推 薦者 NO 都道府県 市区町村等 イベント名 推薦者 1

1 北海道 東藻琴村 ノンキーランドふるさとまつり 都道府県 41 干葉県 fta子市 ・品自白~司 手賀沼エコマフゾン 都道府県

2 北海道 熊石町 熊石あわびの里フェスァィパル 都道府県 42 千葉県 八日市場市 第21回よかっぺ祭り 都道府県

3 北海道 和寒町 第4回全日本玉入れ選手権 都道府県 43 千葉県 館山市 南総里見まつり 都道府県

4 青森県 南郷村 南郷サマージャズフェスァィパル'99 都道府県 44 東京都 墨田区 22万人の平和メ yセージ 毎日新聞社

5 青森県 鶴田町 外国青年による津軽弁大会 都道府県 45 東京都 国分寺市 武蔵国分寺薪能 都道府県

6 岩手県 -p広瞳5市町村 劇団カシオベア座第7回公演In九戸 「捕まったオドデさまj岩手日報社 46 東京都 新宿区 「鉄旭組百人隊j出陣 都道府県

7 岩手県 陸前品田市 平成11年度全国太滋フェスァィパJレ 都道府県 47 東京都 板橋区 へそ踊り 都道府県

8 岩手県 北上市 平和街道高齢者障害者演劇ネ ットワ ウ事業 都道府県 I 48 神奈川県 償須賀市 よこすか海軍カレーフェスァィパル 都道府県

9 岩手県 北上市 平成10年度鬼っこわんぱく講座~集まれ鬼っこわんぱく隊~ 都道府県 49 神奈川県 小田原市 城下町おだわらツーテーマーチ 都道府県

10 宮械県 仙台市 社のいきいき7工スヲー出品ぃ・ふれあい・助けあいー 河北新報社 50 神奈川県 開成町 。99開成あ じさい祭 都道府県

11 宮械県 宮崎町 食の文化祭 (宮崎町秋まつり) 都道府県 51 新潟県 ニ島町 地域いきいき再発見 !みしま物語1999 都道府県

12 宮械県 二本木町 ひまわりまつり 都道府県 52 新溜県 鹿瀬町 花嫁列車 都道府県

13 宮城県 石巻市 第6回サン・ファン祭り 都道府県 53 新潟県 赤泊村 全国民話の郷サミ y卜In佐渡 都道府県

14 秋田県 八竜町 サンド777ト'99in八竜 都道府県 54 宮山県 井波町 いなみ国際木彫刻キャンプ'99 書道清里白北自輔自社

15 秋田県 雄和町 雄物川速増主化町華典、 全国ハイヤサミ ッ トm串うわ 、 車 15囲大正寺お Ij~ まつり 都道府県 55 富山県 小矢部市 メルヘン99 都道府県

16 秋田県 平鹿町 槻の木ファン空ジー 都道府県 56 宮山県 上市町 jlJ岳雪のフェスァィバル 都道府県

17 山形県 二日|町 '99全国方言大会 山形新聞社 57 石川県 七尾市 西湊・山の寺まつり 都道府県

18 山形県 山形市 あじさい祭り 都道府県 58 石川県 翰島市 19991世球環境米・米フォーフムin輪島 都道府県

19 山形県 長井市 第10固ながい黒獅子まつり 都道府県 59 石川県 鳥越村 鳥越村一向一撲まつり 都道府県

20 山形県 晶畠町 かっ1Iのむかさり 都道府県 60 福井県 敦賀市 つるが・きらめきみなと↑車21 福井新聞社

21 山形県 飯豊町 SNOWえっぐフェスァイ J{Jレ 山形新聞社 61 福井県 大野市 平成大野屋まつり 1999 都道府県

22 山形県 村山市 日本一の長板そli33間堂 山形新聞社 62 福井県 池田町 越前池田O)r誼Jte !99高林ピッヲ越前池田町[畦jだ!そぼ71;l，j1鈎 都道府県
23 山形県 小国町 小国国際文化フェスァィパJレ 山形新聞社 63 福井県 織田町 0・TA・卜KO智'99 都道府県

24 福島県 都路村 親子水いらず探検隊 福島民報社 64 山梨県 甲府市 甲府ウィ ク 都道府県

25 福島県 桑折町 献上桃の郷まつり 都道府県 65 山梨県 市川大門町 99いちかわだいもんふるさと夏祭り 都道府県

26 福島県 須賀川市 松明あか し 都道府県 66 山梨県 河口湖町 冬花火・湖上の舞 都道府県

27 福島県 郡山市 磐梯熱海温泉つるりんこ祭 都道府県 67 長野県 岡谷市 世界マリンパフェスァィバル「岡谷j 1吉il毎日新聞社
28 福島県 曹関町 '99合宿町里7 工 Zテ ィ 1{/~ in富岡 車京大大学応雄吉韓aチアリ ーデインデ ー ステージ 都道府県 68 長野県 上山田町 信州更科の塁そばまつり 都道府県

29 茨媛県 協和町 小栗判官まつり 都道府県 69 長野県 南箕輪村 大芝晶原まつり 都道府県

30 ~械県 関城町 関城の祭典 「どすこいベアJ 都道府県 70 厳阜県 神戸町 夜叉ヶ;也伝説マフ ツウ大会 岐阜新聞社

31 1買械県 土浦市 99霞ヶ浦パスフィ ッシングトーナメントイン土浦 都道府県 71 厳阜県 坂内村 坂内村生涯学習村づくり事業創作音楽舞踏劇「夜叉ヶ池J都道府県
32 ~械県 明野町 明野ひまわりフ工スァィパル 都道府県 72 舷阜県 穂積町 町民ミュージカJレ水涼歌合戦 「敬え lへーえもんj 都道府県

33 京械県 目立市 平成11年度ひたち国際大道芸 都道府県 73 厳阜県 上宝村 東海雪合戦大会 都道府県

34 栃木県 鹿沼市 Do!!おもしろかぬまフェスタおどんベかぬま 都道府県 74 静岡県 藤枝市 第 7回全国PK選手権大会inFUJIEDA 都道府県

35 群馬県 太田市 太田市産業フェスァィパル 都道府県 75 静岡県 熱海市 湯めまちをどり「葦の舞j 都道府県

36 群馬県 下仁田町 平成11年度妙義山さくら祭 都道府県 76 量知県 名育屋市 からく りデザインフェスァィパル・99 都道府県

37 群馬県 片品村 第1回かたしな国際ネイチャースポーツ王選手権大会 都道府県 77 愛知県 春日井市 第7回春日井シンポジウム継体サミ ット&継体シンポジウム 都道府県

38 埼玉県 南河原村 お絵かきスリ ッパ展 都道府県 78 愛知県 平和町 HEIWAの手づくり絵はがきコンァスト 都道府県

39 埼玉県 熊谷市 光の歩廊 都道府県 79 愛知県 一色町 弁天海港・佐久島第2回アートフェスァィパJレ 都道府県

40 埼玉県 加須市 加須市民平和祭 (ジャンポこいのぼり遊泳) 都道府県 80 二重県 二重県 東紀州体験フェス1J 都道府県

18 



NO 都道府県 市区町村等 イベント名 推 m者 NO. 都道府県 市区町村等 イベント名 錐聴者

81 二重県 明和町 斎王まつり 都道府県 117 広島県 東城町 お通り 都道府県

82 二重県 関町 東海道関宿街道まつり 都道府県 118 山口県 宇都市 宇都まつり 都道府県

83 ニ重県 阿児町 伊勢志摩真珠フェア'99 都道府県 119 徳島県 東祖谷山村 祖省平家まつり 都道府県・高島制批

84 滋賀県 八日市市 八日市大凧まつり 都道府県 120 徳島県 一宇村他3町村 とくしま剣山一気登りマフソン大会 都道府県・制覇枇

85 滋賀県 愛東町 第13回全日本あいと う4時間耐久二輪車レース 都道府県 121 徳島県 鳴門市 ドイチェス ・フェス卜Inなると 都道府県

86 滋賀県 朽木村 鯖街道ふれ昧道中 都道府県 122 香川県 丸亀市 月見の宴 都道府県

87 滋賀県 伊吹町 雪合戦奥伊吹バ トル&かま くら祭1999 都道府県 123 香川県 牟礼町 はらハフ腹相撲 都道府県

88 京都府 京都市 堀川桜祭り~都市生活と水環境~ 京都新聞社 124 香川県 牟礼町 こ~りゃんせ'99 都道府県

89 京都府 尽都府 '99丹波公園まつり 都道府県 125 量媛県 新居浜市 全国お手玉遊び大会 愛媛新聞社

90 京都府 舞鶴市 旧軍港四市グルメ市民交流大会 都道府県 126 量媛県 双海町 タf尭けプフ ッ トホームコンサー卜 都道府県

91 京都府 園部町 そのベ収穫祭 都道府県 127 量媛県 大洲市 おおす浪漫祭・99 都道府県

92 京都府 久美浜町 ドラゴンカヌー町民大会・久美浜 ドラゴンカヌー選手権大会 都道府県 128 量媛県 宇和町 たんぽプロジェク卜2000 都道府県

93 大阪府 豊中市 fまちづ〈り展示I!H量った地場に樟ざした主化活動的発揮・育成と紹介町E組 都道府県 129 高知県 伊野町 仁淀川紙のこいのぼり 都道府県

94 大阪府 堺市 堺大魚夜市 都道府県 130 高知県 中櫛・十鮒.!it鮒 第 6回四万十川ウルトラマフソン 都道府県

95 大阪府 高槻市 こいのぼりフェスタ1000 都道府県 131 高知県 品知市 1999よさこい全国大会 都道府県

96 大阪府 綿布'lIIli市野月 つばさのまちフェスヲ'99 都道府県 132 福岡県 大牟田市 県境大綱引き大会 都道府県

97 兵庫県 柏原町 丹波の森国際音楽祭ーシューベルティアーデたんli'99 都道府県 133 福岡県 福岡市 フブアース ・クリーンアップ・99 都道府県

98 兵庫県 豊岡市 但馬空港フ工スァィパル 都道府県 134 福岡県 直方市 '99のおがたチューリップフェア 都道府県

99 兵庫県 加美町 千ヶ峰気絶寸前登頂マラソン全国大会 都道府県 135 佐賀県 牛津町 牛津町産業まつり~菌の浪花の復活祭~ 都道府県

100 奈良県 奈良市 なら燈花会 (とうかえ) 都道府県 136 佐賀県 山内町 黒髪の浪畏まつり 都道府県

101 奈良県 奈良県 E吉野サマー ・ トン初I~- ?物語 (吉野回線7I::\ティバル制発見1鮒) 都道府県 137 佐賀県 ニ白川町 吉野ヶ皇炎祭り 都道府県

102 奈良県 大和郡山市 全国金魚すくい選手権大会 都道府県 138 長崎県 佐世保市 きらきらフェスァィパ)~ 長崎新聞社

103 奈良県 上北山村 水のよろこび ・上北山村清流祭り 都道府県 139 熊本県 熊本市 九州・沖縄 ドフイブ1哩99 熊本日日新聞社

104 和歌山県 那賀町 華岡青洲フェスァィパW99inNAGA 都道府県 140 熊本県 波野村 第 8回神楽フェスァィパル 都道府県

105 和歌山県 日高町 クエ・フェア 都道府県 141 熊本県 熊本市 くまもとお械まつり 都道府県

106 和取山県 橋本市 第50回紀の川祭 都道府県 142 熊本県 湯前町 ゅのまえマンガフェス$1 都道府県

107 鳥取県 境港市 さかいみなと妖怪オブジ工作品コンヲーJレ 都道府県 143 大分県 臼杵市 竹光芸まつり 都道府県

108 島IR県 出雲市 出雲「花と緑j総合フェスァィパル 都道府県 144 大分県 緒方町 小松明 (こだい)火祭り~真夏の夜の感動物語~ 都道府県

109 島根県 平田市 唐JII新茶まつり 都道府県 145 大分県 上浦町 豊後一見ヶ浦しめ縄張り替え 都道府県

110 島根県 美保関町 工ビスカ yプ全日本海上綱引き選手権大会 都道府県 146 宮崎県 南郷村 師走祭り“迎え火" 都道府県

111 島根県 多伎町 スイムフンin多伎 都道府県 147 宮崎県 都城市 第3回国際弓道大会 (第12園都城弓祭り全国弓道大会) 都道府県

112 岡山県 E山町・5何倍l町 I~ 海の市・山の市・蒜山7工スタ99 都道府県・山田新町i 148 宮崎県 椎葉村 。99椎葉平家まつり 都道府県

113 岡山県 加茂川町 新春夢花火 都道府県 149 鹿児島県 鹿児島県 ザビ工)，4叩7I7.世~かごしま・スペイン・ポルトガ)，観光物産展~ 都道府県

114 岡山県 玉野市 たまの・港フェスァィパJレ 都道府県 150 鹿児島県 川内市 薩摩国分寺ふれあい文化事業 都道府県

115 広島県 広島県 瀬戸内海大橋完成記念イベン ト「 しまなみ'99J 都道府県 151 鹿児島県 瀬戸内町 99奄美シーカヤッヲマフソンIN加計呂麻 都道府県

116 広島県 広島市 広島ゆかた祭り 都道府県 152 沖縄県 伊平屋村 第 5回伊平屋ムーンフイトマフソン 琉球新報社

「第5回ふるさとイベン卜大賞J応募イベン卜一覧

NO. 都道府県 市区町村i イベン ト名 推嵐者 NO 極道府県 市区町村等 イベント名 推.者

1 北海道 函館市 はこだてヲリスマスファン$1ジー 北海道 34 栃木県 足尾町 第1@]足尾グリーンフォーラム “よみがえれ !足尾の録" 栃木県

2 北海道 小樽市 小樽雪あかりの路 北海道 35 栃木県 湯津上村 どろんこレースチャンピオンシップ 栃木県

3 北海道 端野町 たんのカレーフイスマフゾン 北海道 36 群馬県 前橋市 遊びの庭一楽市・楽座ー 群馬県

4 北海道 阿寒町 日蘭交流400周年記念阿寒国際スケートマラソン大会 北海道 37 群馬県 桐生市 桐生ファ ッションウィ-'1 群馬県

5 北書道 札幌市 MIX2000 (MUSIC & INTERACTIVE INDEX) 北海道新聞社 38 群馬県 甘楽町 城下町小幅さく ら祭り武者行列 群馬県

6 青森県 青森市 「版画の街 ・あおもりj青森版画展2000 青森県 39 群馬県 高崎市 大獅子舞大会 群馬県

7 青森県 八戸市 湊ふるさとフェスァィパル 青森県 40 群馬県 草津市 草津町制路行100周年記念事業「草津御湯御用」 群馬県

8 青森県 むつ市 i章経海峡文化交流子ども歌舞伎フェスァィパル 青森県 41 埼玉県 埼玉県 さいたま新都心街ひ.らき記念フェスァィパル 埼玉県

9 青森県 尾上町 旧家・庭園 ・生け士亘 ・植木問屋めぐり 青森県 42 埼玉県 所沢市 全国だんごまつりIn所沢 埼玉県

10 岩手県 遠野市 カ γパの里帰り事業 岩手県 43 千葉県 銚子市 世紀越えイベン卜In銚子 千葉県

11 岩手県 大船渡市 大船渡 ・かがり火まつり 岩手県 44 千葉県 岬町他 耕地E粉精鋭慮24時間チャリティーソ7ト事ー付金おいもこ (日船KOl14 千葉県

12 岩手県 東和町 とうわ子ども落語塾[発表会] 岩手県 45 千葉県 佐倉市 佐倉 ・時代まつり 千葉県

13 岩手県 水沢市 水沢イルミネーション事業「光のJレネ ッサンス」 岩手県 46 東京都 二鷹市 新川丸池公画開圃式 東尽都

14 岩手県 大野村 24時間眠らない村 岩手日報社 47 東京都 目黒区 第24回目黒区民まつり 東京都

15 宮械県 大和町 第 4回大和ゆめまつり 宮城県 48 東京都 板橋区 いたliし産業見本市2000 東京都

16 宮城県 岩出山町 岩出山バJレーンフェスァィパル 宮城県 49 東京都 北区 健康づくりモデル地区事業健康ふれあいまつり 東京都

17 宮械県 唐桑町 リアス牡婚まつり唐桑 宮城県 50 東京都 荒川区 あらかわカウントずウンページェント~音楽で迎える21世紀~ 東京都

18 宮浦県 大河原町 おたづもっこ文化祭・NPDフォーラム (NPOいずい;1) 宮械県 51 東京都 江東区 水彩フェスァィパJレ 東京都

19 秋田県 八竜町 サンドヴフフト2000in八竜 秋田県 52 神奈川県 小閏原市 全国童謡フェスァィ バル~白秋IN小田原~ 神奈川県

20 秋田県 山内村 いものこまつりIn鶴ヶ池 秋田県 53 神奈川県 平塚市 2000湖南ひらつか囲碁まつり 神奈川県

21 秋田県 仙北町 まつり彩夏SENBOKU 秋田県 54 新潟県 十日町市他 大地の芸術祭・越後妻有アート卜リ工ンナーレ2000 新潟県

22 山形県 東根市 Look for伝承文化 山形県 55 新潟県 村上市 城下町村上 町屋の人形さま巡り 新潟県

23 山形県 山形市 新世紀やまがた創造イベン ト 山形県 56 新潟県 新発田市 '"ージェント2000rこの豊かなる大地の賛歌JPART3 新潟県
24 山形県 米沢市他 おきたまフフワーフェスァィパル 花YEAR2000 山形県 57 新潟県 川口町 雪洞火ぽたる祭 新潟県

25 福島県 須賀川市 松明あか し 福島県 58 富山県 黒部市 オフンダまるごとフェア 富山県、北日本新聞祉

26 福島県 白河市 しらかわ市 (いち) 福島県 59 富山県 小矢部市 源平火牛祭り 富山県

27 福島県 只見町 只見ふるさ との雪まつり 福島県 60 富山県 上市町 ふるさと観光上市まつり 富山県

28 東城県 土浦市他 革1咽市制施行田周年記章 。すみが日マラソン細障宙人マうソンか仰がうb士会 茨織県 61 石川県 七尾市 七尾・祭りの園フェスティパル (能登キリコフェスァィパル) 石川県

29 東城県 ひたちなが市 でつけ絵年賀状2001inひたちなか 茨城県 62 石川県 小松市 全国子供歌舞伎フェスァィ パJレIn小松 石川県

30 京城県 取手市 頑固者賞 茨城県 63 石川県 押水町 押水漁火モーゼフェス空 YOSAKOIソーランのとまつり 石川県

31 東城県 取手市 取手アートプロジェク ト2000 茨減県 64 石川県 金沢市 第13回一俣紙すきの呈まつり 北園新聞社

32 栃木県 小山市 新世紀カウン トダウンINOYAMA 栃木県 65 石川県 金沢市 内川鎮守の森ギヤフリー 北関新聞社 l

33 栃木県 岩舟町 岩船山ク リフスァ ジ野外コンサー 卜 栃木県 66 福井県 勝山市他 恐竜エキスポふく L、2000 福井県
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NO. 都道府県 市区町村等 イ ベン ト名 推 薦者 NO 都道府県 市区町村等 イベン ト名 推薦者 l
67 福井県 今立町 今立現代美術紙展 ART CAMP 2000 福井県 126 岡山県 中央町 ミレーアム事業「新時代誕生j 岡山県

68 福井県 池田町 越前迫田町 I控Jt2 1 2(削車排出? 越前迫田町 I畦Jt2 1 そのェ~ j2側 福井県 127 岡山県 新圧村 第17回がいせん桜祭り 岡山県

69 福井県 越前町 ビッグフブ2000 福井県 128 広島県 福山市 第 7回ゲ:$1リ ンピッ72000 広島県

70 山梨県 甲府市 甲府城築城400年記念 甲府ウィーヲ2000 山梨県 129 山口県 下関市 第3団長州音維新 音の奇兵隊フンドゥーガ大演奏 山口県

71 山梨県 山梨市 万葉うたまつりとホ空Jレ鑑賞会 山梨県 130 山口県 宇部市 2000年を迎えるつどい 山口県

72 山梨県 一宮町 甲斐いちのみや大文字焼き 山梨県 131 山口県 萩市 SHOWINウオーク 山口県

73 山梨県 局根町 長沢鰹のぼり祭り 山梨県 132 山口県 萩市 萩時代まつり 山口県

74 長野県 茅野市 茅野市日∞年祭ー尖石縄文考古館オープニンタフェステ ィ パ)~ 長野県 133 山口県 光市 光市民ミ ュージカル「きぱのないおおかみJ公演 山口県

75 長野県 上田市 ミレーアムクリスマス&21世紀カウントダウンイベント 長野県 134 徳島県 鴨島町 空海をたどるいや しの道ウォーケ 語島嘩・皆島新聞!l

76 長野県 中野市 たべごろ信州中野フェス:$12000 長野県 135 徳島県 日和佐町 迎春イベン ト 徳島県

77 長野県 松本市 ネイチャリングフェスヲ「自然と遊ぼう In松本j 長野県 136 徳島県 神山町 神山アーアイス卜・イ ン ・レジデンス 富島理・撞島覇Ili!l

78 厳阜県 大垣市他 ウ工ル力ム21西濃メインイベン ト 関ヶ原合戦400年祭 岐阜県 137 徳島県 徳島市 冬まつり 「とくしま夢あかり21J 撞島理・撞島覇障措

79 厳車県 上之保村 第 7回「円空さんに挑戦J 岐車県 138 香川県 琴平町 こんぴら温泉まつり 香川県

80 厳車県 明宝村 めいほう高原音楽祭 厳阜県 139 香川県 牟礼町 はらハフ腹相模 香川県

81 厳車県 多治見市他 飛騨美濃体験博 美濃焼窯場めぐり 岐阜県 140 香川県 牟礼町 こ~り ゃんせ2000 香川県

82 厳阜県 大垣市 決戦関ヶ原大垣博 岐阜新聞社 141 量媛県 新居浜市 第 9回全国お手玉遊び大会 量揺県・量揺新聞社

83 静岡県 西伊豆町 夕陽を見る会 静岡県 142 量媛県 松山市 「だから、ことliJ大募集から始まる松山21世紀イベン ト 愛媛県

84 静岡県 静岡市 本山茶飲快適空間創造 静岡県 143 愛媛県 大洲市 おおず浪漫祭2000 愛媛県

85 静岡県 静岡市 ス 卜リ トフェスァィ J¥)レ・イン・シズオカ 静岡県 144 愛媛県 吉海町 よしうみパラ祭り2000一秋ー 愛媛県

86 量知県 足助町 中馬のおひなさん 愛知県 145 高知県 野市町 のいち佐古まつり 高知県

87 量知県 幡豆町 はずストーンカップチャレンジレース 愛知県 146 高知県 窪川町 谷干城まつり 高知県

88 霊知県 東栄町 東栄町2∞o年記章イベン ト TOEI Wel∞me21 木と遊ぼ 11愛知県 147 福岡県 大牟田市 清掃週間記念イベン 卜 福岡県

89 量知県 常滑市 やきもの散歩道フェスァィパル 愛知県 148 福岡県 大JII市 大川木工まつり 福岡県

90 滋賀県 八日市市 一五八祭 滋賀県 149 福岡県 大川市 古賀政男記念「大川音楽祭J 福岡県

91 滋賀県 草津市 宿場400~手祭関連イベント「第33回草津宿場まつり j 滋賀県 150 福岡県 ニ輪町 朗読公演初日O 福岡県

92 滋賀県 大津市 jj.幸市主要八カ国環壇大臣会合推進事婁Iあたたかい貫持実現プフンl滋賀県 151 佐賀県 佐賀県 環境フェア「工コフイ 7211 佐賀県

93 滋賀県 ぴわ町 琵琶湖ジョギングコンサー卜 滋賀県 152 佐賀県 鹿島市 鹿島伝承芸能フェスァィパJレ 佐賀県

94 京都府 京都市 21世紀京都幕開け記念事業・京都21 京都府 153 佐賀県 嬉野町 うれしのほほん着物園遊会 「和」大茶会 佐賀県

95 京都府 福知山市 ふくちのお宝展2000 京都府 154 佐賀県 佐賀県 2000年冗気まつり 佐賀県

96 京都府 笠置町 石 ・彩なす笠置 かたち 京都府 155 佐賀県 中原町 第 1回全日本うちわ選手権ウイ ンドブJレドン In中原 佐賀県

97 京都府 八木町 氷 (ロッケ)フェスァィパJレ2000in氷室 京都府 156 長崎県 長崎市他 自蘭交流400閤年記念事韓西暦2000年 「ながさき珂蘭陀年J 長崎県

98 大阪府 堺市 西暦2000年世界民族芸能祭“ワ ッショイ!2000" 大阪府 157 長崎県 長崎市 ながさき阿蘭陀年 r21世紀へのカウントダウン」 長崎県

99 大阪府 池田市 池田五月山大一文字点灯 ・大文字献灯、がんがら火祭り 大阪府 158 長崎県 平戸市 12Xおらんだ 長崎県

100 大阪府 晶機市 こいのぼりフェス宮1000 大阪府 159 長崎県 干々石町 観桜火宴 長崎県

101 大阪府 和泉市 ミレニアム ・7工ス空池上曽根 「いずみの国弥生まつり2∞oJ 大阪府 160 長崎県 有家町 じゅ っ田んぼありえ 長崎県

102 兵庫県 温泉町 第 1回全日本かくれんぼ大会 兵庫県 161 長崎県 玉之浦町 20世紀最後の夕陽鑑賞会 長崎県

103 兵庫県 加美町 杉原紙の里から100万円のお年玉 兵庫県 162 長崎県 美津島町 対馬ちんぐ音楽祭 長崎県

104 兵庫県 村岡町 村岡ダブルフル ・ウルトフフンーンタ 兵庫県 163 長崎県 長崎市 長崎フンヲンフェスァィパル 長崎新聞社

105 兵庫県 豊岡市 但馬まるごと感動市 兵庫県 164 熊本県 大矢野町 天草パーJレフインマフソン大会 In大矢野2000 熊本県

106 奈良県 奈良市 なら燈花会 奈良県 165 熊本県 南関町 GET21なんかん 音と光のカウントダウン2001 熊本県

107 奈良県 斑鳩町 斑鳩の里ふるさと秋祭り 奈良県 166 熊本県 菊池市 菊池一族ふるさと祭り「菊人形菊まつり展」 熊本県

108 奈良県 下市町 かぷと虫の森 奈良県 167 熊本県 湯前町 ゅのまえ漫画フェス:$12000 熊本県

109 奈良県 王寺町 夢おこし王寺へJレフェスヲ2000 奈良県 168 熊本県 益城町 健やかあそび博2000 熊本日日新聞

110 奈良県 大和郡山市 第 6回全国金魚すくい選手権大会 奈良新聞社 169 大骨県 緒方町 おがた井路まつり 大分県

111 和取山県 海南市 紀州漆器まつり 和歌山県 170 大分県 庄内町 庄内神楽祭り 大分県

112 和歌山県 吉備町 きびどんどん 1 和歌山県 171 大骨県 上浦町 豊後一見ヶ浦しめ縄張り替え 大分県

113 利政山県 白浜町 砂まつり大会 和歌山県 172 大骨県 安心院町 第 2回全国藁こずみ大会 大骨合同新聞社

114 和歌山県 和歌山市 21世紀へのカウントずウン =記述書峡大橋を実現させよう1= 和歌山県 173 宮崎県 宮崎市 宮崎城400年祭 宮崎県

115 和歌山県 新宮市 一県交流綱引き大会 和歌山県 174 宮崎県 延岡市 「第九jメドフォード公，寅 宮崎県

116 鳥取県 鳥取市他 鳥取砂丘新発見伝 鳥取県 175 宮崎県 日向市 日向はま ぐり碁石まつり 宮崎県

117 鳥取県 岩美町 国後港大漁感謝祭/!鳥取かにフェス:$12000 鳥取県 176 宮崎県 串間市 都井岬火まつり 宮崎県

118 鳥取県 智頭町 田んぼの学校 In新田 鳥取県 177 鹿児島県 鹿児島県 世界自然遺産会議 鹿児島県

119 鳥取県 国府町 万葉カウントダウンInこくふ -Flap in the new century- 新日本書新聞社 178 鹿児島県 伊集院町 関ヶ原合戦400年祭INかごしま ・伊集院 問島署・高日本語自社

120 島被県 平田市 新日本泥田パレ ポール大会 島恨県 179 鹿児島県 松山町 大限の圏ゃっちく松山藩秋の陣まつり 鹿児島県

121 島被~ 益田市 現代版地芝居「君をこの胸に飽くための永いながい旅J 島根県 180 鹿児島県 鹿児島市 第 llE1かごしま錦江湾サマーナイト大花火大会 鹿児島県

122 島被県 出雲市 カウントダウン ・ウ工Jレカム21@出雲ドーム 島根県 181 沖縄県 名護市イ由 ツーJレ・ド・おきなわ2000 沖縄県

123 島被爆 邑智町 カヌ の!Ilおおち カヌーツ リング駅伝大会 島被爆 182 沖縄県 具志川市 具剥|附サミット記念 軍15目全島調子置7，;(ティJ(Jレnrll干書7ェスティJ(ル 沖縄県
124 岡山県 井原町 21世紀カウントダウン 岡山県 183 沖縄県 与那国町 与那国 (沖縄)-花蓮 (台湾)友好続善ヨットレース2000 沖縄県

125 岡山県 建部町 岡山弁はええもんじゃ 岡山県
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立侵武多の運行 ~優秀賞(第3回)-

主催 五所川原立信武多運営委員会

メイン会場五所川原市内

内容

地元の夏まつりとして 8月3日~

8日に開催されている 「五所川原立

俵武多」では、花火大会とねぷた運

行が行われる。3日には岩木川河川

敷にて、約5千発の花火が打ち上げ

られ、観客も約20万人と津軽地方で

最大の規模で開催される。

4日-8日には、夕方になると各

町内 ・団体のねぷたが、出発地とな

る]R五所川原駅前に集合し、高さ

約22m'重さ約16tの 「立候武多」

3台とともに市内約1.5kmを運行する。

タ閣の中、 「立伝武多jに灯が入

ると、天をつくように夜空に浮かび

上がる様は圧巻である。

立{安武多は、 地域のボランティア

とともに製作と運行が行われてお

り、ねぶたには皆のさまざまな願い

や思いが込められている。

立伝武多の運行は、約30名の引き

子による人力で行われ、ビル7階相

当もある立候武多が近づいてくる様

子は、見る者を圧倒する迫力と勇壮

さを持ち、その魅力はどんなメディ

アを駆使しでも伝えきれないものが

ある。

山車としての立俵武多のすごさと

ともに、 夏まつりの運行のために、

各町内 ・団体では|雄子や踊りの練習

等を懸命に重ねており、そのエネル

ギーに満ちた運行をぜひ一度は見て

ほしp。

開催への契機・経緯

当市では、明治から大正時代初期

にかけて、高さ10問(18m)もの巨大

なねぷたが数百人の若者によって担

がれ、町内を練り歩き、その勇壮な

姿は、 当市から約12kmも離れた隣

の町からも見えたと伝えられている。

しかし、大正 2年に電気が普及し

たことにより町に電線が張り巡らさ

れ、 巨大なねぷたはその姿を消し、

小型化されてしまった。

地域の祭り好きな仲間の間では、

この巨大なねぷたをぜひ一度はみて

みたいものだと話になっていた。平

成8年になり、 自分たちの手で、巨

大なねぷたを作ろうと、その有志た

ちが結集し、 一枚の昔の写真をもと

に巨大なねぷたを復元させた。

人口:50，385人

び、行政が支援を行い、 平成10年、

約 1世紀ぶりに 「立倭武多の運行」

が復活したのである。

目的・基本方針

「五所川原立俵武多」は、地域の

有志が結集し復活させたこ とがき っ

かけとなって始まり、平成10年から

は地域の活性化を図るための起爆剤

として活用するこ ととなった。その

ため、市が中心となって製作される

のだが、 地域のボランティアととも

に進められており、 その製作作業は

紙貼り ・色付けなどの簡単な作業が

多く 、地域の小学生や親子連れも参

加している。

また観光客も製作所を見学に訪れ

た際にはボランティアとして、作業

に携わることができる体制になって

このことが後に大き な反響を呼 いる。
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開催にあたって考慮している点

立{安武多はその復活した経緯が地

域の有志によるものであり、平成10

年から市が活性化に活用するために

取り組んでいる。立候武多の製作 ・

人手が必要で、地元の観光協会が主

体となって運行要員を確保してお

り、製作 ・運行ともに地域一丸とな

って立俵武多の運営が行われている。

イベント時には観光客が多数訪れ

ており、近隣市町村と連携しながら

各地域が持つ特色や観光資源を活用

し、地域一体となって受け入れてお

り、立倭武多を地域の観光の柱と位

置付け、全体の発展につなげるよう

に努めている。

波及効果

W 市では、立候武多が出現するま

で、全国に誇れる特産物や観光資源

のない地域であった。しかし、 立債

武多が全国のテレビ ・新聞をはじめ

とするメディアで広く紹介されたこ

とにより、津軽五所川原の知名度が

向上し、当市のシンボルとして定着

している。

夏まつりの観客数は、従来50-60

万人であったものが、 100万人を超

えるようになり、 一時的ではあるも

のの津軽地域の活性化が図られるよ

うになった。来客数の多さから地域

運行とともに地域住民と一体になっ の旅館や商屈では、立俵武多を積極

て運営することが今後の発展のため

に不可欠で、ある。

夏まつりは、地元の商工会議所が

中心となって開催されているが、立

{安武多を運行させるためには、コー

ス上に横断する電線等の障害を取り

除く必要があり、行政がこれを行っ

ている。また、立候武多の運行には

開催 (平成13年度)
主な対象

8月3日-8月8日 6日間 (第4回)/毎年開催
一般

120万人/100万人

的に取り入れるようになり、 意識の

改革が始まっている。また、近隣町

村へ観光に訪れる客数も増加してお

り、互いに協力しあうことにより、

広域的な活性化も図られた。

課題・今後の展望

祭りの際には、観光客が殺到して

にぎわっているが、キャノfシティの

無さから受け入れ態勢が整っていな

い。そのため、広域的な取り組みに

より対応することが不可欠であり、

今後は地域住民全体で考えていかな

けオ'1-1まならない。

また、その賑わいも一過性のイ ベ

ントにとどまっており、通年で立候

武多を活用してゆくことが必要で、

そのために平成16年度から運営予定

となっている立候武多展示施設をど

のように活用し、維持していくのか

を熟考しなければならない。

この施設をどのように津軽地域の

通年観光の活性化に役立てるのかが

課題となっている。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 .共催/(紛五所川原市観光協会、五所川原商工会議所 ・後援/五所川原市

総経費 ・財源内訳 総経費:37，000千円 財源内訳/スポンサー収入:20，000千円 賛助金 :1，500千円補助金:9，600千円
雑収入:2，300千円 般:3，600千円

|;問い合わせ先 師所j附観光協会花111
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隊 ~選考書員特別賞(第4回)...... 

人口 :263.624人

主催 鉄畑隊百人隊保存会

メイン会場 新宿区百人町周辺9ヶ所にて火縄銃による試射演武

内容

地方の守護神 「皆中稲荷神社jの

秋季例大祭奉納を目的とするため、

皆中稲荷神社を出発し 、 II~-内 9 ヵ所

を巡行し、約220の甲胃武者(内36

名の鉄焔同心)が、それぞれの役職

の装束にて行列し、約7krnを歩き、

最後に西戸山野球場にて、模擬合戦

演武を行い、 出発点、で、ある皆中稲荷

神社へ帰着する約4時間半に及ぶ行

手IJで、ある。

開催への契機・経緯

昭和36年、皆中稲荷神社氏子会の

発案にて、地名の由来ともなっている

「鉄焔百人組」を復活し、まちおこ

しの一環とすることが最初である。

「鉄焔百人組」は、徳川将軍家の

艶護を主目的として創設され (1601

年)、江戸 4組(伊賀組、甲賀組、

根来組、 25騎組)の内の大久保百人

町の組は伊賀組になる。江戸時代の

鉄焔百人組は幕末の文久12年に廃止

になった。

目的・基本方針

地域の埋もれた歴史的民族文化

を、後世に保存、継承することと地

域を愛する心を養うこと、文、 豊か

な心を養い、芸術、文化をたしなむ

心を養う、青少年の健全育成を目指

すこと。



哩哩t

開催にあたって考慮している点 波及効果 課題・今後の展望

火薬使用(危険物)につき、諸官 創立以来、 40年を経過しており、 備品(甲胃 ・火縄銃等)をより多

庁と連絡を密にし、毎回事故防止に ようやく 地方の文化として定着し、 く買い揃えること、 補修、整備を確

万全を期している。 地方の人びとの深い理解を得、開催 実に行い、いつでも使用可能な状態

にあたっては、関係諸団体の積極的 にすること。保存会会員及び協賛会

な協力も得られている。 員(新宿区内全域)を増強し、財政

的に余裕ができるようにすること。

開催 (平成13年度 9月23日 1日間 (第21回)/隔年開催
主な対象 一般周辺住民及び都内近県在住所

入場者数/目標入場者数 220人/10，000人
共催 ・後援等 後援/江戸幕府鉄焔組百人隊保存会

総経費 ・財源内訳 総経費 :2，300千円 財源内訳/一般、寄付金 :2，400千円
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源平火牛m ~部門賞[禦D・スポーツ部門1(第5目)-

人口:34.933人

主催 おやべ祭り実行委員会

メイン会場石動駅前商庖街・越前町商庖街
サブ会場 埴生護国八幡宮、恒生町内、津沢地内

内容

スタッフが制作したワラ製の牛

(重さ約530kg)を引っ張りながら、

4人1組で、往復250-300mのコース

を、杉林を通り抜けたり米俵を持つ

などの障害を突き進む、パワーとス

ピードに、滋れるレースである。予選

レース、決勝レースと競技が進むに

つれて、火牛の角に灯された松明の

火も一層際立ち、勇壮な和太鼓の音

が響き、祭りが盛り上がり、観客が

一体となった熱気が、会場を熱くする。

仮装などのパフォーマンスを競う

「パフォーマンス賞Jもあり、浴衣
を着た者や鐘を鳴らしながら走る消

防団員の衣装で走る者も登場する。

レースの合間には市民が武者衣装

に扮して、松明を手に行進する「松

日月ノfレードjをはじめ、ステージで

は和太鼓の演奏、郷土芸能の民舞を

行っている。エンデイングでは牛肉

などの牛に関する賞品を用意した大

抽選会を行い、最後に武者姿の義仲

や巴御前、葵御前らが餅まきを行う。

また会場には屋台村をっくり、市

内外からの観客に夏の夜の憩いを過

ごしてもらう場所として、躍りだく

さんのメニューを取りそろえ飲食等

を楽しんで、もらえるようにしている。

平成13年度は約2万5千人の観客

動員があり、商庖街の方も驚くほど

の賑わいとなり 、市内でも最高のイ

ベントとなった。
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開催への契機・経緯

当市は富山県と石川県の県境に位

置し、その県境に倶利伽羅峠という

l峠がある。平安時代末期の、源氏と

平氏の戦いにおいて、源義{rl:rが率い

る源氏軍が、夜が更けるのを待ち、

その暗閣を利用して牛の角に松明を

付け平氏の陣営に奇襲攻撃をかけ

た。平家軍はその松明を見て大群が

攻めてきたと思い、混乱し、崖に落

ち、敗退した。これが源平倶利伽羅

合戦で名高き 「火牛の計Jである。
平成10年までの「源平火牛まつり」

は武者J~ レードが中心だったが、 11

年の企画段階で、マンネリ化してい

た本イベントを今一度熱くなれるイ

ベン 卜にできないか、 市のメイ ンイ

ベン 卜にすることができないか、若

者が参加したくなるイ ベン卜にでき



ないかという意見が出てきた。この

源平合戦をもっと追求して、倶利伽

羅峠での火牛の計を再現してみよう

というアイデアが提案され、平成11

年度から実施されている。

目的・基本方針

さまざまな団体が集まり、イベン

トを開催して関わることによって、

市民間のネ ットワークづくりを促進

し、そのネ ットワークをもとに行動

し、市民が主体となる街づくり を実

行すること。

開催にあたって考慮している点

どのイベントでも同じだと思う

が、回を重ねるに連れて、運営メン

ノTーも毎回同じ顔ぶれになり、企画

がマンネリ化する。マンネリ化する

と、新しいアイデアを出す必要が無

いため、スタップがイベントに携わ

ることにおもしろみを感じなくな

り、元々の主旨である街づくりに必

要な独自性が育たなくなるのではな

いだろうか。同時にそれを見に来て

いる観客もその雰囲気を感じ取り、

毎回毎回同じ内容が繰り返されるイ

ベン トには足を運ばなくなる。

企画内容を毎回ガラッと変えてし

まうとイベント自体が定着しなくな

るが、マンネリ化しないようにする

ためには、イベントの芯となる部分

を残しながら、何か新しい企画を考

えていく必要があるのではないだろ

うか。そうすることによって、スタ

ッフも観客も常に新鮮な気持ちで関

7 月 27 日 ~7 月 28 日 2日間 (第12回)/毎年開催

わることができ、その中から将来、

街づくりに関係してくる者が育って

くると思っている。

波及効果

もともと地域ごとの祭りやイベン

トの多い市であることに加えて、そ

れぞれがマンネリ化していたため、

市内のイベントに対する関心が薄

れ、自分たちの住んでいる街に対し

ての意識も損なわれていた感があ

る。そこで市内の各団体が集結して、

当市民の誰もが知っている源平合戦

をモチーフにした火牛の計レースを

大々的に開催、継続することにより、

「源平合戦Jや 「火牛」に根ざした
小矢部市民と してのアイデンティテ

ィや諮りを再確認できたのではない

かと思っている。

また市外へのPRを重ねたことに

よって、今までに当市に関わったこ

とのない方にも、少しでも当市につ

いて知ってもらう機会を与えること

ができたと思っている O

課題・今後の展望

今後は本イベン トのある当市のイ

メージをもっとPRし、市内外から

より多くの観客に来てもらえる祭り

にするのはもちろんのことだが、こ

の祭りに携わってpく参加者、スタ

ッフが誇りを持てるような祭りにし

たいと考えている。また、固定的な

スタッフではなく、今まで関わって

pなかった一般の人たちが新しくス

タッフとして参加し、同じような夢

を持ってほしいと思っている。

開催 (平成13年度)
主な対象 メインターゲ ッ 卜は市内及び周辺市町村の20~30代の若者だが、平成13年度にはミニ火牛を制作し、「火牛の

計レース子供部門」を設置したり 、屋台村や和太鼓の演奏を行うことにより、幅広い年代の参加者、観客の招

致に取り組んでいる。
入場者数/目標入場者数

共催・後援等

総経費 ・財源内訳

観客 :25，000人/30，000人 レース参加者:175人/220人
北日本新聞社、富山新聞社、読売新聞社、北陸中日新聞社

総経費:8，200千円 財源内訳/補助金:4，700千円 広告協賛:3，500千円

同 'l'j白lOI:A(・vι1111:""・
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雪だる イ ク
石川県白峰村

主催

メイン会場

雪だるまウィーク実行委員会

村内全域

内
官~

曾

住民 1人につき 1個の雪だるまを

作り、その雪だるまにロウソクの明

かりを灯し、村全域に幻想的な雰囲

気を作り上げることを目標としてい

る。イベン卜全体としては6日間の

期間であるが、前半の 3日間は桑島

地区、後半の3日間は白"阜地区で開

催している。各々 1日目と 2日目に

雪だるまを作り始め、 3日目には仕

上げを行い、その日の午後 5時にロ

ウソクを灯すことになっている。こ

のロウソクを灯す日がクライマック

スであり、桑島雪だるままつり、白

峰雪だるままつりと称し、来訪客を

もてなす日としている。

各家庭ごとの雪だるま作りが基本

であるが、事業所単位で雪だるまを

作成するケースも多く見られる。大

きさや形はさまざまであり、 30cm

ほどのミニサイズから 5mを超える

ビッグサイズまで、形もごく標準的

な昔ながらの雪だるまや時代を象徴

した雪像など、多くの傑作が作られ

る。村の人口が約1，250人のところ、

毎年、約2，50011nlの雪だるまが誕生

し、目標の住民 1人につき 1個の雪

だるまの目標は達せられる。

また、 雪だるままつりの当日は、

村内各所に住民主体の出!古が数多く

設置され、栃餅 ・堅立腐 ・こんま

き・岩魚 ・にしん漬け ・かっちりな

ど、 当村ーの特産品や生活食を中心と

したメニューを楽しむことができ

る。両地区内とも通常は徒歩30分か

ら40分程度で巡回することができる

28 

. -、厚戸、も"‘.." =.:、一 .. プ、~‘ ・ .. ・.・ 町二-.:.
」

J 戸、 l人

が、 雪だるまを見ながらおいしい特

産品を食べ、ちょうど 1時間30分か

ら2時間程度のコースとなっている。

開催への契機・経緯

活性化の一手段としての観光イベ

ントは、年間を通して開催されては

いるものの、住民の手による住民の

ためのソフト事業が欠如している。

例えば、お盆、秋祭り、演芸会など、

長く住民の楽しみとされてきた 「村

のまつり」が消滅してきたという現

状があった。さらに、こうした事業

を運営 ・企画する人材も育成されて

おらず、村会づくりの中で欠けている

部分を補うために、住民総参加型の

本イベン卜を実施したのである。

特に村役場などの公共的機関から

ではなく、住民有志からイベント開

催の声があがり、住民自らが活動を

行うという、これまでにない自立的

な状況が生まれたことは画期的で、あ

~選考委員特別賞 (第3回)--

人口 ・1.222人

ったように思われる。

また、 当地は全国でも有数の豪雪

地帯であるが、たくさんの地域資源

がある中から、 「克雪 ・利雪 ・親雪J
と社会情勢が大きく変化しているも

のの、住民がまだまだ重荷に感じて

pる「冬」と 「雪」 をターゲットと

した。昭和46年度に白峰高原スキー

場(現在は白山白峰温泉スキー場)

が開設され、 48年度からは流雪溝の

整備が始まり、 60年度からは克雪住

宅の調査研究を開始するなど、当村

としては雪国で質の高い生活を送る

ためのさまざまな事業を展開してき

たが、 今回のイ ベン トはその流れに

沿った雪対策という側面もあ り、

CI (コ ミュニティ ・アイデンティ

ティ)の醸成には効果的であったよ

うに思われる。



目的・基本方針 開催にあたって考慮している点
業としては最も苦労を伴うもので

ある。

イベン卜の基本方針を「地域の心 -住民が誰でも参加できるように、
波及効果

を売り込むイベント」ということに 内容を単純にすること。本イベント

徹している。つまり 「他人のためで の最大の目的は住民総参加である。 当村ばかりでなく石川県の冬の風

はなく自分たちのためにする。自分た -伝統的な良き村民性を生かし、住 物詩に位置付けられ、毎年、多くの

ちが感動し酔わなければならない」 民の力を結集しながら、協同性を 人びとが全国各地から訪れるように

ということである。イベントを地域 保つこと。 なった。期間を通して、来訪客数は

イベン 卜と観光イベントという区分 -石川県下で最高の豪雪地帯である 約 1万5千人、宿泊客数は約1，500

で分ければ、地域イベン卜の本来の という地域性をプラスとして前面 人と地域経済の活性化に大きく貢献

狙いは、地域に住む人びとが自らの に出すこと。本イベントを通して、 しているとともに、 地域イメージの

地域を見つめ直す乙とであり、イベ 雪国 ・白峰村-を広く外部に情報発 向上、特産品の振興 ・普及、 他観光

ントを通してコミュニティを確立す 信する。 関連施設への影響、消費拡大などの

ることにほかならない。そうした行 -派手さから素朴なものに、という 効果は絶大で、ある。また、期間中の

マスコミの反響は誠に大きく、全国

放送が何本も組まれ、新聞記事とし

て取り上げられるなど、その波及効

果は計り知れない。さらに間接的な

効果として、住民の人心の結束など

のコミ ュニティの充実、若い人材の

大きな自信、ふるさと出身者の帰省

促進などが挙げられる。

課題・今後の展望

動が人びとに感動を与え、誘客効果 時代背景に対応すること。特に山 観光客が多く訪れるようになった

にもつながってくる。観光イ ベント 村で求められているものは素朴な とはいえ、住民に対して、村民のま

は地域PRの大きな手段としてクロー 雰囲気であり、決して華美なもの つりという趣旨の徹底を図ることと、

ズアップされてはいるが、本来、観 としない。よって、テーマを 「明 本イベン卜を通して、人材を育成し

光客誘致という目的だけのイベント 日忘れる豪華さよりも永遠に心に ていくことが最も重要で、ある。また、

は成り立たない。その目的のために 残る素朴さ」としている。 都市住民との交流の促進など、イベ

地元住民は奉仕活動を強いられ、イ -イベントのプロセスの中で、人材 ントを目的性のある誘客対策として

ベン トは他人のために行う労働と化 育成を重要視し、役割分担を明確 位置付けることも課題として挙げら

し、不満だけが残ってpく。本イベ にすること。 れる。しかしながら、結果的に増え

ントが目指したものは、住民のため -住民主導型のイベント運営とし、 続ける観光客対策も現実的には検討

の住民の手による 「まつり」の復活、 役場や観光協会などは支援に回る する必要があり、安全を保ちながら

純粋なる地域イベン 卜の実践である。 実行委員会を組織すること。 イベン トを楽しめる環境作りを進め

-財源を公的資金に頼らず、自分た ていかなくてはならない。

ちの足で集めること。現実的な作

開催 (平成13年度月23日と 1月26日 2日間 (第13回)/毎年開催
主な対象 家族、友人クループ

入場者数/目標入場者数 一人/10，000人
共催 ・後援等 白峰村

総経費 ・財源内訳 総経費:3，400千円財源内訳/寄付金 :2，800千円村補助金 :600千円

，仙r....・
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道芸ワ ルドカッフイJン静岡 ~優秀賞(第1固)-

主催 大道芸ワールドカップ実行委員会

メイン会場駿府公園及び市街地

内容

毎年11月の初旬に世界中、日本全

国から集まったパフォーマーがジャ

ンルを越えて、コンペティションを

千子っている。カテゴリーは、ワーjレ

ドカ ップ、ジャパンカップ、フリー

の3つがあり、ワールドカ ップは海

外招聴パフォーマーに前年のジャパ

ンカ ップチャンピオンを含めた約15

組、 ジャパンカップは日本人パフォー

マー約15組によって、それぞれのチ

ャンピオンを決定する。

審査に当たるのは、 一般公募の市

民約50名によって行われる。本イベ
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ン卜の企画 ・運営にあたっては、ボ

ランティア約800名によってなされ

ている。

人口 :469.735人

開催への契機・経緯

当市は、平成3年から始まる第7

次総合計画において、「人の集まる

街づくり」をテーマにさまざまな角

度から事業展開を模索してきた。全

国各地では街づくりのためのソフト

事業が数多く行われ、当市としての

特色をもたせることが課題であった。

大道芸は芸風が違っても世界中ど

の国にも存在する文化であり、人び

とにと って親しみやすく、楽しんで、

もらえるものと判断した。大道芸の

世界的なコンペティシ ョンはどの都

市でも行われていないことも大きな

魅力であった。



目的・基本方針

-全国から人が集まることで街の活

性化を図り、経済波及効果をもた

らす。

・世界に通用する街のイメージを構

築する。

・異文化交流による市民意識改革0

・静岡発の独自の文化を構築する。

波及効果

平成 4年に第 1回を開催したが、

6年大会において経済波及効果を調

査した結果、 109万 5千名の来場者

に対し、 18億2300万円の経済波及効

果が報告されている。平成12年大会

では、 166万名の来場者であるので、

25億円以上の経済波及効果が予想さ

れる。

ボランティアの数も第1回大会で

は数えるほどであったが、12年の大

会では878名、 4日間大会の延べで

は、 3千名以上のボランティアによ

って大会は支えられている。

開催 (平成13年度)
主な対象

入場者数/目標入場者数

共催・ 後援等

11月1日-11月4日 4日間 (第10回)/毎年開催

166万人/一人
.共催/静岡市 ・後援/静岡県

課題・今後の展望

今後は、 大道芸ワールドカ ップを

核とし、音楽、ダンス、デザイン等

あらゆるジャンルのアー トを取り込

み、街を一つのキャンパスとして、

アー トフェスティパルへと進化させ

ていきたい。

総経費 ・財源内訳 総経費:150，000千円 財源内訳/静岡市補助金:100，000千円協賛金:30，000千円 出庖料:10，000千円
雑収入 :10，000千円
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広島県因島市

主催 因島水軍まつり実行委員会
メイン会場因島アメニティ公園

内容

室町時代から戦国n寺代にかけて、

瀬戸内海を中心に活躍をした村・上水

軍の根拠地図島市。その水軍のふる

さと IPんのしま」にふさわしいま
つりとして、毎年8月の最終土 ・日

曜日に開催されるのが「因島水軍ま

つりjである。平成13年で11回目を

数える本イベン卜は、感動 ・参加 ・

伝承をキーワードとして、「島まつ

りJI火まつりJI海まつり」の3つ
のまつりで構成されている。

水軍まつりのオープニングとして

行われる島まつりでは、村上水軍の

菩提寺「金蓮寺jを舞台に、水軍ま

つりの安全と成功を祈念して出陣式

や安全祈願祭が行われる。

土|曜日に行われる火まつりは、見

て感動するまつりとして、 村ー上水軍
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の勇姿を再現した水軍武者による松

明武者の入陣や、村上水軍陣太鼓の

演奏、 花火大会など火を使った勇壮

で幻想的な祭りである。中でも「水

軍跳楽舞(すPぐんちょうらくま

い)Jのコンテストは必見である。
水軍跳楽舞とは、村上水軍が戦いに

勝利し、因島に凱旋する際、島に残

る人びとが水軍の無事を喜び、勝利

を祝って踊った踊りとされ、水軍凱

旋の太鼓「トン トコ・ト ントコ・ト

ントントン」というリズムに合わせ

て手拍子を打ち、自由に跳んで、、跳

~大賞(第3回)-

人口 :29，125人

ねて、体を動かし喜びを表現するも

のである。

日曜日に行われる海まつりは、汗

を流して競い合うまつりとして、村

上水軍の時代に伝令船として活躍し

た木造船「小早(こはや)Jを使っ
た小早レースが開催される。水夫、

太鼓、船頭の16名が乗船し、村上水

軍の兵法書「一品流水学集」に記さ

れている 「トン ・トン ・トトンjと

いう太鼓のリズムに合わせて船を進

める。市内はもとより、遠くは木津

川の戦いで、村上水軍と戦った九鬼水

軍ゆかりの地、 三重県鳥羽市から参

加のチームもあり、年々盛り上がり

を見せている。

どのまつりも水軍の歴史から品

び、住民に根付いた誰でも参加でき

るまつりとして実施している。

開催への契機・経緯

本イベン 卜が行われるようになっ

た背景として、まず第 1に当市が村

上水軍の本拠地であったことが挙げ

られる。古くから村上水軍にまつわ

る史跡が数多く残り、水軍とは切っ

ても切り離せない地域であった。こ

のことから、水軍のふるさとを活か

した、水軍のふるさとにふさわしい

地域づくりの一環として、本イベン

トがスター卜した。

第2に、本イベントが行われる前

段として、「ちび、っこ水軍まつり」

というイベン卜が実施されていたこ

とである。このイベントは、因島に

子どもたちが1日楽しく遊ぶことので

きるまつりがあればという思いを込



めて、市内の団体が集まりスター卜

したイ ベン トである。このイ ベント

をベースに、より多くの市民が参加

し、広域的に拡大させ、ひいては瀬

戸内海を代表するまつりになること

を目指して本イベントが開催された。

目的・基本方針

本イ ベン トを通して、市民の自了

と連帯を育成するとともに、市民総

参加によるまつりの社会的 ・文化的

意識を高揚し、 「水軍のふるさとJ
にふさわしい個性的で、、魅力的な地

域づくり、併せて地域リーダーの育

成を図り、以って当市の発展に寄与

することを目的として実施している。

また、水軍の歴史から学び感動す

るまつり、住民に根付いた誰でも参

加できる楽しいまつり、個性を持ち

伝承 ・発展するまつりとして「感動」

「参加JI伝承Jを基本方針として実
施している。

開催にあたって考慮している点

本イベントが始まった経緯を踏ま

え、基本方針である 「水軍のふるさ

と」にふさわしい個性的で魅力的な

イベントになるように考慮してい

る。例えば、有名なタレントを呼ん

で、 一時的にたくさんの観客を集客

できたとしても、個性のある地域に

根付いたイベントには発展しない。

そのような一過性のイベントになら

ないように、 「感動JI参加JI伝承」
のキーワードに基づき、住民に根付

いた誰でも参加でき、個性のある

「水軍のふるさと」ならではのまつ

りになるように、またひいてはこの

まつりが地域の発展・ 地域リ ーダー

の育成につながるまつりになるよう

にと考えている。

波及効果

直接的な効果としては地域経済の

いんのしまJの対外的なPRという
目に見える効果はもちろんだが、間

接的にもさまざまな効果があると考

えられる。例えば本イベン トを実施

した当初は、行政主導のイベン トと

してスター 卜したが、年を重ねるご

とに市民の参加意識が芽生え、市民

の手作りによるまつりへと変化して

きている。そのような市民のまつり

への参加意識が、住民によるまちづ

くりの第 1歩となり、 地域リーダー

の育成へと発展してpく。

また、このまつりを行うことによ

り、村上水軍の歴史に誇りを持ち、

因島に関心を持つことにより、おも

てなしの心(ホスピタリテイ)の育

成にもつながっていくのではないか

と思う。

諜題・今後の展望

水軍のふるさとにふさわしい地域

づくりを目的として、行政主導でず

活性化、あるいは「水軍のふるさと ち上げたイベン トであるため、立ち

開催 (平成13年度)
主な対象

入場者数/目標入場者数
共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

8 月 19 日 、 8 月 25 日 ~8 月 26 日 3日間 (第11回)/毎年開催
県内
80，500人/100，000人

上げ当初は、各種団体や企業を中心

に参加してもらっていた。

そのため、住民のまつりへの参加

意識も薄かった。しかし、本イベン

卜も回を重ねる度に市民が喜びなが

ら参加する市民のまつりと して定着

し、市民の参加意識も年々 高まってきた。

この経過を踏まえ、 より市民に根

付いた市民のまつりとして、個性的

な住民主導のまつりとして伝承 ・発

展させていくことが、今後の大きな

課題である。

広島県観光連盟、NHK広島放送局、中国放送、テレビ新広島、 広島テレビ、広島ホームテレビ、工フヱムふ

くやま、中国新聞社

総経費:13，200千円 財源内訳/補助金 :6，500千円 協賛広告料:6，500千円 協賛金 :130千円
雑収入 :70千円
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崎ラン イ
長崎県長崎市

~優秀賞(第5回)-

人口 :421.106人

主催 長崎ランタンフェスティパル実行委員会
会場 湊公園、新地中華街、浜市・観光通りアーケード、

内容

新地中華街、湊公園をはじめとし

た市内中心部に、本イベント期間中

1万2千個のランタン(中国風提灯)

が飾られるほか、龍や獅子などを型

どった大型オブジェが所狭しと設置

され、幻想的な中国独特の灯りで街

はまさに中国一色へと変貌する。

毎年、干支に因んだオブジェがメ

インオブジェとして設置され、平成

13年度(第9回)は高さ 9mの飛馬

(ふえいま)の予定である。中国風

の天馬が空に羽ばたとうとする様子

をイメージしており、躍動感あふれ

るその様子は、現代社会が抱えるさ

まざまな問題を払拭するかのようで

ある。

また、第 9回で初めて子ども向け

にランタン動物園と銘打って、動物

のランタンを 1ヶ所に集めて装飾す

るほか、強度を高めた馬やパンダの

オブジェ を設置し、乗ったり座った

り出来るようにする予定である。

イベントは中国に関係のある内容

に特化しており、中国獅子舞、龍踊

り、中国雑技など他では見られない

中国色豊かなイベントが多彩に催さ

れる。中でも、清王朝の皇帝が皇后

を連れて町中に出かけ、民衆と一緒

に正月を祝ったという設定で実施し

ている、 豪華な中国衣装を身にまと

った 「皇帝パレード」や、江戸時代

に唐船が長崎に入港した際、航海の

神様である賜祖を唐寺に安置すると

いう、 実際に行なわれていた荘厳な

行列を再現した 「嫡祖行列jは、イ
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旧唐人屋敷跡他市内中心部

ベントをより一層盛り上げる。

本イベントは、まさに中国との交

流が深い長Ih奇ならではのイベントで

ある。

開催への契機・経緯

長崎は、開港以来中国との交流が

盛んで、唐人屋敷、崇福寺、 眼鏡橋

などの史跡をはじめ、 生活様式や食

生活の中にもいろいろな形で中国文

化が今でも身近に息づいている街

で、今も多くの華僑の人びとが生活

している。

しかし、華僑の

人びとも結婚や帰

化などにより日本

国籍を取得した

り、 3世4世とな

り、ほとんど日本

人同様に暮らすよ

うになって、中国

の習慣を知らな

い、中国語を話せ

ないという状況に

なっている。

そこで、新地中

華街の華僑の人び

とが、中国の文化

を継承し、より結

束を強めようと、

旧正月を祝う「春

節祭jを始めた。

その後平成6年

から、 当市や商工

会議所、その他の

団体などで 「長崎

ランタンフェステ

ィパル実行委員会jを組織し、冬季

の観光オフシーズン対策の目玉とし

て開催するようになり、今では長崎

の冬を彩る一大風物持となっている。

目的・基本方針

冬季観光オフシーズン対策と滞在

型観光都市を目指した夜の観光魅力

の充実を図るため、 「長崎に息づく

異国CHINk再発見Jをコ ンセプト
として、新地中華街で行なわれてき

た 「春節祭」 をベースにしたナイト

イベント 「長崎ランタンフェスティ



パルJを灯 ・中国色をキーワードと
して実施し、地域経済活性化に寄与

することを目的としている。

開催にあたって考慮している点

今や長崎の冬の一大風物持として

定着して、多くの観客に楽しんで、も

らっているところであるが、会場が

手狭になってきており、会場を分散

して対応している。観客が 1ヶ所に

集中しないよう、如何に各会場を回

遊してもらうかを考えている。

また、長d崎は地形上平地が少ない

ので、 市内中心部へ一極集中する交

通渋滞が起きやすい状況である。そ

のため中心部へ極力車を入れないよ

う交通対策にも力を注いでいる。

波及効果

平成12年度は、 64万人の誘客実績

があり、経済波及効果は69億円 (長

崎経済研究所推計)。

冬季観光オフシーズンにもかかわ

らず、 開催期間中は宿泊施設の稼働

率が上がっているほか、 JRの利用

者数も増えている。また、商庖街の

売上についてもほとんどの商庖街が

増加したとのアンケー卜結果を得て

おり、 個人消費が低迷している経済

状況を考慮すると、フェスティパル

の影響は大きかったと推測される。

開催 (平成13年度)
主な対象

2月12日-2月26日 15日間 (第9回)/毎年開催
一般観光客、市民

64万人/70万人

課題・今後の展望

九州内での本イベン トの認知度は

高まっているが、 関東、東海、関西

においての認知度はまだまだ低いと

思われる。県人会や県の事務所の協

力を得て、効果的なPRをする必要

がある。また、旅行代理屈へ積極的

に商品造成を働きかける必要がある。

今後は高速道路が当市内まで延伸

されるので、まだまだ集客を期待で

きるイベン トであると思われる。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 .後援/長崎県、長崎県観光連盟、長崎新聞社、NHK長崎放送局、NBC長崎放送、KTNテレビ長崎、NCC長
崎文化放送、NIB長崎国際テレビ、FM長崎

総経費 ・財源内訳 総経費 :94，300千円財源内訳/共催費負担金 :55，000千円補助金 :5，300千円協賛金 :29，000千円
その他:5，000千円

記伝記
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欧 砂のm
鹿児島県加世田市

~部門賞[祭り部門](第1回)-

人口 24.023人

主催 吹上浜砂の祭典実行委員会 ・南日本放送 ・南日本新聞社・加世田市
メイン会場 欧上浜(鹿児島県加世田新川海岸)

内容

サンドクラフ卜(砂の彫刻)を中

心としたイベントであり、砂像制作

団体によるメイン砂像群及びサンド

クラフト大会(全国大会、学生大会、

ファミ リ一大会)の砂像群、高さ 2

m級から10m級の約50基が砂浜に出

現し、砂丘と海と空とタイア ップし

て、見る者の心に「夢と感動Jを与
えるイベントである。祭典期間中は、

連日数多くの催しが行われ、子ども

からお年寄りまで楽しむことができ

る。ステージでのコンサー卜、子供

まつり、太鼓まつり、そして花火大

会にはたくさんの人が訪れる。

また、自然環境をテーマに、幅広

p内容の展示物や体験コーナーを設

けた 「砂のおもしろ館」ゃ日本の砂

防事業をクイズや実験装置などを使

って楽しく紹介する 「吹上浜さぽう

ランドjも多くの見物客の人気を集

めている。興味あるイベントたくさ

んの砂の祭典である。

開催への契機・経緯

昭和62年 4月に加世田青年会議

所・加世田商工会議所 ・当市などが

協議して、吹上浜の自然から恩恵を

受けている「砂」という資源をもと

に、 「砂」によるサンドクラフトの

イベントが開催できるかどうか、米
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国からゲリー・カーク氏を招待して、

高さ 6mの砂像を試作し、 f'87吹

上浜砂の祭典Jを8月に開催した。
併せて、当市及び南さつま地域の観

光振興、海岸愛護思想、自然意識の

向上を図ることを目的として、これ

まで市民総ぐるみの手作りの運営で

開館している。

祭典テーマは「砂でつくる 夢と

感動」であり、砂の芸術を通しての

人と人とのつながりを深め、郷土愛

を育てながら、人づくりや地域づく

りを行う旨の要素を含むものである。

目的・基本方針

日本三大砂丘のひとつ 「吹上浜」

の広大な砂丘をスペースに、サンド

クラフ卜を中心にしたイベン卜を開

催することにより、砂丘と海と空の

自然を生かした海浜性リゾートゾー

ンとして全国に紹介し、当市及び南

さつま地域の活性化と観光振興に資

する。また、かけがえのない美しい

自然を次の世代に引継ぐとともに、

地球の環境保全もアピールする。

開催にあたって考慮している点

人づくり、地域づくり、地域の活

性化を第一の目標におき、官民一体

となったイベン卜づくりができるよ

うに、企業及び各団体等に日常的に

祭典の趣旨をPRするとともに、協力

と支援を依頼している。また、イ ベ

ント内容がマンネリ化しないように、

実行委員会の組織である企画委員会、

各部会、役員会などで、年聞を通し

て協議し開催にあたっている。

特に、本イベントを開催するにあ

たっては、多額の経費が必要なため、

広告 ・寄付などの協賛社に対する協

力と支援の依頼については、十分な

配慮を行うよう努めている。また、

自主財源である会場整理券販売につ

いては、市内外の各種団体等の協力

が得られるように、販売網の拡大と

確立を図るよう努めている。

波及効果

15回開催し、サンドクラフトを全

国に紹介することで、大きく新聞及

びテレビなどのマスメディアによ

り、当市及び南さつま地域の知名度

が高まり、観光振興が図られた。祭



典の開催前に、会場周辺の海岸及び

一般道路などの美化運動、期間中の

環境保全コーナー・体験コーナ一等

のイベン トにより、海岸愛護思想、と

自然意識の向上が図られた。

また、官民一体となった運動を展

開することにより、地域住民の意識

改革がなされ、人づくり、仲間づく

り、 地域の活性化が図られた。県内

外からの来場者及び祭典開催に向け

た諸経費の支出などにより、 経済波

及効果が図られた。

課題・今後の展望

会場の縮小化に伴い、祭典内容の

変革が間われるが、 実行委員会の組

織である関係機関で今後の祭典のあ

り方について協議を行う必要がある。

開催 (平成13年度)
主な対象

7月26日-7月31日 5日間 (第15回)/毎年開催
国内外を含む不特定多数の観光客友ぴ砂像制作団体等

91，000人/120，000人

“ ， ， 

講義

、
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また、会場だけのサンドクラフト

を制作するのではなく、年間を通し

たサンドクラフトを展示及び体験学

習ができる施設の建設を行い、年聞

を通して県内外に 「砂の文化」を発

信する構想、が現実になる ように、新

たな関係組織を発足させ、実現に向

かつて取り組む必要がある。

入場者数/目標入場者数

共催・後援等

総経費・財源内訳

国土交通省、鹿児島県、鹿児島県観光連盟、大浦町、笠沙町、金峰町、吹上町、日吉町

総経費:65，000千円 財源内訳/負担金 :18，300千円 広告協賛金:19，353千円
会場整理券売上げ収入 :21，978千円 その他:5，369千円

| 一νγ川ムα必川川山汚川〆μ川一三M叩ヤ刊川?冷ぶ之川 f吋叶山山:…一一叉川一川川州ぶ川戸3

問町トい吋、喰叫合わ吋辻玲先 -料q吟2悶向向田町町?煎刊叩1型叩q恨貯陀?佼?吹i貯鰹警鯉懸!慢烹喫里鰐竪沼捷竪摂明想竺喰111恒空漂恐鰐空-腎:芝却I強路梧様践; 
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-人 サ 隊~棚問

主催 夏祭り実行委員会

メイン会場県道39号線(国際通り)

内容

沖縄の伝統芸能、エイサー。エイ

サ-Weekのフィナーレを飾る「一

万人のエイ サー踊り隊JJ~レードは、

各地青年会及び創作エイサ一団体に

よる総勢6千人のエイサー演鮮が3

部構成で行われる。

まず、パレード前半は創作エイサ一

団体によるエイサー演舞で幕が上が

る。中盤は、各地青年会による、伝

統エイサー演舞。伝統的なエイサー

は、 何代にもわたって伝統を継承し

てきた歴史の重みを感じる。

パレードの最後を飾るのは、一般

公募 1千人による“エイサ一ページ

ェン卜"。この一般公募者 1千人は、

琉球園祭り太鼓の指導の下、約2ヵ
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月間 (6月-7月)にわたり練習を

4子っている。

“奇跡の 1マイル"と呼ばれた国

際通り(総延長距離1.6km)すべて

、、、
、、、、、 ¥ 、ー、、、曲目戸、、、、
司、、、、民、、担、、、‘

人口:301，254人

を埋め尽くし、全員が同じ振り付け

でエイサーを演舞する様は、まるで

国際通りに“エイサーの華"がl咲き

乱れるかのようである。

で~- ~ 



開催への契機・経緯

近年の郊外型大型屈の進出から地

盤沈下が懸念され、そのことに危機

感を抱いた商屈街は、若手経営者を

集めて 「個白及び商屈街の活性化」

をテーマに、 KBS(国際通りビジネ

スセミナー)の定例勉強会を平成5

年3月から開催してきた。そとでの

議論の中から生まれたのが、 7年7

月に実施された第 1回国際通り夏祭

り 「一万人のエイサー踊り隊」であ

る。

目的・塞本方針

当市のメインストリート国際通り

をステージに、これらの民俗伝統と

文化的創造活動にスポットをあて、

夏場の沖縄県を代表するイベントを

創出することで観光客総数の拡大に

貢献し、沖縄県経済の発展に寄与す

るとともに、県都那覇市の活性化を

目的として、当市国際通り活性化事

業として位置付ける。

開催 (平成13年度)
主な対象

7月29日-8月5日 6日間 (第7回)/毎年開催
県民 (地元)、 県外 (観光客)、 外国人

30万人 (イベン卜週間)/13万人 (当日パレード)

課題・今後の展望

沖縄の国際化と観光振興に向け

て、国際通りを舞台としたアジアの

地域諸島の伝承芸能や祭りなども包

括して紹介する国際イベントの実現

を目指し、若手の育成と4商屈街の結

束力を強化することが重要である。

入場者数/呂標入場者数

共催 ・後援等 ・主管/那覇市国際通り商庖街振興組合連合会 ・後援/沖縄県、那覇市、倒沖縄観光コンペンションビュー口一、
那覇市観光協会、側)沖縄県産業振興公社、那覇商工会議所、沖縄県中小企業団体中央会

総経費 ・財源内訳 総経費 :15，773千円 (平成12年度)

ぷ線偶作-恕州lIIIIIlIIがい州機縁き燐隊機務総榊線療機織機棚機側側 4線機鰍総数機然開縁側浅川燃附 線級燃後鰍機州警察側州勢州機l

i里I合間竺よ 烈里恵贈思想費問懲懸家主民境検捜湾総i根町I無里担iI堅男性明言|
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全日 玉 権~加Dスポーツ部門1(第4固)-
北海道和寒町

主催 全日本玉入れ協会
メイン会場和寒町総合体育館

内容

全日本玉入れ協会 (AJTA)の主

催する「全日本玉入れ選手権」は、

昔から運動会の定番種目として誰で

も一度は経験のある玉入れを、協会

独自にアレンジ、ルール化し生まれ

変わったニュースポーツイベン トで

ある。

本ルールの玉入れは、 6人l組で

100個の玉 (99個の玉とアンカーボ

ール)を投げ入れるまでのタイムを

競うタイムトライアル露完投で、 1/ 

100秒を争うスピード感あふれる華

やかで楽しい、そして誰でも気軽に

参加できるユニークなビッグイベン

トである。特に必ず最後に入れる

(途中で入れると失格)アンカーボ

ールが競技をさらに面白くし、さま

ざまな逆転ドラマを生み出す。6チ

ームによる決勝は、その迫力とスピ

ードで見るものを圧倒し必見である

( 6回大会までのベス トタイムは13

秒92)。

かごの高さは 4m12cmとかなり

高く、これは当町が過去記録した最

低気温-41.2度に因み、かごの直径

と深さは和寒が北緯44度に位置して

いることから44cmとした、あくま

で地域にこだわった全日本規格で、ある。

本選手権の目玉は、なんと言って

もこの種のイベントでは破格の優勝

賞金100万円(賞金総額200万円)で

ある。毎年9月の第 1日曜日に実施

される大会には、 1100万円ゲット」

を合言葉に先着150チームが参加し、

2千人が集う道内屈指の地域イベン
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トとして注目され、民間発想の民活

イベントとして高い評価を受けている。

開催への契機・経緯

全日本玉入れ協会は、平成7年に

商工及び農業青年を中心として町民

有志により設立された。その背景に

は平成元年、町の新しい祭り 「ふれ

あい祭りjが生まれた時にさかのぼ

る。ふれあい祭りのメインイベン ト

を商工青年たちが提案することとな

り、あまりハードではなく、誰でも

参加しやすい競技として玉入れに着

眼した。先に触れたルールの原型も

決められ、 祭りの中心イベントとし

て平成元年に「第 1回ふれあい祭

り・全日本玉入れ選手権」として大

好評を得て誕生した。

その後ふれ合い祭りも回を重ね、

、入れも毎年50チームほどの参加で

人口:4.686人

継続されていたが、 一部青年たちが

この玉入れの素質なことを惜しみ、

「地域のーイベントとして埋もれさ

すのはもったいない、磨けば大化け

するイ ベン トとして大きなまちおこ

しになるJとの確信のもと有志を募
り、平成 7年「全日本玉入れ協会j

が設立された。翌 8年 “玉入れで

100万円"とマスコミが注目する中、

鳴り物入りで、「第 1回全日本玉入

れ選手権Jが開催され、 華々しいデ
ビ、ューを飾った。

目的・基本方針

ふ日本玉入れ協会は、和寒発祥の

玉入れを全道全国への普及を目指す

とともに、和寒の名を広くアピール

したい、自らがもっと光り輝きたい、

という思いのもと青年有志で結成さ

れた “まちおこし協会"である。ま

た、過疎化・少子高齢化の進む道北

の小さな町の人びとが 「全日本玉入

れ選手権Jで大きな誇りと自信を取
り戻す “人おこし事業"でもある。



さらには地域住民を巻き込んだ住民 乙と。 • r和寒の玉入れJr玉入れの和寒」
参加による地域活性化の一翼を担う -大会のマンネリ化防止策として、 として、今や全道にその名が知ら

ものでもある。 2年前よりレディース部門を設け れ、 町としての宣伝効果は計り知

開催にあたって考慮している点
大好評のため、今後ごれを強化す れない。

る。 -およそ 2千人が集う大きなイベン

本イ ベン トは、 「全日本玉入れ協 -常に前回と変化させた華やかで楽 トであり、その経済効果も絶大な

会j主催による 「全日本玉入れ選手 しめる会場造りをする。 ものがあり、 交流人口の増加も大

権Jと銘打つ全日本を標拐するビッ -地元中学生と高齢者へのイ ベント きな効果をもたらしている。

グイベン トである。当初より、 それ サポーター依頼による、幅広い住 -この玉入れが各地でイ ベン卜とし

は全日本にふさわしい権威とステー 民の参加意識の高揚。 て行われてきており、道内外の問

タスを持った大会とし、厳格な協会 -多くの大会スタ ッフの指導強化。 合せが引きもきらず、着実に 「和

ルールのもとその運営がなされてお -参加チームの大会運営に対するア 寒玉入れjが普及している。

り、 参加者の高い評価を得ている。 ンケート調査の実施。 -マスコミ効果により、大阪府貝塚

市に支部としての関西協会、宮崎

県諸塚村に九州協会が設立され、

それぞれ大会が開催され、全国組

織に向けて歩みだした。

-関西、九州両支部と当協会との相

互交流が行われ、観光振興として

も大きく寄与している。

課題・今後の展望

現在まで、地元行政と道からの補

助金に多くを依存し、本イベントを

始め、当協会のさまざまな事業が実

以下、運営上の考慮、事項を挙げる。
波及効果

施されているが、今後補助金の減額

-本選手権はもちろん厳正厳格な競 は避けられず、自主財源の確保が最

技:であるが、あくまでイベントス 当協会が設立されて 6年、 「全日 重要課題である。玉入れの普及と共

ポーツと位置付けており、競技性 本玉入れ選手権Jも6回目を終え、 に、協会としてさまざまな対応とそ

ばかりを前面に出すとこのイ ベン まだ決して歴史のあるイベントとは のフ ォローが求められ、協会の事務

卜に楽しんで、参加する多くのチー いえないが、この年月は小さい町に 局体制を含めた組織強化が急務であ

ムのリピートが得られないことか 大きな足跡を残してきた。 る。また、中長期の目標 ・展望を明

ら、競技性とイ ベン ト性の両輪の • rまちおこし ・人おこしjを目指 確にした協会運営が必要になってく
大会であること。 すイ ベントとして、多くの住民参 る。

-見て、参加して、楽しめるイ ベン 加のもと、それぞれが今まで抱い

卜として、毎回趣向を凝らした抽 たことのない誇りと自信が確実に

選会、 アト ラクショ ンを実施する 培われた。

9月2日 1日間 (第6回)/毎年開催開催 (平成13年度)

主な対象 高校生以上 (高校生のみのチーム編成は不可)であれば性別 ・年齢等は問わない

レテーィース選手権もある

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

1，200人 (，チーム 8人選手6人補欠 2人X150チーム)/一人
上川支庁、和寒町、和寒町観光協会、和寒町商工会、JA和寒町、和寒ライオンズクラブ、JR北海道
総経費/5，367千円 町補助金/1，500千円 長寿社会づくりソフ ト事業交付金 (財団法人 地域社会振興財
団)/1，000千円
協賛金/1，292千円 自己資金/1，575千円
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たんのカレーライスマラツジ~選考委員特蜘第5即
北海道端野町 人口:5.482人

主催 たんのカレーライスマラソン実行委員会
メイン会場端野町営球場

内容

青空の下、家族や友だちが共に汗を

流し、太陽と大地の恵みに感謝しな

がら地元産の獲れたての食材を昧わ

p楽しむ、地域の特性を活かしたス

ポーツである。4人 1チームになり、

それぞれ距離の異なるカレールーコー

ス (5km)、肉コース (4km)、た

まねぎ・にんじんコース (3km)、

いもコース (2km)に分かれて、

地元産の食材を取りに走る。ただし、

いもコースは走ることが禁止の歩き

専門のコースである。食材を取って

きた後は、それを使いみんなでカレー

を作り、楽しく食べる。決して、タ

イムや順位を競うレースではない。

アトラクションとして、カレー大

食いコンテストや仮装コンテストな

ど、競技のほかにも楽しい企画が目

白押しである。

開催への契機・経緯

町の体育協会が体育の日に合わせ
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て何か行事をと企画、開催したこと

が始まりである。そこで、何をしょ

うかと考えたときに、マラソンと料

理の材料を集めて作るという競技を

レクレーションの種類を載せた資料

で見つけた。そのなかでは、 1人のラ

ンナーが材料を集めてくる、となって

pたところをチームの親睦を図れる

よう 4人1チームにアレンジした。ま

た、カレーライスであればキャンプ

などアウトドアで食べる機会が多く、

違和感なく受入れられると考えた。

当初は、町民のみを対象として、

スポーツとカレーを作ることを通じ

て家族や友人同士が楽しくお互いの

紳を深めていけるような事業として、

体育協会が単独で主催する小さなイ

ベン トだった。しかし、カレーの主

な材料である、いも、たまねぎ、に

んじん、肉は地元ですべて揃うこと

もあって、地場産品の普及PRの場と

して利用することを目的のひとつと

して加えることになったことから、

対象を町外者に

まで広げて、イ

ベントの規模を

拡大していっ

た。目的、規模

が拡大されたこ

とに伴い、関係

各団体による実

行委員会が組織

され、現在の形

ができた。

目的・基本方針

明るく健康で豊かな日常生活を送

るために、青空の下、家族や友だち

が共に汗を流し、同時に太陽と大地

の恵みに感謝しながら穫れたての食

材を昧わい楽しむ、地域の特牲を活

かしたスポーツの育成を目的として

pる。

開催にあたって考慮している点

イベント運営にあたっては民間活



力を最大限活用して、各種団体から

人材を募って実行委員会を組織して

pる。

地場産品をカレーの材料や参加賞

として提供するこ とで、その活用と

PRをしている。

歩くコースを設けることで、高齢

者や子どもが参加しやすいよう にし

ている。また、障害者が参加しやす

る協力体制が強化されている。今年

は特に肉以外のいも、たまねぎ、に

んじんコースでは、コース途中の農

家に協力してもらい、 参加者が畑か

ら直接収穫できるようにした。

課題・今後の展望

回を重ねるごとにイベン卜の規模

が拡大してきていて、もう少し拡大

していくと参加者が調理して食事を

するスペースに余裕がなくなってく

る。また、規模の拡大に伴うスタ ッ

フの増員、育成の問題、新しい備品

の整備などの問題がある。

今後のイベン トの充実につながって

いくと考える。イベン トを開催して

きた回数や現況などを考えると、ち

ょうど転換期を迎えているのかもし

れない。本イベン トが第 5回ふるさ

とイベン ト大賞選考委員特別賞を受

賞したことは、 喜びとともに今後の

展開を考えていくいい機会となった。

pように、調理をする場所ーなどに配

慮した結果、昨年の 3チームから今

年は 8チームに参加チームが増加

し、効果を上げている。

波及効果

ユニークなイベントを開4産してい

るということで、各マスメディアに

取上げられ、町の知名度が上がった。

その乙とが、地場産品のPRにつな

がっている。また、参加者がインター

ネットのホームページ上で自分が参

加したときの様子などを公開するこ

とによって、草の根的な情報の広が

りを広範囲で展開するという、新し

い動きも出てきている。

回を重ねるごとにイベントに対す

平成13年で16回を数えるが、 町外

の参加者が増えて活気があることと

は裏腹に、 町民の参加者が減少して

きていることが懸念されている。基

本的に内容が変化しないので、毎年

開催される安心感があり 、今年は参

加しなくてもというようなことがあ

るのかもしれない。町民による手作

りのイベントとして開催しているか

らには、ひとりでも多くの町民が参

加できるよう工夫していくことが、

開催 (平成13年度)
主な対象

9月23日 1日間 (第16回)/毎年開催
町民及び主旨に賛同していただける方

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費・財源内訳

680人/680人 (募集170チーム、参加者4人1チームでの試算。実際はそれ以上の人数が会場内にいたと思われる。)
.共催/端野町体育協会、端野町農業協同組合、端野町商工会、端野町観光物産協会、端野町青年団体協議会、

端野町婦人団体連絡協議会、端野町子ども会育成会連絡協議会、端野町スポーツ少年団本部 ・後援/端野町、
端野町教育委員会 ・協賛/ハウス食品株式会社、ホテルメビウス、側東武

総経費:1，920千円 財源内訳/補助金 :1，000千円 (町 500千円、北海道市町村振興協会 500千円)
民間助成金 :150千円 事業収入:510千円 繰越金 :162千円 雑収入 98千円

聞の司直ヲ開マラソン実行期苔胃 野町農業者口県ヲグセンター同(端野町教育.
|員会室漉習課社会体育係 TEL:0157・56・3100

出p:l/www.ohotuku26.or..jp/organ岡山n々anno/tanno.html川三以ぶ.ぷ川ι..内九-
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昭和新山国際雪合戦側附
北海道壮瞥町 人口:3，239人

主催 全国労働者ふるさと交流会北海道大会開催委員会、北海道、壮瞥町

メイン会場昭和新山山麓

内容

北国古来の遊び 「雪合戦」をルー

ル化し、冬のスポーツとして成立さ

せた国際色豊かな雪の祭典である。

1チームは、選手7名、監督と控え

選手2名の計10名で構成され、試合

は3分 3セットマ ッチで行われる。

1セットに使用できる雪球は90個。

相手チームに雪球をあて l人でも多

くアウトにするか、フラッグを奪取

すると試合終了。厚生労働大臣杯、

北海道知事杯を競って、 キング ・オ

ブ ・スノーを決定する。

各地区予選を勝ち抜いた精鋭チー

ムが毎年2月下旬の土 ・日曜日、大

地の息吹、噴煙になびく 「昭和新山」

山麓に集い、熱戦を繰り広げる。

開催への契機・経緯

当町は、年間約250万人もの観光

客が訪れる道内でも有数の観光地だ

が、その大半が春から秋に集中して

おり、冬期間は皆無であった。そこ

で昭和62年、冬期間の観光振興を目

的にアイディア検討会が結成され、

数々のアイディアの中から「雪合戦」

をスポーツイベントとして開発し、

開催することが決定し、翌年 「昭和

新山国際雪フェステ ィパル実行委員

会」 を設立 した。その後、全国各地

で大会が開催され、フィンランド、

ノルウェ ーなど北欧においても開催

されるほどに成長した。
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目的・基本方針

当町に冬も観光客に来てもらい、

地域経済を活性化するために行って

いる。本大会は、冬の寒く非活動的

というマイナスイメージを打ち消し、

昭和新山はもとより当町全体のイメー

ジアップにつながることを目的とし

ている。

開催にあたって考慮している点

平成13年で13回目を迎え、道内外

の大会を勝ち抜いた約190チー ムが

参加しているが、大会開催に向け、

約400人の町民がボランティアとし

て、本イベン卜に携わっている。

また町民が雪合戦の講師となり、

全国はもと より、海外へ派遣され、



講習会等の講師として活躍し、 雪合

戦の普及を通じて、交流を深め、幅

広く活動をすることに努めている。

波及効果

全国各地で大会が開催され、 首都

圏においても多くの大会を行ってい

る。平成12年3月の有珠山噴火災害

により、第13回大会の開催が危ぶま

れていたが、復興の第一歩として、

元気な姿を全国に発信するため開催

を決定し、約2万6千人の来場者を

迎えた。

昭和新山の観光PRだけではなく 、

噴火を受けたマイナスイメージを取

り除き、多くの人びとを迎え、当町

全体のPRとなったことは地域に大

きな影響を与えている。

課題・今後の展望

国内においては国体種目となるこ

とを目的とした「日体協j加盟、さ

らに全世界への普及を行い、オリ ン

ピック公式種目となって世界の仲間

が友情の雪球を投げあう 乙と、 それ

が町民の夢である。

開催 (平成12年度)
主な対象

入場者数/目標入場者数

主管

総経費・財源内訳

2 月 24 日 ~ 2 月 25 日 2日間 (第13回)(*平成13年度未開催のため、平成12年度分について記述)/毎年開催
国内外全ての勤労者及びその家族 (中学生以上)

1，900人/26，000人
昭和新山国際雪合戦実行委員会

総経費 :28，400千円 財源内訳/助成金:10，720千円賛同金 (会費) : 2，200千円事業収入 :1，000千円
その他:14，480千円

|問い合わせ先 壮瞥町役場経済謀配 CllI問・W"..il
http:l/www.town.sobetsu.hokkaIdo. p E-mail kelzai@town.sobetsu.hokkaldo:p 
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とうもろとし3万坪迷路側附
北海道本別問 人口 9.730人

主催 とうもろこし3万坪迷路実行委員会
メイン会場 本別町内のほ場 (平成13年度は本別町上本別)

内 t町~冒r 
の巨大迷路である。3万坪(東京ドー 薬の実施による安全な食料生産は、

ム2個半の大きさ)の畑にトラクター ガット合意後の日本の農業にとって

とうもろこし 3万坪迷路は、 により迷路を作り、 4つのチェック 最も重要な課題であり、消費者に安

10ha (3万坪)の緑肥用デン トコー ポイントを回りゴールするものであ 全な食料を提供することが、日本の食

ン畑に、子どもたちから公募した図 る。宇刀日のタイムトライアルには、 糧基地十勝の農業振興に必要である。

案を参考にして、 |幅3m総延長約8 全国各地から挑戦者が来町し、日本 今、クリーンな農業が全国的に叫

kmの迷路を制作する O 一大き p迷路に挑戦する。長い人は、 ばれており、本当に 「土づくり」を

会場には展望台、お祭り広場、麦 3時間も迷路の中で迷子になってい 考え、人にやさしい農業を目指して

束ピラ ミッ ド、特産品コーナ一等を る。 いる当町今にとって、「とうもろこし

設置し、一日グリーンジャングルで どろんごフラ ッグ選手権は畑の中 3万坪迷路」はクリーン農業のアド

楽しめるものであり、開催期間中、 に25mのどろんこのプールを作り、 バルーンであり、全国へ当町の農業

じゃがいも、とうもろこしの収穫祭 1本の旗を取るゲームである。選手 を発信するものである。

を始め、どろんこフラ ッグ選手権等 は、大人から子どもまでどろんこに とうもろこし 3万坪迷路は全国で

各種ミニイベン トを開催しており、 なりながら真剣に 1本の旗を目指 初めての試みであり、日本一面積の

来場者と地元の人びととの交流が、 し、滑り込む。 大きい迷路といえる。

大空と緑のもと自由に繰り広げられ
開催への契機・経緯 自的・基本方針

ている。

本イベントのメインは、なんと言 農業を基幹産業とする当町にとっ 安全で活力のある農産品を生産す

っても総延長約 8kmを超す日本一 て、 地力回復による有機農法 ・減農 るためには、畑の「土」が肥えてい
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なければならない。化学肥料等に頼

らず、デントコーンを畑にすき込む

ことにより「土づくり」を行っている。

地域住民と都市住民が実際にその

ほ場に立つことにより、農業の現状

を知り、理解を深めてもらう。さら

に子どもたちと大人が一緒になり、

土の温もりと泥んこになって遊ぶ喜

びを伝えることにより、当IUJの基幹

産業である農業の振興と観光産業の

振興を図るものである。

開催にあたって考慮している点

本イベン卜の企画 ・運営は、 町内

の各種団体による実行委員会方式で

行われており、 IIlJ民手作りのイベン
卜である。異業種の仲間たちが集ま

って始めたイベントであり、行政が主

役となり開催するもののではない。

あくまでも主役は住民である。町民の

自主性 ・自発性を尊重しイベントを

開催することが必要であると考える。

波及効果

提出されたタイムカードからみる

と、入場者は全国各地からあり、ま

た北海道においても百以上の市町村

からの入場があり、広くほかの地域

との交流が推進され、知名度の向上、

地域経済の活性化と観光産業の振興

に貢献している。また、迷路の空撮

を利用した、テレホンカード、文

(ふみ)カード、とうもろこしのオ

リジナル缶詰等、各種グッズも版冗

している。

さらには、本イベントをき っかけ

に町内の異業種の青年、女性が集ま

り、 一つの目的にともに苦労するな

かで、強い連帯感を持ち、その後の

町内のほかの催しに協力するなど、

まちおとしの起爆剤になっており、

新しい地域おこ しグループも設立し

ており、迷路を通じて地域の活性化

が図られている。

開催 (平成13年度)
主な対象

8 月 10 日 ~8 月 16 日 7日間 (第14回)/毎年開催
道内観光客及び町民

15，745人/15，000人

課題・今後の展望

イベン トの担い手の確保が課題で

ある。1'0'民の自主的なイベントであ

るため、極力行政に頼るのを避け、

イベン 卜を開催している。しかしな

がら、農業者を始めとした担い手不

足は以前より続いている。

今後の展望としては、 一人でも多

くの担い手を育てるため、イベント

の開催だけにこだわるのではなく、

1年を通しての仲間づくりを念頭に

置き、人づくりを主題とした学習を

重ね、 仲間を増やし、本イベントを

網針涜させていくという乙とである。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 十勝支庁、帯広開発建設部、帯広土木現業所、十勝教育局、北海道観光連盟・十勝観光連盟・十勝圏複合事務

組合、本別町、本別町教育委員会、JA本別町、本別町商工会、本別町観光協会、 本別町建設業協会、 JR北海

道、北海道ちほく 高原鉄道、北海道新聞本別支局、十勝毎日新聞社本別支局、(初帯広青年会議所

総経費 ・財源内訳 総経費 :13，000千円 財源内訳/入場券収入 :5，000千円 補助金 :7，000千円 (本別町補助金)
販売収入 :1，000千円
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リン 。ツ/タ~
広島県福山市

主催 ゲタリンピック実行委員会

メイン会場 JR松永駅南口

内容

特産物である「畳Jr塩Jr下駄」
にこだわり松永地域の特色を出しな

がら、人と人とのふれあいや明るく

健やかな子どもの育成、ボランティ

ア精神を大切にしたイベン ト内容と

している。

メインである競技は、日本一大き

な巨大ゲタ(片方1.3t)を引っぱり、

その距離を競う「巨大ゲタさばり」、

特産物をテーマにした障害物競争

「ゲタでゴザ-)レ」、ゲタを積み上げ

てタワーを作る「ゲタタワー」があ

り、ユニークなネー ミングも特徴的

である。

その他の競技に、ゲタを駒にして

畳を将棋にした「ゲタ将棋大会」、

第8固からの新競技である 「ゲタ飛

ばしj。競技以外でも学生たちが夏

休みに描いた力作を駅のコンコース

に展示した 「ゲタリン世界の美術館

ワールドカ ップ2001Jや下駄のデザ

インを小学生の高学年に描いてもら

う 「児童ゲタ絵柄コンクール」、ゲ

タを使った踊り「ゲタリンばやしj

や地域物産展など、 地域文化の継承

と地域産業の振興をテーマにした多

数の催しを実施している。

また、当地域はブラジルや中固な

ど海外からの居住者も多いため、国

際交流広場を作り、各国の踊りやお

茶席、手作り下駄の講習、浴衣と下

駄を履いてもらうなど日本と海外の文

化の交流とふれあいの場を提供した。

ステージでは、日頃の練習の成果

発表の場として歌や楽器演奏などが
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披露された。環境問題にも配慮し 「ゴ

ミの持ち帰りキャンペーン」と題し、

来場者、ブース出屈者にゴミ袋を配

ったり、分別作業を行いゴミの量を

減らすなどの取り組みを行った。

また、普段話し合う機会のない

県 ・市議会議員と市民との思伸のな

い意見交換の場として、 「まちづく

り相談室Jを設け、生活の現状やま
ちの活性化などで意見が交わされた。

その他にも地域の各施設や届鋪、

会場内に 「ゲタリンまちづくりパン

クJを設置し、来場者の寄付金とバ
ザーの売上金で介護用器具等を購入

し、福祉施設へ贈呈した。

開催への契機・経緯

平成5年、 商庖街活性化事業の一

環として、松永商屈連合会青年部約

20名が、 地域の住民や福山大学学生

とのコミュニケーシ ョンを図り、商

庖街を活性化するために、松永駅北

口商庖街のメインストリー卜約150m

を使って障害物競走を行った。翌6

年は、松永商庖街近代化事業の一環

~優秀賞(第5回)-

人口 380，817人

として、松永商屈連合会青年部が下

駄工場の協力により、松永駅南北商

庖衝を会場にして第1回ゲタリンピッ

クを開催した。

当地域の特産である 「畳Jr塩」
「下駄Jに着目し、それらをテーマ
としたイベント内容を回を重ねる毎

に増やした本イ ベン トは、各方面か

らの協力を得ながら、当地域全体の

祭りとして拡大している。

個々の組合や業界だけのイ ベン ト

では、余力がなく 事業費や作業人数

に限りがあるため、平成5年のイ ベ

ントをきっかけにさまざまな組合や

商庖主、団体が中心となり、世代の

枠を超えて皆がひとつになれるイ ベ

ントを作りたいとの声が挙がり、企

画から作業まで全て手作りで行う実

行委員会を立ち上げた。

目的・基本方針

当地域は、福山大学をはじめ、日

本はきもの博物館、日本郷土玩具博

物館等の学術文化施設を有し、下駄、

い草、塩など全国に誇れる特産物を



持つ。この学術文化施設と特産物を 生、福祉施設へ通う人たちなども地

活用した祭りを継続的に実施するこ 域の一員として迎え入れ、 一緒に楽

とにより、人と人の和ができ、人と しんでふれ合い、全員で当日を迎え

モノとの出会いを通じて、私たちの る準備を行う。

ふるさとの活性化と魅力ある地域づ 当日は、メンバ一、競技などの参

くりを目的とする。 加者、来場者も一緒に楽しめるよう

開催にあたって考慮している点
考慮し、来年もメンバーとして参加

したい、来年からでもメンバーとし

W 日のイ ベントの成功が全てでは て参加したいと思う人が一人でも増

なく、開催までの準備段階に主眼を えるよう努力している。

置いている。人と人とのふれあいの
波及効果

中でお互いを認め合える機会を持

ち、地域のあらゆる信頼関係を深め 生活様式の変化と安価な輸入品に

ることに重点、を置いているため、さ 押され、特産品である「畳Jr下駄j
まざまな意見のぶつかり合いや相違 の景気は降下の一途を辿っており、

なども、良いイベントを生み出すこ 地元ブランドである「備後畳表J
とにつながっている。 「松永下駄」が衰退しつつある。そ

イベントを支える協賛金もメンバー のような状況の中で本イベントを開

が分担して一件ずつお願いして回っ 催したところ、競技参加者や来場者

ている。乙れも一人ひとりが本イベ の特産物への認知が高まってきてお

ントを支えているという意識の向上 り、地場産業の衰退に歯止めをかけ

につながっている。全員が動いたら 復興へと導いている。

全員のイベントになるという意識を また、近所、学校、社会などでプ

持たせることを考慮、している。 ライパシーを尊重するあまりのコミ

また、地域社会では浮いた存在に ュニケーションの減少が、現代に増

なりがちな海外からの居住者や大学 加する若者の引きこもりや低年齢化

開催 (平成13年度)
主な対象

9月9日 1日間 (第8回)/毎年開催

8万8千人/8万8千人

する青少年犯罪の要因のーっと言わ

れており、本イベントを通じて地域

住民のネ ットワークづくりができ、

青少年の健全な成長を地域全体で見

守ることができるようになった。ひ

いては、非行防止につながり、青少

年の明るく健やかな育成が地域全体

の力で可能となった。

メンバー全員がボランティアで活

動しており、そのメンバーの輪が

徐々に広がり、小学生から高齢者ま

でがボランティアとして参加しでも

らえるようになった。

課題・今後の展望

回を重ねる毎に祭り全体が大きく

なっているため、メンバー全員の意

識統一と参加者及び来場者の安全確

保、また会場の確保も課題である。

また、長ヲ|く不況で企業からの協

賛金が減額され、祭りは大きくなっ

ている反面、協賛金の確保が難しく

なってきている。

新鮮な意見と発想、を持つ若いメン

ノTーも年々増加し、当日のボランテ

ィアも500名になろうとしている。

各種団体企業からの協賛数も約1千

社にも及び、それぞれが深い料、で結

ばれ、人的ネットワークが形成され

つつある。そして祭りを通じ、まち

を観察し比較する。「もっと住み良

いまちにするにはJrもっと元気な
まちになるためにはjいつもそんな

未来の話をするまちおこしグループ

へと成長し続ける。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 .後援/福山市、福山商工会議所、岡遺芳文化財団、福山大学、福山松永ライ オンズクラブ、松永ロータリー

クラフ、松永 ・沼隈地区医師会、松永地区体育館

総経費・財源内訳 総経費 :7，200千円財源内訳/補助金福山市:500千円福山商工会議所:1，000千円
一般:企業 ・団体等:4，500千円 事業収入 :1，200千円
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柳Jソー ポ ~優秀賞(第2回)-

福岡県柳川市 人口 42，332人

主催 柳川ソーラーボート大会実行委員会

メイン会場 かんぼの宿柳川東隣り :パドック:有明地域観光物産公園 レースコース柳川市内下りコース

参加艇…80艇観客数…約2万5千人(2日間延べ)

内容

手づくりのソーラーボートで参加

し、スピードや操縦性、アイデアな

どを競う。

参加者が船に搭載する100W以下

の太陽電池と大会実行委員会から支

給する蓄電池4個(搭載は最大2個

まで)及び大会実行委員会が貸与す

る太陽光発電設備(周囲レース ・決

勝進出チームのみ)を動力源として

競技を行う。種目ごとに順位を決め、

また、 それぞれのレースのポイント

を合計して総合順位を決定する。

参加チームは年々増加しており、

平成13年の大会では過去最多の80チー

ムの参加があり、このうち市内から

の参加は8チームで、個人や企業な

どの仲間同士で参加 している。
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開催への契機・経緯

現在、地球規模での環境問題、とり

わけ地球温暖化や酸性雨等が問題と

なり、石油に代わるクリーンな代替

エネルギーの開発が急がれている。

なかでも、太陽電池の利用は研究開

発が積極的に行われており、低コス

ト化と実用化が推進されている。

当市には、総延長470kmにも及ぶ

掘割があり、水との関わりが深く

「掘削を基軸とした豊かで、潤いのあ

る水の里づくりjを基本テーマとし

て、「あめんぼシティ推進事業」に

取り組んでいる。この事業は、水を

中心に環境保全意識の向上を目的と

して、ハード ・ソフト両面のさまざ

まな施策を実施している。その一環

として水辺環境を活かした柳川 らし

いまちづくりと、太陽エネルギーの

有効利用を目指して、平成8年より

太陽電池で動くソーラーボートの競

技会を市内の川下りコースで開催す

ることになった。

数年前まで掘割を使った「堀ンピ

ックjと称した、J11下りで使うどん

こ舟やハンギリ等を使った水上競技

をしていたが、もっとイン;)クトが

あり、地域はもとより全国にアピー

ルでき、また参加者だけでなく観客

も楽しめるようなイベントとしてソー

ラーボートの競技会を考えた。

目的・基本方針

太陽エネルギーの利用について理

解し、豊かな水と太陽の恵みを再認

識し、参加者に自然と親しみ、楽し

んでもらう。



開催にあたって考慮、している点

水上競技として、誰でも参加でき

るようなイベントを毎年考えてお

り、平成13年は、水上綱引きを行い、

小学生から大人までといった幅広い

年齢層にも大変喜ばれた。

さらに、大会への市民参加だけで

なく、大会に向けての一斉清掃とい

った形で、の市民参加も増えてきている。

波及効果

本大会を開催することにより、 遠

方から来た人たちに恥ずかしくない

掘割にしなければならないという意

識が住民の中に高まりつつあり、殺

風景な明岸に花を植えたり、掘割な

どの藻やゴミの清掃をするなど、住

民の自主的な活動が芽生えてきてい

る。また、行政においても掘割の環

境や景観に配慮、しながら整備を進め

るとともに、掘割を守り育てていく

ための行政と住民の行動の指針とな

る「掘割を守り育てる条例J(愛

称:水憲法)の制定も行った。さら

に、市立図書館などの公共施設へソー

ラーパネルを取り付け、太陽エネル

ギ一利用とその啓発も行っている。

このように、行政と住民、各種団体

が一体となりイベントを開催するこ

とによって、掘割を守り後世により

よい形で引き継いでいこうとする動

きがさまざまな形で生まれてきている。

課題・今後の展望

参加チームは、 第1回(平成8年)

の53チームから始まり、第2回が59

チーム、第 3回が67チーム、第 4

回は68チーム、第 5回は76チーム、

そして13年の第

6回は80チーム

と、年々増えて

いる。船を置き、

整備をするパド

ックとして使用

している有明観

光物産公園がス

ペース的に限界

開催 (平成13年度 8月4日-8月5日 2日間 (第6回)/毎年開催
主な対象 すべて

入場者数/目標入場者数 500人/一人

があり、これからも参加数が増え続

けた場合、 他の土地を見つけなけれ

ばならない。

また、会場が借地であることから、

i反設スタンドやテント、ステージ、

乗船場、船揚げ場などの会場設営に

膨大な経費がかかる。民間の団体や

企業に協賛金の依頼をしているが、

景気が低迷している折、思うように

資金が集まらない。

今後も本大会を活かして、全国各

地に当市をPRし、柳川らしい住み

よp個性的なまちづくりを行ってい

きたいと考えている。

共催・後援等 後援団体/文部科学省、経済産業省、国土交通省、総務省、環境省、福岡県、福岡県教育委員会、柳川市教育

委員会他

総経費・財源内訳
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スタ ~選考委員特蜘第2回)

佐賀県佐賀市 人口 164.546人

主催 1997佐賀熱気球世界選手権組織委員会
メイン会場佐賀市嘉瀬川河川敷

内容

平成13年で22回目を迎える本イベ

ントは、世界18ヶ国から120機のパ

jレーンが集まり、国内はもちろん国

際的にも知られるイベン卜となって

いる。晩秋の佐賀平野の大空に色と

りどりのバルーンが一斉に舞い上が

る様は圧巻であり、毎年約80万人の観

客に大いなる夢とロマンを与えている。

競技以外にも、係留気球体験搭乗

やJ，¥)レーンファンタジア(キャラク

ターやパンダなどの変形バルーンの

祭典)、ラ ・モンゴルフ ィエ ・ノク

チューン(夜間係留)などの数多く

のイベントを行っており、終日楽し

めるタイムテーブルである。障害を

かかえた方にもバルーンを身近に体

験してもらえる「ハートフルデー」、

子どもたちを対象とした気球教室を

行う「キッズデーJもあり、未来に続
く大きな交流の輪が広がっている。

また、環境にやさしい大会をめざ

すため、今大会から会場の駐車場を

利用する人に500円の環境整備協力

金をお願いしている。

開催への契機・経緯

本大会は、昭和53年福岡県甘木市

で聞かれた「バルーンブェスタin九

州jという小さなパjレーン・ミーテ

イングが始まりとなっている。この

後、ほとんどスケジュールを消化で

きる安定した気候、 飛行エリアとし

ての佐賀平野の広さ、 参加者の宿泊

施設を確保できる県庁所在地である

当市の大きさ、また、国際空港でも
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ある福岡空港から 1時間の距離に位

置する交通環境の良さなどの理由か

ら、当市で、大会を開催するようになった。

昭和59年からは国際大会に発展し

「佐賀インターナショ ナル ・バルー

ンフェスタ」と改め、現在に至る。

毎年、国際大会として内外の一流選

手を集め、多くの外国選手やクルーが

参加する大きなイベントとなっている。

目的・基本方針

会場内で観客が単に観るというだ

けでなく、観客の参加意識や体験志

向を満足させるようなイ ベン トを開

催するとともに、アメニティ性に富

む会場の施設整備を進め、観客対策

の充実を図っている。

また、バルーンフェスタを一過性



のイベントとしてだけでなく、地域

的な広がりや年聞を通したバルーン

イベントに取り組み、経済的波及効

果を期待している。

開催にあたって考慮している点

ノりレーンフェスタとpうと、まだ

まだ競技中心のイメージがあるが、

競技の合間にさまざまなイベントを

行うことによって観客とより一体と

なった大会となるよう工夫している。

pかにして観客に楽しんでもらう

か、リピーターをどのように確保し

ていくか、訪れた観客に当市内でど

う楽しんでもらうか検討している。

そのために係留気球体験搭乗の実

施、広報の充実、当市内サテライト

会場でのイベントにも力を入れている。

キッズデーの実施によってバルー

ンを身近に感じることができ、スカ

イスポーツへ興昧を惹きつけている0

・会場駐車場利用者に500円の 「環

境整備協力金jをお願いしたり、

運営スタップ ・観客一体となった

ゴミ拾いタイムを設けたり、リサ

イクルカーの設置など、環境に対

する取り組みの徹底が図られている。

課題・今後の展望

競技中心のイメージが強いので、

• 
~ 

‘ー• 唱F

3e桝
略言

観客を対象としたイベントであると

のPRをも っと行っていきたい。係

留気球体験搭乗、ハー トフルデ一、

キッズデーなどの実施、会場の整備、

当市内への観光客の呼び込み等の観

客対策が課題といえる。

@ 

~ 
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写

また、ゴミの持ち帰りを呼びかけ

る、運営ス タップ ・観客とともにゴ

ミ拾いを行う時聞を設ける、駐車場

利用の方に環境整備協力金をお願い

する等、環境に対する取り組みを行

っている。期間中はかなりの渋滞が

予想されるため、交通対策や地元対

策についても、イ ベン 卜の運営が円

滑に進むよう考慮、している。
• 、号電 ‘} 

波及効果

-毎年11月に行う乙とで「秋の佐賀」

を印象づけ、イメージア ップにつ

ながる。

・パルーニス トと 3千人を超えるボ

ランティアの人たちに支えられた

大会であるため、交流の場が広が

っている。

・係留気球体験搭乗やハートフルテゃ一、

開催 (平成13年度 10月31日-11月4日 5日間 (第22回目)/毎年開催
主な対象

入場者数/目標入場者数 765，000人/800，000人 (平成12年度実績)
共催 ・後援等 佐賀市、佐賀県、国土交通省、熱気球大会佐賀運営委員会他
総経費 ・財源内訳

t岱溢盟急車量国l
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宮城県歌津町

主催 歌津町教育委員会

メイン会場歌津町立歌津中学校

内容

「雄大な自然美をパックに歌声の

響く活力あるふるさとづくりjの一

環として行われ、町内2つの小学校

全校約450人の児童が出演する創作

ミュージカル発表会である。

町に伝わる伝統、伝説、文化等を

地域の言葉と歌で体いっぱpに表

現。海岸地区の小学校は、海をテー

マに先人たちが知恵を絞り、研究を

重ねてきた「ワカメ養殖の歴史」と

「環境問題」を取り上げ、山間地区

の小学校は、町のシンボル霊峰田束

山にまつわる伝説をテーマに、忘れ

かけていた「ふるさとの歴史や風土J
を学ぶとともに、無数の生命の大切

さを取り上げ、「人間愛jの素晴ら
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しさを表現する構成となっている。

平成13年で第8回目を迎え、演目

は同じであっても、演ずる子どもた

ちの学年が毎年異なり、 6年間を通

して全演目を体験することは、郷土

の歴史、文化、産業への関心を深め、

郷土を愛する心を育むとともに表現

力を高め、協調性を養い、大きな達

成感を地域の子どもたち及び観客

(町民)に与えている。

毎年、発表会が近づく 11月になる

と町はミュージカル一色に染まり、

わずか 6千人弱の町民のうち、

1，500人が中学校の体育館に集まる

町の名物行事になっている。

開催への契機・経緯

当町には、他地域に誇りえる雄大

~大賞 (第2回)--

人口:5.729人

な自然があり、乙の恵みを受けなが

ら第 1次産業を中心に発展してきた

経緯がある。現在は、若者の都心部

流失による人口の減少、高齢化によ

る後継者の不足などその第 1次産業

に陰りが見え始め、後継者の育成に

大きな問題を抱えている。

そこで、 地域の素晴らしさを次世

代を担う子どもたちに伝える方策と

して、学校のカリキュラムのなかで、

ミュージカルという子どもたちにも

受け入れやすいものを通して、楽し

み、助け合い、大きな感動と共に心

に刻んでもらいながら、地域に誇り

をもってもらうことを目的として実

施した。



目的・基本方針

ミュージカlレをとおして、I也I或の

子どもたちは、ふるさとの素晴らし

さを認識すると共に、協調性、忍耐

力を養い、その結果として大きな達

成感を共有する乙とができる。

学校行事として、教育の一環で実

b包する ミュージカルはイ由に例がな

く、 町内全校児童の情操教育として

位置付・けている。

開催にあたって考慮している点

学校行事のため、なるべく早急に

開催日時を決定し、 学校のカリ キュ

ラムにその練習時間が組み込まれる

ようにしている。

演目が毎年同じなので、マンネリ

化しないように脚本に若干でも変更

を力日えている。

波及効果

他に例を見ないイベン 卜であるた

め、|町内外への反響も大きく、年々

来場者が増えている。地域の住民に

も多くの賛同を得ており、恒例の行

事として定着している。

学校における総合学習の一環と し

て、 町内の 2つの小学校では、 地域

の産業、歴史などを取り入れるよう

になり、 地域の 1次産業後継者の方

が臨時講師となって、子どもたちに

地域産業の素晴らしさを伝えている。

海岸部の小学校で、は、演目にもあ

開催 (平成13年度)

主な対象

11月24日 1日間 (第B回)/毎年開催

全町民及び不特定多数

入場者数/目標入場者数
共催 ・後援等

町内小学生全校児童 約450人/1，500人
宮城県

る「環境問題」を総合学習に取り入

れ、ゴミ処理の問題を勉強し、地域

の広報を通して、その成果を発表し

ている。

課題・今後の展望

毎年演目が同じであるため、マン

ネリ化が心配される。また、文化ホ

ールのない当町に本格的な舞台を設

置するため、 多額な費用を要する。

このような問題を解決するために、

1. 1町内においてミ ュージカルを経

験した児童が後継者となり、指

導にあたる体制を模索する必要

がある

2.舞台芸術 (大舞台など)を地域

における後継者が行う

3.脚本を見直す

4. イベン ト自体の方向性を見直す

(学校と してではなく、スポーツ

少年団的な活動へ移行等)

5.イベン トを隔年にする

などを検討中である。

総経費・財源内訳 総経費 :9，550千円 財源内訳/一般財源 :4，775千円 県補助金:4，775千円

話岨出i幽fF:1::右前川向u.::
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上三原田の歌舞伎舞台公演部門賞lスポーツ畑I(第2固)
群馬県赤城村 人口:12，789人

主催 上三原田歌舞伎舞台操作伝承委員会

メイン会場 (国)重要有形民俗文化財上三原田の歌舞伎舞台

内容

第16回国民文化祭・ぐんま2001の

開催にあたり、上三原田の歌舞伎舞

台を会場に、市町村主催事業 『農村

歌舞伎inあかぎJを開催した。

県内外から農村歌舞伎愛好者7団

体を招き、世界に諮る特殊な舞台機

構を駆使して華・麗で優雅な歌舞伎競

演が繰り広げられた。
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開催への契機・経緯

現存する日本最古の廻り舞台で、

他に例を見ない舞台装置を持つ上三

原田の歌舞伎舞台は、文政 2年

(1819年)に地元の大工永井長治郎

により建造された。

舞台公演は太平洋戦争中の中断を

はさみ、戦後も数年間隔で行われて

きたが、舞台操作に携る人手の不足

などを理由に、昭和51年以来途絶え

ていた。

平成6年度に文化庁等の補助によ

る修復をきっかけに、舞台公演の復

活を求める気運が高まり、舞台操作

伝承委員会を結成し舞台操作技術の

伝承に努め、平成8年に復活をとげ

た。以降毎年舞台公演を重ね、 一連

の復活劇の総決算として、平成13年

11月3日-4日に国民文化祭 「農村

歌舞伎inあかぎ」を開催した。

目的・基本方針

上三原田歌舞伎舞台の操作技術の

伝承と、伝承活動を通して地域の連

携を図り、明るく住み良い地域づく

りを目的とする。



開催にあたって考慮している点

先人の残してくれた貴重な文化遺

産を大切に保存・伝承し、いかに人

びとの心の糧として活かしていくか

が大きな課題である。そのためには、

次代を担う子どもたちが地域の文化

をどのように受け止め、理解し、新

たな創造を加えて次の時代に継承し

ていけるかを、多くの子どもたちに

問いかけるイベン トとした。

波及効果

子ども歌舞伎の結成や舞台操作伝

承委員会若連会の活動をとおし、次

代を担う若い世代の参加が目立つよ

うになった。何気なく住んでいる地

域の文化に関わることにより、郷土

愛や地域の連帯意識を緬養する乙と

ができた。また、村内の他の地域に

も良い影響を及ぼし、獅子舞や人形

芝居、太々神楽等の活性化にもつな

がっている。

課題・今後の展望

このイベントを一過性のもので終

わらせることなく、継続していきたい。

開催 (平成13年度)
主な対象

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

11 月 3 日 ~ 11 月 4 日 2日間 (第6回)/毎年開催
般

13，000人/一人
主催/文化庁、群馬県、群馬県教育委員会、赤城村、赤城村教育委員会、 第16回国民文化祭群馬県実行委員
会、第16回国民文化祭赤城村実行委員会、 上三原因自治会
後援/マスコミ各社

総経費 :54，000千円 財源内訳/県補助金 :25，000千円 村補助金 :29，000千円
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青梅宿ア Fesf臨調たちの青蹄I-部門賞l麻博覧会部門1(第3回
東京都青梅市 人口 :138，587人

主催 青梅宿アートフェスティパル実行委員会
メイン会場 JR青梅駅周辺商庖街

内容

青梅宿アートフェスティパルは、

毎年テーマを変え、それにちなんだ

数々の催しを行っているイベン ト

で、平成12年度は、イベン卜を行っ

ている商庖街にはかつて映画館があ

り、娯楽の中心として賑わっていた

ことから「シネマは踊る青梅宿」と

題し、映画に関係する数々のイベン

トを展開した。

具体的には、芝居と無声映画の上

映等を行っていた 「スミ エ座jを復

活させ、活弁映画の上映や舞踏、紙

芝居、大道芸などのさまざまなステー

ジを行い、ステーシ ョンシネマ(青

梅駅での映画上映)ほか、 会場の各

所で映画を上映し、 007シリーズや

スターウォーズ、忍者映画等のコレ

クショングッズ ・ポスター等を展志

した特別映画展を中心に、恒例とな

っている懐古自動車パレード、ボン

ネットパスの運行、チンドンの演奏、

映画看板の飾り付けや歌声喫茶等の

レト口調イベントのほか、各商庖街

独自のイ ベント広場(ミニSLやミ

ニゲームなどの子ども向け広場「ポ

ッポや遊園地j、世界の料理 ・郷土

品が並ぶ国際色豊かな「ノ1イカラ広

場」、骨董市や猫グッズの数々が集

まる 「猫市猫座J、青梅信用金庫の
協力による 「近代日本画秀作展」等)

を行った。

[過去のテーマと主な内容]

・第 1回(平成 3年)r街は緑の美・
術館J 一坪アート展
・第 2回(平成 4年)r街にサーカ
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ス小屋がやってくるJ 日本最小
のサーカス

・第3回 (平成 5年)r街ゆかば大
正が ;かほるJ 竹久夢二絵画展
・第4回 (平成 6年)rふりむけば
青梅宿J 荒木経|栓写真展
・第5回 (平成 7年)r夕焼け小焼
けの青梅宿J 怪傑黒頭巾、谷内
六郎、中原淳一展

・第6回 (平成 8年)r想い出さが
しの青梅宿J 江戸川乱歩展

・第7回(平成 9年)r花嫁御寮の
青梅宿J 大正の花嫁行列再現
・第8回(平成10年)r招き猫たち
の青梅宿J 招き猫縁起展、猫街
・第9回(平成11年)r昭和恋しゃ
青梅宿J:昭和レトロ商品博物館、
駄菓子屋横丁

開催への契機・経緯

青梅駅周辺の商庖街は、宿場町か

ら発展した歴史ある商庖街で、かつ

ては西多摩の中心地として大変な賑

わいをみせていたが、昭和50年代後

半にニーズの多様化や車社会に対応

した大型庖が市の東部へ相次いで進

出すると、 徐々に人の流れが変わっ

ていった。

このことに危機感を抱いた商庖主

たちが、商!古街を法人化し(現在の

住江町商庖街振興組合)平成元年に

東京都のモデル商庖街事業の指定を

受けて街並みを整備(歩道の設置と

そのカラー舗装化、装飾灯の整備

等)、「お客さんとゆったり会話ので

きる商庖街」を基本理念に、その完

成イベントとして 「衝は小さな美術

館jをテーマとした 「一坪アート展」

等を実施した。

この 「アートを通じて庖主と消費

者のコミュニケーションを図る」と

いう目的を原点として、平成3年に

「青梅宿アートフェステ ィパルjは

産声をあげ、以後、回数を重ねる毎

に近隣の商庖街の参加も増えるな

ど、いまや集客4万人を数える一大

イベントとなっている。

目的・基本方針

商庖街を構成する庖舗の創業が大

正から昭和初期に多いことから、大

正ロマン ・昭和モダンを中心に旧き



良き時代を初御さぜるとともに、青 性などを積極的に取り入れ、本イベ ピや新聞 ・雑誌等で広く紹介される

梅に旧来からある文化や特色をいか ントを 「ひとつの作品jとして創る ことで、市民の地域の再認識や来街

したテーマによるイベントを4子い、

「地域文化の継承Jr郷土の再認識」
「コミュニティの形成」を軸に、 地

域に愛される商庖街を目指し、その

存続、活性化を図る。

開催にあたって考慮している点

とかく商庖街では事業を企画 ・立

案する上で、屈主たち、つまり仲間

内でイベント内容を創る関係上、顧

客に対する姿勢より、まず内部のバ

ランスを優先してしまう。そのため、

創造性に欠けることも多くなる。ま

た、煩雑さを避けるため、外部の企

画会社にイベントをまる投げするこ

とも多くなる。その結果、どこか似

たようなイベントになるので、本イ

ベン トは意識的に企画の段階から市

民サイドのメンバーを募り、異なっ

た立場の価値観、興味感、知識、感

ようにしている。

そして、なにより大切にしている

ことは、イベン 卜の倖まい、つまり、

自分たちの街の歴史観や街への愛を

大切にしながら、来街者には感謝を

込めて「自分たちで創ったイベントJを
終日楽しんでください、とメッセージ

できる青梅宿アートFesを考えている。

波及効果

年々商庖街の会員以外の人(市民

グループ、 地元の高校 ・大学の学生

等)の参加が増えてきており、イベ

ントを創ってpく過程で商庖主と消

費者の相互理解が図られ、商庖街が

地域文化の担い手として、その存在

価値を認められるようになっている

とともに、地域コミュニティの形成

にも一役買っている。

また、イベン トの模様が度々テレ

開催 (平成13年度)
主な対象

11月23日-11月25日 3日間 (第11回)/毎年開催
4寺になし
40，000人/40，000人

者の増加に効果が出ている他、北海

道や九州等の遠方からも商庖街や自

治体関係者等が訪れ、映画看板の貸

し出し等を中心に交流が続いている。

そうして広がっていった交流の輪

による人脈、アイデア、知名度等の

財産の蓄積が 「昭和レトロ商品博物

館J(昭和lの一般に消費してきた商
品のパッケージ等が集積された博物

館)、 「マイ ショップ青梅J(地元特
産品等のチャレンジショップ)等の

空き庖舗対策事業や、小泉八雲の

「怪談;雪おんなJ(乙の話は当市の
ある農民から聞いた話をもとにして

いたということが分かった)という

新たな地域ブランドの開発等に活か

され、商庖街に活力を与えている。

課題・今後の展望

厳しい経済下における基盤低下と

大型屈との競合、後継者難等、依然

として商屈街には暗い影が落ちてお

り売上の低迷が続いているが、この

事業によって得た商庖街の連帯感、

消費者の生の声によるニーズの的確

な把握等の “財産"を、イベントで

の来街者を一見客から愛顧客にする

ような魅力ある個庖 ・まちづくりに

活かし、歴史ある地域文化の継承者

としての役割を商屈街が担い続けて

いくことが期待される。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 東京都、青梅市、青梅商工会議所、青梅商業協同組合、青梅市観光協会

総経費 ・財源内訳 総経費 (予算ベース) : 10，650千円 財源内訳/商庖街負担金:3，650千円 東京都補助金 :7，000千円

|門開い合的わせ時先 昭酬和レ川トロ晴商品繍樽糊糊物繍館花m配しじ!l:tj附4犯ω2却8ω叫山晦仰品制初払制.心0制 膏鞠梅柿民賊経済締部 商舵工観献光諜酎T花配E
1h、t悦tゆp炉J/MMl4 ltW間】m砥叫[;1!吋11mμrm舗~油liIl抗/介[l:;討ímm4危!illl加、___ i1怖悦r;m加~成cit託均~払仰.必~拍。 o.
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大地の芸術祭越後裏献ートトリ;1洲町レ ~大賞(第5回)-

人口:78.568人

主催 越後妻有大地の芸術祭実行委員会
メイン会場 十日町地域広域行政圏域(十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、

松之山町)762km 

内容

豊かな自然とそこで営まれてきた

人びとの暮ら しを背景と して、『人

間は自然に内包されるJをテーマに

掲げ、現代アートを切り口とした全

く新しい地域振興のためのお祭りと

して 「大地の芸術祭」を53日間開催

した。「トリエンナーレjとはイタ

リア語で 13年ごとJの意味で、3
年に l度開催される。

大地の芸術祭は、作品鑑賞と大小

さまざまなイベン 卜の展開により構

成された。現代アートの作品は、 世

界32カ国140余人もの トップアーテ

イストが参加し、会期中に越後妻有

地域の762km'の広大なエリ アに146作

品を設置し、来訪者はこれを見学す

る。作品制作の多くは、作家と地域

住民の協働作業で行われ、それ自体

を地域づくり、住民参加と位置付ーけ

た。会期中の作品鑑賞は、琵琶湖と

ほぼ同じ大きさの越後妻有という広

L 瓦区域を巡ることにより、豊かな里

山の自然や人情に触れてもらえ、好

評を得た。鑑賞者は全国各地から、

また海外からも含め13万2400人にの

ぼ守った。

イベントは、約40種類の催しが100

回以上開催された。「地球環境セミ

ナーH妻有から見た世界」など地球
環境と地域の在り方をテーマにした

もの、 6市町村の特性を活かしたも

の、作家と地域住民が場所に根ざし

て行ったワークシ ョッ プなど多彩な

分野にわたり、3万400人が参加した。

全体の大きな特性として、 首都圏
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の学生を中心としたサポータ一組織

「こへび隊j約800人が主力になって

事業の運営がなされ、地域内で多く

の心の交流ネ ットワークが生まれた

ことが挙げられる。一方、 地域にお

いては、数千人が何らかの形で事業

に携わり、 地域の素晴らしさが再認

識された。

開催への契機・経緯

越後妻有アートネ ックレス整備事

業は、平山新潟県知事が提唱し、新

潟県内6広域市町村圏で推進してい

る 「ニューにいがた里創プラン」の

一つである。自然 ・歴史 ・文化・ 産

業などの地域資源を広域的にとらえ

た地域づくり事業であり、広域連携

も視野に入れている。十日町広域地

域は、新潟県の第 1号として平成6

年に指定を受けた。

当圏域には、遠く 縄文時代以来、

豪雪の山間地という厳しい風土の中

。安斎重男

で、独自の文化が育まれてきた。約

4500年前の笹山遺跡から出土した火

焔型土器は、先ごろ、縄文土器とし

ては初めて国宝に指定された。中心

都市の十日町市では人口 3万人以上

の都市としては世界ーの積雪深を記

多表している。

自然破壊による地球規模の危機に

直面している現代社会において、越

後妻有の人びとが自然を敬いながら

重ねてきた創意工夫をアートと捉え

た。この創意工夫は越後妻有地域の

ためだけでなく、世界にとっても貴

重な財産である。

若者人口の流出による過疎化と高

齢化、地場産業や農業の衰退など、

深刻な問題を抱える当地域が、縄文

の頃のように時代の先端を走り出す

ために、世界に対して強く訴えかけ

る構想をたて10年間にわたって取り

組むこととした。その手段として現

代アートを活用することとした。



働(4)自然から学ぶ・地域資源の活用、 産である。

の4つである。 (2)住民参加と交流の活発化…多くの

(1)広域連携…6つの市町村ーが連携 作品で地域住民とアーテイス トに

することで、広域的な地域経営 よる協働作業が行われ、ワークシ

の視点、に立ち、各市町村ーの資源 ョップや多様なイベン トを通して

を活用して事業を運蛍する。 地域一来訪者一サポーター~アー

(2)ソフト重視 ・プロセス尊重…さ テイストの交流の輪が広がった。

まざまな活動やその過程を大切 (3)商業 ・観光業の活性化…新たな交

にする。 流入口を当地域に迎え、 地域経済

(3河主民参加・他者との協働…計画 活動は着実に向上した。特に旅館、

から運営にいたるまで、 地域住民 飲食居、物産庖、輸送業などの売

や圏域外の人びとの参加を得る。 上が伸びた。

(4)自然から学ぶ ・地域資源の活用 (4)越後妻有の知名度アップ…アー ト

…自然から学びつつ、豊かな地域 を地域活性化の起爆剤にしようと

資源を生かした事業展開を図る。 するこの取り組みは、開催期間を

波及効果
通じて幅広いジャンルのメディア

において報じられ、特集が組まれ

主要目標に掲げた 「交流人口の増 るなど、越後妻有の知名度は向上

加JI情報の発信JI地域の活性化J した。参加アーテイス トの出身国

目的・基本方針
について大きな効果をおさめ、 中山 を中心に、海外のメディアでも大

問地域において、アー トを活用した きく報じられ、妻有と世界が直接

「人聞は自然に内包されるjとい 新たな地域振興方策として、各方面 つながる端緒となった。

う事実を改めて確認し、世界の人び から注目を浴びている。
課題・今後の展望

とに強く訴えかけるために、越後妻 (1)交流人口の増加・-作品が当圏域内

有の豊な自然に学びながら、地域の 各地に設置されたため、地域内の 素晴らしい作品がこの地域に生ま

人びとが誇りを持って生活すること 回遊が進み、 6市町村それぞれで れたことを評価する人がいる一方

のできる「美しい越後妻有の里づく 交流人口の増加が図られた。来訪 で、絶対受け入れられないという人

り」を目指すことを基本理念として 者から、里山の風情や棚田などの もいて、作品に対する好き嫌いが分

いる。事業目的は、 (1)地域に対する 妻有の豊かな自然に対する共感 かれている。今でも公費を道路建設

誇りの醸成(2)地域の魅力増進(3)交流 と、人情昧に対する賞賛が寄せら や地域福祉に使用すべきだという声

人口 ・定住人口の増加(4)産業の振 れ、多くの地域ファンを瀦号した。 は多い。

興、の 4つである。 首都圏を中心として組織されたサ ここに生活する私たちが、妻有の

開催にあたって考慮している点
ポート組織「こへび隊jが会期前 自然や人情、大地の芸術祭への外か

から当地域を訪れ、地域住民と積 らの高い評価を自信に持ちながら、

事業を進めるにあたっての基本姿 極的な交流を行った。この結果、 そのエネルギーを地域内からの評価

勢は、 (1)広域連携(2)ソフト重視 ・プ こへび隊という800人以上の地域 に結びつける努力が必要で、ある。

ロセス尊重(3)1主民参加 ・他者との協 ファンが生まれたことは大きな財

開催 (平成12年度)

主な対象

7月20日-9月10日 53日間 (第 1回)/3年に一度開催。次回は平成15年7月20日(日)-9月7日(日)の
50日間開催予定

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

特になし

162，800人/200，000人
新潟県、十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町

総経費:381，400千円 *現金収支のみ
財源内訳/新潟県補助金:186，000千円 市町村負担金 :124，000千円 協賛金・事業収入 71，400千円

一い合わせ先 十日町制区制組合企画振興課 (大地の芸術祭問実行委問蜘 | 
TEL: 0257・m・2637 htt :/Iwww.echi 0・tsumari.jp E-mail: info@echigo・tsumari.jp
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万葉集 曜
富山県高岡市

主催 高岡市万葉まつり実行委員会
メイン会場 高岡古城公園特設水上舞台

内容

本イベン卜の会期は、 例年10月の

第1金曜日から 日曜日までの 3日間

である。初日の午前9時30分からま

ず雰囲気を盛り上げるため、地元の

舞踏研究所の振付による万葉の創作

バレエの披露と、声楽家による万葉

歌の独唱でオープニングが始まる。

その後、故池田満寿夫夫人の佐藤陽

子氏(以前は夫妻で出演)、 中西進

氏、辺見じゅん氏など、全国の著名

人による招待者朗唱からスター卜し

て、延々 60時間にわたり朗唱が続く 。

フィナーレは、最終日の午後9時頃

になり、最後の巻20の4，516首目の

歌は、高岡市万葉歴史館の大久間喜

一郎氏が朗唱し、高岡市連合婦人会

の合唱団と会場に訪れた観客全員に

よる大合唱で幕を閉じる。そのシー

ンは大変感動的で、ある。

朗唱の会の特徴は、 ①3畳夜連続

60時間にわたり、リレ一方式で万葉

集全20巻4，516首全てを朗唱するこ

と②市街地にある高岡古城公園の堀

に浮かぶ特設水上舞台を設置したこ

と③万葉衣装を着用し、万葉時代を

感じることができること④誰でも参

加でき、 参加者の一人ひとりが主役

になれること⑤朗唱の方法は全く各

人自由であり、思い思いの歌い方で

歌い継ぐこと⑤大勢の市民ボランテ

イアの参加と協力により運営してい

ること、があげられる。

1人の持ち歌は 2-3首だが、参

加者は詩吟調、朗読調、百人一首調、

歌い継いで、いく 。中には、ギターを

弾き語り、琵琶を鳴らしたりしなが

ら歌ったり、カラオケの感覚で歌う

人もいる。万葉の心にひたり・万葉

人になりき って切々と歌いあげる。

また、朗唱の合間に、地元の万葉に

ちなんだ民謡、 民舞や小学生による

万葉の創作バレエの披露、雅楽の演

奏などが催される。

参加者は申込順に受付し、国籍 ・

性別 ・年齢を問わず誰でも参加で

き、無料で万葉衣装が借りられる。

朗唱する歌は、応募者の希望を踏ま

え、 事務局が整理して割り振っている。

開催への契機・経緯

北陸富山県の西部に位置する当市

は、古くから越中文化発祥の地とし

て栄えていた。奈良時代には万葉集

の代表的歌人である大伴家持が越中

オペラ調など、思い思いの歌い方で 国守として 5年間在任し、この地の
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~大賞(第1固)--

人口:172.957人

美しい自然、風物を多くの秀歌に詠

んだという、全国有数の万葉のふる

さとである。

当市では万葉集に詠まれた詩情豊

かな自然や風土を顕彰し、 貴重な歴

史的文化遺産を活かした、特色ある

個性豊かなまちづくりを目指して万

葉のふるさとづくりに取り組んでいる。

本イベントの実施のきっかけは、

平成元年に「富山県コロンブス計画j

の一環として、 富山県で実施された

「県民参加型イベントシナリオコン

ペティ ションjの入賞作品の中に、

万葉集全20巻全ての歌を朗唱しよ

う、というシナリオがあったことで、ある。

このユニークなアイデアを、 「万

葉のふるさとづくり」を推進する当

市が富山県より勧められ、平成2年

10月に第10回高岡万葉まつりの中で

「万葉集全20巻朗唱の会」として実

施することとなった。

自的・基本方針

当市では、 家持が越中で220余首

の歌を詠んだことに起因して、特色

あるまちづくりとして、大勢の市民

の参加 ・参画のもと 「万葉のふる さ

とづくりjを進めている。

市民をはじめ全国の人びとが万葉

集を朗唱することで、万葉集に親し

むとともに、長い歴史に育まれた当

市の伝統文化、芸能を併せて披露し、

高岡の文化への認識を深めてもらう

ごとを目的とする。



開催にあたって考慮している点

当市では、多くの市民が参加でき

るイ ベン トとして継続して実施して

いる。市内の連合婦人会、国際ソロ

プチミスト、観光ガイドボランティ

ア、青年会議所などの万葉を愛する

市民ボランティアで組織される 「万

葉集全20巻朗唱の会にいざなう会」

が事業を運営している。事業の運営

にあたっては、行政と市民がお互い

の役割分担を認識しながら進めてお

り、行政は会場の確保や予算 ・協賛

金の確保等のフレームづくりを行い、

市民は実質的な運営を担っている。

例えば、陸上自衛隊には、 会場と

なる古城公園内に特設水上舞台と桟

橋の設営 ・撒去を依頼している。ま

た、期間中には、 会場の受付、舞台

の呼び出し、万葉の風情に浸る野点

席での大茶会の開催、万葉衣装の製

作・ 着付け、食堂 ・喫茶などの飲食

施設や記念写真コーナーの運営、朗

唱の合聞をうめる民謡 ・民踊への出

演、万葉故地めぐりパスツアーの実

施、 万葉集の歌の意味やその背景を

分かりやす く説明するなど、延べ

1千人にのぼる市民ボランティアに

イベント運営は支えられている。こ

れにより、市民ボランティア同志の

思いも互いに大変強固なものとな

り、まさに高岡市民あげての祭りと

なっている。

波及効果

「朗唱の会jの実施効果として 5

つの効果が考えられる。①まちの歴

史 ・伝統 ・文化の再発見につなが

り、まちづくりに活かしていくこと

ができる②イベントへの参加を通し

て 「自分たちのまちは自分たちで作

るJという住民意識が強くなり、住
民自治の精神が緬養される③朗唱す

る人、 裏方で世話をする人に、日常

生活では得られないような喜びゃ感

動を昧わってもらえる④万葉のふる

さとづくりという 当市独自のイベン

トを全国にPRしている⑤市民同志

だけでなく、 全国からの参加者との

交流が深まる。

このように、本イ ベントを契機と

して参加する人ともてなす人との交

流の輸が全国に広がり、市民が万葉

集に一層親しんだり、万葉歌の魅力

開催 (平成13年度)

主な対象

10月5日-10月7日 3日間 (第12回)/毎年開催
年齢層を問わず、全国の万葉集に興味のある方

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

2，217人/一人
なし
総経費 :29，000千円 財源内訳/富山県、高岡市等 :18，500千円
協賛金:7，000千円 事業収入 :3，000千円 雑収入 :500千円

に気づき始めたり、青年時代を過ご

した大伴家持が詠んだ郷土の風物を

再発見したりする人が増えることに

なった。

課題・今後の展望

事業実施の財源は、行政からの補

助金と文化振興に協力的な各種団体

や企業の広告協賛で、賄っており、昨

今の厳しい経済情勢の中では、財源

確保が大変難しくなっている。この

ため、事業の内容に創意と工夫をこ

らしていく 一方、自主財源の確保を

考えていくことが今後の課題となっ

ている。しかし、高岡の万葉のふる

さとづくりの核として実施されてい

る本イベントは、 富山県を代表する

市民参加型のピックイベン 卜のーっ

として定着してきており、今後も継

続して実施していくことで、これま

で以上に重要な役割を担っていかな

ければならない。

111て.，.ィマテ-山、 行--令、〉タ.弘、挙活rいがいふvア-ι..子バοト ムJ ベう111ぇ ご 叫 m可ヤヤプ...  反対て |
11m]い合わせ先 υ 三 万葉集会~巻朗唱の会にいが「なう会\ 高岡市役所観光物産課内 ..~しじ~Il'l;j槌[~初[1151叩lCII:引iI 、川巾川f
¥川 V三C司 いぺてよfσ二ご-叩こωρ:グ似下、iぷバi寸;主、 Jぷ?υぷlIilふふ?三ム-川呼ぷ説体句五勾ふ4必tω挺ぬ臨&似i締語綴窓予滋安妥幾絡倣倣~何何ずr均句吋℃可可汚明訟弓積梢唆呪様1挙然紋挙然紋異安郁が4吋吋4手iが J ザ~心μ三て杭 ぎれS い川ヰ 1 人μい、-バ冷v繁示川三!三L 山 レ Jιコfパ-ι三¥ よぷ-張気主主|
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全国子供歌舞健フエスティJ，lJTin小松 ~部門賞[文化交溝部門J(第5回)
石川県小松市 人口 109，286人

主催 全国子供歌舞伎フエスティ)¥)レin小松実行委員会
メイン会場小松市公会堂及び市役所前広場

内容

全国各地に引継がれている子供歌

舞伎が、「勧進帳のふるさと」であ

る小松の地で一堂に会し、競演する

フェスティノ'ijレをメインイベント

に、関係団体の交流を目指す交流会

や、地元小松で350年の伝統を有す

る「お旅まつり」と連携する 「曳山

八基曳揃え」など多彩な行事が繰り

広げられる。

特に、公会堂会場で行われるフェ

ステ ィパルは、地元小松市の子供役

者の演ずる 「勧進帳jと、 子供歌舞

伎の伝統を継承し、全国にその名を

馳せているさまざまな地域の子供歌
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舞伎が競演するもので、 子どもとは

思えぬその質の高い演技は見る者に

大きな感動を与えている。また、本イ

ベントは毎年NHKBSにて 1時間程

度の放送枠で全国放映もされている。

開催への契機・経緯

当市には350年の伝統を誇る 「お

旅まつりj、そしてその祭りの中で

演じられる 「曳山子供歌舞伎」があ

る。この子供歌舞伎も230年の間引

継がれてきた歴史的財産で、ある。

また、 「勧進帳」で名高い 「安宅

の関」も小松の地にあることから、

「勧進帳のふる里JI歌舞伎のまち小
松Jとして全国にアピールしようと

各種施策を展開してきた。

そのような中で、全国各地で引継

がれている子供歌舞伎の競演という

形での伝統文化の継承・発展、あるい

はお旅まつりの全国発信、 当市の全

国へのアピールも視野に入れて本イ

ベントを企画・実施することになった。

目的・基本方針

イベン 卜を通じた全国へのアピー

ルが大きな目的ではあったが、企画

を進めるうちに伝統文化の継承や、

また共通の課題を抱える自治体 ・団

体間の交流、意見交換といった部分

も大きな割合を占めるようになった。

また、地域の伝統的な祭りである



お旅まつりの活性化も、もう一つの 以上の点に特に考慮しながらイベ

大きな目的であったが、徐々に実を ント開{崖にあたっている。

結びつつあると感じている。
波及効果

開催にあたって考慮している点
上演団体をはじめとして全国各地

伝統ある地域行事であるお旅まつ の愛好者の来場が増えてきたことは

りやそれに際して行われている曳山 もちろんだが、全国各地とのネット

子供歌舞伎といかに連携を取り合 ワークができてきた乙と、伝統文化

い、相乗効果を高めていけるのか。 の継承教育が充実してきて、上演に

また、関係自治体や団体との交流 際して高校生をはじめと した今まで

を通じた意見交換などを通じて伝統 接点、の少なかった人たちも地方など

文化の継承をいかに進めていくのか。 で活躍するようになってきたことな

さらに、これらの活動にいかに多くの どが挙げられる。

市民をまきこんで、いくことができるのか。 また、 地域住民が地域の伝統文化

開催 (平成13年度)
主な対象

5月12日-5月13日 2日間 (第3回)/毎年開催
全国の歌舞伎愛好者、近隣市町村の住民、小松市民

12，500人/15，000人

の良さを再発見する好機でもあり、

既存のイベン トの活性化にもつなが

ってきている。

課題・今後の展望

さらなる全国へのアピールを目指

すと共に、地域文化の担い手の底辺

拡大 ・自主財源の確保 ・既存イベン

トとの連携をさらに進めていきたい。

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等 .後援/文化庁、農林水産省、国土交通省、石川県、全園地域おこ し連絡協議会、(u)全日本郷土芸能協会、

側岩波書底、マスコミ各社

総経費 ・財源内訳

.特別協力/北園新聞社

総経費:40，000千円 財源内訳/負担金 :35，000千円 (市・商工会議所)
協賛金:2，000千円 入場料 2，500千円 その他 500千円
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栄D6じゅう絵手紙IfIJ¥切なしあわ蛾手紙岡部町
主催 栄村 ・全国絵手紙展栄村実行委員会
メイン会場栄村物産館及び森宮野原駅周辺

内容

今、絵と短い文章でつづるハガキ

サイズの絵手紙は、インターネット

など電子情報化の中にあって、ひそ

かなブームとなっている。

当村では、平成8年から毎年テー

マを設定し絵子紙を全国から募集

し、応募された全作品を村内施設に

展示 ・一般公開し、出品者や観覧者

との交流に広げている。

出品作品には、賞は設けず一点一

点を丁寧に展示するとともに、記念

作品集を発行して広く紹介するな

ど、心をつなぐ絵手紙のぬくもりを

大切にしている展覧会である。

平成12年度からは、村内41ケ所に

屋外展示ボードを設置し、村中を回

避しながら見て歩く 「栄むらじゅう

絵手紙展」を開催し、ユニークな展

示方法をとっている。

開催への契機・経緯

テーマは年ごとに設定し、「小ち

ゃなしあわせJr21世紀へのメ ッセー

ジJ1ごくろうさ まjなど、口に出
して言えないことでも、絵手紙で伝

え残そうと呼びかけている。

<絵手紙展の開催状況>

平成7年 ・山路智恵絵手紙展 「な

んなんなんと2000日j

平成8年 ・全国「小ちゃなしあわ

せ絵手紙展j

平成9年 ・山路智恵絵手紙展 「夢

おいかけて3000日J
平成10年 ・絵手紙世界展「私の小

ちゃな金メダルj

平成11年 ・小ちゃなしあわせ絵手

紙展

平成12年 ・栄むらじゅう絵手紙展

121世紀へのメッセージ」

平成13年 ・栄むらじゅう絵手紙展

「ごく ろうさまJ
・絵手紙展「ポストさん、

ありがとうJ

目的・基本方針

絵手紙という手段を通じて、人と

人との交流の輸を広げるとともに、

絵手紙文化を大切にしながら、モノ

をよく見つめること、人びととの交

流活動を地域に根づかせることを目

的としている。

開催にあたって考慮している点

寄せられた一人ひとりの絵手紙を

大切に扱い、出品者の気持ちに配慮、

した展覧会を心掛けている。原則と

して、応募されたすべての絵手紙を

展示することとしている。

マスコ ミなどの協力による宣伝の

ほか、過去の出品者や来場者には、毎

年絵手紙募集の案内を発送している。

毎回、欠かさず応募してくれる村に

対しての根強いファンが増えている。

平成7年の秋、村民有志が集まり

実行委員会を結成し、当村で、 小さ

な絵手紙作家・山路智恵(当時中学

2年生)絵手紙展を開催したところ、

小さな村に 1万2千人もの人が訪れ

大反響をよんだ。この成功をステ ッ

プに、全国公募の絵手紙展を計画し

たのである。

ご第

以来、平成10年の長野オリンピッ

クにあわせて絵手紙世界展を開催

し、世界の国や地域から友好と平和

のメッセージを寄:せてもらうととも

に、当村から世界に向けて絵手紙に

よる交流活動をアピールした。
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絵手紙世界展は117の国 ・地域から

8万点を展示

開催 (平成13年度)

主な対象

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費・財源内訳

波及効果

小さな村か らの情報発信によっ

て、たくさんの絵手紙が寄せられた

ことは、「やればできるjという自

信を村民が持つことができた。また、

全国に 「栄村」という知名度と印象

度がアップしたことで、 村に対する

9月15日-10月31日 47日間/毎年開催
村内外間わず絵手紙に関心のある人

1，000人/3，000人
協力/日本絵手紙協会

総経費 :1，000千円 財源内訳/一般 :1，000千円

愛着心や諮りが生まれている。

絵手紙を愛好するグループも村内

に結成され、自ら生活の中に取り入

れて楽しむとともに、 一人暮ら しな

どのお年寄りに定期的に絵手紙を差

し出し喜ばれている。また、村内の

小 ・中学校でも絵手紙を授業等で取

り組み、 絵手紙でお年寄りなどに学

校行事の招待状などを送っている。

精神的、文化的な面だけでな く、

経済的な面でも貢献している。絵手

紙展の会期中には平日にも視察者な

どがあり、旅館業や飲食業、土産物

屋など商工観光産業からはじまって

地域産業の振興にも寄与している。

課題・今後の展望

毎年秋に絵手紙展を開催すること

で「絵手紙の村」として知られ、村

内だけでなく全国的な年中行事とし

て定着してきた。時季的な展覧会だ

けでなく、常設展示場の開設や絵手

紙文化を地域に定着しながら村民の

日常的な文化 ・交流活動へとつなげ

ていくことが必要である。

そうすることで、地域情報の発信

と心の交流が停滞することなく続き、

人の交流や物の交流が活発化し、地

域振興が図れるものと確信している。

紫村絵手紙展盃画壇官蚕員会l栄村役場内J主主~.I@ß!説mn γ
hlifþtIß'wøatm1~j.]iæ服製議鰻鰻じ品川吋ぶふ山 γ..戸、 | 
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112000柑欄憾鯨."りゅil~'!; 2øOm~' -選考委員特蜘第5固)-
大阪府堺市 人口 786，882人

主催 西暦2000年世界民族芸能祭組織委員会
メイン会場堺市大仙公園及び堺旧港周辺

内容

「平和の文化国際年J1ユネスコ
2000年計画」双方の公式行事として

認定され実施した本イベントは、

「地球事業jと「惑星事業jの2つ

の事業で構成され、平成12年7月28

日から10日間、世界70ヶ国 ・地域か

ら3，500人以上の民族芸能演者を招

き、 当市の大仙公園及び堺旧港周辺

を主会場として開催した。

大仙公園会場で、は、世界70ヶ国・

地域の民族芸能の披露や民族文化と

の出会いを演出した。堺旧港周辺会

場では、エスノポップスなど若者向

けのイベントを展開した。

また、ユネスコや世界観光機関な

ど国際機関との連携事業や国際理解

教育プログラム、「国際ジュニアコー

ラス ・フェステイノりレj開催、千家

家元の協力による 「ワッショ イ!

2000三千家茶会 ・シンポジウムj、

同時期に開催された堺大魚夜市との

連携などの「国際交流・連携プログ

ラムjも行った。以上を総称して

「地球事業jと称した。

一方、「惑星事業」は、府民 ・市

民の人びとが主体となって行う民族

芸能、民族文化、国際交流に関連し

た催しで、本イベントの開催に先立

ち平成11年 1月からスター卜した。

当市内や大阪府内はもちろん海外で

も実施され、本イベントの事前PR

に効果をもたらすとともに、市民参

加の大きな広がりとなった。

68 

感動と興奮が渦巻いた閉会式

国立タン ・口ン水上人形劇団 (ベ トナム社会主義共和国)

立、10年7月には、

大阪府、 当市、

(財)大阪21世紀

協会をはじめ経済

団体や文化団体な

ど27団体 (最終

33団体)が参画し

て組織委員会を設

Vし、基本計画を

開催への契機・経緯

本イベントは、世紀の橋渡しの年

である西暦2000年に、民族芸能・民

族文化をめぐる多彩な交流を通じて、

異文化理解促進、文化の創造的な発

展、さらには地域の活性化を図ると

ともに、ひいては平和のメ ッセージ

を世界に発信すべく世界的規模の国

際文化交流イベントとして計画された。

平成8年2月に基本構想、検討委員

決定した。11年3

月には実施計画を策定し、 具体化に

向けての作業を開始した。

開催 1年前には、前売入場券発売

開女台キ ャンペーン、 プレイ ベン ト

15大陸と民族芸能との出会pJを
開催した。続いて12年4月には100

目前キャンペーンを、 6月にはシン

ポジウム開催、 50日前キャンペーン

の実施、さらには、テレビスポッ ト

など広報宣伝活動を活発に展開し、

開催に向けての機運の盛り上げに努

会を設置、基本構想、の策定作業を閉 めた。

始し、同年6月には、準備委員会設



イーベルねこ祭り (ベルギー王国) 界の人びとに出会いと交流の場を提

供する役割を担うことが期待されて

おり、また、かつて代表的な自治都

クの形成、産業の振興、ベイエリア

の活性化など、大阪 ・堺において次

代を拓く活力を生み出し継承するこ

市であった堺も、新しい世紀に向け とを念頭に置き、ソフト事業を具体

て活力をさらに増幅させ、世界の人 化してきた。

演者と市民が触れ合った「交流の村J

目的・基本方針

「この星に生まれた友たちと21世

紀へ響きたpJ。民族芸能は、自分
や家族、 地域に対する心の歴史であ

り、荒ぶる自然をなだめ、人を愛し、

恵みへの感謝を表す、暮らしに深く

根ざした芸能である。いわば民族ご

と、 地域ごとの人びとの生きざまそ

のものである。21位紀への橋渡しの

年に、世界の人びとが民族芸能 ・民

族文化を携えて、一つの場所に集う

ことは大きな意義があり、互いの違

いを敬意をもって認め合う相互理解

につながり、「地球市民jが互いの

人権を尊重しながら、新たな惑星の

びとが自由の息吹を求めて集い交流

する「自由都市jとして大きく飛躍

しようとしている地である。「世界

都市 ・大阪Jr自由都市 ・堺Jの息
吹を継承し、未来に発展すべく新し

い手法による交流により次代を拓く

活力を生み出したいと考えている。

21世紀の地球市民の交流が華開く

平和・文化都市づくりという明確な

意図を持って、当市を中心に大阪府

全域、そして世界を結んで、本イベン

トを開催した。

開催にあたって考慮している点

相互理解と平和の重要性が多く の

人びとの心に伝達され、大きな広が

りとなる交流を実現するため、国内

外の民族芸能回 ・関係者の招聴、府

民 ・市民や各種団体の事業参画、国

際機関などとの連携に際しては、基

本理念に基づいた「アピーjレjによ

り参加を呼びかけていくものとした。

また、本事業はユネスコから「平

和の文化国際年」と「ユネスコ2000

年計画」 の双方の事業における公

式行事として認定されていることか

ら、 世界中に平和の文化のメ ッセー

ジを伝達する役割を果たす乙とによ

り、国際的な意義と枠組みを一層強

化してきた。

文化を楽しみ共有することにもなる。 さらに、新しい文化の創造、地域

関西国際空港を擁する大阪は、世 のイメージア ッブ、市民ネ ットワー

波及効果

本イベントが、大阪経済にもたら

した直接経済効果について、産業関

連分析によると、大阪府内に65億 1

千万円の需要が発生した。この直接

効果がもたらす波及効果を算出した

結果、最終的に105億700万円の生産

を府内各産業に誘発した。このうち

34億5，800万円は、雇用所得であり、

雇用者数に換算すると924人程度の

雇用に相当した。

なお、本イベントは、開催に至る

までに長い準備期間を経てきたが、

市民参加によるフェスティパルフレ

ンズをはじめ、各方面の人びとの一

丸となった協力 ・支援のもとで、外

国公館等の連携協力を積極的に引き

出しながら、所期の目的を達成する

ことができた。

課題・今後の展望

本イベントの開催がもたらした成

果を、さまざまな観点から分析評価

し、 今後、発展継承すべき理念や取

り組むべき諜題を明らかにして、大

阪 ・堺の次代の活力を生み出す新た

な展開に生かしていくべく、継承事

業の開催に取り組んでいる。

開催 (平成12年度)

主な対象

7 月 28 日 ~ 8 月 8 日 10日間 (第 1回)/芸能祭は、平成12年度のみの開催であるが、開催成果を生かした
継承事業実施の予定

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

一般

40万人/35万人 (主会場のみ)
.共催/国際連合教育科学文化機関 [UNEscol、(紛日本ユネスコ協会連盟 ・外務省、文化庁、運輸省 (当
時)、 郵政省 (当時)、 自治省 (当時)、 日本ユネスコ園内委員会他 ・協力/国際交流基金、日本万国博覧会

記念協会、関西国際空港側、制アイヌ文化振興 ・研究推進機矯

総経費:1，924，759千円財源内訳/負担金:1，260，550千円 補助金:45，965千円 受託金 :151，897千円
入場料収入 :315，411千円 協賛金収入 :130，222千円 その他の収入 :20，714千円
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兵庫県神戸市

主催 神戸ルミナリ工実行委員会

メイン会場 旧外国人居留地及び新神戸

。ValerioFesti/l&P Inc./Kobe Luminarie.o，c 

~選考書員特別賞(第1回)-

人口:1.470，607人

内容

会 場:東遊園地及び旧外国人居留地

電球数 :約24万個 (平成12年度)

期間:平成12年12月12日から25日

時間:平日 ~18 : 00から22:30 

土日祝~17 : 30から22: 30 

作品紹介

ガレリア:I日外国人居留仲町通に21

基のアーチ状の木造構造

物を配置、 光の回廊の ご

とく点灯。

スパッリエーラ :東遊園地に壁掛け

状の木製構造物(平成12

年は円形)を配置し、 360

度の光のパノラマを展開。

作品テーマ I光の永遠jひかりの
インフィニティ 。

。ValerioFesti/l&P Inc./Kobe Luminarie.o，c 
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開催への契機・経緯 開催にあたって考慮している点
とされ、神戸の冬の一大イベントと

して数えられるようになった。

本イベントは阪神 ・淡路大震災犠 明石で起きた歩道橋事故のことも
諜題・今後の展望

牲者の鎮魂の意を込めるとともに、 あり、今までにも増して、雑踏事故

都市の復興 ・再生への夢と希望を託 を含む事故に留意し、万全な警備計 長引く不況により、企業協賛金の

し、平成7年12月に初めて開催した。 画の策定を心がけている。 獲得が難しく、継続開催のためには

以後、回を重ねるごとに来場者数 開催経費の確保が課題である。
波及効果

も増加し、現在では、半数以上の来 また、会場付近における安全確保

場者が県外から来場するなど、神戸 来場者の平均消費額は、開催年に のため、年々警備費等の関連経費が

の冬の風物詩として定着してきた。 よる異なりはあるものの、 1人約7 膨らみ、今後もこの傾向は継続して

平成11年に障害のある来場者にも 千円程度であり、来場者数を乗じる pく。

ゆっくりとルミナリ エを鑑賞しても と、大きな経済効果をもたらしている。

らうため、「ノ1ートフルデ-Jを開催。 期間中の来場者数も全国でも屈指

。ValerioFesti/I&P Inc./Kobe Luminarie.o，c 

。ValerioFesli/l&P Inc./Kobe Luminarie.o，c 

開催 (平成13年度)

主な対象
入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

12月12日-12月25日 14日間 (第7回)/毎年開催
神戸に観光に訪れる方

4，737，907人/5，000，000人
(相関西経済連合会、NHK神戸放送局、神戸新聞社、サンテレビジョン、 ラジオ関西、朝日新聞社、毎日新聞社、
読売新聞大阪支社他

I 先ι 九炉、ベキIき!明 治監£磁独白兵.ぷぷヰヰ.

71 



星の都絵本
曜曽

妻宅 ~優秀賞(第2回)--

人口 :8.809人

主催 佐用町 (企画振興室内)・星の都絵本大賞実行委員会
メイン会場受賞式及び入賞作品展示会スターシャワーの森音楽堂 スピカホール

内容

創作絵本を 1年おきに全国から公

募し、作家の田辺聖子氏、児童文学

者の今江祥智氏、 童話作家の立原え

りか氏、絵本作家の黒井健氏、永田

蘭氏の 5名が大賞を選ぶ。大賞賞金

は、全国の「星空の街」の数にちな

んで108万円としている。

平成11年に実施した第5回星の都

絵本大賞は、「自由創作部門JI親と
子の手づくり絵本部門JIかがく絵
本部門Jの3部門に、全国40都道府
県、海外 1カ国から670編の力作が

寄せられ、15編の入賞作品を決めた。

第 1回大賞作品「星の工場」、第

2回大賞作品「速いク リスマスj、

第4回入選作品「ひとつぶのえんど

うまめ」は出版社から刊行された。

住民参加の実行委員会が組織さ

れ、 告知ポスターやリーフレ ットの

発送はもちろん、応募作品の整理や

審査の準備、授賞イベン卜の運営、

入賞作品展の開催に至るまで、実行

委員会の手による運営が行われてい

る。また、絵本製作講習会や読み聞

かせの会が聞かれ、手づくり絵本館

「こどものやかた」がオープンする

など、地域活性化や文化振興にも貢

献している。

開催への契機・経緯

当町は昭和63年、環境庁(当時)

から「星空の街jに選ばれ、平成元

年の「ふるさと創生 1億円の使い道」

のアイデア募集で「星空の街づくり」

が採用されるとともに、県立天文台

72 

の建設が決まった乙となどから、 21

世紀に向けた新しいまちづくりのテー

マに、美しい自然環境を象徴する

「星」を選び、自然と共生 ・調和す

る個性豊かな 「星の都づくり」を推

進することとなった。

公募により集まった住民組織「星

の仲間」が発想した星の都づくりの

具体的なプランづくりのなかから、

「星Jをテーマにした文学賞の創設
に取り組むこととなった。

文学のジャンルは、星の持つロマ

ンと夢を託すものとして「絵本」が

最適と判断し、また、 絵本が他の文

必分野と違う特性と役割を持ってい

ること、つまり、絵と文の融合した

ものであることと、人間の成長過程

(幼児期)で必ずかかわるものであ

ることから、独自の効果と展開を期

待できると考えた。

そこで、自然環境の保護・保全の

啓発、芸術 ・文化の振興を図るため

の事業として、絵本の創作を全国に

広く呼びかけることとなった。

目的・基本方針

募集部門に 「自由創作部門JI親
と子の子づくり絵本部門jの2部門

を設け、自由創作部門は、新たな絵

本分野を開拓する絵本作家 ・画家の

発掘と育成、親と子の手づくり絵本

部門は、親と子が一緒になって絵本

づくりを楽しんでもらうことを目的

とするとともに、絵本文化の普及や

地球環境保護の啓発、 「星の都さょ

うJの活性化をめざしている。
また、第4回からは、次代を担う



子どもたちに「科学する心jを伝え

ていくため、感動と不思議さを感じ

取り、科学を楽しむことのできる

「かがく絵本部門」を設けている。

開催にあたって考慮している点

継続的な事業にするためにも、応

募する側にと って、他のコンクール

より魅力的なものにするため、審査

員の人選と優秀作品のフォロー(活

用方法)がポイン トとなる。

児童文学に縁のない自治体にとっ

てこれが難題であったが、作家の田

辺聖子氏、児童文学者の今江祥智氏、

童話作家の立原えりか氏、絵本作家

の黒井健氏、永田蔚氏ら5人の審査

員を迎えて公募を開始することがで

きた。5氏ともに多忙な作家だけに、

審査会の日程調整が至難を極める。

また、 |町民と話離しない事業にし

ていくため、コンクールへの応募促

進の対策に苦心している。

、I
..~ 

梯 ts 

波及効果

実行委員会はこれまでの成果に自

信を得て、 「絵本キャラパン隊Jを
結成。絵本の里づくりを目指して、

絵本の読み聞かせ活動や手づくり絵

本講習会を展開しており、 絵本の特

性と役割を生かした 「住民の顔jの

見える事業に育っている。

また、第 1回大賞作品「星の工場j、

第2回大賞作品 「速いクリスマスJ、
第4回入選作品「ひとつぶのえんど

うまめ」は出版社から刊行された。

「佐用発」の絵本が、全国の書屈に

流通する出版形態に展開 したこと

は、地方からの文化発信という点で

大きな成果を得たといえよう。

さらに、平成13年4月に開館した

佐用郡内初の町立図書館では、図書

館本来の機能に加え、特に絵本収集

に重点を置くなど、本事業で蓄積し

てきた財産が活かされつつある。

課題・今後の展望

回を重ねるごとに質の高いコンクー

ルとして定着しつつあるものの、住

民に直接的な還元が乏しい事業であ

るだけに、継続して実施するための

住民の理解と事業費の確保が最大の

課題である。

今後の事業展開と しては、コンクー

ルをメインに据えての定着化以外

に、「絵本」を素材に した新たな商

品開発、数多くの応募者と当町との

連携の創出など、産業化の視座が欠

かせない。

開催 (平成13年度)

主な対象 自由創作部門友びかがく絵本部門の応募資格は不問。親と子の手づくり絵本部門は中学生以下の子どもとその

親 (祖父母、兄弟も可)

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

4寺になし
件。日本児童文学者協会、兵庫県、神戸新聞社

総経費 :10，000千円 財源内訳/一般財源 :10，000千円

l佐用町役場内「星の都絵本大賞g実行委員会ο&i3ø.fhI.I:B心~べ三 別れた-・
幽p:llwww.to明 n.sayo.hyogo.jp'， ， " ，'，  ' 綜川必ふIふ1・
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と ~部門賞伐化交流部間

人口 :65.609人

主催 ド、イチェス・フェス卜Inなると実行委員会

メイン会場 鴫門市ドイツ館とその周辺

内容

日独友好と国際交流の輸を広げよ

うと多彩なイベン卜が 2日間にわた

って開催される。

「国際交流の集い」では、県内に

住む外国人や国際交流会の人たちと

のトークやダンスを楽しむことがで

きる。また、毎回各界からの著名人

による「記念講演会」ゃ「作品展j

なども開催。第7回(平成12年)に

は、民間ボランテ ィア団体グローパ

ルレインボーシップの理事として活

動している俳優の藤岡弘氏が 「国際

ボランティアを通して日本について

考える」と題し講演会があった。音

楽関係のイベントも盛んで“みんな

で歌おう「ふだん着の第九J"では、
大正7年6月1日、我が国で初めて

「第九」が演奏された地にふさわし

く、誰もが飛び入り参加できる初心

者大歓迎の合唱団で、ベートーベン

の第九「歓喜の歌」を大合唱した。に

わか編成の合唱団ながら見事なコー

ラスに、会場からは大きな拍手が送

られた。 ドイツから招いた「フライ

ブルグ ・ジャズ合唱団Jも参加し、
演奏を披露したほか、 ドイツや日本

の歌を中心に歌う徳島少年少女合唱

団の歌声も会場に響き渡った。

ドイツ館前広場周辺での物産フェ

アーでは、 ドイツ産のワイン ・ビー

ル ・生チーズ ・ハムなど本場の昧が

楽しめるほか、 ドイツのおもちゃな

ども販売された。当市と友好交流を

している沖縄県宮古島の上野村から

は地酒泡盛や黒砂塘、また嶋門の名
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産レンコンやサツマ

イモなども出品され

た。また、徳島の食

材を使ったドイツ風

のお鍋“ドイチェス

なべ"約500食が無

料でふるまわれた。

f也にはマジック

ショーやぬいぐる

みショー、獅子舞

等が披露され、 l鳴

門市友好コスモスまつり実行委員会

による湯茶の接待も行われた。

第8回(平成13年)の “クイズ・イ

ン・ドイチェス"は大麻町青年部の

主催で、「大麻町に眠るドイツの秘宝

を探せリとホームページで参加者

を募り、多くの問い合わせがあった。

ドイツ館では毎年オリジナルバッ

ジを製作し、開催2日間に 1日先着

500個の限定で入館料と引換にプレ

ゼン卜している。館内では、市内

小 ・中学生の国際交流をテーマとす

る絵も展示している。

自的・基本方針

ドイツ兵伴虜と地域の人びととの

音楽 ・スポーツ ・学術 ・出版などの

先駆的交流の歴史的事実を広く周知

するとともに、地域の活性化をより

広域的に進め、県内外の人びととの

交流の強化を図ることはもとより、

ドイツ兵との交流から発展した日独

交流をさらに発展させ国際交流へと

大きな輸を広げ、以って当市の文化

の振興と地域の振興の発展に寄与す

ることを目的とする。

開催にあたって考慮している点

文化の振興と交流を目的とした文

化事業イベント、広域の地域活性化

を目的とした広域イベン卜の 2つの

部門を中心に構成している。

誰でもが参加できるふだん着の

「第九」コンサート、民族衣装に身

を包んだドイツからの音楽団や、県

内に住む外国人や国際交流会の会員

たちと、ダンスや音楽、 トークを楽

しむことが出来る交流会、著名人に

よる記念講演会など、来場者が主役

となって楽しめるイベント、直接参

加型のイ ベントを企画している。

また、出庖のテナントではドイツ

物産、鳴門の地元物産展示即売会や、

徳島の食材を使ったドイツ風の鍋を

無料でふるまう等、気軽にドイツ文

化を楽しめるように考えている。

地域活性化のため地元の人たちの

協力によるイベン卜、大谷焼絵付け

教室、保存会による獅子舞、餅っき、

ボランティアによるマジックショー、

小 ・中学生の国際交流関係の絵画展

等を、広く県内外に発信、大勢の人



びとに来てもらえるようなイベント 化の振興と交流を目的とした文化事 このイベン卜の成功により、文化及

にしたい。

開催への契機・経緯

当市には、第一次世界大戦当時の

ドイツ兵停虜との交流から発展した

我が国でも先駆的な国際交流が存在

している。これらの歴史的事実を広

く周知するとともに、 ドイ ツ兵倖虜

達によって国内で初めて演奏された

「友好と愛」のシンボルであるベー

トーベンの交響曲「第九jを県内外の

多く の人びとが合唱することで、広

域的な文化の振興と交流を目指す。

当市では、昭和47年にドイ ツ館を

建設、建物の老朽化と手狭化により、

平成5年10月に現在のドイツ館が建

設された。新ドイツ館の開館記念行

業イベントと広域の地域活性化を目

的とした広域イ ベントの 2つの部門

を中心に構成している。

当市がハード面である会場設備を

負担し、ソフト而であるイベント事業

の企画運営を地域の人びとを中心と

した「ドイチェス・フェスト凶なると実

行委員会jが担当することになった。

波及効果

本イベントは、第 1回開催からす

でに 8年目を迎え、県内を代表する

文化交流イ ベン トとして定着してき

た。この結果、 ドイツ館と第一次世

界大戦時のドイツ兵停虜に始まる当

市の日独国際交流が、徳島県民及び

近県の県民に周知されるとともに、

び国際交流がイベン卜のテーマとし

て成り立つことを証明するとともに、

これらのテーマが現代社会の市民的

需要に即したものであり、 今後その

ような需要がさらに増大していくこ

とも予想され、県内のイ ベントのあ

り方に大きな討丸紋を投げかけている。

さらに、 ドイツに始まる文化交流

への需要は国内にも広がり、これま

でにも西彼IH]や沖縄県上野村等から

もイベントへの参加協力を得るな

ど、 地域間交流を進めるき っかけに

もなりつつある。

課題・今後の展望

地方自治体の財政状況の悪化によ

り、行政サイドからの資金的援助が望

事と して本イ ベン トを単独で、開催し 参加してくれた市民には、ドイ ツを めなくなっている oこのため、各種文

ていたが、地域の人びとの強い要望

により、長期的に民活を導入して継

続することになった。乙のことから、

「第九」の合唱を中心に、国際交流

関係、広域交流関係、地域交流関係

の各イベン トを計画 ・開催した。文

中心とした諸外国の文化が身近に感

じられ、国際交流の必要性が認識さ

れてきたと思われる。

また、本イベントが開催されるま

での県内のイ ベントは、観光 ・レジ

ャーイ ベントがほとんどであったが、

開催 (平成13年度)

主な対象

10 月 27 日 ~ 10月 28 日 2日間 (第8回)/毎年開催
鳴門市民及び県内外観光客

約3万人/3万人

化受流助成の獲得や民間企業等のス

ポンサーの増加が急務となってきた

が、現在の経済不況もあり、それらが

非常に困難であることは否めない。

今後の展望と しては、本イ ベン ト

と行政 ・市民等が連携して、日独国

際交流並びに国内での地域間受流の

進展、日独経済交流を中心とした地

域経済の活性化等による 「特色ある

地域創造」へと結びつけていきたい

と考・えている。

入場者数/目標入場者数
共催 ・後援等 .共催/鳴門市、鳴門市教育委員会、 大麻町商工会、鳴門商工会議所、鳴門市観光協会他

.後援/大阪 ・神戸ドイツ連邦共和国総領事、鳴門市国際交流協会、徳島新聞社他

総経費 ・財源内訳 総経費 (平成12年度) : 8，710千円 財源内訳/鳴門市:5，500千円 実行委員会 :3，210千円
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全国 Iかまぼこ板の絵J展覧ゐ ~優秀賞(第1回)..... 

人口 4.863人

主催 城川町
メイン会場城川町立美術館「ギャラリーしろかわ」

内容

本イベントは、蒲鉾として活躍し

た後は捨てられる運命の「かまぼこ

板」に生命を与えて、芸術品として

第二の人生を活躍してもらおう…と

いう趣旨で始まった。絵はいつでも、

誰でも、何にでも描けるというコン

セプトで応募資格は不問。届けられ

た作品はすべて展示し、応募者全員

に礼状をつけて招待券を送ってい

る。作品は、 47都道府県は言うに及

ばず海外からも届き、応募者は 1歳

から106歳までと広範囲で、ある。

第6回(平成12年)からはザンピア

(アフリカ)からもたくさんの応募

があり、ザンピアの子どもたちとの

交流も始まった。今、奥伊予の森の

全国「かまぼこ板の絵」展覧会を通

して、当町のグローパル化に拍車が

かかっている。
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開催への契機・経緯

町立美術館「ギャラリーしろかわj

のメイン展示室が「キッスゃギャラリー」

であることに感激した、ギャラリー

トークの講師折笠勝之氏(洋画家)か

ら、かまぽこ板に描いたピエロ(油彩)

の絵をプレゼン卜されたことがこの

展覧会開催のきっかけとなった。

『かまぼこ』は山の幸(木)と海の

幸 (魚)からなる食文化の芸術品で

ある。この企画はかまぼこを食した

あと残った板の上に絵を描き、「木

のぬくもり」の上に感動(心)をの

せた作品を、町立美術館「ギャラリー

しろかわ」に展示し、文化の交流を

図るものであり、青い島四国、かま

ぼこの産地南予、森林浴の森の中の

「木のぬくもりいっぱpJの町から
の小さな文化発信である。

人口 5千人 ・林野率82%という 当

町。「わがむらは美しく 」運動によ

るまちづくりのーっとしてこれをと

りあげ、自然と人とのかかわりあい

の中で「木のぬくもり」にやすらぎ

を求めた先人のやさしさと知恵、そ

こから生まれた文化を見直し、改め

て自然を大切にしたいという思いに

全国各地から賛同が得られ、 町の人

口の約4倍の応募、約5倍の来館者

を得ている。



目的・基本方針

「プロ…でなくても美術館に作品が

展示できる」乙とを目玉とし、応募

された作品は全て展示することを主

催者側のポリ シーとした美術展とし

て、全国各地の人びとと交流を続け

ていきたい。

また、この展覧会の今までの成果

を基盤とし、今後さらに発展継続し

ていくことが子どもたちへの大きな

プレゼントになり、 町づくりのテー

マ「わがむらは美しく jの目的である

明るい ・住みよいふるさとづくりを

進める糧となるよう努力推進する。

これらのことが町の産業である林

業を見直すことにつながり、 「木」

の文化を守ることになるよう 「住民

総スタッフ」の企画として取り組み

たい。

開催 (平成13年度)
主な対象

7 月 22 日 ~ 11 月 23 日 4ヶ月間 (第 7田)/毎年開催
地球上の人すべて

19，730人/30，000人平成12年度入館者 29，922人

開催にあたって考慮している点

応募者及び来館者を当町の 「文化

夢大使Jとして、その人びとが運ん
でくれる文化の香りや、経済的相乗

効果を大切にし、この企画による輪

の広がりを文化的財産として大切に

している。

また、乙れらの人たちと織密な交

流を図るととがこの企画の継続を確

かなものにし、まちおこしにもつな

がると考える。

特に 「ふるさとの母親的なjて

ま・ひまをかけた、 J心のこもった女す

応を展覧会のモットーと して実行し

ている。

入場者数/目標入場者数
共催・後援等 .後援/四国郵便局、愛媛県、愛媛県教育委員会、愛媛県町村会、愛媛県文化振興財団、愛媛新聞社、NHK

松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、エフエム愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、JA愛媛中央会、愛媛

県森林組合連合会、伊予銀行、愛媛銀行、愛媛信用金庫、コープえひめ、メ セナ八幡浜、宇和島蒲鉾協同組

合、八幡浜蒲鉾協同組合、JAひがしうわ、東宇和森林組合、城川町商工会

総経費・ 財源内訳 総経費 :16，814千円 財源内訳/入館料:7，840千円物品等売上/2，075千円一般財源/6，899千円
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淀川町
高知県伊野町

主催 仁淀川紙のこいのぼり実行委員会
メイン会場 国道33号仁淀川橋下

内容

当|町は、紙と水の町で、千年の歴

史を持つ土佐和紙は、美しい仁淀川

の恵みを受けてつくられてきた。

本イベントは、地域の貴重な財産

である「土佐和紙」と 「仁淀川IJを
見つめ直し、さらに身近な存在とし

て次世代へ引き継いで、いこうと、平

成 7年度の当町制100周年記念事業

の1つに、 IUJ内ボランティアを中心

とする実行委員会から町民手作りの

企画として提案された。

本来、 「鯉のぼりJは空を泳いで
いるが、 「鯉jは水の中で生きてい

る。その 「鯉のぼりjを当町の特産

品、強くて破れない 「不織布」で作

り、 清流仁淀川に泳がそう、水に帰

って泳いでもらおうという発想で本

イベン卜は生まれた。
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イベン卜は毎年5月上旬に開催さ

れ、期間中は、紙のこいのぼりの川

流しの他、船から美しい仁淀川と紙

のこいのlまりを則kめるごとができる

「遊覧」、町内の各施設を巡ってもら

う「スタンプラリーJI仁淀川ふるさ
と市」なども行われており、仁淀川

の豊かな自然を満喫できる行事とし

て、終日多くの見物客が訪れている。

この事業によって、町内外の多く

の人びとが思い思いの色を使って彩

色し、工夫を重ねた紙のこいのばり

が、人と人との輪を広げ、地域の活

性化につながっている。

開催への契機・経緯

清流仁淀川に沿い、高知市の西隣

に位置する当町は、古くから紙の町

として知られており、仁淀川の豊か

な水の恵みを受けて、製紙業は町の

~大賞(第4回)-

人口 :25，170人

主要産業として栄えてきた。

また、土佐和紙は、昭和51年に国

の伝統工芸品として指定され、 「伊

野町紙の博物館(土佐和紙伝統産業

会館)Jでは、土佐和紙に関する歴
史や技法について紹介しており、和

紙振興の拠点のーっとして発展を続

けている。

本イ ベン トは、 「仁淀川IJと「土佐
和紙jを見つめ直し、さらに身近な

存在として次世代へ引き継いでい乙

うと、平成7年度の当町制100周年

記念事業の1つに、町内のボラ ンテ

イアを中心とする実行委員会から|町

民手作りの企画として提案された。

ー官富田
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空で泳ぐ こいのぼりを当町特産の

「不織布」を使い、清流仁淀川に泳

がそう、水に帰って自由に泳いでも

らおうという発想が好評を得、毎年

5月上旬に開催されることとなった。

目的・基本方針

当町のシンボルであり、 町民の貴

重な財産である 「仁淀川IJと「土佐
和紙」を見つめ直し、さらに身近な

存在として、不可分な水の文化と紙

の文化を次の世代に引き継いでいく

つの手段として実施するこ とによ

り、個性ある人づくり、まちづくり

に資する。

開催にあたって考慮している点

事前に町広報でこいのぼりの色塗

りへの参加や、 イベン ト当日のボラ

ンティアを募集し、 行事内容を告知

することで、この事業に対し地域の

人びとの理解と協力を得られるよう

努めている。

また、 イベン ト前の増水などによ

って"11に濁りが生じることがあ り、

こいのぼりを水辺の近くに配置する

などして、よりよい形で観客に楽し

んでもらえるよう工夫している。

波及効果
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からも誘客が図られ、商店街をはじ

め町内各施設にも観光客に訪れても

らう ことができた。

課題・今後の展望

今後、仁淀川の自然保全を図りつ

つ、 豊富な資源、当町の歴史ある地

域資源を活用し、より一層の地域振

興が図られるよ う、 新たな試みにも

取り組んで、いきたい。

そして本イベン トを通じて、「紙」

「人Jr水Jの文化を貴重な財産 とし
て、 次世代への文化継承と、個性あ

る人づく り・まちづく りを進めてい

きたい。

開催 (平成13年度)
主な対象

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

5月4日-5月6日 3日間 (第7回)/毎年開催
ヰ寺になし

25，000人/50，000人
.協賛/JA伊野町、伊野金融団、伊野製紙工業会、伊野町商業振興会、高知酒造側、 国際ソ口プチミ ス 卜土
佐、側西岡寅太郎商庖、仁淀川漁業協同組合、高知県手すき和紙協同組合 ・後援/高知県交通側、 (紛県交北
部交通、土佐電気鉄道(側、 伊野町人権綴議委員会、マスコミ各社

総経費 :2，734千円 財源内訳/県補助金 :400千円 町補助金 :2，000千円 寄付金 :130千円
事業収入 :199千円 その他 :5千円

総経費 ・財源内訳
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棚田inうきは彼岸花め!ぐり ~優秀賞 (第3回)..... 

人口 :17，321人

主催 棚田inうきは彼岸花めぐり実行委員会
メイン会場 浮羽町新川地区周辺の棚田 (日本棚田百選つづ5棚田など)

内容

町の文化遺産である石組みの棚田

と、その周りに咲く彼岸花をテーマ

にした都市住民との交流イベン ト。

期間中は、コ ンサートやスケ ッチ大

会、写真コンテストなどの催し物が

企画されている。

開催への契機・経緯

平成7年の春、設立されてまもな

p地元の町おこしグループ「夢酔塾J
のメンバーの一人が、「棚田の畔一

面に咲く彼岸花をテーマに何か地域

80 

お乙しができないか」と提案した。

早速メンバーたちは、棚田のある葛

篭(つづら)地区へ足を運び、相談

を持ちかけた。「彼岸花は稲刈りの

邪魔になるだけ。何が面白いのか」。

地元の人たちは、夢酔塾の提案をい

ぶかしげに思いつつも、 地元を巻き

込んだ実行委員会が設立された。

第1回目は、稲刈り後の田んぼで、

農民シンガーを招きコンサートを開

くことになった。ところが当日、台

風が直撃、止む無く中止に追い込ま

れた。実行委員会のメンパーにと っ

ては悔しい経験となったが、この

「幻の第 1回目」の悔しさが翌年以

降の盛況の土台になった。

翌年は、コンサートやオリエンテー

リングなどいろいろな行事を盛り込

み、 1週間の催しに変えたところ、

福岡都市圏を中心に 6千人が訪れ、

棚田の美しさに感嘆し、絶賛する声

が沸き起こった。それまで半信半疑

だった地元の人たちの顔に自信と誇

りが輝き始めた。入込客は3年目に

1万3千人、 4年目に 2万人、 5年

目には 2万5千人に達した。



目的・基本方針

当町の地勢は、平坦部と山間部に

はっきりと分かれていて、「棚田」

は山間部に200haほどある。棚田は、

その生産の難しさから全国的に荒廃

が進んで、いるが、米を生産する機能

のほかに、急激に降った雨水を貯水

するダムとしての洪水調整機能など

の国土保全機能や歴史的文化遺産と

しての価値があり、漸く最近になっ

て注目されてきている。しかし、もと

もと地元棚田農家にとって棚田は

「見なれた風景」であり、平坦部に生

活する住民にとっては、その存在その

ものがほとんど知られていなかった。

乙のように価値のある棚田をより

多くの人たちに理解しても らうため

に本イベン トを開催している。

開催にあたって考慮している点

イベント会場となる棚田付近には

満足な駐車スペースはなく、次から

次へと山間部に上ってくるマイカー

への対応がスタッフの頭痛の種にな

っている。スタップは昼食もとれな

いどころか、 トイレに行く余裕がな

いほど悪戦苦闘する。

また、ありのままの自然の中で、

ゆっくりくつろいでもらうというイ

ベン トの趣旨を理解して、スタ ップ

に協力してくれる人が大勢いる一方

で、空き缶などの投げ捨て、田んぼ

の畔への無断立ち入り、彼岸花をご

っそ りちぎる、畑の作物を無断で取

って帰るなど、 一部のマナーの悪い

人たちへの対処も課題となっている。

開催 (平成13年度)

主な対象

9月15日-9月20日 5日間 (第7回)/毎年開催
福岡都市圏の都市住民

入場者数/目標入場者数
共催 ・後援等

総経費・財源内訳

50，000人/30，000人
特になし

総経費:500千円 財源内訳/一般 :500千円

波及効果

本イ ベン トを通して、世間の棚田

に対する関心の高さが理解されたこ

ともあり、続いて実施した、都市住民

による棚田での農作業体験などをメ

ニューとする「棚田オーナ一制度Jを
実施したところ大きな反響があった。

また、第 6回全国棚田サミ ットを、

隣接する星野村と共同開催するため

の誘致活動に結びついた。さらに、

葛篭棚田が日本棚田百選に認定され、

彼岸花めぐりが第3回ふるさとイベ

ント大賞優秀賞を受賞、第 7回美し

い日本の村景観コンテストに入賞す

るなど、各方面から評価を得ている。

全国から年間40件ほどの視察が訪れ、

マスコ ミにも多く取り上げられるな

ど予想を越えた “波及効果"が生ま

れている。

課題・今後の展望

このように現在までのところ棚田

保全については、 一定の成果を収め

ていると言えるかもしれないが、地

元農家の高齢化など今後の見通しは

決して明るいものばかりではない。

棚田は年々保全が難しくなっており、

残念ながら今後日本各地でその美し

い姿は少しずつ姿を消していくこと

になると思われる。しかし、そのな

かで稀少価値が認められて、新たな

棚田応援団が生まれてくることを期

待しつつ、今後とも 「継続は力なりj

という言葉を信じて、 地元一丸とな

って奮闘していきたい。
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~部門賞{展示・博覧会部門J(第2目)-

鹿児島県東町 人口 ア，630人

主催 東町・東町教育委員会・あづま造形美術展実行委員会
メイン会場東町太陽の里ピクニック広場

内容

隔年で開催している美術展。平成

11年に開催した第 8回目は、「見直

そうふるさと…あづまから感動の贈

りものJをテーマに、自治公民館や
各学校、各種団体など82団体から83

の造形物が寄せられた。回を重ねる

ごとにイベントに対する結束力も強

まり、全町民一丸となった野外芸術

展は第8回も大成功を収めた。

地元にある身近な素材を利用して

制作された作品は、当町の観光スポ

ット「レジャーランド太陽の里」周

辺の 2会場に展示され、メイン会場

のピクニック広場には、所狭しと巨

大な力作が並んだ。ススキの穂約3

万 6千本を使った 5mを超える

「北極グマ」や、 ヒオウギ員の員殻

6，300枚を張り付けた金魚「オラン

ダ獅子頭」、アニメでおなじみの

「トトロjなどの作品が人気を集め、

台風による風倒木を使ったユニーク

な作品などが目をヲIpた。

第8回は初めての試みとして町外

にも出品を呼びかけ、隣接する長島

町をはじめ、熊本県の水俣市と新和

町からも参加があり、県際交流を深

める広域的なイベン卜としても新た

な一面を見せた。

関連イベントとして、児童生徒の

芸術性や創造性を高めることを目的

に開催した「アートペインテイング

大会」には、 町内の小中学校から 9

チーム54人が参加。「見直そうふる

さと」をテーマにベニヤ板 2枚分ほ

どのキャンパスに思い思いのふるさ
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とを描いた。題材は、橋のある当町の

風景や特産品のブリやミカンなど。作品

は、造形物の展示会場で披露された。

造形美術展期間中に 「あづまの美

フォトコンテストJI造形美術展交
流パークゴルフ大会 ・ゲートボール

大会JI環不知火海観光物産展」を
同時開催し、町内屈指のイ ベン トに

華を添えた。

第8回は直前の台風被害にもかか

わらず、 「こんな時こそ実施すべき

だ」との町民の意見に支えられ開催

することになった。

開催への契機・経緯

「町民総力で地域の活性化につな

がるイベン卜をjということで、昭

和60年から隔年で開催している本美

術展。これまで廃物や不要物など身

近な素材にこだわり、環境問題への

意識啓発を図りながら、より独創的

で地域性あふれるイベントとして定

着してきた。

「案山子」をテーマにはじま った

このイベントも、回数を重ねるごと

に町民の発想の豊かさや創造性によ

り、趣向をとらした作品が目立つよ

うになってきた。

これまで 「ふるさと」に着目した

テーマが主流を占め、町民に 「郷土j

について問い続け、その結果が 「郷

土愛を育むJ成果につながってきた。
8回目の今回は、 「見直そうふるさ

と」が大筋のテーマで、 21世紀を目

前にして 「過去と未来のわが町Jを
創造する作品が大半を占めた。

目的・基本方針

町民の創造性を育み、 豊かな地域

文化を確立しながら、地球規模で問

題となっている環境問題への意識啓

発を図る。また、近隣の市町村と広

域的な交流を積極的に進め、地域ふ

体の活性化を図るのが狙いである。



熊本県新和田Tの作品

台風の被害木を使った作品

開催にあたって考慮している点

町民総参加を目指し、自治公民館、

学校、 PTA、各種団体に幅広く参加

を呼びかけはしているものの、あくま

で町民主体が前提である。行政が極力

関与せず、大筋のテーマだけを設定し

町民の独創性、創造性に委ねている。

作品の制作にあたっては、不要物

などの身近な素材を利用しながら、

一部材料費を補助する形で各団体に

支出している。

2週間のイベント開催期間に、人

口8千人弱の当町に6万5千人を超

える来場者が訪れる。町外からの来

最優秀賞 (オラ ンダ獅子頭)

の誘導をスムーズに している。また、

これほど多くの町外者が訪れる機会

を観光産業の活性化につなげる た

め、商屈等に物産展への積極的な参

加を促している。

波及効果

作品の制作には長い所で約2カ月

聞かかる。公民館では各戸からほぼ

全員が参加して、作業は夜間に行わ

れる。毎晩続く 制作作業は、ただで

さえ楽な仕事ではない。そんな作業

の合間には、さまざまな会話が飛び

かい、いつもはあまり話さない人と

話せたり、作業を通じてその人の意

場者のために、主要道路からの道順 外な特技を知ったりでき る。時には、

を示す案内板等を設置し、会場まで 作業を終えて酌み交わす焼酎も手伝

開催 (平成13年度)

主な対象
入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

10 月 27 日 ~ 1 1 月 1 8 日 (第 9 回)/隔年開催
特定の対象はなし

65，000人/60，000人
後援/鹿児島県他

総経費 :8，660千円 財源内訳/県文化振興財団補助金 :1，540千円

って、良いアイディアが生まれたり

もする。

当町を代表する一大イベン トとし

て定着してきた本美術展は、地区ご

との結束力とパワーを生み出し、そ

れを作品として目で確かめる ことが

できる。そして、その作品群が会場で

は、「全IIIJ民の結束力」となって来場

者の目に飛び込んでいるに違いない。

また、 近隣の市IIIJからの出品や、

期間中に実施するその他のイ ベン ト

でも広域性を持たせるこ とによっ

て、 制作技術の情報交換やスポーツ

交流を促進し、 当PIJのみならず地域

全体の活性化が図られている。

課題・今後の展望

町民の中には 1111]"外からの参加を

増やし、各地区からの出品を半分に

してはJ12年に一度を4年に一度
にしてはJ1作品のネタ(アイディア)
が尽きたjなどの声も聞かれる。一

方、来場者のアンケートによれば、

造形美術展の印象を96%が 「たいへ

んよかった ・よかった」 と答えた。

今後は10回目を一つの節目と考え、

町民主体のイベントである趣旨を変

えることなく、末永く途切れるととの

なPIあづま造形美術展」 を全町民
で模索していかなければならない。

般単独:7，120千円
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岩手県大船渡市

主催 大船渡・かがり火まつり実行委員会
メイン会場大船渡港茶屋前岸壁ほか

内容

-夢あかり :総数2，001個の市民子

づくりの夢あかりがやさしく灯る

頃、人びとは祭り会場へと向かう 0

・採火式:みなと公園において、火

おこしの儀(採火式)が厳かに執

り行われる。

・前祝い:黄昏色に染まる湾内に、

大漁旗をなびかせた小型漁船団が

姿を現すと、洋上ステージにあか

りがともり、「碁石ご祝い」の唄が

流れる。唄い継がれる祝いの調べ

に誘われ人びとが集い、腰を落ち

着ける頃、会場全体を包み込み、祝

福するその響きは厚みを増し、やが

てその海舞台を残して閣が訪れる0

・火入れ式:祝い唄の余韻を残し、

波間に聞こえる箇の音。姿を現す

千石船。やがて、大きな光が輪郭

を作り出し、海を青く染め上げる。

中、表情を変える千石船。夜空に

向かつて走る、数々の光。揺れる

かがり火の炎。幻想夜のシナリオ

が紹介され、夢あかりが海上に放

流される。

・第二幕 悠久の漁火:鳴り響く大

太鼓の音。浮かび上がる千石船。

燃え上がるかがり火の炎。海上に

現れる光の帯(漁火船団)。やが

てそれは全てを覆い尽くすかのよ

うに、輝き放つ。さまざまな光が

集い、力強い長安寺太鼓の響きが

嶋り渡る。

やがて迎えるクライマックス。勇壮

な姿を残し、その響きは止んだ。一斉

にその光を落としていく漁火船団0

・第三幕洋上の舞:再び何かを誘

うが如く、かがり火に照らされ聞

に蘇る鹿たち。その伝統的な舞

(笹崎鹿踊り)は、今でも大切に

受け継がれ、 「かがり火幻想夜J
まっすぐに進む松明の炎、かがり の中で披露される。

火のもとへ辿り着く 1隻の和船。 ・第四幕 波動:躍動感あふれる

炎の到着を待つ若者。若者の松明 「よさこいjのリズム、強烈なビー

に火が渡され、ステージのかがり

に火がともる。火矢射手(女性)

がステージ上で紹介され、松明と

共に船に乗り込む。再びその松明

は、大がかりの点火のため和船と

ともにステージを離れ、湾内中央

へと揺れ進む。

火矢による点火で、大かがり火が燃

え上がると、一斉に岸壁の170基のか

がり火に命が宿り炎の舞台が調う。

・第一幕 かがり火幻想夜:静けさ

の支配する夜の海、シンセサイザー

によるかがり火幻想曲が流れる
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~部門賞抽雌満開門I(第5回)-

人口 :36.ア80人

トで夜空を駆け巡るレーザー。マ

リーンスクリーンは炎に変貌。湾

内を巡航する大漁旗船団を背に、

若者たちによるエネルギッシュな

「よさこpJの踊りが繰り広げら
れる。

・第五幕 カーテンコール :希望に

あふれたシンセサイザーの調べ

(かがり火幻想曲)が波間に響き

渡る。夜空を彩る花火が打ち上げ

られると、祭りを祝うかのように

「七夕船団」が入港してくる。天

空を駆ける無数の光、伝えられる

メッセージ。輝きに包まれた湾内、

すべてが夏の夜を惜しむよう に、

彩り、集い、競い合う。

・火納め:漁火船団の灯に照らし出

され、岸壁のかがり、ステージの

かがりが落ち、大かがり火だけが

家路につく人びとを見送る。



開催への契機・経緯

三陸地方極点都市地域の中心都市

である当市は、美しいリアス海岸を

有し、雄大ですばらしい自然景観に

恵まれている。黒潮と親潮が交わる

世界三大漁場を控える漁港として、

さらには、岩手県最大にして東北有

数の物流港湾として “海"とともに

栄えてきた。

また、太古の昔から、豊かな海と

大地に恵まれた大船渡には、日本有

数の縄文時代の遺跡が多く点在して

目的・基本方針

本イベントは、市民総参加のまつ

りとし、市民の手で創りあげること

による地域の融和と多くの観光客の

誘致、そして地域活力の創出で活力

倍増を図ることを目的とし、かつ、

w市の将来都市像である「活力で、輝

く未来国際港湾都市大船渡Jの
実現に寄与することを期待するもの

である。

開催にあたって考慮している点

いる。土器を焼き、ケモノを追い、 本イベントは、平成13年で6回目

まつりごとを照らし、そして日々の を迎えたが、まだ完成したとは言え

営みに欠かせなかった「火」。これ ず、コンセプト(1太古の昔から豊

らの天与の恵みを後世に伝えなけれ

ばならないと考え、平成8年に 「海

の日Jが新たに国民の祝日に制定さ
れたことを記念し、もう一度、海・

自然の大切さを認識してもらうため

に、「大船渡 ・かがり火まつり」を

開催した。

海に幸を求めた縄文人の生活に思

いをはせ、海と火に着目し、港町な

らではの火まつりとして、幻想的な

時と世界を創りあげながら、海の安

全と大漁、そして市民の幸せを祈る

まつりとしたものである。

かな海と大地に恵まれた大船渡に

は、日本有数の縄文遺跡が数多く点

在しており、海に幸を求めた縄文人

の生活に思いをはせ、海と火に着目

し、港町ならではの火まつりとして

幻想的な世界を創りあげる。燃え盛

るかがり火と漁火、そして街角を照

らす夢あかりに市民の活力と未来へ

の光明を見出す。J)に近づけるため

の内容の充実と、いかにしてより多

くの市民の参加でまつりを創りあげ

るかという点を考慮、している。

開催 (平成13年度 8月4日-8月5日 2日間 (第6回)/毎年開催
主な対象 特定の対象はなし

入場者数/目標入場者数 26，000人/40，000人
共催 ・後援等 大船渡地方振興局、マスコミ各社

波及効果

本イベン 卜の目的は、「市民の活

力倍増による地域活性化jである。

6回のまつり開催を通じて、大船渡

の一大イベン 卜として広く認識され

ており、ボランティアとして、また

観光客として参加する市民は年々増

加傾向にある。また、県外観光客か

らは、 「こんな素晴らしいイベント

は初めて見たjという声が多く寄せ

られている。

本イベントは、平成8年に新規イ

ベントとしてスター 卜し、これまで

幾多の暗中模索をしながら進んでき

たが、メジャーなまつりとなるポテ

ンシャルは十二分に持っていると考

えている。今後は、市民参加の促進

と当市資源の活用を念頭におき、夏

まつりとの一体化も視野に入れなが

ら、東北を代表する海のイベントと

なるよう、 一層まつりの充実を図っ

ていきたいと考えている。

総経費 ・財源内訳 総経費:10，460千円財源内訳/負担金 :10，000千円 繰越金 :380千円雑入 :80千円

|問い合わせ先 決鰍かがり火まつり実行委員会事務局:大船渡市産業撮興部商工観光課 l 
ιmo.ik'年Ds".内線 12 http://州 .nnet.ne.jp/ofunato
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っすき

内容

1.光と閣のイルミネーションの世

界へ(2日間17:00-21:00)

① 1万本の竹ぽんぼり(竹筒とロウ

ソクの炎)を町全体に②竹オブジェ

(竹の創作とロ ウソクの炎)を武家

屋敷、寺院、事l'社や風情ある町並み

に配置③水面に灯るぽんぼりを臼杵

川に④子ども竹オ

ブジェ(小学生)

を二王座地区に配

置⑤竹宵をテーマ

にした短歌川柳コ

ンテストの開催⑤

臼杵城大門櫓のラ

イトア ッフ。

宵(た

主催 うすき竹宵実行委員会、臼杵市

メイン会場 臼杵城下一帯

5.特典

①着物姿抽選会(着物姿でご来場の

方のみ②かぼすジュース無料配布③

写真撮影講習会④竹ごま展示配付

開催への契機・経緯

当市には、匡l宝 ・臼杵石仏をはじ

め、古い町ー並みなど歴史的遺産が数

多く残る町である。「国民文化祭お

2.軟の夜に城下町の風情にひたる

①般若姫を中心とした40名の行列②

胡弓(中国弦楽器)演奏③弦楽器④

琴演奏⑤フルート ・オカリナコンサ

ート(旧臼杵藩主稲葉家下屋敷)⑥

ストリート演奏(尺八、横笛、マン

ドリン)

3.和を昧わう

①お茶会(呈茶)②茶房③ぜんざい

④清酒 ・焼酎「竹宵」試飲即売

4.展示

①俳句、短歌、 川柳②写真展
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おいた98プレイベントjで竹オブジ

ェを見た市役所の若手まちづくりグ

ループ[未来くる会Jと商工会議所
青年部会は、夜の城下町(寺町)を

竹と光で演出しようと考えた。さら

に青年会議所など地域づくりグルー

プに呼びかけ、平成9年9月、竹光

芸まつり実行委員会が設立された。

12年にイベント名称変更に伴い 「う

すき竹宵実行委員会Jとなった。
・第1回竹光芸まつり

竹ぽんぼり 2千本を二王座地区

の寺町に配置。さらに竹のオブジ

ェを随所に設置し、古楽器のミニ

コンサートも取り入れる事で、光

と音の空間を創る。来訪客1，500人0

・第2回竹光芸まつり

回
出
A
U『
償
Em

m田園興信銀
寓
阿雌僧貝鑓田、EE

， 人口:36.780人

竹ぽんぼりを 3千本に増やし、

配置区域も一部拡大した。来訪客3

千人。

・第3回竹光芸まつり

竹ぽんぼりを 4千本に増やし、

ふるさと産業文化祭と共催。開催

日も 2日間に延長。会場も中央通

り商!古街まで拡げた。またイ ベン

トの内容も、般若姫行列や雄楽等

を加え充実を図った。来訪客3万

7千人。

・第4回うすき竹宵(竹光芸まつり)

竹ぼんぼりを 6千本に増やし、

配置区域を平清水のお寺や町八町

まで拡大。イベント名称も 「うす

き竹宵」へ変更。来訪客5万人。

・第5回うすき竹宵(竹光芸まつり)

竹ぽんぼりを 1万本に増やし、

配置区域を]R臼杵駅まで拡大。

また企業や地元区民が独自で竹オ

ブジェや竹ぼんぼりを配置する動

きが出始めた。

自的・基本方針

中心市街地の町八町、 二王座、平

清水地区は16世紀のキリシタン大名

大友宗麟が築城以来、東九州の玄関

口として栄えてきており、今もなお

古い町並みや路地が連なり、城下町



の風情を残している。

特に、 二王座地区・町八町地区は

歴史環境保全地域に指定されてお

り、 石畳等の街並み整備や建築物の

保存を進める中、年々各方面から注

目を集めている。

この歴史的資源を活かし、観光に

よる産業振興と地域の活性化を図る

ことはもとより、携わる地域住民の

魅力的なまちづくりに対する意識の

改革・向上に繋げていきたい。

開催にあたって考慮している点

-城下町に浮かび上がる「光と閣の

イルミネーションjが特徴の祭り

だが、 狭い通りに大勢の客が押し

ょせるため、回を重ねるごとに混

雑してきた。風情を取り戻すため

にイベント会場の分散等考慮した0

・中心市街地(旧市街地)は駐車場が

少ないため、無料シャトルパスを

運行し、市役所駐車場など郊外の

駐車場を利用している。

・開催日の 3ヵ月前に事前パンフレ

ットを作成、市内各種商庖や県内

外に配布しイ ベントの周知を図

り、 気運を盛り上げる 0

・臼杵市ふるさと産業文化祭を同時

開催することで、地元の産業や物

産を紹介するとともに商庖街の空

き庖舗を活用する。

・市外から芸術家や芸術を志す人た

ちの参加を呼びかけ、竹と光のオ

ブジェを作ってもらい芸術の発表

の場とした。

・歴史的町並みの雰囲気に合う和楽

器や胡弓などのコンサートを開催した0

・これまで竹ぼんぼりの配置 ・点

火 ・撤収を実行委員会メンバーが

行ってきた。高齢化が進む自治会

組織単位でも可能な作業というこ

ともあり、今年からは地元住民自ら

も加わった。

・京都市の「おとくに竹あそびjの

発案者である京都大学講師に毎年

アドバイスを受けている。祭り開

催当初は、地元区民と実行委員会

との意思疎通がうまく pかないこ

ともあった。しかし、回を重ねる

ごとに互いが議論するようにな

り、切瑳琢磨し歩み寄ることがで

き始めた。

波及効果

竹を切り出すごとで山林保全につ

ながり、質のよいタケノコの生産が

可能となった。また使用後の竹ぼん

ぼりを竹炭化し、商品として再利用。

さらに、炭をパウダー化し竹林へ還

すことで、さらに質の良いタケノコ

生産が見込まれ、高齢化で衰退が進

む1次産業を再興するきっかけづく

りとなった。竹炭以外に竹製品も生

まれつつあり、新たな観光産業誕生

もまもなくであろう。

また、中心市街地を巻き込んだこ

開催 (平成13年度 1 1 月 3 日 ~ 11 月 4 日 2日間 (第5回)/毎年開催
主な対象 市民、観光客

入場者数/目標入場者数 50，000人/60，000人

とで、商庖街や出展者が「ヒ卜が動

けばモノが売れるJということを体
験したことなどから、商屈主の意識

が変わりはじめた。竹宵限定メニュー

なども登場し始める。

さらに、大林宣彦監督の臼杵映画

「なごり雪J(平成14年秋ロードショー)
にも竹宵が取り上げられ、実行委員

もエキストラ出演した。

市内外の異業種の人たちが竹宵に

関わり議論レ汗を流すことで、多種

多様な交流が自然に生まれ、実行委

員一人ひとりも進化している。地域

づくりリーダー養成においても効果

的である。

また、エージェントやマスコミか

らの資料提供依頼も多く、近い将来

には九州を代表する秋のイベントに

成長する可能性もある。

課題・今後の展望

国庫補助金 (3/4補助)が平成

13年度までである。第6回以降の予

算措置をどうするかが最大の課題で

ある。竹の切り出し~加工~竹炭化

までの行程の効率化及び見直しを今

年度から行っているが、来年度はさ

らに見直しが必要と考えられる。し

かしながら 4回目にして 2日間で5

万人もの客が来る祭りに進化したた

め、止めるわけにはいかない。平成

14年度はさらに進化するものと思わ

れる。実行委員会、さらには市民の

英知を結集し、自由に議論しながら

「うすき竹宵Jは今後も続いて行く
だろう。

共催 ・後援等 NHK大分放送局、OBS大分放送、TOSテレビ大分、FM大分、OAB大分朝日放送、日本航空大分支底、キャノ
ンカメラ販売

総経費 ・財源内訳 総経費:13，537千円 財源内訳/一般:3，384千円 補助金:10，153千円

閉山せ先 日杵市役所商工観光謀 U:1111<<'1#)'4ゅfIII棚12館前.古川剖[!II向ふ1. ぃ γ ケ 川仁川川浮かペグ

一応ぬぎル 仙 川ぃ:ぃ..川計三川~郎長
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師走iJ¥W ~優秀賞(第4回).... 

宮崎県南郷村 人口 :2.766人

主催 百済の里南郷温泉観光協会
メイン会場南郷村神門小路前田(神門神社南面の水団地帯)

内容

本イベン卜は、百済伝説の証とさ

れる「師走祭り」の故事の 1つであ

る野焼きに変えて行われているもの

である。

乙の「師走祭りjは、当村の南東

に隣接する木城町にある比木神社に

杷られた王子が、約90kmを巡行し

て離れた父王の杷られている神門

(みかど)神社を訪れ再会するとい

うものである。

「迎え火jでは、水団地帯に残る

古代の道(現在は畦道)の両側に沿

って、高さ約 4mlこ作られた杉の葉

櫓が、延長約300mに渡り配置され

る。そして、比木神社からの一行が、

夕闇せまる神門神社に到着する直前

に火を放ち迎える ものである。

比木神社からの一行は、畦道の両

側で天をも焦がさんばかりに燃え上

がる「迎え火Jの中を神門神社へと進
んでpく。その姿は、古代がよみがえ

ったように神々しく、神門の山里は

荘厳で幻想的な雰囲気に包まれる。

杉の葉櫓作成には、厄入り、厄あ

け、同級生、中学3年生の高校合格

祈願、スポーツ団体の必勝祈願、商

工会、郵便局、森林組合、 JA、観

光協会、地元企業、村外からの希望

者等各種団体が参加し、平成13年度

は総数30基を作った。

参加団体では、約2ヵ月前から櫓作成

の日程を決定し、そのための話合いや

材料となる杉の葉収集等を重ねていき、

遠方からの神様を迎える準備を行う。

この「迎え火jでは、燃え方を競
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うコンテストや「迎え火」を題材と

したフォトコンテストも併せて開催

している。

「迎え火」により神様を迎えた後

は、この残り火を囲み、夜が更ける

まで気の合う仲間や観光客との交流

が行われ、楽しい催しになっている。

開催への契機・経緯

師走祭りは、異国の地で離ればな

れに叩られている百済王族の御霊を

なぐさめる形で催されているといわ

れ、故事にのっとった複雑な行事が

行われている。毎年旧暦の12月に催

されることから師走祭りの名が付い

た。この祭りは、全国的にも極めて

古い形態を残しており、しかも大陸

的様相を残しているとして、平成3

年に文化庁より「記録すべき無形の

民俗文化財Jの一つに選ばれている。
それらの行事の中に、追手を撃退

するために “野に火を放つ"行事が

あり、これの形を変えたものが 「迎

え火Jである。

現在では、当村を代表する行事と

なった 「師走祭りJも、ほんの十数
年前は、過疎化による後継者不足や

道路拡張工事等による環境の変化に

よって、 一時は中止せざるを得ない

状況まで、に至っていた。

しかし、昭和61年から始まった当

村の「百済の里づくりjの気運が盛

り上がりをみせる中、 「師走祭りを

昔の姿に近づけようJIどのように
したら皆が祭りに参加できるかjを

協議し、 「伝統行事の保存と活性化」

を検討し実行に移したのがこの 「迎

え火Jである。



目的・基本方針

「伝統行事の保存と活性化」を軸

に、 村民総参加によって共同で祭り

を行うことにより、住民間のコミュ

ニケーションの場づくりと連帯感の

醸成、世代聞の交流促進はもとより、

祭りのイメージアップ、韓国との交

流による新しい文化の創造を基本方

針とし、「火Jの持つ神秘的、神聖
的魅力により観光客の誘致へつなげ

ることを目的とする。

開催にあたって考慮している点

伝統行事を盛り上げ、多くの住民

が参加し、かつ連帯感を高めるもの

であり、その結果として地域イメー

ジを高めること。また、環境に配慮、

し神聖さを損なわない事等を考慮し

ている。

波及効果

今回(平成13年度)で15回目を迎

え、 「火Jのイベントとしては全国
有数の規模と考えるが、特に「迎え

火」の規模が大きく、絵になる材料

でもあることから全国に紹介される

までに至り、観光地としての知名度

とイメージがアップし、観光客も増

加している。

さらに、ふるさとイベント大賞優秀

賞受賞後は、杉の葉櫓の数も増加し、

一層大規模なイベントとなっている。

また、百済王伝説が交流のある韓

国にも知られる ようになり、 「迎え

火」当 日には韓国からの観光客も

100人程度宿泊するまでになった。

「迎え火jの杉の葉櫓作成への参

加団体の増加は、地域住民の “百済

の里づくり"への参加意識の高揚に

つながっており、当村のまとまりに

一役買っている。

開催 (平成13年度)

主な対象

平成14年 1月25日 (第15回)/毎年開催
村民・ 県内外観光客、韓国からの観光客

1，500人/3，000人

今や「迎え火」は当村の観光の

“顔"になっている。

課題・今後の展望

-イベン トの盛り上がりをさらに大

きくし、日本一の 「火のイベントj

にする。

・村外からの参加者が除々に増えつ

つあるため、グリーンツーリズム

の推進と組み合わせて活用できな

pかと考えている。

・本圏域に、県が推進する広域観光

ルート 「神話 ・伝説の道」が平成

15年4月開通となり、福岡・ 北九

州周辺地域も観光市場として望め

るため、さらにこの方面へPRを

行い、観光客誘致を図りたい。

・ 「迎え火」の杉の葉櫓の総数100

基を目指す。

・ 「火の文化」のシンポジウム開催

についても検討している。

入場者数/白標入場者数

共催・後援等 神門神社、比木神社 (木城町)新ひむかづく り南郷村民会議、 南郷村自治公民館連絡協議会、南郷村PTA連絡

協議会、南郷村商工会、報道各社

総経費・財源内訳 総経費 :200千円 財源内訳/一般 :200千円

嗣画面薗園轟爾繭輔轟轟轟謀議鞘
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GET21なんかん自械のカウントダウン2001-g門賞l山附1(蜘
熊本県南関町 人口 :12.151人

主催 GETなんかん 音と光のカウントダウン実行委員会
メイン会場 熊本県玉名郡南関町大津山公園一宇野

内容

本イベントは、西暦2000年と2001

年 (211立紀)を迎えるための 2年間

に限り実施したものである。

内容は、大きく分けると 2つに分

かれ、 1つ目は本事業のシンボルと

なる大津山の夢のツリーであり、も

う1つは新年を迎えるためのカウン

トダウンフェステイノりレで、ある。

まず、大津山の夢のツリーは、全

体で、約40haの民有林であり、すべ

ての所有者より快く承諾をしてもら

いツリー設置が可能となったが、配

線の全体延長が34kmと長く重量が

あるために、人力作戦では山への搬

入だけでも重労働であり、電球の設

置にいたっては山林のほとんどが高

さ20m以上もある広葉樹が対象とな

り、林業の専門家以外では設置不百

官Eという1犬、1JLであった。

しかし、このような困難な状況の

中でも、延べ500人以上のボランテ

ィアの協力により見事に完成し、 地

域住民の心のよりどころとなるだけ

ではなく、規模の大きさなど全国的

な話題となったことはいうまでもない。

ごの結果が、現在も当町中の各家

庭や近隣市町村に設置されたイルミ

ネーションとして輝きつづけている

のである。

また、カウントダウンフ ェスティ

パルについては、定期的に開催した

プレイベントの総決算として当町出

身者を中心とした出演者で、野外コ

ンサー卜やカウントダウンセレモニー

とともに神楽や古代楽等地域の歴史
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や文化に触れながら、音と光にこだ

わりを持って地元の素材を活かして

実施した。

さらに、 21世紀を迎えるという観

点から、 120世紀思いでの写真展」

や 121世紀夢の作品展」も併せて開

催し、ふるさとの大切さを再確認す

ることができた。

広報面においても、地元の人材によ

りロゴマーク、イメージソングCD等

の制作やインターネ ット上にホーム

ページを開設して全国の人に活動内

容を知らせることができたととも事

業の成功に繋がったように思える。

開催への契機・経緯

そもそもこのイベントは 1人の男

の大きな夢から始まった。

「ふるさとの大津山がクリスマス

ツリーのように輝くならば、どんな

にきれいで、多くの人びとに夢と希

望を与えることができるのではない

だろうか。」

初代実行委員長が、広島県上下町

に地域づくりの研修会に参加して山

に輝いているイルミネーションを見

て夢を描いたのである。

このような夢のような話に、ふる

さとを愛する有志たちがその話を疑

pながらも 1人、また 1人、そして

多くの人びとが集まり組織での取り

組みを行うまで、に至った。

「どうせツリーを作るのなら世界

ーのツリーを作り、カウントダウン

や野外コンサートもやろう」という

ことに言古はエスカレートしていった。

そこで、事業全体の方向性と内容

や組織について取りまとめるための

準備委員会を結成し、約半年間の期

間を経て実行委員会の発会となった。

目的・基本方針

西暦2000年、 2001年 (211立紀) と

いう記念すべき時を迎える中で、当

町で暮らす住民は、自分たちを育て

てくれた故郷のすばらしさを再確認

し、これからも故郷が輝きつづける

ような取り組みを行うとともに、時

代を担う人たちにもそのすばらしさ

を伝えていく役目を担っている。

このような中で、住民たちは故郷

の大津山の自然を舞台に、世代を超



えた人びとと新しい時代の幕開けを

祝い、音と光のメッセージにより勇

気と希望を与えるために、本イベン

トを開催するものである。

開催にあたって考慮している点

OI1lJと教育委員会は、 町内の公共施
設の利用や子どもたちの参加の問

題があり後援のお願いをしたが、

その他の各種団体については、す

べての人が実行委員の 1人として

活動してもらう考え方であるた

め、後援から外すごとにした。

0町からの補助金については、町議

会の全員協議会の中でも補助金を

申請したらどうかという意見があ

り、組織の中でもらうべきか、も

らうべきでないかでかなり揺れ動

いたが、今回はこれまでのイベン

トとは違って地域住民や当町に関

わりのある人たちの支援と協力に

より作り上げていきたいので、補

助金はあてにしないで一般の寄付ー

と募金で頑張ろうということに決

定した。

このことは、 2年間で1，500万

円以上の経費を必要とする中で、

自分たちの気を引き締めるととも

に、組織の団結を深めることに繋

がってほしいとの思いからでもあ

った。

0延べ500人以上の人子を要した大

津山の夢のツリーの設置や、ロゴ

マーク、イメージソングCDの制

作、ホームページの開設について

もすべて実行委員と町内のボラン

ティアの中で実現した。

0地域ごとに受け継がれている神楽

や古代楽、語り継がれている昔話

を再発掘するとともに、 120世紀

思い出の写真展」の開催等、 地域

の素材に特にこだわりを持った。

また、各種プレイベントやカウ

ントダウンフェステイノりレのステー

ジにおいても、出演者すべてが当町

に関わりのある人たちで実施した。

波及効果

まずは、人材育成であり、実行委

員として高校生から76歳までの約

150名の人が参加し、自分ができる

ことに力を出し合って自己改革をす

るとともに、活動に参加する中で、

故郷のすばらしさを再確認すること

ができた。

GET21は解散したが、活動に参

加した人たちがいろんな方面に活動

を拡大したり、新しい組織の発掘に

繋がった。

また、ホームページへのアクセス

件数も全国から 2万件以上を超え

て、当町の宣伝にも役立つことがで

きたし、この結果が全国から約

2，500人の人たちから1，400万円以上

の寄付が集まるに至ったのではない

だろうか。

大津山の夢のツリー設置に関連し

て、町内の各家庭にイルミネーショ

ンを設置してもらう「町ごとツリー

大作戦」を実施したが、当初は約

150世帯の設置件数だったが、現在

も新たな設置者が増えており町中が

賑わいを見せている。

また、最近は近隣市町にもイルミ

ネーションの設置が目立ち始めている。

今回の完全民間主導型による事業

を通じて、たくさんの地域住民の人

が参加したことは大変心強く、新し

p流れができたように思える。

課題・今後の展望

GET21は、 事業完了により解散

し、本事業のシンボlしである大津山

の夢のツリーも撤去したが、各家庭

に設置されたイルミネーションは地

域づくりの柱として今も輝いてお

り、もう一度大津山の夢のツリーを

再現しようという声が出始めている。

また、 町内の保育園児から小中高

生まで全員とたくさんの人たちの思

いや作文等を入れて埋設している

IGET21夢のタイムカプセル」は、

25年後に開封する計画であり、次世

代を担う子どもたちの活躍も楽しみ

である。

現在当町では、 GET21の元メン

ノすーが中心となって新しい人材を加

えながら、これまで以上の組織を確

立しようと動き出したばかりである。

もちろん目的は、自らが輝き、政

郷を輝かせ続けるための活動を楽

しみながらやることだ。

開催 (平成12年度)
主な対象

平成12年12月31日~平成13年 1月1日 2日間 (第 2固)/単発開催
南関町民及び近隣市町村住民

入場者数/目標入場者数

共催 ・後援等

総経費 ・財源内訳

3，000人/3，000人
後援/南関町、南関町教育委員会、熊本日日新聞社、NHK熊本放送局、 RKK熊本放送、TKUテレビ熊本、

KKT熊本県民テレビ、KAB熊本朝日放送、FM中九州、FMたま な

総経費 :15，793千円 (2年間分) 財源内訳/寄付金 :14，400千円 事業収入 :568千円 地域づくり助成
金 :291千円雑収入 :534千円
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北海道函館市 人口 286.175人

はこだてクリスマスファンタジー
主催 はこだてクリスマスファンタジ一実行委員会

会場 赤レンガ倉庫群周辺ほか市内一円

内容

当市の姉妹都市、カナダハリファク

ス市から寄贈された大きなもみの木

を約3万個のイルミネーションで飾

り、函館を代表する観光スポットの

一つ、赤レンガ倉庫群前海上の台船

に立て、高さ約20mの巨大なクリス

マスツリーとして、函館を世界一ク

リスマスの似合う街とするイベント。

毎日のツリー点灯式には、花火の

打ち上げとともに、レーザーショー

を実施するほか、開催期間中、さま

ざまなイベントを行う。また、函館

空港や函館駅など、市内約10ヵ所に

インフォメーショ ンツリーを設置す

るほか、クリスマス電車を運行し、

市内全体をクリスマスムードで盛り

上げる。

開催への契機・経緯

当市は、年間約500万人の観光客

が訪れる、北海道を代表する観光地

となっているが、上期 (4~ 9月)

に年間観光客数の 7割が集中する。

このため、イベント開催による冬

季観光振興による通年観光の実現

と、市民、企業、行政が一体となっ

た、全市的な取り組みによる地域経

済の活性化、さらに姉妹都市カナダ

ハリフ ァクス市との一層の友好促進

を目的として開催する。

目的・基本方針

第1回目からのコンセプトである

「冬季観光の推進Jr市民 ・企業 ・行
政一体型の事業Jr姉妹都市カナダ

点を継承し、「市民 ・企業 ・団体等j

が一体となってまちづくり意識の高

揚を図ることを柱に、事業運営を行う。

開催にあたって考慮している点

観光客誘致のため、全国各地の旅

行代理屈に対して、旅行商品造成の

ために早期の情報提供を心掛けてい

る。また、ツリーの選定作業、運搬

業務等の打ち合わせのため、姉妹都

市カナダハリフ ァクス市との円滑な

連携も必要となる。

実行委員会が、市内のさまざまな

組織、団体など、 |幅広Lヰ再成により

組織されているため、定期的に実行

委員会を開催し、連携の強化に努め

ている。

波及効果

単なるクリスマスイベントではな

く、姉妹都市からプレゼン卜された

もみの木によるイベントというストー

リー性があることから、全国の旅行

ハリフ ァクス市との友好促進」の3 代理屈が注目し、旅行商品が造成さ
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れた。会場周辺は、連日、多くの市

民や観光客で賑わい、 飲食屈をはじ

め、宿泊施設や観光施設などの客数

も大幅に増え、冬季観光振興に大き

く貢献している。

課題・今後の展望

函館の冬を代表するイベントへと

成長し、第4回目を迎えた平成13年

は、市をはじめ観光協会や商工会議

所、 青年会議所のほか、市内のまち

おこし団体などの参画により、 実行

委員会の組織強化が図られた。今後

もイベントのさ らなるグレードアッ

プに努めていきたい。



秋田県大曲市

新作花火コレクション
主催 新作花火コレクション実行委員会 (大曲花火倶楽部)

会場 大曲ファミリースキー場

内容

全国から選抜されたアイディアに

優れた新進気鋭の若手花火師が、技

術的には難しいといわれる小玉 (4

号と 5号)で、創造性の高い花火を

打ち上げ、新作花火の発表会を兼ね

た競技会を行う。また、特別審査員

として招鴨した芸術分野の著名人か

ら、花火を含めた 「美」 に対する考

え方等について講演してもらっている。

大会終了後、表彰式並びに来賓 ・

参加花火師 ・審査員 ・スポンサ一等

が一堂に会したレセプショ ンを開催

し、 受流を深めている。

開催への契機・経緯

当市で毎年8月に開催されている

「全国花火競技大会」 は、長い伝統

に培われ、大曲が全国に誇る一大イ

ベン トとして定着している。

大曲花火倶楽部は、ごの花火を当

市のシティアイデンティテ ィとして

位置付け、 「花火のまち」としての

イメ ージアップと地域の活性化を図

ろうと、四季を通じた花火のまちづ

くりの一環として、花火シーズンを

先取りした形で、3月にその年の新

作花火を結集した競技会を開催する

ことに した。

目的・基本方針

大曲を花火の流行 ・情報の発信地

として内外にアピールし、地域住民

に花火への理解を深めても らうとと

もに、次代を担う全国の若手花火師

の技術の向上を図る。

開催にあたって考慮している点

花火を漠然と鑑賞するばかりでな

く、 「色JI形JI打ち上げ方法JI種
類」 などさまざまな角度から見ても

らうことにより、花火が 「芸術」と

いう観点から見ると、瞬間に消えて

なくなるものだけに奥深さがあると

いうことを理解してもらう。

財政的に脆弱な大会を継続してい

くために、大会に対する理解を深め

てもらい、今後も財政的な支援を継

続してもらう。

人口 :39.443人

波及効果

-大曲花火倶楽部の存在を広く知っ

てもらった0

・大曲は 「花火のまち」であること

をアピールできた。

・花火のもつ芸術性を理解してもら

った。

課題・今後の展望

一民間団体が主催するにはそろそ

ろ限界と思われるほどの観衆が集ま

るため、交通規制や駐車場の確保に

課題が残っている。
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真夏の雪まつり
主催槽枝岐村

会場尾瀬槽枝岐温泉スキー場

内容

4月上旬にスキー場の雪を約8千

m'集め、(長さ40ml幅50m高さ 4m)、

断熱シートや反射シー トで覆い、 4

ヶ月間、雪が融けるのを最小限に抑

える。そして、 8月上旬にシートを

はがし、 雪を広げゲレンデを作る。

スキー・スノーボード ・ソリ遊

び、それぞれの専用パーンを確保し

事故を未然に防ぐ。スノーボードコー

スにはジャンプ台を作りワンメイク

大会を開催。雪上イベントでは天然

のサンショウ魚のレースを行い、 1

着を当てる世界初のレースや子ども

限定の岩魚のつかみ取り、 雪上スイ

カ割り大会、ちび、っこ相撲大会など

が行われる。ステージではキャラク

ターショー ・ノ1ワイアンダンスショー ・

歌謡ショーを行い、幅広い年齢層に

楽しんでもらう。飲食コーナーでは

新鮮な岩魚の晦焼や普通の米で、作っ

た餅に岩魚と昧噌を油で妙めたもの

をからめた 「ばんでい餅Jなどの郷
土料理を始め、生ビール ・かき氷 ・

焼きそば ・ラーメン・牛串焼きなど

がある。 1日目の夜には恒例の雪上

花火大会があり人気のイ ベン トであ

る。

開催への契機・経緯

当村は、 2千m級の山々に囲まれ

た標高約 1千mの豪雪地帯で、ある。

この豊かな自然の資源「雪」を活用

し、 他ではできないイベントを実行

しようというのが妊iまりである。日

光国立公園 「尾瀬」という知名度の

高い、素晴らしい観光地を持ってい

るが、当村は知名度が低いので珍し
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いイベントを開催すれば知名度も上

がると思い実施したものである。

目的・基本方針

当村は人口約650名の大変小さな

村であり、交通の便も悪く 、都市との

交流が少ない。そこで、この地域に豊

かに存在する資源を有効に活用し、

都市との交流を通じて地域住民がと

の槍枝岐で生きていくことの重要性

を認識し、地域の新しいライフスタ

イルを育てていくことが目的である。

開催にあたって考慮している点

平成13年で9回目の開催となった

が、やはり重要なのは毎年継続する

ことであり、そのためには多くの地

元住民の協力が必要不可欠である。

本イベントでも観光協会会員をはじ

め多くの地元住民の協力を得て 9回

目を迎えることができた。地元住民

人口 :646人

にイベントの必要性を理解してもら

い、積極的にイベントに参加協力し

てもらえるよう、 J心がけている。

波及効果

約8割の人が観光関係の仕事をし

ており、小さな村へ与える経済効果

は非常に大きく、また、都市との交

流の場となり地域の、活'性化に役立つ

ている。地元住民もお互い協力し、

イベントを成功させることにより、

さらに地元を良くしようという気持

ちが強くなっている。

課題・今後の展望

ステージショー ・花火大会そ して

重機械による雪集めなど多くの経費

を必要としているため、その確保及

び節約が課題である。また、大掛か

りなイベントでもあり、地元協力者

の確保も今後の課題である。



千葉県佐倉市

佐倉・時代まつり
主催佐倉 ・時代まつり実行委員会

会場 旧堀田邸 (旧佐倉薄主邸)かう旧城下町通り

内容

城下町“佐倉"の春の行事、「佐

倉・時代まつり」。武者行列と大名

行列による“時代行列"は、市民参

加による100人の大行列が城下町を

彩る。行列には、市外 ・県外からも

多数参加し、城下町が地域交流の場

にもなる。また、江戸時代、鏑木

村・麻賀多神社の御神輿を新しく造

るために、六崎村に譲った先代御神

輿が里帰りをし、新旧の麻賀多神社

御神輿が、約280年という時を超え

て劇的な再会を果たした。

旧城下町の各商屈では、代々伝わ

る家宝の展示や職人技の披露、市民

創作発表などが庖頭を利用して、 1週

間にわたる「まちかどギャラリ ーj

を開催。その他、大砲や川越藩火縄

銃鉄砲隊保存会による火縄銃の演

武、千葉県鳶工業会による木遣りや

梯子乗り、纏振り、路上での太鼓グ

ループの競演、行列コースの東西2ヶ

所で人力車が運行。

開催への契機・経緯

往時の面影を色濃く残す旧城下町

地区は、江戸時代はもとより近代に

至るまで、近郷近在の中心商業地区

として発展し、当市発展の土台を築

いてきた。しかし、市の都市構造が

大きく転換するとともに都市間競争

が激しさを増し、市民の生活様式も

広域化していく中で、次第にその役

割が薄れ、衰退してしまった。当市

の特質、それは「歴史自然文化」

である。地方の時代、地域の時代と

言われる中で、まちが持つ歴史や特

色を大切にし、旧城下町というかけ

がえのない財産を活用しながら、地

域の個性化、地域の活性化が実現で

きないかということで、市制施行45

周年の記念の年(平成11年)に、本

イベントを開{在した。

名称を武者行列、大名行列等とし

た場合、将来にわたり内容を「江戸

時代jに限定してしまうことになる。

将来は、市内に歴史民俗博物館を持

つメリットも最大限に活用し、各時

代の装束を身に着けた、全国にも例

をみない「時代まつりjを実現する

可能性もある。その第一歩として現

在の 「時代まつりjを考え、地域経

済の活性化を図るものである。

目的・基本方針

人口増加が続く中で「このまちに

暮らすjという意識も失われがちで

ある。現在という時の中で、城下町

という歴史を持つ当市を再発見し、

ふるさと佐倉を見つめ直すとともに、

多くの町家が残されている旧城下町

商庖街通りをアピールし、地域経済

の活性化を図り、また、地域交流の

場として、広く、市外 ・県外へ佐倉

を情報発信していくものである。古

人口 :174.078人

くて新しいまちづくりという流れ

を、“時代まつり"を通じて行う。

波及効果

2回目までは、市の委託事業とし

て、地元関係団体等で組織する実行

委員会が受託。これまでの地元商庖

街や地域の取り組み方を見ると、多

くの人に「佐倉Jを再発見してもら
えるよう趣向を凝らし、時代まつり

を盛り上げている。その点、を考慮、し、

平成13年の3回目から地域が主体と

なって行う補助事業へと転換したと

ころ、地区商庖会では、小判型プレ

ミアム付き商品券の発行や、まちか

どギャラリーを開催するなど、時代

行列のほかにも、来場者に堪能して

もらえるよう独自の工夫をこらすな

ど、自らの町を自ら盛り上げようと

いう機運が育ちつつある。

課題・今後の展望

時代行列の際、交通規制が実施さ

れるが、規制時聞が短く、イベン ト

を余裕もって行うことができない。

また、イ ベン トも一日充実した企画

となるような地元の積極的な取り組

みを望んで、いる。
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神奈川県平塚市 人口:252，578人

湘南ひらつか固 まつり
主催 平塚市、 財平塚市文化財団、湘南ひらつか囲碁文化振興事業実行委員会

会場 中心商庖街他市内会場

内容

(1)500面打ち大会…毎年、 北は北海

道、南は九州まで全国各地から囲碁

ファンが集まり、商庖街に 2列に直

線で、約200m!こ並んだ碁盤に向かう

この500面打ちゃトッププロの囲碁

教室に参加したり、サイン会、懇親

会で普段会えない棋士とのふれあい

を楽しむ。和l太鼓や軽音楽などの音

の演出に加え、アメのつかみどりや

友好都市花巻のりんごのサービス、

漁師鍋の配膳もあり、囲碁を知らな

い多くの市民も集まり、囲碁のまち

平塚のメインイベントを盛り上げる。

(2)級位認定大会・・・囲碁人口の拡大を

狙いとした入門者級位者を対象とし

た囲碁大会。

(3)グループ対抗戦・・・市内の囲碁グルー

プ単位の囲碁大会。

(4)トッププロ公開対局会…舞台上の

トッププロの対局の大盤解説を客席

で楽しむ。

(5)まちかどギャラリー「木谷賓」展

…まちかどの中の ミニ展示。

開催への契機・経緯

平塚に囲碁の木谷道場があったこ

とから、木谷賞九段と門下生の功績

を讃え、記念して囲碁文化振興事業

を実施、その中心行事として本イベ

ントを開催している。

具体的には平成8年、平塚市博物

館で 「木谷寅展jを開催、 9年より

囲碁文化振興事業を実施、本イベン
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卜を開4在している。

本イベントの中心の500面打ち大

会は、平成8年は200面、9年は250

面、 10年は280面と、囲碁ファンの

要望に応え碁盤の数を増やし、11年

より500面打ちとなった。

本イベン トは、当初多面打ち大会

とグループ対抗戦、 トッププロ公開

対局会の3本で始まったが、平成11

年から級位認定大会が加わり、公開

対局会の替わりにおはなしと落語を

同年12月に実施し、変化を持たせて

いる。

目的・基本方針

平塚の特色ある文化として囲碁を

位置付け、本イベントなどイベント

事業とともに、各種囲碁入門教室を

開催、囲碁人口の拡大を図り、市民

の中での定着を目指す。

開催にあたって考慮している点

囲碁を愛好する人は、市民の人口

からすると少数であるので、囲碁を

知らない人もできるだけ楽しめる行

事を検討し、さ らに囲碁との出会い

の機会をより多くもたせて、入門教

室の開催をできるだけ多く設定して

pる。

また、幅広い層の参加を求めて実

施しているが、小中学生をはじめと

する子どもや女性の参加を重視し、

トータル的に囲碁人口の拡大を図る

ようにしている。

波及効果

平塚に木谷道場があった事実や、

平塚の木谷道場から数多くのトップ

プロ棋士が誕生している事実を多く

の市民が知り、それを誇りとして思

うとともに、文化的な財産として後

世に伝えていくべきことと認識しつ

つある。また、それぞれのイ ベント

が毎回マスコミで大きく取り上げら

れることにより、 「囲碁のまち平塚」

が全国的に知られるようになり、市

民の中でも 「囲碁のまち平塚」が定

着しつつある。

課題・今後の展望

「囲碁のまち平塚jの定着とその

前提となる囲碁の普及。その拠点、と

して、木谷記念館の建設を図る。



人口:321，435人

全日本チンドンコンクール
主催富山市、富山商工会議所

会場 富山城祉公園及びその周辺

内容

本イベントは、昭和30年の第 1回

から平成13年で47回を迎え、「富山

の春の風物詩jとして定着している。

全国的にも珍しいこの行事は、 全国

のプロのチンドンマンが一堂に集結

し、日ごろ士音っている、その技とア

イデアを競うコンクールである。ベ

テランから若手までそれぞれが趣向

を凝らしたパフォーマンスを展開

し、あらゆる年齢層が楽しめるアッ

トホームな春祭りである。

金曜日夜の前夜祭で花見客に好評

な「幽玄ちんどん夜桜流し」を皮切

りに、桜並木をくぐる「チンドン開

幕パレー ドj、本選の「全日本チン

ドンコンクールJそして富山の中心
商庖街を走る平和通りでの「チンド

ンパレー ドJと、桜色に溢れた富山
の街をチンドンマンが笑いと感動の

渦に誘う、内容盛りだくさんな 3日

間のイベントである。

また、寝たきり等で施設入所して

いる高齢者などに喜んで、もらえるよ

う、開催期間中、多くのチンドンマ

ンに市内福祉施設へ訪問してもらっ

ている。高齢者の昔を懐かしむ涙や、

子どもたちの無邪気な笑顔が、「富

山の春の風物詩jをさらに意昧ある

ものにしている。

開催への契機・経緯

当市は昭和20年8月2日の大空襲

により市街地は壊滅状態となった。

その後、廃櫨からいち早く立ち上が

り、市の復興がほぼ完成した昭和30

年、当市に明るさと平和感を与えよ

"庖コンクール

山商工会議所と当市の発案で誕生し

たのが、「全国チンドンコンクールj

である。当初は、東京、名古屋、大

阪を中心に150余名が参加し、約20

万人を超す沿道の市民の熱烈歓迎を

受けて笑いの渦となったと聞いている。

目的・基本方針

本イベン トは、 「富山の春の風物

詩Jとして歴史を重ねている。この
長い歴史の中で、 主役であるプロの

チンドンマンの後継者育成難やテレ

ビ、ゲーム等の普及による市民生活

における余興の多様化などの流れの

中で、存続が危ぶまれた時代もあっ

たが、チンドンの業界も新しい世代

が育ちつつある。今後も、ノスタル

ジーと共に「生Jの人との触れ合い
の中で生まれる新鮮な「笑pJを大
切にしていきたい。

波及効果

富山というと、何か「引っ込み思

案な県民性jがあると思われるが、

うと、「桜まつりjの目玉として富 この「全日本チンドンコンクールj

のーイベントである「素人チンドン

コン クールjへの参加を目標に、

「チンドンマン育成講習会jを開催

したところ、市民から多数参加があ

り、かつ「素人チンドンコンクールj

へも、 富山から5チームが参加する

ことができた。参加した市民も、講

習会が始まった頃の恥ずかしさはど

こへいったやら、当日は笑顔に溢れ、

はしゃいでいた。「チンドンjは県

民性をも変えるといったところか。

課題・今後の展望

「富山の春の風物詩jとして定着

している現在、より県内外の観客に

愛されるイ ベントになるよう、 平成

13年度は富山の美昧しい昧覚を敷き

詰めた「ちんどんぶり入り弁当j等

を販売し好評を得た。今後も 「富山

のチンドンJに行けばめぐり合える
「人J、「昧Jそして「心Jを提供で
きればと、事務局一向、次年度に向

け熟考中である。
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石川県七尾市 人口 47.553人

七尾・祭りの園IIスティバル(能登キリコフzスティパル)
主催七尾市

会場 わくわくプラザ (石川県七尾市和倉町)

内容

(1)能登地域各地のキリコ祭りの競演

出演団体:石崎奉燈祭、祇園祭

(ともに当市)、にわか祭り(能都

町)、西海祭り(富来町)、珠洲市

春日野キリコ(珠洲市)

(2)キリコ担ぎ体験の実施

(3)郷土芸能等のステージイベント

県指定無形民俗文化財である「七

尾まだらJ(当市)や「御陣乗太
鼓J(輪島市)をはじめとする郷土
芸能、新しいイベント rYOSA

KOIJの披露

(4 )観光物産展

海と山の幸の特産品の展示 ・販売

開催への契機・経緯

観光を主要産業と位置付ける当市

では、能登の自然と文化に育まれた

魅力的な祭りが数多く存在してお

り、これらを一堂に集めたフェステ

ィパルを開催して当市の情報発信に

よる誘客を図るとともに、併せて市

内の名所旧跡と商届街に回遊性をも

たせ、海と山の幸や特産品の展示 ・

販売をするなど地域の活性化につな

げようとするものである。
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目的・基本方針

「渚のいで湯」 の名で能登半島観

光の宿泊基地として有名な和倉温泉

に、七尾の伝統ある石l崎奉燈祭や祇

園祭と招聴した能登の祭りの競演を

メインに、祭り体験コーナーや郷土

芸能のステー ジイベントなどを行

い、伝統芸能の伝承 ・普及と郷土愛

の醸成、さらには誘客による交流人

口の増加と地域活性化を図る。

開催にあたって考慮している点

当市の魅力的な祭りや伝統芸能が

全国認知となるよう、祭りをてとと

したまちづくり ・地域活性化に関す

る企画 ・立案をし、交流人口の増大

を図る。併せて、能登各地の祭りや

郷土芸能を一本化した事業とするこ

とによる、全国区レベルのイベント

に押し上げる効果を狙う。

波及効果

渚のいで湯手[1倉温泉を会場に、当

市の夏を代表する祭りと能登の代表

的な祭りを一堂に集めた本イ ベント

は、年々知名度が増し、 2日間で3

万5千人の観客が詰め掛けた。これ

は本イベントが新しい観光資源とし

て定着し、マスコミや旅行エージェ

ントによる誘客に成功したためと考

えられ、交流人口の増加と地域活性

化、地域文化遺産の継承につながっ

ているものと十分な手応えを感じて

pる。

課題・今後の展望

本イベントは経済産業省より補助

金の交付を受けているが、これは永

年受けられるものではなp。しかし

ながら、多大な経費と労力を要する

能登各地のキリコの出演があってこ

そのイベントであるため、今後の予

算の確保が謀題となる。



石川県川北町 人口:4.962人

川北まつり(手取の火まつり)
主催川北まつり実行委員会

会場 手取川簡易グランド

内容

メインイベン卜は音と光の祭典。

夏の夜空を赤く焦がす高さ45mの

「大かがり火jをパックに手取川河

川敷に設けられた特設ステージにお

いては、豊作の祈りを込めた町内15

地区の 「虫送り太鼓」の競演や先人

の遺徳と御霊を慰める 1千名の 「送

り火」、平成元年に地域おこしの一

環として生まれた「手取充龍太鼓j、

そして「かがり火踊り」が次々と披

露される。

さらに北陸最大規模の 1万発の花

火が打ち上げられる北園大花火大会

がまつりのフィナーレを飾り、観衆

を幻想の世界へといざなう。

この日は、全町民が一丸となって

まつりに参加し、その集約されたエ

ネルギーが県内はもとより県外から

も多くの観衆をu平び、人口の50倍以

上の26万人が会場及び会場周辺を埋

め尽くす。現在では北陸を代表する

夏の風物詩となっている。

開催への契機・経緯

地域をあげてのまち独自のまつり

が乙れまでなかったということで、

町内各種団体の有志が集まり、新た

なまつりを模索し、まつり開催の機

運が高まっていった。数々の議論の

末、地域に古くから伝わる「虫送り」、

そして、その太鼓の音色と先人の遺

徳と水害の御霊を慰める 「送り火j

や大かがり火を主体とした本まつり

が昭和61年に始まった。平成2年に

は、北園大花火大会が行われるよう

になり、年々盛大なものとなり、 12

年には、 1万発の花火を打ち上げた。

目的・基本方針

川町民の一人ひとりが、より豊か

により幸せにと願い、 町民の融和と

団結を図り、産業と文化の調和のと

れた明るく住み良いまちづくりを目

的とする。

開催にあたって考慮している点

会場及び会場周辺には、 26万人の

観衆が集まるため、警備面及び交通

渋滞対策について考慮、している。持

備面については、緊急時に対応する

ため、救急車、消防車の配置及び緊

急車両の走路の確保、そして観衆を

危険から回避するための係員、警備

員の配置、観衆の誘導に努力してい

る。また、交通渋滞対策として、 会

場周辺の交通規制の実施、警察や交

通推進隊による車の誘導、駐車場の

確保にも力を入れている。

さらに、まつり終了後の大量のご

みへの対応にも苦慮している。平成

13年度(第16回)には、ごみ箱を置

かないようにし、観衆にごみ袋を配

布して、ごみの持ち帰り運動に協力

を求めたととろ、ごみの量が例年の

半分に減少した。

波及効果

本まつりを開催することにより、

県内、県外を問わず、当町を大々的

にアピールする絶好の機会となって

いる。また、 町民一丸となってのま

つりのため、地域住民の融和や団結、

地域コミ ュニテ ィの活性化などに大

きな成果をあげている。さらに、多

くの観衆が集まるため、飲食物の版

売などにより、経済的な効果も表れ

ている。

課題・今後の展望

今後も警備面や交通渋滞対策を中

心とした課題に対応し、前年度の反

省に立って改善を図り、後世まで続

けられるように盛大にまつりを盛り

上げていきたい。
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石川県内灘町

世界の凧の祭典
主催 内灘町世界の凧の祭典実行委員会、日本の凧の会、石)11テレビ放送

会場 内灘海7J<)谷場特設会場

内容

心の豊かさが求められる今日、風

と人の巧みな手さばきだけで空に舞

う凧は、われわれにさわやかな感動

と空に対する限りない夢とロマンを

与えてくれる。

大会は、日本海を一望する白砂青

松の大自然・内灘海岸を舞台に世界

各国、全国各地、そして当町から多

数の人びとが集い、ふれあい楽しむ

ことを目的に開催する。

、 ま?

¥ 
¥〉

開催への契機・経緯

内灘砂丘における凧揚げは、 石川

テレビ放送の開局20周年記念事業と

して平成元年5月に内灘海水浴場特

設会場で、「日本海凧揚げ大会Jと
して実施されたものをも ってその端

緒となす。その問、平成元年から 3

年まで、例年後援者と しての立場を

とってきた当町では、 4年度から町
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政30周年を記念してこの大会を拡大

し、石川テレビ放送や日本の凧の会

とともに、主催者三者の一員として

本イベントを開催するに至った。

目的・基本方針

人と自然のふれあい、人と人との

出会いなど、 凧揚げを通して国内外

の多くの人びととの交流親睦の輪を

深める。

開催にあたって考慮している点

大会については、各町内会、公民

館の参加協力により、大会がより盛

人口 26.569人

大になり、多くの町民の参加を得ら

れている。また運営についても町内

各種団体、 警察等の協力により円滑

に行われている。凧については地元

凧の会を中心に、県外から多くの参

加があり交流を深めている。

波及効果

凧作り、 凧揚げを通して、地域

間・世代間交流並びに地域コミ ュニ

ティの熟成を図ることができ、地方

文化育成の一環を担うものとして大

いに期待される。また、凧の祭典を

行うことにより、内灘海岸の付加価

値を高めることができる。

課題・今後の展望

一般の人びとも凧揚げを楽しむこ

とができるように、観るだけから参

加型の大会へ移行していきたい。



福井県福井市

福井コスモスまつり
主催宮ノ下花の郷づくり実行委員会

会場宮ノ下コスモス広苑

内容

地元農家が本イベントに向け栽培

してきたコスモスの数は約 1億本。

広いコスモス畑を貫く通路をトラク

ターの荷台に乗って走る花トラ車運

行や、コスモスに見立てたピンクの

古代米もちぜんざい販売やジャンボ

カボチャ目方当てクイズが催される。

開催への契機・経緯

平成7年、当市江上町に市役所か

ら、農協を通じ、コスモス栽培の話

があり、協議の結果、 休耕田を活用

してのコスモス栽培がスタートした。

6月に種まきを行い、以後、栽培

農家が一丸となり除草などの管理を

徹底したところ、秋には見事にコス

モスがl咲き言寄った。メン}'¥ーの中か

ら、折角これほどまでになったのだ

から「祭り」を聞いては、との意見

が出て、急きょ「宮ノ下コスモスま

つりjを開催、予想、をはるかに越え

る約8千人ものが見物客が訪れ、地

区民もび、っ くりするほどの盛況であ

った。以降、毎年開催するようにな

り、第3回からは名称を「福井コス

モスまつり」に改めて現在に至って

pる。

目的・基本方針

コスモスを中心に四季を通じて花

が楽しめる、潤いと活力のある地区

づくりを目指すが、基本的には、建

物、電柱などはできるだけ目立たぬ

ようにして、農村の自然と緑を大切

にしながら、 花の郷づくりを推進し

ていきたいと考えている。

開催にあたって考慮している点

-世界ーの焼き芋大会、幸運の花

びらさがし大会、ジャンボカ

ボチャの目方当てクイズ大会、

世界の珍種コスモスコーナ一

等、 田舎らしさと地域の特色

を素材に毎年サブイベントを

企画し、マンネリ化にならな

pょう考慮している。

・より多くの人にイ ベン トを知っ

てもらうためにホームページ

を作成。コスモスの写真を掲

載し、咲き具合が逐一分かる

ようにした。

波及効果

-世代問、集落、団体聞の連携が

密になり、地域住民の協調性

と連帯意識が一層深まった。

・見物に訪れる都会の人たちとの

交流が生まれ、区民に意識の

変化が見られるようになった 0

・コスモスという共通の話題がで

きたことで、地域住民の親睦

が深まった。

人口 :249.756人

-本イベントに合わせた野菜栽培

等の情報交換を通し、地区内、

特に婦人層の交流が深まり、

農産品の生産グループも生ま

れて、地域の活性化につなが

っている。

・本イベントが全国的に有名にな

ったことで、子どもたちをは

じめ地区民が誇りと郷土愛を

持てるようになった。

課題・今後の展望

コスモス栽培を始めてから 7年。

発足当初のメンバーも50歳から60歳

代がほとんどとなっている。今後は

後継者の育成を進めながら、 地域に

合った特産品の開発と行政に頼らな

い運営資金の捻出方法を模索し、ど

こにも負けないコスモスの花づくり

に全力で取り組んでいきたい。
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静岡県長泉町 人口 :36.073人

長泉わくわく祭り
主催 長泉町、長泉わくわく祭り実行委員会

会場 大いちょう通り、長泉中央通り、コミュニティながいすみ (JR御殿場線下土狩駅前)

内容

]R御殿場線下土狩駅前の大いち

ょう通り、長泉中央通りを会場に、

本イベントオリジナルのテーマソン

グ「ポケッ トに勇気を」に合わせて、

踊り歩く祭りである。踊りについて

もオリジナルのもので、踊り部門、

パフォーマンス部門に分かれ、各連

(チーム)が「わくわく大賞jを目

指す。参加は、 10名以上であれば、

誰でもできる。平成13年度は5回目

となり、 55連約2，300名が一斉に踊

り歩いた。

また、台車部門もあり、各連色い

ろに装飾し、見る人の目を楽しませ

ている。その他に子ども向けのコー

ナ一 「わくわくキッズランドJでは、
キャラクターショー、遊具、子ども

向け出底、飲食屈などがある。

当町では、これまで地域住民が 1

つになって接り上がれるような大き

な祭り、イベントがなかった。そこ

で、乙れまでのイベント等に関わっ

ていた地域住民や職員有志等を募っ

て、当町を象徴するような住民参加

型の祭りの創造を検討する 「長泉に
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ぎわい創造会議Jを設置し、イベン
ト企画の研修や全国の祭り等の情報

を収集しながら、 2ヵ年にわたって

の検討をしてきた。これまで、町行

事への参加が少ない若い住民層にも

支持される内容に主眼を置いた。

目的・基本方針

-誰もが参加したくなるような雰囲

気、仕掛け0

・当町を象徴するような盛り上がり

の創出0

・ ~I] 内企業とそこで働く従業員を巻

き込む。

・地名、旧跡にと らわれず、 長く 陳

腐化しない曲、歌詞。

開催にあたって考慮している点

-参加者が子どもや女性層に特化し

ないよう、広く参加を呼びかけて

pる。

-踊り だけでなく 、幅広い層に参加

意欲が湧くような、また、観てい

る人にと っても、おもしろくなる

ような賞の設定。

・会場で撮影した写真によるコンテ

ストを開催し、イベン卜後にも地域

住民の問で盛り上がる話題づくり 0

・会場周辺の交通対策(きめこまか

な案内看板の設置、代替駐車場の

確保)。

・賞金や賞品には税金を使わず、 企

業からの寄付で賄い、町レベルの

イベン卜としては、多めの額を確

保している。

波及効果

-他市町からの参加や見学者が増

え、 当町の元気度がアピールでき

ている。

・祭りの後の反省会などにより、 町

内の飲食屈が活気づいている。

・各種団体が、その存在をアピール

する機会となっている。

・中学生、高校生がクラブやクラス

単位で参加があるなど、これまで

まちづくり活動において参加の薄

かった層にも町に対する関心が広

がっている。

課題・今後の方針

-参加者は増加しているが、 会場が

道路のため限界がある。

・飲食屈の数が少ないとの意見があ

るが、出庖者との調整が難しい0

・当初、将来的には民間主導型のイ

ベントを目指して始めたが、 今後

どのように、民間へ移行していく

かが諜題である。



愛知県西春町

平盆まつり
主催平盆まつり実行委員会

会場 西春町文化勤労会館周辺

内容

平和事業と盆踊りを合体させたイ

ベン トである。

(1)プレ・ステージーアマチュアバン

ドの演奏12バンドの参加(内8バン

ドは雨天中止)

(2)平和事業

①平和風船

・昨年の平和風船メ ッセージ

を受け取った人、メ ッセー

ジを書いた児童、広島の平

和の灯の採火に協力した人、

平和活動をしている桜丘高

校の先生との親睦を深める

平和親睦会。

・平和のメ ッセージを書いた

風船l千個を飛ばす。

②平和の火点火リレー

・平成 5年に広島から運ばれ

た 「平和の火」から、来場

者のリレーで会場に設置し

た火台に点火する 。子供会

と児童館で作成した105個の

灯龍にも点火する。

(3)オープニングステージ 中学校や

-• 

地域の人の太鼓演奏。

(4)平和横丁一グループ、各種団体等

による48庖の模擬屈(プロの参加な

し)。

(5)盆踊り一各踊り関係のクラブの協

力により、盆踊りを先導してpく。

(6)小型打上花火 乱玉・小型煙火

( 9箱)。

開催への契機・経緯

以前は商工会が主催で盆踊りだけ

を行っていたが、商工会だけでは実

施出来なくなり、 町が主催で行うよ

うになった。毎年お盆の直近の土日

にイベントを行っていたため、平和

事業も組み入れたイベントとした。

目的・基本方針

当町民の触れ合いと融和を図ると

ともに、平和への町民の関心を高め、

住民の創意工夫、自主性を高めるこ

とを目的とする。

すべて町民の手による手づくりの

イベントで、全体の企画運営は、住

民から集められた 「平盆まつり実行

委員会」が行う、まさに町民全体で

人口 33，006人

っくりあげる「子づくりの夏まつり」

である。

開催にあたって考慮している点

-多くの人が来場するように、新

聞・広報誌・広報板等で周知して

pる。

-駐車場が数少ないため、回りの施

設の駐車場を借用している。路上

駐車で突通渋滞をまねかないよう

に、交差点、や交通量の多い路線に

はカラーコーンやトラサクで防御

している。

波及効果

-平和風船で町内はもちろん町外の

人にも平和を訴えることができた0

・本イベントに出屈者として参加す

る団体が年々増えている。

課題・今後の方針

本イベントも平成13年度で第6回

を数え、マンネリ化という声もあが

っている。マンネリ 化を防ぐため、

新たな企画を考えなくてはならない

時期にきている。14年度の開催に向

けて新たな企画を考案中である。
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和歌山県すさみ町 人口 5，918人

イノブタダービー(イノブータン王国建国祭)
主催イノブタダービー実行委員会

会場和歌山県すさみ町、すたみ海水浴場

内容

「イノブタダービーjとは、 1周

100mの特設競豚場にて、生後 3ヶ

月のイノブタ(猪と豚のハーフ)を

出走豚に仕立てての珍レースであ

り、 6頭のイノブタたちは、障害物

を乗り越えて一目散(? )にゴール

を目指す。

レースは競馬と同じ要領で、連勝

複式の「豚券(トンけん)Jを発行
し、意外性と娯楽性にあふれたレー

スを楽しんでもらうものである。

「豚券」は同じ会場で開催の「な

んでも朝市jで500円以上購入する

か、前日に観光協会加盟宿泊施設に

宿泊した場合にプレゼントし、賞品

はイノブタグッズと特産の梅加工品

である。平成12年度よりネ ットによ

る投票「ネ ット・イノ ブタダービーj

も実施している。

「イノブタダービ-Jのイ由にも、
「何でも朝市J、魚のつかみ取り、潮
干狩り、イノブタうどん早食い競争、

クルーザーによる遊覧、イノブータ

ン王国建国式典&パレードなど、盛

り沢山のイベントとなっている。

開催への契機・経緯

本イベントは、過疎化が進み、あ

まり明るい話題のなかった町に、何

か活力を与えようとの考えから、昭

和56年5月、町商工会青年部の手に

より始められた。当初から町の特産

品「イノブタ」をテーマに、という

ことは決まっていたが、具体策では、

イノブタサーカス、イノブタ水泳大

会などさまざまな意見が続出し、最
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終的に参加者へのアピール度が高い

ということから、「イノブタダービー」

となった。

目的・基本方針

当町が発祥の地である特産品イノ

ブタを利用して、 「遊び心」を基本

テーマに、 町の知名度アップや特産

品の販売促進、さらには訪れた観光

客に遊びの場を提供しよ うとの目的

で企画されたものである。

開催にあたって考慮している点

地域に根ざしたテーマを持ち、独

自性があり、 家族で気軽に参加でき

るイベントを目指している。PR面

では、報道機関へのニュースリ リー

スの配布等、パブリシティの活用を

徹底的に行っている。

また、当初は商工会青年部単独で、

の実施だったが、今では町内各種団

体の協力を得て実行委員会を組織す

るなど、全町的な協力体制を心がけ

ている。

波及効果

「遊び」というとともすると否定

されがちだが、遊びは“ゆとり"で

あり、この“ゆとり"があってこそ

楽しい発想、も生まれるのではないか

と考えている。

経済的な成果を活性化とみる考え

方を否定するものではないし、実際、

町の知名度ア ップによる観光客の増

加等の経済効果もあるが、住民の地

域に対する誇り、愛着心や 「やる気j

醸成の一助になったことのほうが大

きp。

課題・今後の展望

本イベントや県畜産試験場見学を

除けば、イノブタとふれあえる機会

はそう多くなく、イベン卜開催時以

外でもイノブタとふれあえる場づく

りが必要となっている。



ビ‘ッグひな祭り
主催 ビッグひな祭り実行委員会、阿波勝浦井戸端塾

会場 勝浦町勤労福祉センター

内容

家庭で飾らなくなった雛人形を全

国から集めて、本イベントを毎年開

催している。平成13年で13回継続し

ている。会場中央に高さ 5mのピラ

ミッド型ひな壇、周囲に 7段飾りを

設営し、雛人形 1万5千体を華麗に

飾るもので、これらの雛人形は、 祭

り終了後、ひな大使として、また、

里親制度によ って国内外に移出し

て、日本人形文化の普及と保存、親

善交流に努めている。

関連イベントとして、千葉県勝浦

市や愛知県足助町など友好関係を結

んでいる市町へ雛人形を数千体送

り、ビッグひな祭りを同時開催した

り、徳島城博物館へ古代びなを展示

したりしている。人形浄瑠璃勝浦座

の公演も同会場で期間内に行う等、

伝承文化の発展にも寄与している。

ひな市も開いて、地域産品の流通に

も一役買い、人と物と情報の交流に

努めている。

開催への契機・経緯

阿波勝浦井戸端塾を結成して初め

て取り組んだのが、本イベントであ

る。当町で昭和初期から各家庭に多

く見られる御殿びなに着目し、ちえ

袋の会が手がけたひな祭りを 3年目

に引継ぎ、町内外、さらに全国に発

信して、名実と もに日本ーといわれ

るビッグひな祭りに成長させた。

文化性を底流に持ち、文化資源交

流、雛人形再活用に役立ち、社会の

ニーズに応える本イベントの意義は

大きく、これを基盤として、さらに

知名度を上げ、 地場産業の更なる発

展、勝浦八景等地域景観の再発見に

もつなげていきたい。

目的・基本方針

「グローパル勝浦」を標椋し、当

町の知名度を高めよう、全世界に売

り出していこうと、地域の活性化活

動を多彩に展開することを基本方針

とする。この方針を達成するため、

当町の再発見、再構築、再発進を目

的とする。

人口 6.921人

開催にあたって考慮、している点

1.安全性:絶対安全に留意。飾

り段設営、駐車場へのガードマン配

置誘導等。2.効率:準備始末の期

間、人形保管、里親制度の運用。

3.工夫 :ひな飾りを華麗に、飾り

段、配列、配置。4.文化性 :イベ

ン卜の必須要件、展示関係資料の検

討。 5.目玉づくり:毎回開催の目

玉(テーマ作り)の配慮、継続条件。

6.交流:国内外来場者との交流、

ボランティア人口の増加。7.経済

効果 :イベン ト開催と地域の経済効

果に配慮、関心。

波及効果

1.開催期間中(毎年 2月下旬~

3月中旬の15日間)に 3万5千人

(町人口の 5倍)の来場者があり、

人と物と情報の交流に役立ってい

る。 2.町内外にボランティアの意

識が浸透して、雛人形展示や片付け

に参加する人が増している。 3.町

の特産品のPR、販売力が増大し、

経済効果があがってきた。4.イベ

ント開催毎に本イベン トの主催団体

である阿波勝浦井戸端塾の団結が強

固になり、 NPO認証への気運が高

まってきた。

課題・今後の展望

雛人形の常設館を建設し、人形浄

瑠璃勝浦座の農村舞台を併設して、

定期的公開、資料の展示、修復 ・保

存を行う。また、道の駅、 日曜市等

との相乗効果を狙う。
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B全国お手玉遊び大会
主催 日本のお手玉の会・全国お手玉遊び大会実行委員会

会場 リーガロイヤルホテル新居浜

内容

お手玉の技を競う競技大会であ

る。「小学生の部jと「一般の部」

に分れており、個人戦では片手2個

ゆり、両手 3個ゆり等の種目別に、

失敗しない時間の長さを競う。また、

団体戦では 1 チーム 5~，で、それぞ

れの担当種目で対戦する。

競技の他にもお手玉技量認定審査

やお手玉教室が開催され、「お手玉

ミニ博物館」として世界と日本の珍

しいお手玉が展示される。また、ア

トラクションとしてお手玉歌、わら

べうたの合唱や肥後ちょんがけごま

の名人芸が披露される。

開催への契機・経緯

不況で沈滞していた当市を市民の

手で活性化しようと、 H百和60年に組

織された「新居浜アメニティ倶楽部」

が、活動の一つである 「お手玉の普

及活動」として、本イベン卜を市内

23のボラ ンティア団体の協力を得て

スター卜させた。この大会を継続し

て開催し、日常的にもお手玉の普及

活動を続けようと、平成4年9月に

日本のお手玉の会が発足し、第 1回

大会が開催された。
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目的・基本方針

大会への参加者は、 5歳から80歳

を超えるおばあさんまで幅広い。お

手玉遊びが持つ大きな魅力であるこ

のような世代交流と地域交流 ・国際

交流が大きな目的である。また、教

育、福祉の面からも、伝承文化の理

解だけでなく、出代交流、地域交流

の教育的効果という点で期待される。

開催にあたって考慮している点

これまで日本のお手玉の会とボラ

ンティア団体による実行委員会で企

画運営してきた。今後もこの市民に

よる開催のス タイルを続けていきた

い。お手玉の枝が上達することも大

切ではあるが、それ以上に、世代問、

地域聞の笑顔の交流を重視する企画

を大切にしてpく。また、教育、福

人口 :128.337人

祉の面での効果をあげるよう配慮する。

この10年間、日本のお手玉の会の

本部のある当市で大会を開催してき

たが、第11回大会から、全国各地で

の持ち回り開催とし、お手玉遊びの

普及のさらなる飛躍を期す。

波及効果

大会で知り合った遠隔地のお年寄

りに、 地元の女子中学生が手紙を出

すようになるなど、世代交流が促進

された。地元の市民が大会を企画運

営し、遠来の来訪者と交流すること

により、汗を流したことが喜ばれ感

動し、感謝する喜びを感じることが

できるようになった。県外からの参

加者が増え、大会会場での地元物産

の販売も大きな成果をあげるように

なり、まちの活性化に少なからず貢

献している。当然「お手玉のまち」

として、全国はもとより海外にも知

られるようになってきた。

課題・今後の展望

大会の運営資金は、市民と地元の

企業、団体の協賛に頼っている。こ

れからは事業化の視点も取り入れ、

日常的な活動で資金を確保すること

が大きな課題である。

活動を開始して10年になる。スター

卜当初に情熱を燃やして取り組んで

きた仲間は、それぞれ10歳年を取っ

た。若い協力者も出てきているが、

当初のメ ンバーに較べれば情熱に差

がある。若い世代の育成が急がれる。



高知県高知市

よさとい全国大会
主催よさこい祭振興会

会場高知市追手筋競演場、帯屋町商届街、中央公園

内容

よさこい鳴子踊りは、近年全国に

広がり発展している。全国各地の

「よさこpJは地域に根付き愛され
ていく文化となり、まちづくり ・地

域おこしの担い手となってきてい

る。この広がりの中で 「よさこpJ
を通じて全国各地との交流の輪を広

げ、ネットワークづくりを進めている。

毎年8月9日-12日に開催される

よさこい祭りのフィナーレを飾る本

イベントは“交流と情報発信"を目

的として女台まった。

平成13年には全国から154チーム、

約1万7千人が参加、よさごい祭り

本番での受賞チームと競演した。

開催への契機・経緯

よさこい鳴子踊りは全国に波及し

ており、全国の 「よさこい人」がよ

さこいI!鳥子踊り発祥の地である高知

に集まり、よさこいを通して“交流

と情報発信"できる場をつくること

を目的に始まった。

目的・基本方針

全国のよさこい人との交流と、高

知からの情報発信を目的とする。老

若男女を問わず、 よさこい嶋子踊り

を好きな人が集い、踊りを披露して

もらう。

開催にあたって考慮している点

よさ乙い嶋子踊りは、近年全国へ

広がり発展してきた。その中で、平

成11年に初めて本イベントを開催

し、全国各地の「よさ乙い人jとの

人口 :325，320人

交流を深めることができた。この広

がりの中で 「よさこpJを通じて、
さらに全国各地との突流の輪を広

げ、ネットワークづくりを進めている。

また、 よさこい鴫子踊りの発祥地

である高知において、高知らしさを

アピールし、全国へよさこい文化を

積極的に発信する。

波及効果

平成13年は日程的に日曜日という

こともあり、 例年にない観客動員と

なった。また、これに伴う全国のよ

さこい人の交流 ・友好関係の拡大が

図られた。
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大分県緒方町 人口 :6.886人

小松明にだい)火祭り~真夏の夜の感動物語~
主催緒方町、小松明火祭り実行委員会

会場緒方平野一帯

内容

毎年8月、小松明(こだp)とい

う竹の棒の先に松明をつけたものを

道路や田んぼの畦に一間おきに立て

て行き、夜になると花火を合図に緒

方平野一帯で点火をする。この行事

は、江戸時代の頃、先祖の供養や虫

除けのために始まったものである。

点火の合図とともに緒方平野は約 1

万3千本の松明の幻想的な炎に包ま

れ、満天の星空の下、ゆらゆらと炎

がゆれるその様は、多くの人びとを

魅了している。近年は、これに合わ

せ炎の「造形コンテスト」を実施し

たことにより、城跡や水車など、緒

方の景観にあわせた造形美がいっそ

う雰囲気を盛リ立てている。また、

道の駅「原尻の滝jでは、滝や水車

のライトアップ、オカリナやシンセ

サイザーによる音の競演により、静

から動への演出で祭りを盛り立てて

pる。

開催への契機・経緯

江戸時代から始まったこの行事

は、 町民の一軒一軒が協力し続いて

きた伝統的なものである。これに近

年では観光施設でもある道の駅「原

尻の滝jなどの観光資源を合わせ、

イベント内容の充実を図る。

目的・基本方針

幻想的で厳かなイメージのもと、

人びとの心を魅了してくれる本イベ

ントを一度でいいから見に来て欲し

p。きっと心を打つ何かを感じるこ

とができる…、この考えを中心にイ

ベン卜の追加検討を行う。
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開催にあたって考慮している点

住民の一軒一軒が参加するため、

年々戸数が減っているのをどうカバー

していくのかが大変だが、 地元の各

グループが積極的に参加協力をして

くれている。伝統的な小松明だけで

なく、炎の造形コンテス トや道の駅

「原尻の滝jでライトアップをし、

コンサー トを開くなど、緒方の観光

資源と組み合わせた演出を毎年検討

している。

波及効果

「緒方町」というイメージの植付

け、人びとの心の中にふるさと緒方

を懐かしく思い出させ、また帰って

くるという気持ちにさせる。リピー

ターを含め年々観光客が増えてい

る。地域のグループがまちおこしの

中心となって参加協力してくれる活

動気運の盛り上りができた。

課題・今後の展望

参加戸数(人口)の減少。炎の造

形コンテス トへの一般公募による参

加をもう少し増やしたい。伝統的な

ものであることから、継続が力とな

って今後も自然で、当たり前のように

続いていくことであろう。



沖縄県那覇市

那覇大綱挽
主催那覇大綱挽保存会

会場 国際通り、国道58号線 (久茂地交差点)

内容

毎年体育の日の前日に実施され

る。370年余の歴史をもっ大綱は長

さ186m、直径1.5m、重さ40.ltもあ

り、 当市を東西に分け、 ドラや鉦、

太鼓が鳴り響く中、数万の群衆がひ

しめき波うち、綱を挽きあう様子は

まさに圧巻である。

開催への契機・経緯

本イ ベン卜は370年の余の歴史と

伝統を有し、琉球王朝時代の国事の

慶賀事業として執り行われた。昭和

10年以降中断を余儀なくしていた

が、復活を望む多くの市民 ・県民の

熱意によって、昭和46年10月10日、

当市制施行50周年を記念して復活した。

目的・基本方針

1628年に始まり、古い歴史文化と

誇り高い伝統を有する本イ ベントを

実施する事により、市民安寧の高揚、

市民相互の融和、並びに観光産業の

振興を図り、併せて文化遺産を保護

育成することを目的とする。

開催にあたって考慮している点

本イ ベントは、交通量の多い国道

58号線を規制して実施している。当

該国道は、当市のみならず沖縄県の

幹線道路となっており、交通規制に

約4時間をかけて実施するため、そ

れに伴う周辺道路の規制についても

パス会社への協力依頼のほか、 一般

ドライパーへの交通規制の徹底を図

る必要がある。

また、綱の挽き手と観客が当該国

道に集中し、歩道にも観客があふれ

る状態になるため、雑踏警備を強化

する必要がある。

波及効果

本イベントは戦中戦後の一時期は

諸般の事情により中断していたが、

昭和46年の当市制施行50周年を記念

して開催されて以来、平成13年で第

31回を数える。

このような伝統行事を継承し発展

を図ることは大切なことで、これを

広く国内外に発信することが、観光

振興として貢献できるものと考えて

pる。

波及効果としての正確な数字の把

握は難しいところであるが、沖縄の

秋の祭りとして、今後観光誘客を図

ることができるものと考えている。

人口 301.254人

課題・今後の展望

謀題と しては、大綱挽の会場を国

道58号線から別の場所へ変更できな

pか検討すること。国道58号線の交

通規制は現在の 4時間以上は困難で

ある。大綱挽の余韻をもう少し楽し

むためには交通規制の緩やかな場所

が必要で、ある。
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北海道東藻琴村 人口・2.875人

ノンキーランドふるさとまつり

内容

本イベントでは、牛が食べる牧草

を使った「ロール転がしどってん酷

ロール北海道大会Jを開催している。
牧草ロール(男性800kg、女性

500kg) を片道40mのコースを往復

押してタイムを競う。コースの途中

に高さ91cmの障害があり、 会場内

は熱気に包まれる。

開催への契機・経緯

村おこしとして余剰牛乳の活用に

よるナチュラルチーズの研究開発を

始め、 北海道の一村一品として、村

自慢の一品に成長した。昭和55年以

来「地域に根ざした伝統行事としてj

本イベントを開催している。

「チーズのふるさとノンキーラン

ドに相応しいビッグなイ ベン ト」と
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して、広大な草地に横たわる無数の

牧草ロールを使った「ロール転がし

どってん酷jが創られ、全道各地か

らの参加者と地域の協力の輸が広が

り、 参加者と応援者が一体となって

もり上がりを見せている。

目的・基本方針

体力と気力とチームワーク を一つ

にして互いの力と技を競い合い、応

援に集まった観衆と一体となったま

つりの原点を求める。

開催にあたって考慮している点

ロール転がしに使用するロール

は、 1個 1個手作りのため、同一で

はないので作成に苦慮、している。

波及効果

-地域連帯意識の高揚。

・全道各地から参加者が集まり、村

のPRとなった。

課題・今後の展望

本イベントの継続及び財源確保が

課題となっている。



茨城県土浦市 人口:134.494人

かすみがうらマラソン兼国際音人マラソンかすみがうS大会
主催 かすみがう5マラソン大会実行委員会
会場川口運動公園陸上競技場

内容

障害者と一般ランナーの隔たりを

なくし、視覚障害者とともに同じコー

スを走ることにより、純粋にスポー

ツに取り組む人たちの交流の場とし

て開催している。

開催への契機・経緯

平成2年、当市制施行50周年を記

念し、従来からの10マイルにフルマ

ラソンを力日えてグレードア ップし、

「腫れ、霞ヶ浦水はスポーツの源」

をメインテーマに環境問題を取り上

げ、第 1回大会を開催した。回を重

ねるにつれて参加者も多くなり、第

5回の記念大会に新たな企画で福祉

面を大きく取り上げ、全国盲人マラ

ソン大会をかすみがうらマラソンと

同時開催した。このようなことから、

日本盲人マラソン協会と共催し、第

12回世界盲人マラソン大会を平成8

年4月21日、かすみがうらマラソン

と 「体験する福祉JIノーマライゼー
ションの実践」をテーマに開催した。

目的・基本方針

ボランティアに対する理解を深

め、ボランティアの参加が促進され

る環境を作ると共に、ネットワーク

の拡大や推進を目的とする。

開催にあたって考慮している点

地域住民に本大会の企画趣旨をで

きるだけ理解してもらって協力を依

頼する、また、選手の参加料の一部

を霞ヶ浦水質浄化運動や盲導犬育成

加者の意識啓蒙を少しでも図る こと

に努める。

波及効果

盲人選手の伴走者、救護ボランテ

イアランナーと参加者自ら行うボラ

ンティアや地元住民等による積極的

事業に使用するなどして、住民、参 なボランティアが行われており、多

くのボランティアにより開催される

大会になった。

課題・今後の展望

交通規制やその他、協力団体との

さらなる調整、また常に新しい企画

等を考えていかねばならない。
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人口 66.453人

安政遠足侍マラソン
主催安政遠足保存会、安中市、松井田町

会場 安中市文化センター (前夜祭) 安中市文化センター~碓氷峠の熊野権現 (マラソンコース)

内容

安政 2年 (1855年)、第15代安中

藩主板倉勝明は、心身の鍛錬のため

安中城門から碓氷峠の熊野権現まで

の約28kmを徒歩競争させた。これ

が日本における最初のマラソンであ

る。そして、この故事を現代に復活

させたものが 「安政遠足(侍マラソ

ン)Jであり、毎年 5月の第 2日曜
日に開催されている。五月晴れの下、

参加者は当時を偲ぶ武者姿や股旅姿

などさまざまないでたちで走り、ま

たそれを見ょうと、かつての中山道

の安中原市杉並木には大勢の人が押

し寄せる。

また、前夜祭が安中市文化センター

において行われ、小中学生によるミ

ニ遠足や仮装コンテストのほか、コン

サートや売屈もあり、賑わいを見せる。
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開催への契機・経緯

当市には江戸時代末、 当時の安中

藩主板倉勝明が藩士の心身鍛錬のた

め、安中城門から碓氷峠の熊野権現

までを徒歩競争させたという記録が

残されており、この安政遠足は日本

におけるマラソンの始まりと言え

る。このような他に誇れる歴史をも

とに、マラソン発祥の地として当市

をPRするとともに、地域の活性化

を図ろうと毎年安政遠足にちなんだ

イベントを行うこととなった。

目的・基本方針

マラソンというスポーツを通して、

地域間 ・世代聞の交流を図る。また

史実を題材としたイベントであるた

め、当市の歴史 ・文化に対する理解

を深めてもらうことを目的とする。

開催にあたって考慮している点

赤穂47義士に関連して歴史的にゆ

かりのある新潟県新発田市、福島県

pわき市からもイベントに参加して

もらい(平成 6年度-)、交流を深

めている。

波及効果

県外からの参加者や、周辺地域か

らの観客数が年々増え、市の知名度

が上がった。当市内に所在する企業

など、さまざまな団体からの参加も

定着し、地域に一体感が生まれた。

課題・今後の展望

参加者・ 参加団体数の維持・増加

に努める。当市では安中榛名駅周辺

住宅の造成等に伴い、今後転入者の

増加が見込まれるが、新しく転入し

てきた住民と従来からの住民との一

つの交流の場となる乙とが望まれる。



福井県美浜町

美浜町民レガッタ
主催美浜町、美浜町教育委員会、美浜町体育協会

会場 福井県立久々子湖漕艇場

内容

本イベントは、 三方五湖の 1つ

久々子湖で開催され、毎年町内各集

落、各職場から100クルー(1クルー

5人)を超える参加があり、当町の

秋の一大スポーツイベントとして定

着している。

競技は、ナックルフォアという艇

に、舵を取るコ ックス 1人と漕ぎ手

4人の計 5人が乗り込み、 500mの

コースで勝敗を争う。

競技種目は、漕手4名の合計年齢

によって「ガッツマンの部Jiシニ
アの部Jiレディーの部jなど 6種
目に分かれており、老若男女を問わ

ず、誰でも気軽に参加できるように

なっている。

優勝クルーは、全国市町村交流レ

ガッタに出場できるとあって、大会

2ヵ月前から各クルーとも早朝練習

などに励み、大会では迫力あるレー

ス、ユニークなクルー名やカラフル

なユニフォーム、熱のこもった応援

風景を見ることができる。

開催への契機・経緯

当町は、昭和43年の福井国体にお

いてボート競技が開催された。とれ

を契機に、地元の高校ではボート部

が創設され、国体、インターハイに

出場するなど、そのレベルは全国的

なものとなった。

しかし、ボート露完t支はマイナーな

競技であることから、町民にボート

に親しんでもらい(底辺の拡大)、

ボート競技により地域住民の連帯意

識を深めてもらいたいとの思いか

ら、昭和63年に第 1回目を開催す

ることとなった。

目的・基本方針

本イベントは、誰にでも参加で

きるボー ト競技の底辺拡大を図り、

町民が相集い、交流を深めながら

水に親しむ場を設けることを目的

としている。

開催にあたって考慮している点

町職員だけで企画運営をするので

はなく、各種団体、ボランティアを

取り込んで地域全体のイベン卜とし

て取り組み、継続イベン卜でありが

ちなマンネリ化の解消に努めている。

波及効果

イベント開催により、スポーツ振

興と町民の健康づくり、コミュニケー

ションの育成が図られ、全国市町村

交流レガッタの第 1回大会を当町で

開催するなど、「ボートの阿美浜」

として全国で脚光を浴びるようにな

った。

人口 :11.947人

課題・今後の展望

ボー トを町の町技と して位置付け

ているため、今後とも町民の協力を

得ながら、ボート人口の底辺拡大と

地域住民の連帯意識の向上を目的

に、積極的に開催していきたい。
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長野県小海町 人口 :6.182人

氷上トライアスロン小海大会
主催氷上トライアスロン小海大会実行委員会

会場 小海リエックススキバレー松原湖高原スケートセンター及び周辺道路

" 

内容

ウインタースポーツの主役とも言

えるスキー、スケートにランニング

を組み合わせたトライアスロン競技

大会。一年のうちでも一番寒い時期

に行うこの大会は、スタート時、マ

イナス15度。極寒とも言えるこのコ

ンディションの中、ス キー 3km、

ランニング16km、スケー ト10kmに

挑む選手にはかなりの体力と忍耐力

が要求される。しかし選手はスタ ッ

フの暖かい応援とゴールに用意され

ている熱いトン汁の昧が忘れられな

くて毎年参加する選手も多数いる。

この組み合わせのト ライアスロン大

会は、日本では唯一小海だけで行わ

れていて、フ ァンも多い。

開催への契機・経緯

昭和62年頃、当町にはこれと言っ

た大きなイベン トもなく、若者たち

が一つの目標に向かつて結集すると

いう機会がなかった。'1fTの活性化に
は、若い人たちの力が必要というこ

とで、若者の団結力を促す手段とし
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てイベン ト開催の道を選んだ。ちょ

うどこの頃、スキー場の開発も進ん

でおり、スケートのメッカとして一

世を風廃した松原湖の歴史もあった

ことから、スキーとスケートを組み

合わせた トライアスロンをやったら

どうかということで、開催する乙と

になった。

目的・基本方針

イベントを計画実行していくプロ

セスの中で、それに係るスタッフの

連携と成し遂げたことの充実感を昧

わってもらうことを一番の目的と し

た。また、結果として、参加者との

交流、 町のイメージアップ等の効果

も期待している。

開催にあたって考慮している点

大会当日は、 300名ほどのスタッ

フが必要となるため、町内の企業、

団体を始め、多くの町民に理解を求

めている。今では小海の冬の風物詩

として定着してきている。また、長

く継続させるためには実行委員会が

マンネ リ化しないよ うに、毎年役割
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分担を変えたり、新人の加入を積極

的にすすめている。本イベントの参

加者たちが開催するイベン卜に、当

町からも参加する等で、 他地域との

交流を行っている。

波及効果

当初目的としていた若い人たちの

交流により、乙のイベントのみなら

ず、他のイベントも積極的に企画 ・

実行されるようになった。それによ

り参加者も本イベントだけでなく、

他の大会にも参加してくれるように

なり、年に数回、小海を訪れてくれ

るようになった。また、運営に携る

町民のボランティア意識の向上にも

つながっている。

課題・今後の展望

一番の課題は長ヲ|く不況の影響で

協賛金が集まらなくなってきてお

り、運営費の確保が難しくなってき

ていることである。今後の展望とし

て、夏のトライアスロンがシドニー

オリンピックで正式種目になったの

で、その冬版が正式種目として採用

されればおもしろい展開になるので

はないかと思う。



滋賀県愛東町 人口 :5.679人

全日本あいとう4時間耐久三輪車レース
主催愛東町青年団

会場愛東町役場駐車場特設サーキット

内容

車両の規格は、車輪の大きさは

30cm以内、前後輪の幅が25cm以上

50cm以下、ホイルベース60cm以内

とし、変速機がついていないもので、

改造部門は、 子ども用三輪車をハン

ドルの交換と各部の補強の改造がで

きるもの。ノーマル部門は、市販車

両のままを使用。

ライダー2人とメカニック1人で

チーム編成し、 午前中に、コース 1

周を 2人のライダーが 1周ずつ走る

タイムレースの予選。決勝レースは、

改造28チーム、ノーマル5チームが、

スタート合図と同時に車両に駆け寄

って乗り込むルマン方式である。ラ

イダーは、 「根性J1青春jを燃料に、
一周約250mの特設サーキ ットを 4

時間2人が交代して走り続ける。時

間の経過と共にライダーは疲労でへ

とへとになり、また車両のト ラブル

が発生すれば、メカニックは必死で

修繕し、 交代したライダーの疲労回

復にマッサージをするなど、チーム

ワークが完走の必須条件である。

午後 4時から始まるレースは、 午

後8時には真っ暗で、ライダ一、メ

カニック、主催スタ ッフ、観客が

体となり、感動のドラマは終わる。

優勝チームは、約200周、 50kmを走

行していることになる。

開催への契機・経緯

当町青年団は昭和38年に発足して

以来、町の青年活動の中心的存在と

して地域に根ざした活動を展開して

きた。しかし、 参加する青年の意識

が時代と共に多様化し、組織離れを

招き活動の弱体化が進んで、きた。そ

うした状況を打破するため、高T余曲

折の末、青年自らが楽しみながら自

分の意志で活動する組織へと変化し

ていった。

そして昭和ω年クリーンキャンペー
ンとして空き缶を回収し、 その売上

金でスターを呼ぶという企画を立て

活動が展開された。この企画は多く

の青年の心をとらえ、大成功を収め

る。昭和62年、次の看板イベントを

模索 していた当時の青年の発想で

14時間耐久三輪車レースJが生み
出され、そのユニークな発想と青年

の情熱が県内外の青年に波及してい

った。

目的・基本方針

企画から準備 ・運営まで全て行う

中で、仲間づくりや、 最後までやり

抜く持続力、全国を対象とした広い

視点、で行動できるチャレンジ精神を

養う。また、 参加者は正しい規則を

守り、互いをいたわりあって、最後

までやり抜くチャレンジ精神を培う

もので、汗と歓声の4時間は、感動

のドラマを生み出そうとするもので

ある。

開催にあたって考慮している点

特設サーキットのコースを、スポ

ンサーの掲示看板などを活用しコー

ス設定しているが、毎年変更するこ

とで変化を持たせている。また、ス

ポンサーへの依頼、開催案内(新

聞 ・ラジオ放送)の依頼など青年団

員が自ら行うようにしている。

波及効果

人口 5千人余りの当町の青年が主

催したイベントで、 NHKや民放各

社の放映によって全国放送され、各

地からの参加によって交流が広が

り、 青年の意識が向上し活性化につ

ながった。このととによって、地域

では青年団活動の評価が向上した。

課題・今後の展望

活動の中心的役割を担っているの

は25歳の青年たちである。彼らの多

くは中学生から三輪車レースに関わ

ってきたが、進学、就職と県外へ転

出する者が増え、また、青年個々の

意識の多様化により今までのように

人が集まらなくなってきた。次の世

代がなかなか無く、次年度以降のイ

ベントの開催が危ぶまれている。
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二県交流綱引き大会
主催二県交流綱引き大会実行委員会

会場 熊野大橋及び熊野川河川敷 (和歌山県側)

内容

(1)二県交流綱引きの部

(会場 :熊野大橋橋上)

全長250m、太さ 6cm、重 さ

450kgの大綱を使い、子供の部

(小学 4年生から中学 3年生の男

女)、女性の部(高校生以上の女

性)、男性の部(高校生以上の男

性)の 3部門において、和歌山・

=重両県から各部門に各200人

(合計1，200人)が参加し、大綱引

きを実施。

(2)トーナメン卜綱引きの部

(会場 :熊野川河川敷)

小学生の部 (19チーム)、中学生

の部 (26チーム)、 一般の部 (35

チーム)の3部門において、 1チー

ム8人制のトーナメント綱引き競

技を実施。

(3)そのイ由

熊野川河川敷において、地元3団

体による太鼓のステージをアトラ

クションとして実施すると共に、

物産展及びフリーマーケットを期包。

開催への契機・経緯

組織した実行委員会で企画され、平

成11年に、和歌山県で「南紀熊野体

験博J、三重県で「東紀州体験フ ェ
スタJとpう大規模イベン トが開催
された際、地域イベントとして実施

されたものである。その際、参加選

手や地域住民から大きな反響を得

て、 12年以降も地域住民のより一層

の交流と親睦を深めるため、 3市町

村(当市と三重県紀宝町 ・鵜殿村)

の商工会議所及び商工会の青年部が

中心となって開催を継続している。

目的・基本方針

和歌山・ 三重両県の県境になって

pる熊野大橋(熊野川)上での「大

綱引きJを通して、両県並びに地域
住民のより一層の交流と親睦を促進

し、かつ広く内外に情報発信するこ

とにより、県境を越えた同一生活文

化圏としての地域活性化に寄与する

ことを目的とする。

開催にあたって考慮している点

県境を越えた地域の交流事業とし

て、住民同士の親睦が深まり地域連

本イベントは、 三重県紀宝町商工 携に向けての意識向上が図られるよ

会青年部が発案し、賛同する団体で う企画している。また、実行委員会
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人口 :33.259人

の主たる運営は民間主導で進められ

ている。

多くの住民参加が求められるイ ベ

ントであるため、 3市町村の住民の

ほか、近隣市町村の住民、学校、企

業などの積極的な参加と協力を求め

ている。

波及効果

生活文化面において多くの共通点

を持ち、日常生活においても同一圏

域を形成している 3市町村が共同事

業を行うことによって、大会関係者

はもちろんのこと、住民相互におい

ても県域を越えた親睦と交流が大い

に図られた。また、テレビなど報道

関係の注目も浴び、全国に向けて情

報発信することができた。

課題・今後の展望

熊野大橋の幅員が狭いため、綱引

き競技の参加選手のみしか橋上に入

れず、観客は河川敷に設置した大型

テレビでの応援となっており、選手

と観客との一体感をさらに高めてい

くことが今後の諜題である。



島根県美保関町 人口 ア.007人

エビ‘スカップ全日本海上綱引き選手権大会
主催美保関町海夏まつり実行委員会

会場美保関町内

内容

くにびき神話と綱引き、漁師とロー

プ、そして広大な海は、当町を十分

にイメージさせるものであり、互い

に切っても切れない関係にある。そ

の意昧で海上綱引き大会は、当町の

特徴を全面に打ち出した地域活性化

の手段として適している。

試合は、縦l幅4m、横幅 2mの台

船に各チーム 5名(女性を 1名以上

含む)の選手が乗り、綱引きを行う。

試合時間は30秒。30秒時点でより引

き寄せるか、相手チームを海に引き

落とした方の勝ちとする。本部が引

き分けと認めた試合に限り、 5名に

よるじゃんけんで勝ちチームを決め

る。チーム編成は 1チーム10名まで

エントリーとし、試合は5名で行う。

開催への契機・経緯

事代主(エピス様)のお膝元で、

「くにびき神話」の壮大なスケール

とロマンが息づき、今もなお豊かな

自然が残る当IIJTで、 「くにびき」と

いう大きな綱引きをコンセプトに、

海をテーマにして全国発信できる交

流型のイベントとして、海上綱引き

大会と交流会を企画 ・開催した。

目的・基本方針

-イベント実施と地域活性化のため

の諸方策に一貫性がある。

・海を利用したイベントには、企画

に困らないほどネタがいっぱい。

・地元住民だけでもイベント集客力

が見込める。

-スポーツは万国共通の言葉である 0

・{也のモノマネではダメだ。

開催にあたって考慮している点

-確実に一定の集客力を想定した収

益性。

・運営上、長期的に種切れしない永

続性。

・参加者の好奇心をくすぐるイ ベン

卜の雰囲気とデザイン性 ・ファッ

ション性及び娯楽性。

・子どもから高齢者の参加までも広

く考慮、した柔軟性。

・ ipかにも美保関町らしpJと誰
もが納得する地域性。

・当町のPRを兼ねた「ジゲ(地元)

色」あふれる町外への情報発信性。

・イベントの実施過程で培う地域住

民及び各種団体との連帯感とリー

ダーの育成。

波及効果

平成13年で4回目を迎え、マスコ

ミ等にも大きく取り上げられるよう

になり観光PRになった。地区全体

の協力が必要なため、 一体となるこ

とにより住民にまとまりがでた。

課題・今後の展望

全日本大会と銘打っているので、

今にも増して全国各地からの参加者

を募りたい。前夜祭等を開催し、 11fT
内の民宿等を利用してもらう。参加

者や観光客とのふれあいを通じて情

報発信の起爆剤となるよう期待した

い。また、競技のメニューも子ども

の部、レディースの部、コスチュー

ムの部等を設けるなど工夫したい。
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佐賀県中原町 人口 :8.825人

全日本うちわ選手権大会 ウインドフルドンin中原
主催中原町

会場中原町総合センター周辺

内容

競技は、うちわを使ったユニーク

な競技を高校生以上の3人1組のチー

ム戦で実施し、 5種目の競技の合計

得点で優勝を争う 。直径60cmのう

ちわを 1分30秒以内に 3人でリレー

し、何回あおげるかを競ったり、会

場内の展望台から地面のうちわにめ

がけて投げ、的まで、の距離を競った

り、長さ 1.5mの大うちわを背中に

つけての 3人4脚50m走、得点の書

かれたうちわをくじ引きする競技、

大うちわにビーチボールを乗せ、障

害物のある コースを 3人でリレーす

る競技を行う 。5種目500点満点で

総合順位を決め、他にも競技ごとの

「レ コードホルダー賞」や一人でも

参加できる飛び入り参加競技も行う。

風にまつわる催事として、香川県

うちわ協同組合連合会の協力によ

り、うちわ製作実演、手作りうちわ

体験、うちわ絵コンテスト、丸亀う

ちわ展示、東京江戸風鈴絵付け体験

などを実施する。

開催への契機・経緯

当町は、古くから風の神を杷る

「風天山」や綾部神社での 「旗上げ

神事J等、「風jにゆかりのある歴
史のある町で、「風」をテーマにま

ちおこしを行っている。風まつりの

実施や風おどりの創作、ペッ トボト

ル庫俸を川面に設置するなどしてきた。

風にまつわる「うちわ」を使った新

4 、

目的・基本方針

「風の町=中原町」のイメージ定

着。参加者全員で作り上げる大会と

しての親睦融和。「風」にまつわる

市町村、地域との交流。地方のオリ

ジナリティを全国へ向けてのJ情報発信。

開催にあたって考慮している点

平成13年からインターネットで参

加者を募集したことから、参加者の

半数以上は町外参加者となり、対外

的に当町をPRすることができた。

香川県丸亀市のうちわ、東京都江

戸川区の江戸風鈴など、風にまつわ

るということで受流範囲が広がり、

これに伴L瓦町民の対外的な交流がで

きた。

今後とも対外交流する機会を作る

ことで、当町をPRし、地域で作る

イベントとして定着を図りたいと考

えている。

波及効果

しいイベントとして行われたのが本 全国的に珍しいイベン 卜として、

大会で、うちわを使って町おこしの 報道機関より多数の取材があり、当

風を起こそうというのがテーマである。 町のPRができた。本大会も含めて、
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町で、行っている「風jによる町おこ

しが住民により浸透し、まちづくり

に対して理解が得られるようになった。

また香川県丸亀市のお祭りの中

で、「うちワングランプリ01J と題

して一部大会として実施され、当町

からも参加し、地元テレビや新聞に

大きく取り上げられた。

課題・今後の展望

「風の町二中原町jを全国へ向け

情報発信していきたい。また「風J
にまつわる市町村を開拓し、交流を

広げていきたい。

本大会もまだ始まったばかりなの

で、今後いかに継続し定着させてい

くかが課題である。



人口 :2.815人

国際渓流滝登りinななやま
主催 大雨風七山 (う一ばんぷうななやま)

会場 七山村大字滝川 鴫神の兵運動公園~観音の滝渓省一円

内容

本イベントは、当村が誇る観音の

滝渓谷を流れる清流と緑の中を、鯉

の滝登りならぬ、人の渓流登りをイ

ベン卜化したもので、 150分以内に

ゴールをしてもらう。イベント名に

「国際Jと付くように、国際色豊か
であり、平成13年は18ヶ国130人の

参加があり、人口2，800人の村に応

援者まで含め国外から300人以上が

来村した。

ゴール後は、お国自慢の歌や踊り

のパフォーマンス、綱引き大会等で

国際交流が行われ、表彰式では賞品

として当村の特産品が渡される。

開催への契機・経緯

観音の滝は知っていても、その下

流の渓谷は村人でも知らない素晴ら

しい滝や測がある。本イベントの実

施団体である「大雨風七山(う一ば

んぶうななやま)Jの会員にも、子
どもの頃この渓谷を遊び場としてい

た会員が多かったことから、当村に

しかないこの自然を活かした「村お

こしJをしようと思いついたもので
ある。

大会のネーミングは、どうせ付け

るなら大きくと「国際jを頭に付け

たが、当初外国人の確保に苦労した。

しかし、本イベントのコンセプトを

「自然環境保全Jr国際交流」と し、
民間主導として村内の中高校生等若

者を巻き込んでのイベントとして定

着したことから、今では参加者を制

限するのに苦労している状態である。

目的・基本方針

本イベントは、当村の自然のPR、

清流を次代へ残そうという自然保護

の意識の高揚、遊び心を通しての国

際交流、そして中高生や若者等が自

分たちのイベントとしてボランティ

アで大会へ参加することにより、郷

土愛を養い、失われつつある地域コ

ミュニティの醸成を図ることを目的

としている。

開催にあたって考慮している点

本イベン卜は、渓流といった自然

相手のイベントであり、 川の状況や

当日の天気等、そして事故に対して

は十分な配慮が必要で、あり、救急体

制も必要である。

また、外国人の参加については招

待ということで無料としているが、

言葉、文化、 宗教的問題を考慮し、

佐世保基地や交流協会と年間を通し

て継続的な付き合いが必要である。

本イベン トの行動部隊であるボラ

ンティアについては、自分が主催者

で、自分がイベント運営上必要な存

在であるとpう意識づけが大事である。

波及効果

環境保全、国際交流、地域コミュ

ニティーの促進を目的とし、時代に

合ったイベン 卜として、県内外はも

とより外国でも紹介されていると聞

き、小さな村でのイベントが着実に

大きく実を結んでいるようである。

民間主導のイベン卜であり、中高

生や若者等が自分たちのイベントと

し村に誇り をもち、 卒業(離村)後

もボランテ ィアとして参加、その数

は200人以上にもなり、目的を達し

ているようで、ある。

課題・今後の展望

スタッフの確保、資金確保が大き

な問題である。特にスタッフについ

ては、当日は200人以上のボランテ

イアはあるものの、それでも不足し

ている。また運営母体である会員の

高齢化と会員不足がネックとなり、

今後実施組織の再編成が必要となっ

てきている。
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鹿児島県瀬戸内町 人口 :11，641人

奄美シーカヤックマラソンIN加計百麻大会
主催 奄美シー力ヤックマラソンIN加計呂麻大会実行委員会

会場 瀬戸内町(大島海峡一帯)

内容

本大会は、平成5年度にスター卜。

毎年グレード ・規模などを拡大し、

シーカヤックの普及に努めるととも

にイベン ト等を開催してきた。

第 1固から第 3回大会において

は、民間企業組織を導入したイベン

ト開催となったが、第4回大会にお

いては独自の運営方式による手作り

のイベントを開催した。その後の大

会においても、実行委員会を中心と

した各種団体 ・企業 ・各集落、特に

青年団等の多くの若者たちのボラン

ティアに支えられ、 町内外ともに予

想以上の評価を得ることができた。

平成13年(第9回)から、競技内

容を若干見直し、ハーフ部門を新設

することにより初心者多数の参加が

あった。

開催への契機・経緯

当町の海の自然特性を活かしたマ

リンスポーツ競技大会(シーカヤッ
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クマラソン大会)を開催することに

よって、 啓発普及活動を実施し、マ

リンスポーツの定着を図る。これと

併せてイベント等を開催し、 当町の

自然や文化に親しむ機会をっくり、

広い視点に立って国内外の多くの人

たちとマリンスポーツ体験交流や文

化交流を促進するものである。

さらに、これらの事業により多く

の町民を参加させることによって、

町民の一体感を増進させ、地域づく

りへの創造心を醸成し、活力ある地

域の形成と若者をはじめ住民の定住

促進を図る。

目的・基本方針

マリンスポーツのメッカとして加

計呂麻島及び大島海峡を位置付け、

シーカヤック をはじめマリ ンスポー

ツの情報発信基地を目指す。

さらに、当町の海中景観加計百麻地

域における自然特性を全国にアピー

ルすることによって、環境保全に配

慮、した海洋レジャー関連産業の導入

を促進し、 地域経済の活性化を図る

ことを目的とする。

開催にあたって考慮している点

本大会は、第 1固から町地域婦人

会 ・町連合青年団 ・商工会 ・漁協

等、各種関係団体の協力のも と、大

会当日の監視艇・畳食 ・エイドステー

ション等での給水・補助食 (おにぎ

り・バナナ ・蜂蜜レモン等)を準備

して、 「ふれあいを大事に」を合言

葉に各選手を接待している。まさし

く官民一体となった大会が開催され

ている。

波及効果

平成13年は、郡外からの参加者が

222名でその 8割程度の人たちが町

内の各宿泊施設を利用し、その他の

人はキャンプをして大会に臨んで、い

る(推定 1人・ 2泊3日約1万2千

円)。また、大会の経費は総て町内

の各事業所にて消費されている。

課題・今後の展望

平成14年度は、 10年目の記念大会

となるため、郷土色を全面に出しさ

まざまな趣向を凝らして盛り上げて

是非、大会を成功させたい。



人口 1.590人

伊平屋ムーンライトマラソン
主催伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会

会場 友愛と健康の広場 (伊平屋村内)

内容

満月の月明かりを頼りに、伊平屋

島及び野甫島の海岸線沿いの道路を

走る。世界でも類を見ないナイトマ

ラソンである。新暦10月の中で月齢

が最も満月に近い土曜日に開催する。

コースは、フルマラソンの部とハー

フマラソンの部があ り、制限時間は

フル6時間、ハーフ 3時間半で、午

後9時に競技を終了する。

スター ト後はしばらくは明るい

中、沖縄でも少なくなった回国風景

の中を走り、島の西海岸沿いのコー

スを走る頃は、東シナ海に沈むサン

セットを眺め、暗くなる頃には東の

方から上がる満月の光(ムーンライ

ト)に照らされながら、東海岸沿い

のコースをゴールの「友愛と健康の

広場」を目指して走る。沿道では、

夜の大会ならではのイルミネーショ

ンを使った応援メ ッセー ジ等もあ

り、他の大会にはない雰囲気がある。

その後、広場の野外ステージにて

表彰式及び、懇親パーティ ーを開催、

ランナ一、スタップ、村民との交流

を図る。パーティーでは沖縄県出身

芸能人によるアトラクションもある。

また、前日の金曜日の午後6時か

らは、前夜祭も開催している。ステー

ジでは、当村の伝統芸能や子どもた

ちの創作太鼓等の演舞でランナーを

歓迎する。

開催への契機・経緯

平成6年に、当村の地域振興の中

乗り実施を決定した。しかし、離島

村であるため、 他市町村と同様な大

会を企画しては、 ジョ ガーは参加し

てくれないのが目に見えていた。他

の大会との差別化を図るためさまざ

まな検討をしていた時、企画員の雑

談の中で「昔は、月明かりで本が読

むことができ、離れても人の顔が分

かった。最近は人工の光の中で月の

明るさを忘れてしま っている。」等

の話が出て、それでは月明かりの中

でナイトマラソンを開催しようとい

うことになった。

目的・基本方針

本イベン卜は、地域振興の牽引役

を担うことを目的に、 今後は参加人

数を 1千名程度におさえ、質の高い

アットホームな大会運営を目指す。

開催にあたって考慮している点

離島村である当村には、民間宿泊

所が少なく、宿泊可能人数も350名

程度である。l千名を超えるランナー

や関係者の収容に対応するため、民

泊の活用も進めている。ランナ一等

が泊まることによって、 地域住民と

の交流も図られ、また住民も大会に

心的事業を興そうと模索している 参加している実感が湧くため大会開

時、 折からのマラソン大会ブームに 催への協力が得られる。また、村全

体のムードが盛り上がらないと、大

会自体の盛り上がりも悪くなるので

地域住民への広報活動にも力を入れ

ている。

波及効果

本イベントを開催するまで、当村

は、沖縄県民の中でも知名度が低く、

所在位置もほとんど知られていなか

った。平成7年度に第 1回を開催し

てからは、徐々に県内外にもムーン

ライトマラソンの島として、知られ

るようになり、それに伴い観光客数

も着実に増加している。

また、住民もボランティア活動へ

積極的に参加するようになり、その

他のイベントもこれまでに比べて住

民の協力が得やすくなり運営がスムー

ズに行二えるようになった。

課題・今後の展望

現在、 募集定員を500名としてい

るが、次大会からは 1干名としたい。

ただ、離島村であるため、フェリー

(定員300名)しか交通手段がなく運

行スケジュールの調整が必要。また、

来島者の宿泊場所の確保も課題とし

て残る。
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北海道夕張市 人口 :15.173人

ゅうばり国際ファンタスティック映画祭
主催 夕張市、ゅうばりマウンテンシティ実施機構、ゅうばり国際ファンタスティック映画祭実行委員会

会場 ゅうばり文化スポーツセンター 夕張市民会館大ホール及びシネサロン他

内容

エンターテイメント性豊かなファ

ンタスティックな作品を対象に上

映、招待作品(未封切)をはじめ、

ヤン夕、、ファンタスティックグ、ランフ。

リ部門、オフシアターコンペティシ

ョン部門等の各部門等、5日間で70-

80本の映画を上映。

毎回、ゲストを迎えてトークショー

文はフォーラムを開催し、市民及び

参加者との交流を図る特別企画を開

催。市民企画として、上映会場も含

め、市内各所において歓迎パフォーマ

ンスを展開している。市民とゲスト、

参加者が5日間楽しんでもらえる市

民手作りの屋台や24時間開放の「み

んなの家J等のイベン卜を開催する。
国内外のゲスト30人以上が参加。参

加者とゲストの垣根がないアットホー

ムな映画祭として市外から延べ 2万

5千人が参加する。

開催への契機・経緯

夕張は、石炭産業の最盛期に17の

炭鉱があり、総人口は12万人を数え

たが、昭和40年を境に閉山が続き、

人口は激減した。夕張は 「炭鉱から

観光へ」を合言葉に、 55年に「株)石

炭の歴史村jを設立。63年、 夕張の

まちおこしはハード施設建設型から

ソフト事業へと路線変更し、「夕張

から世界に向けて情報を発信する」

ことができないか調査を開始した。

「東京国際映画祭」の協力を得て、

平成2年2月から映画祭がスター卜

した。

本映画祭は、 「真冬の夢の映画祭」

としてスタート、夕張から世界には
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ばたく映画人を育てるというコンセ

プトで 1回目からコンペティション

を採用、グランプリを設定した。ま

た厳寒の北海道、山に固まれた銀世

界で5日間を映画人と一般客の聞に

垣根のない映画共和国とpう交流空

間を創造、市民も期間中延べ 1千人

がボランティアで参加。継続を重ね

るうちにボランティア、市民企画は

増え充実してきた。

開催にあたって考慮している点

開催前から市民団体に細かく内容

を周知し、市民協力の上で、の歓迎体

制を万全にしている。また、宿泊受

入のキャパシティが少ないが、 一部

宿泊施設で相部屋をお願いして、多

くの宿泊客に利用してもらえる形を

とっている。交通輸送の面で、は、期

間中、 会場聞に無料シャトルパスを

運行しており、夜の市外最終便につい

ても札幌方面に設定している(有料)。

その他、期間中、毎日ボランティ

アによる「ホットニュースJを発行
し、前日の情報や当日以降のスケジ

ュールを各会場や宿泊施設に毎朝届

けている。また、ゲストと市民が交

流できるよう、ウェルカム;)ーティ、

主婦の手作り料理によるさよならビ

ュッフェ等を開催し、好評を得ている。

波及効果

「映画のある街夕張」として回を

重ねて平成13年度で13回を数え る。

「夕張メロン」と並んで夕張のPRに

は欠かせないイベントとなってい

る。本映画祭は観光の目玉であると

共に、映画祭で、培ったソフト資産と

マ運営ノウハウが、

市民パワーとして

今後役立つ乙とが

期待できる。年聞

を通じての観光動

員に寄与してい

る。ロケ地 「幸福

のハンカチ広場jや、平成12年から

新たな観光名所となった、会場付近

の街並みに飾られた映画絵看板の

「ゅうばりキネマ街道jなど、毎回

開催する度に新しい企画と新たなる

施設が誕生し、年間を通じて多数の

観光客が訪れている。回を重ねるご

とに、市民、商屈の協力が増え、市

民意識の高揚等、協力体制がまとま

ってきている。

また、本映画祭は、他の地方映画

祭の見本となっており、国内はもと

より韓国の富川国際映画祭等、夕張

を見本として開催している。

課題・今後の展望

本映画祭は、各種補助金と市内外

からの企業協賛によって運営されて

pるが、今後協賛金等が大幅にダウ

ンすることが考えられ、イ ベント全

体の効率的運営を検討していかねば

ならない時期にきている。



青森県鶴田町 人口 :15.955人

fわいli!どんItぢ丸出し!リ外国青年による津軽弁大会
主催鶴田町

会場鶴田町保健福祉センター「鶴遊館」

内容

県内に在住している外国青年が、

津軽特有の方言である津軽弁で主張

し、体験談やす劇などを披露する。

また、アトラクションとして、津軽

弁にこだわり、津軽弁による落語、

オペラなども披露する。

大会終了後、交流会を開催し、大

会出場者(外国青年)と一般参観者

との交流の場を設けている。

開催への契機・経緯

本イベン卜は、平成7年に来町し

たオース トラリア出身の国際交流員

の発案がきっかけとなって始めた。

国際交流員が地域に居住し活動をす

るためには、地域の人びとと関わっ

ていかなければならない。その上で

避けて通れないのが「津軽弁」であ

る。日本人でも理解が難しいといわ

れる「津軽弁Jを外国人が理解する
には、相当困難であると想像できる。

津軽でのさまざまな体験を通して、

津軽弁にまつわる体験談などを、津

軽弁を交えたスピーチ等で披露して

もらい、地域に密着した国際交流を

進めるための企画である。

目的・基本方針

県内に在住する外国青年を対象

に、津軽地方特有の方言である「津

軽弁Jを通じて津軽の文化・風土 ・
習慣等を理解してもらい、 地域に密

着した交流を推進するとともに、 地

域住民の国際交流への理解と地域の

活性化を図る。

開催にあたって考慮している点

毎年行うイベントについては、ど

うしてもマンネリ化する傾向がある

ので、司会者、大会内容等を変えて

マンネリ化を防ぐため趣向を凝らし

ている。

波及効果

報道機関も注目し、大会開催前に

当町の国際交流の取り組みや、国際

交流員の日常生活風景、大会出場の

練習風景などがテレビ放映され、宣

伝効果となった。そのため、 他市町

村からも多数の観客が詰めかけ、国

際交流の町として地域住民にアピー

ルするとともに、県内外にもアピー

ルすることができた。

課題・今後の展望

近隣の市町村に居住している外国

青年が、 一番身近に津軽弁に関わっ

ていると考えられるが、外国人に関

する情報が少ない。今までは国際交

流員のネットワークに頼っていた

が、交流員は2-3年で交代するた

め、津軽弁との関わりが少ないとい

う理由で出場を断る場合も多い。出

場してくれるような外国青年を発掘

するのが難しい。
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岩手県陸前高田市 人口 :26.746人

全国太鼓フェスティパル
主催 全国太鼓フェスティパル実行委員会

会場陸前高田市民体育館

内容

IPのちは鼓動からはじまるjを
テーマに、実行委員すべてが一般公

募という市民が一体となって作り上

げる全国規模の太鼓イベン ト。出演

した団体から「太鼓の甲子園jと呼

ばれ、評価を受けている。

前夜祭は地酒と海 ・山の幸を前に

フェスティパル出演者と観客が交

流。本番は全国の名だたる伝統太鼓

や創作太鼓の熱演が、 2，500人の観

客を魅了する。

毎年10団体以上が参加。10回大会

は、記念大会として世界4カ国の伝

統太鼓を招待した。いままでに 3カ

国、 36都道府県から延べ170団体以

上が参加している。

平成13年度は沖縄県や長崎県など

九州からの 4団体をはじめ全国から

8団体、そして地元岩手県の 4団体を

加え、ロ団体が出演し、熱演を披露した。

開催への契機・経緯

900年の伝統を誇る、 111車と山車

をぶつけ合う勇壮なまつり「けんか

七夕まつり」。その山車の上で、激し

く叩かれるのが、「けんか七夕太鼓J。
「この太鼓を活用して地域おこしが

できないかJI全国の太鼓団体を集
めたイベントをJと有志の声があが
り、イベントが企画された。

テーマは IPのちは鼓動からはじ
まるj。人は母親の胎内で心臓の鼓

動を聞きながらはぐくまれ生まれ

る。この命の鼓動に通じた太鼓の響

きが人びとに深い感銘を与え、進む

べき方向を導いてく れるという願い

を込めて作られた。
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目的・基本方針

「陸前高田市」というまちを全国

に売り込み、わがまちのフ ァンを増

やす。どこにもまねできない、手作

りでイベントを作り上げる。その中

で自分のまちに愛着を持ち、まちの

良さを次世代にヲ|継pでいき、地域

活性化推進の一助とする。

開催にあたって考慮している点

大会の運営は公募で集ま った市民

が行う。すべて手作りが基本で、会

員から出されるアイディアはすべて

形にするプラス思考で、地元気仙杉

で入場手形を手作りで作成したり、

市のシンボルである高田松原の松林

のライトアップを企画するなど、わ

がまちへの思いを大事にしている。

会員は皆「やさしさ」をモッ トー

として、出演団体に、そして観客に

接するよう心がけている。それがも

う一つの人気の理由である。

波及効果

全国から観客が訪れ、市を全国に

PRできた。衛星放送などで全国放
送を行うなど、マスメディアとの連

携により、市のイメージアップにも

員献した。観客の 6割は市外からで、

いままでの夏型観光から「通年型の

観光」移行への変革の第一歩であり、

他のイ ベン ト誘客へも波及、相乗効

果でイベントを盛り上げている。郷

土芸能の伝承活動や太鼓団体の育成

にも影響を与え、後継者育成や青少

年の健全育成にも寄与している。イ

ベント関連商品などの開発で、地場

産業の振興にも影響を与えている。

課題・今後の展望

本イベン 卜は、今後も地域情報 ・

文化の発信源として、また地域づく

りの核として重要な役割を担ってい

る。単なる「イベント開催jにとど

まらず、新しい発想とプラス思考で

市の活性化と発展のために継続開催

をする。「太鼓の里jづくりを提言

し、 会員が地域づくりに積極的に参

画していきたい。



岩手県湯田町 人口 4.097人

平和街道高齢者障害者演劇ネットワーク事業
主催 湯田町社会福祉協議会(北上 ・和賀広域社協i童橋協議会)

会場 ゆだ文化創造館「銀河ホール」他

内容

岩手県北上市・ 湯田町・沢内村・

秋田県山内村の 4市町村から演劇に

参加する障害者と65歳以上の高齢者

を公募し、概ね2ヶ月間の舞台稽古

の後、それぞれ4市町村で舞台公演

を行う事業。これまで見る側の立場

だった全くの素人の高齢者や障害者

が、プロの演出家の演技指導を受け

ながら、自ら舞台に立ち、いきいき

とした演技を大勢の観劇者の前で披

露し、自己表現し、さらには地域が

異なる人びとと舞台づくりや観劇を

通した交流を図る。

開催への契機・経緯

当町は秋田県の県境に接した温泉

町で、昔から岩手県と秋田県との交

流が盛んな地域であった。また、地

域に根ざした劇団「ぶどう座J(結
成50周年)があり、演劇専用のイベ

ントホール 「銀河ホールjを中心と

して演劇、文化活動の向上を目指し

たまちづくりに取り組み、地域振興

の一環として地域演劇祭や町民文化

祭、全日本演劇フェスティパル、国

際チェーホフ演劇祭などを町民総参

加で、行ってきた。さらには、高齢化

率が34%を超え、高齢者や障害者の

寝たきり予防、生きがいづくり、 生

涯学習の充実が求められている。

目的・基本方針

これまでサービス提供を受ける側

であった高齢者や障害者自らが舞台

演劇の役者を経験することで、生活

の質 (QOL)を高めながら生きが

いのある充実した生活を送る契機と

なることを目的とし、さらには、演

劇公演を通して自己表現する喜びゃ

仲間作り、地域間交流、県際交流の

促進をも図る。

開催にあたって考慮している点

この事業は4市町村という広範囲

からの高齢者と障害者によって構成

されていることから、長期間にわた

る稽古や遠距離の通いなど肉体的、

精神的な負担が多くかからないよう

に気をつけ、多様なサポートや日々

の健康管理等へ配慮するとともに、

個々の能力、適正を細やかに把握し、

個別的で無理のない指導と仲間づく

りを基本として進めている。

また、この事業を通した地域間交

流、県際交流の一層の促進も重要な

視点、である。

波及効果

これまでの取り組みを通して、ハ

ンディをもっていると認識されてい

る高齢者や障害者が舞台に立ち、生

き生きと自己表現しながら自己実現

することで、まさに人格が変わった

かのような積極的な行動や表現が見

られ、また共に励まし合い、力強い

仲間作りと地域間のネ ットワークづ

くりの輪を広げることにつながっ

た。さらに、観劇する側の人びとに、

高齢者や障害者の豊かな感性、限り

ない能力の可能性を指し示すことと

なった。

課題・今後の展望

この事業は、財源のほとんどを公

的な補助金に依存して実施継続して

きたが、補助金が打ち切られた場合、

自己資金の確保が大きな負担となっ

てしまう。実施主体者の自己財源に

も限度があり、入場協力金等の事業

支援にもおのずと限界がみえる。
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岩手県藤沢町

藤沢野焼祭
主催藤沢野焼祭実行委員会

会場 町立藤沢中学校グラウンド・特設縄文村

内容

日本の文化の原点は、縄文時代に

ある。この時代に生きた私たちの先

祖は、豊かな自然の幸に恵まれ、自

然と共に生活していた。また精神的

にも深く、かつ高度な文化をもち、

岩や火や木をはじめとする森羅万象

全てに宿る神を敬い、自分たちの魂 第26回を迎えた。当初の参加作品数

を見つめて生きてきた。これらの乙 は300点、現在は 5倍の1，500点を超

とを私たちに端的に教えてくれるの えている。

が、世界で最も古く偉大な芸術作品

である縄文土器である。有名な火焔

土器、水焔土器はもちろん、素朴な

文様の土器の中にも、土と炎と風と

に神の働きを感じ、土器に祈りと願

pを込めていた縄文人の心が伺える。

世界に一つしかない、自分の作品

を素朴な釜に入れ、 一昼夜かけて焼

き上げる。赤々と燃え、夜空を焦が

す炎は、私たちが忘れかけている自

然への畏怖と祈りが魁ってくる。ま

さに 「縄文の炎 ・藤沢野焼祭」なの

である。

開催への契機・経緯

昭和51年、藤沢焼の窯元が提唱し、

土器を創り、露天で焼き上げる最も

簡単な手法「野焼」を開催したのが

第1回であった。

当初は、窯元や地域住民、商工会

青年部等で実行委員会を組織し、 実

践考古学者の塩野半十郎氏の指導を

仰ぎ、 窯や縦穴住居を造った。参加

者は200名程度で、陶芸に興昧のあ

る人たち、特に仙台方面からの参加

者が大半だった。

本イベントは今年(平成13年)で
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目的・基本方針

地域文化の創造と発信により、個

性ある地域づくりを目的としている。

開催にあたって考慮している点

イベントの開催は、地域の持つ個

性を外部に主張し、地域の存在意義

をより確かなもの、普遍的なものに

することである。本イベントの個性

は、「縄文」にある。祭りに参加す

るみんなが主役であることを基本と

し、自分たちの子でイベントを企画

し、協賛金を集め、祭りの準備をし、

夏の夜空を焦がす赤々と燃える縄文

の炎を焚き続ける。感動をみんなで

創っていく、このことが祭りを継続

する原動力となっている。

波及効果

イベント開催による効果は、まち

づくりのソフト・ハード両面に大き

く寄与している。ソフト面では、本

イベントに対して全国で大勢の応援

団が生まれている。生前の岡本太郎、

池田満寿夫両氏も熱心な応援団だっ

た。池田氏は、町民の一体感に感激

人口 :10，530人

し、作品の寄贈のほか、各地の講演

でも本イベン卜について触れられ、

岡本氏は、文化会館の命名や鍛帳の

寄贈をされた。

ハード面では、野焼作品の制作が

可能な 「陶芸センター」、そして

「陶芸創作館」が整備され、年間を

通じて陶芸家の指導を受けることが

できる。宿泊施設も建設され、滞

在・体験型の観光も可能となった。

当町内では、 町のいたるところに作

品が飾られ、町並みギャラリーと化

している。縄文野焼祭が当町の文化

になりつつある。

課題・今後の展望

本イベントの常設会場の建設には

賛否両論がある。建設賛成派、反対

派の議論はもう少し続きそうである。

縄文土器は世界各地にある。そこ

で、野焼をしている民族が当町に集

う「世界の縄文野焼祭」を開催した

い。当面の目標は、本イ ベントを世

界への情報発信、国際色豊かな祭り

に成長させることであり、数年前か

らドイツ、フィジーから陶芸家や研

修生を招聴し、試行を続けている。



宮城県大河原町 人口 22.875人

おたづもっと文化祭・NPOフォーラム(NPOいすいツo) 

内容

おだづも っこ文化祭の 「おだづも

っこ」とは、宮城県の方言で 「ふざ

けてひょうきんなことをする幼い子

ども」という意昧である。そこから、

私たちは、地域に元気を与え、周り

の人びとを和やかにする人たちを、

愛情いっぱいに親しみを込めて 「お

だづもっこ」と呼んでいる。本イベ

ントは、おだづも っこなNPOが主

催する、年に一度のお祭りである。

また、 {NPOいずい ッ。〉 の

fpずpJとは、 宮城県の方言で

「目にゴミが入ったような違和感が

あるJとpう意昧。これには、長年

地域づくりをしてきた人たちが、最

近になって fNPOJと呼ばれるこ

とに対して戸惑いがあったという気

持ちを素直に表現したもの。

fNPOJという県民にと ってと っ

つきにくい言葉を理解してもらうた

め、目で見て分かる芝居小屋感覚の

コミカルな時代劇(平均年齢約70歳

の福祉劇団 「鶴亀jが主役)で、フ

ォーラムを実力包した。

開催への契機・経緯

宮城県地域づくり団体ネ ットワー

ク協議会仙南支部で、は、支部内の交

流会として会員の活動状況の発表等

を行っていたが、平成12年度に、宮

城県から、県民向けのNPOフォー

ラム開催が提案された。地域づくり

団体側から「フォーラムの開催は了

承。しかし、その形式は自分たちの

流儀である 『オモシロたのしくJを
時代劇で表現する。Jと逆提案。宮
城県がこれを了承し、開演する運び

となった。

目的・基本方針

おだづもっこを増やし、 「人の森」

を豊かにしていくこと。そして仙南

(県南部 2市 7町)の 「人の森Jが
NPO活動の水源となり、 fNPO花盛

りの宮城県」となることを目指す。

開催にあたって考慮している点

1.NPOの自由な(奇想天外な)

アイディアを思う存分発揮するこ

と。 2.イベントを円滑に進めるた

め、 地元市町.と積極的に協働するこ

と。3.要約筆記通訳及び手話通訳

ボランティアにより、誰もが普通に

参加できるバリアフリーのイベント

を行うこと。

波及効果

l.法人格のある団体だけがNPO、

というイメージを払拭し、法人格の

ない地域づくり団体、ボランティア

団体等もNPOであると正しく認識

してもらえた。そして、NPOを身

近に感じてもらえる ようになった。

2.宮城県地域づくり団体ネッ トワー

ク協議会仙南支部の入会団体数が、

NPOフォーラム終了後に40団体か

ら101団体に急増した。3.本イベン

トが、宮城県の「県民サービス向上

の星マーク ・県民参加部門賞jを受

賞した。

課題・今後の展望

大きなイベントのため、その準備

が大変である。しかし、 この fNPO

劇」を観に来てく れる人がいる限り、

続けていくつもりである。そして、

本イベン トを通じて「人の森」を豊

かにしていきたい。
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全国方言大会
主催三川トピア創造委員会

会場 三川町民体育館

内容

テーマを決め、そのテーマに沿っ

て、各県からの出場者が寸劇を披露

する。大会ゲストのショートトーク

の他、方言についての解説者を加え、

出場者一同での方言についてのパネ

ルディスカッションなどを行う。

開催への契機・経緯

目的・基本方針

各地の方言に触れる中で、方言に

親しんでもらい、地方の文化 ・風土

を見直しながら、方言による地方文

化の振興を目指す。

開催にあたって考慮している点

-方言をどのような切り口で検証し

ていくか。

第1回の開催は、 15年前にさかの ・面白い、かつ、ある程度学術的な

ぼる。当時の三川 トピア創造委員会 面も追求。

のメンバーが、会議の中でのちょ っ ・いかに、観客に楽しんでもらうか。

とした一言 「三川にあるのは米と方

言くらいだjが、きっかけとなり、

全国の方言を聞いてみたいというこ

とで、始ま った。町の支援のもと、

その後も開催され、 「天気Jr遊び」
「衣類Jr食jなどをテーマに、方言
との関連性、地域差を検証しながら

続けられてきた。
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人口 ・7，928人

波及効果

全国的に方言を再認識し、地方の

文化として認められるようになって

きた。

課題・今後の展望

イベント自体は恒例のものとなっ

ているので、いかに斬新なテーマ、

手法で開催していくか。



福島県いわき市 人口 364.240人

まぼろしの浜街道『新田坂jをゆく
主催渡辺地区まちづくり推進会

会場 いわき市渡辺町地内

内容

山中に残る参勤交代の道や宿場町

通りをのんびりと辿るウ オーキング

イベン ト。当時の服装を着込む者、

駕簡を担ぐ者、はたまた馬を曳く者

等 あ々り。と思えば峠に急ごしらえ

の茶屈では新商品のソパだんごや

蓑、笠、わらじに甘酒が公募で当選

したミ ス峠の美女ーらから面白可笑し

くふるまわれ、旅人気分になりき っ

た参加者たちは疲れを癒しつつも、

暫し時空を越えて江戸時代にタイム

スリ ップといった情畏。一方、木洩

れ陽の道々では小鳥たちのさえずり

が響きわたり、木々にはアケビが今

を盛り と熟して、市街地からきた参

加者たちを大いに喜ばす 「心のイ ベ

ン卜」と位置付ーけたい。当初、渡辺

町の一地区の限定コースであ った

が、 4年目の平成13年度は渡辺町ーを

網羅する 4コースに拡大。有形無形

の地域の誇りを形成していくことに

する。名称も 「やまなみの路散策会J
に変更している。

開催への契機・経緯

、u地区には江戸中期から 「釜戸の

奴行道Jと称する大掛かりな伝統行
事があったが、再興は困難な状況に

ある。乙れに替わるものを模索する

なかで、偶然、江戸時代のまちの様

子を示した古い絵図面が見つかり、

しかも、山中の道が地元住民も知ら

ない参勤交代の道と判明したことか

ら、イベン卜へと発展した。この間

続けた歴史研究の成果を生かす本命

の 「かぐらばのまほろば 『手づくり

ら始まることとなる。

目的・基本方針

目的としては、他に誇るととので

きる地域資源を掘り起こし磨き上げ

ることである。また、基本方針は、

オンリーワンになるように知恵を絞

り、汗を流し、自分たちで作り上げ、

参加者が喜びを共有する。また、交

流のlf倫を広げることである。

開催にあたって考慮している点

初年度の地区限定版がマスコミや

参加者に大好評の結果とは裏腹に地

域内に不満がくすぶった反省から、

機会の均等の必要性を痛感。平成13

年度は名称をもあえて変更。あせっ

て目が外へと急ぎすぎないようにも

注意している。最近は経済的インカ

ムへの配慮、要の声も聞こえ出してき

た。対象の多重化も参加者の減少を

避ける上で必要で、ある。イベント内

容のイメージチェンジにより、新た

な層の参加者を見込む。サポートメ

ンバーの負担は現状では大きい。

波及効果

マスコミの盛んな報道により地域

の知名度は飛躍的に向上したように

思われる。また、行政による紹介頻

度も増え、東京の旅行記者クラブの

来訪や某紙の全国ウォーキングの行

程に入ったり、市の東京観光物産交

流センターがパスで観光客を連れて

きたり、 ]R旅行の季節版に載った

りもし、とても信じられない変化ぶ

りである。地域全体をみればまだ模

様ながめの段階には遣いないが、住

民の意識の変化は確実にあり、まと

まりについても今一歩のところまで

来ているものと思われる。

課題・今後の展望

平成12年度にスター卜させた歴史

研究の成果を具現化し、 「古代の暮

らし」を再現する「かぐらばのまほ

ろば 『手づくり村』推進事業」 に期

待している。はたして町の人、都会

の人にも共感を持ってもらえるか、

勝負の年となる。
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頑固者賞
主催取手市、取手市教育委員会、 PHP総合研究所

会場取手市民会館大ホール

内容

本イベントは、「一筆啓上火の用

心お仙泣かすな馬肥やせjとい

う、短く要領を得た手紙で有名であ

り、当市にゆかりの偉人である本多

作左衛門重次(ほんださくざえもん

しげつぐ)にスポットを当て、重次

を顕彰するとともに、損得を度外視

して自己の信念を貫く姿勢で剛直な

性格の重次を頑固者として捉えて、

当市民をはじめ全国から「物事や仕

事や人生観にこだわりの生き方」を

している人からエッセイを募集する

ものである。

過去2回、 11年度は「家族」、12

年度は「学校」をテーマに、 一般の

部 ・中学高校生の部 ・小学生の部の

三部門で募集を行い、 13年度は第3

回として「地域jをテーマに募集を

行っている。毎回、各部門9編ずつ、

計27編を優秀作品として選び、毎年

3月に取手市民会館で表彰式と賞の

啓発に関するイベント(講演会など)

を行っている。

開催への契機・経緯

駐留・"'"

異名を持った本多作左衛門重次が、

晩年を取手の地で過ごし、墳墓も現

存する(茨城県指定史跡)ことをき

っかけとして、現代にも通じる重次

の精神に学び、自分自身を見つめ直

すことで、自らの存在が社会の中で

どのように位置付けられているかを

考えてもらう場を作るという考えか

ら、頑固者賞を創設した。

目的・基本方針

本イベン卜は、先にも述べたよう

に、自らの存在が社会の中でどのよ

うに位置付けられているかを考えて

もらうことを目的としている。当市

では、本イベントを 「文化によるま

ちづくり推進」の一環として、当市

の21世紀の人づくり ・地域づくりを

目的とした生涯学習運動として展開

していくとともに、 当市から日本全

国に発信 ・提言していくものにした

徳川家康の家臣で、「鬼作左」の いと考えている。
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人口 :82.396人

開催にあたって考慮している点

本イベントは、ただ単なる重次の

顕彰とエッセイの募集ではなく、自

らの存在が社会の中でどのように位

置付けられているかを確認あるいは

考えてもらう場の提供である。その

ためには、エッセイ募集のほかにも

さまざまな分野で関連事業が図られ

なければならず、しかもこれらが

過性のものではなく継続性のもので

なければならない。本イベントの開

催にあたっては、以上のことを考慮、

しながら行っている。

波及効果

第 1回頑固者賞のエッセイ募集開

始時には、読売 ・朝日各新聞の社会

面を始めとして、各方面のマスコ ミ

に取り上げてもらい、全国からかな

りの反響があった。そのため、過去

2回とも応募総数が海外を含めて全

国から 2千近くに及んだ。各回ごと

に作成した作品集やポスター、チラ

シも全国の教育委員会や関東の図書

館及び関東郵政局管内の普通郵便局

に毎回発送しているため、本多作左

衛門重次の生き方や精神を学びなが

ら自己を見つめ直すという考えが、

当市民はもとより、当市から全国に

発信できたものと考えている。

課題・今後の展望

本イベントの目的を、今まで以上

にどのように当市民や全国に浸透さ

せていくかが、このイ ベン トの今後

の謀題であり、展望である。



栃木県岩舟町 人口:19，644人

岩船山クリフステージ野外コンサー卜
主催岩船山クリフステージ企画委員会

会場 栃木県下都賀郡岩舟町地内 岩舟中腹採石場跡地 (クリフステージ)

内容

岩船山中腹の採石場跡地を利用し

ての野外コンサートである。砕石場

跡地の断崖 (Cliff:クリフ)ならで

はの独特の景観と音響効果の良さを

生かし、|可ぐるみの恒例行事を創り

出そうと企画された。主催団体は、

商工会青年部の有志らで組織する岩

船111クリフステージ企画委員会のア

マチュア集団。木々の伐採・除草作

業の会場づくり から出演者の交渉、

広報まですべてを行った。初回のコ

ンサー 卜は、日本のジャズメンを代

表する菊地雅章(ピアノ)、日野時

正 (トランペッ ト)らの 6人の出演

となった。コンサート当日は、 会場

内において開演前、餅っき大会 ・出

屈なども行われた。夕刻からコンサー

トが始まり、岩肌にあてられた照明

が、クリフならではの独特のライテ

ィングデザイ ンを描き出し、一流の

音の響きが会場に集ま った2，500人

の心を魅了した。

開催への契機・経緯

岩船山は、江戸時代から 「岩舟石j

の採石場所として栄え、また、 信仰

の山として、 町民の暮らしと親密な

関係にある山である。長いときを経

て採石場跡地となった山の中腹に

は、偶然にもすばらしい“音響効果"

を持ち合わせる空間が生まれた。そ

れがクリフステージ。この断産を生

かし、当町の名称起源となった岩船

山の対外的な広報活動・ 音楽文化の

向上 ・地域の活性化を目指そうと、

商工会青年部の有志を中心としたク

リフステージ実行委員会が組織された。

目的・基本方針

採石場跡地を利用した野外コンサー

トを開催し、岩船山の対外的広報活

動、 音楽文化の向上、 地域の活性化

を図る。同時に自然環境の再生を考

え、祖先が培ってきたこの地域の精

神的豊かさと誇りを見直し、次世代

の子どもたちに継承する。

開催にあたって考慮している点

断崖の野外ステージから多くの感

動を創造することで、 町内外の人び

とと触れ合い、共に郷土における21

世紀への希望を語り合うことを、企

画委員会の動機づけとする。メンバー

で作業を分担し、 地権者との交渉、

整地作業等の会場づくり、 出演者の

交渉、チケ ットの販売までのすべて

をボランテ ィアの支援を得ながら主

催者自らの力で行っていく 。

波及効果

通常、野外コンサートを行うには

困難と思われる採石場跡地を利用し

た特異な企画、しかも、主催者は地

元商工会青年部有志らの素人。しか

し、 音響効果の良さと青年らの企画

への熱き思いが、多くのマスコミ・

企業を動かした。このことにより、

“岩船山"の地名度、イメージア ッ

プが図られた。また、 地元町民の意

識の中に、郷土愛や誇りといったも

のを芽生えさせた。これは、当日

100名を超すボランテ ィアの支援が

得られたことなど、コンサー 卜前か

ら多くの町令民がかかわったことに窺

うことができる。

課題・今後の展望

天候に左右される野外ステージ。

常時人が出入りする土地ではないた

め、雑草等が繁りやすいなど、ステー

ジ環境づくりが難題である。また、

継続させるにあたって、対象者を飽

きさせない企画 (出演者等)が必要

である。

137 



群馬県草津町 人口:7，620人

草津夏期国際音楽アカデミーSフェスティパル
主催草津町、 財関信越音楽協会

会場 草津音楽の森国際コンサートホール

内容

昭和55年から毎年夏(8月中旬~

下旬)に開催され、世界的な音楽家

とクラシック音楽を志す生徒が高原

の清々しい空気のなかに集う。

毎年テーマに沿って音楽の心を伝

えあい、併せてコンサー卜を開催。

平成12年までのテーマは一人の作曲

家とその影響を探るという設定であ

ったが、22回を迎えるにあたってテー

マの設定を少し変えて、都市と音

楽 ・その都市の人びとの生活と音楽

について考察を加えながらプログラ

ムづくりを進めている。

開催への契機・経緯

群馬交響楽団の事務局長であった

故丸山勝弘氏が楽団レベルアップの

ためベルリン芸術大学の豊田耕児氏

に指導を懇願したことに始まる。世

界一流の演奏家を招き、演奏テクニ

ックだけでなく、 一流演奏家と寝食

を共にしながら優れた音楽性を肌で

感じる機会をっくりたいという願い

が実り、夏の 2週間程度の合宿を行

うことになった。開{星I也としての打

診を受けた町は、健康で文化的な温

泉保養地を目指していたこ とからこ

れを受け入れ、昭和55年、初めての

試みとして開催された。

目的・基本方針

本イベントは14日間にわたって草

津音楽の森国際コンサートホールで

開催される。講師に音楽大学 ・交響

楽団等で活躍する世界第一級の音楽

家を招聴し、日本及び近隣諸国の若
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い音楽生たちにマスタークラスの個

人レ ッスンをもって、最高の技術と

豊かな音楽性を学ぶ機会を与える。

あわせて招嶋した教授陣によりコン

サートを開催。音楽文化の普及と振

興を通して地域の活性化を図るこ と

を目的とする。

開催にあたって考慮している点

21年の歴史を重ね、 幸いに音楽家

や聴衆の聞から熱心な支持を得て順

調に発展している。

回を重ねるごとに、その音楽を背

景とした芸術性をさまざまな面から

純粋に追求している。

温泉観光地という旧来のイメージ

が強い当町にあって、単純な観光イ

ベン トとして中途半端な事業にして

しまうことなく、リゾート地に定着

した文化事業としてさらに大きく発

展させたい。

波及効果

「温泉と高原 ・文化とスポーツの

国際温泉リゾー卜Jを目指す町にあ
って「文化の顔」として定着したア

カデミー。世界中から音楽生やプロ

フェ ッショ ナルな音楽家が爽やかな

高原温泉都市草津町に集まり、単な

るソリストの養成ではなく常に多く

の人びとが集まってのアンサンプル

が中心になっている。また、毎日行

われるコンサートは都会では昧わう

ことのできないコンサートとして聴

衆を魅了する。「浴衣の街にクラ シ

ックjというミスマッチもすっかり

定着している。

課題・今後の展望

本イベントの開催によって、 当町

の新しいイメージが内外に定着した。

当町はこれをさ らに発展させ、文

化・ スポーツを前面に打ち出したリ

ゾー ト地づくりを目指している。



人口 324.253人

ユージ‘アムまちかどミ
埼玉県川越市

開館
制川越青年会議所

埼玉県川越市内、西武本川越駅かう札の辻までの通りとその周辺

主催

会場

街地の住民の接点、を作ることに徹し

た。また、その準備段階で、青年会

議所と共に運営側に立つ、同じ く川

越を愛する市民、諸団体と打ち合わ

せをして、互いが当事者意識を持っ

て刺激しあい、協力して一人では、

あるいは一団体ではできないごとを

成し遂げようとしたこと。その数は

39団体、 378人に及んだ。

旧中心街の商屈主たちは、やり方

によっては人が集まるというまちの

潜在的可能性に驚き、この事業を参

考にした自主的なナイトバザールや

ライブなどが増えてきた。

また、昼間は観光客で溢れている

のに夜は非常に寂しい蔵の町は、ラ

イトアップによって新しい川越の夜

の顔になり、諸国体、商庖、行政が

一体となって乙れを恒例化した。商

工会議所では、商庖街の軒先に子ど

もたちの絵を灯龍に張って展示する

ことを夏まつりの恒例とした。

波及効果

がない④新旧住宅街の住民同士の接

点が薄い⑤蔵造りばかりが目立って

いる、等の問題点を抽出した。
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市民自身の手によって、数多くの

市民の情報発信の場を設けた。

• 5月16日の夕方から夜にかけて、

老舗料亭の庭園でのジャズライ

ブ、蔵造り庖舗での弦楽四重奏ラ

イブ、居酒屋でのクラシックギ

ター、落語のライブ、土蔵造りの

ライトアップ、大正ロマン風の商

庖街での初めてのナイトバザー

ル、子どもたちが描く 「好きな川

越Jを4面に貼った灯簡の目抜き
通り商庖街への飾り付けを実施。

・5月17日の畳から夕方にかけて、
目抜き通りを交通規制にして、吹

奏楽団のライブ、煎餅焼き・ハー

ブ茶ブレンドの体験ブース、街頭

で市民の芸術作品の展示、普段は

見ることのできない畳職人 ・植木

職人・鳶職人 ・大工の技を街頭で

披露、蔵造りを背景に現代彫刻を

展示、スポーツ ・芸術 ・昔の遊び

等の体験ブース、街頭でのお茶会

両日を通しての写真を募集し、

ンクールを開催した。

コ

内

目的・基本指針
課題・今後の展望

継続的に事業を発展させていくた

めには、コストの約半分を青年会議

所の予算で賄い、協賛金も青年会議

所が集めている状況、及び運営面で

当団体が主体で実行委員会を組織し

ている状況を改善する必要がある。

この事業の受け皿となる当団体以外

の市民主体のシステムづくりが望ま

れる。
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①市民のさまざまな個性の集合が

まち自体の個性をっくり、②行政サー

ビスをただ待つのではなく、市民や

諸団体が自主的にまちづくり運動を

していくこと、これを実現していく

契機として、青年会議所以外の多く

の団体と共に事業を実施する。

あくまで発表者である市民が主役

であり、青年会議所はそのためのス

テージを若い感性で演習し、新旧市

開催にあたって考慮している点

開催への契機・経緯

歴史と文化の城下町として知られ

る川越だが、先人たちの残した遺産

にばかりに依存するのではなく、 川

越の新しい付加価値を見出していく

ことが必要なことから、これからの

時代に求められるモノは何か、メン

バーや行政、諸国体とさまざまな機

会で話し合った。

その結果、 ①地域商庖街の活力不

足②夜のまちに活気がない③市民の

個性・こだわり・技術を披露する場



埼玉県南河原村

お絵かきスリッパ展
主催南河原村商工会

会場南河原村立南河原小学校体育館

内容

村-に 1校の小学校の全児童300人

と先生がスリッパに絵を描き、村民

祭に展示した。夏休みの宿題として

あらかじめ裁断した甲の部分の布地

を子どもたちに渡したところ、マン

ガやアニメのキャラクタ一、動物の

絵などを思い思いに描いた作品が集

まった。それを村のスリッパメーカー

が一つひとつスリ ッパに仕立て、名

前を書き、 11月3日に毎年聞かれる

村民祭に合わせて小学校の体育館に

展示した。

1年生から 6年生までの全校児童

の絵がスリッパになって一堂に勢揃

pすると、日ごろ商品としてしか見

ていなかったスリ ッパがまるで違っ

たものとして目に映り、親、子、学

校関係者はもとより、訪れた村の人

たち全員にとって新鮮で楽しい展示

となった。

開催への契機・経緯

当村はかつて日本ーを誇ったスリ

ツノT産地であったが、近年、安価な

輸入品におされて生産量は激減し、

スリッパ製造業者も半減している。

以前は村の総世帯の80%が何らかの

形でスリッパ生産に携わっていると

言われ、多くの家庭にスリッパ用特

殊ミシンがあり、熟練した縫製技術

をもっ主婦がスリ ッパ作りをしてい

る光景がごくふつうに見られた。と

ころが、今ではほとんどの家庭がミ

シンを処分し、スリッパ製造が村の

地場産業であることを知らない子ど

もたちが増えている。
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この催しは、埼玉県工業技術セン

ター南部研究所が行っているスリッ

パ商品開発事業の中で、購入者が自

分で絵を描ける無地のスリ ッパの商

品化を提案し、商工会から小学生に

絵を描かせる案が出され、スリッパ

製造業者から製作協力の申し出があ

って実現した。

目的・基本方針

1.昭和20年代に始ま ったス リッ

パ作りを、日本一の産地にまで成長

させた祖父母や両親の努力について

どもたちが考える機会をっくり、

村の地場産業へ関心を抱かせる 。

2.新しい販路開拓のための商品開

発のーっとして、購入者が自由に絵

を描ける無地スリッノTを開発する。

開催にあたって考慮している点

村民の交流を目的として年 1回聞

かれる“ふれあい祭り"に合わせて

開催し、 学校関係者以外にもできる

だけ多くの目にf5虫れるようにした。

また、商.工会が行っている村おこ

し事業も考慮、して、教育委員会、学

校との協働体制を整えた。

人口:4.368人

波及効果

本イベントは、子どもたちゃ先生

だけでなく、 一般の来場者たちにも

好評であり、地場産業への関心を高

め、小さな村ーに大きな地場産業があ

ることを改めて知らせる効果があっ

た。また、村の商工団体と教育委員

会や学校が一緒にひとつの行事に取

り組む事は今までなかったことであ

り、村ーの活性化にもつながった。

課題・今後の展望

本イベントは製作にあたるスリ ッ

パ製造業者の労力負担が大きく、ま

た展示等をする商工会にも人的ゆと

りがないため、 1回しか実施してい

ないが、村の子どもたちが小学校に

在籍している聞に必ず一度は体験で

きるように、 6年に 1回は実施した

いと考えている。



人口 :81.284人

ページェント2000rこの豊かなる大地の賛歌JPart3 
主催城下町新発田ふるさとまつり開催実行委員会、新発田市

会場新発田城I止公園

内容

2部構成で実施。第 1部は、当市

にゆかりのあるアーテイス 卜等によ

るミニコンサートを実施。その後当

市出身の俳優が出演するキャラクター

ンョ一。

第2部では、 「ふるさと歴史絵巻」

を野外劇として実施。新発田藩にま

つわる歴史的エピソード、「溝口秀

勝候入国絵巻Jr塩止め事件Jr決闘
高田馬場Jr忠臣蔵絵巻Jr千年紀菖
城結婚式Jrボランティア ・パレー
ドJr四十年目の仇討Jr幼君奪取事
件」を上演。その他、市内21業者に

よる物産展の開催。

開催への契機・経緯

当市は、江戸時代から溝口候10万

石の城下町として古くから行政、産

業、教育、文化における阿賀北地域

の中核都市の役割を担っており、平

成10年には、新発田藩初代藩主「溝

口秀勝候J入封400年の記念の年を
迎えた。

この「城下町400年jを絶好の機

会と捉え、 「城下町新発田400年jの

歴史を十分発揮した「新発田の核」

となる、新たな観光イベントの創造

開発による市民と一体となった「ま

ちづくりイベン トjとして、平成10

年より開催されたものである。

目的・基本方針

市民参加型イベントの実施 ・定着

を図ることにより、 「活力と個性豊

かな地域経済社会」の構築と、産業

の振興、文化の向上、意識の高揚を

目指すと共に、新たな観光イベント

の創造開発により、市民と一体とな

った 「まちづくりイベント」として

育成し、将来に向けての「活力ある

観光地」づくりの推進を図ること。

開催にあたって考慮、している点

当市は、「恵まれた自然Jと 「歴
史 ・文化」の観光資源を数多く有し

ていることから、それぞれの拠点特

性を活かした特色のある観光開発と

整備を図る事や、その 「まちの魅力」

を十分活用し、地域産業との連携を

深めていくことを課題としている。

このため、 「城下町新発田jの歴

史と文化を活かした「新発田市の核j

となる観光イベン卜事業の実施、そ

して、マンネリ化させず定着を図る

ことなどにより 、全国ネッ トで情報

発信すること。

波及効果

第一に、共通の目的意識の中で人

と人とのふれあいを通じ、より一層

の 「地域づくりjの活性化が図られ

た。第二として、 「城下町新発田」

の地域特性を核とするイベント事業

を確立し、育成することで、「新発

田市の顔」と して情報発信できた。

第三には、市街地とその周辺地域の

観光誘客を促進し、観光コースを明

確にすることにより、より一層の観

光振興が図られた。第四には、観光

の振興を促進することで、誘客施設

等の回避を図り、商工業振興の活性

化の促進を図ることができた。

課題・今後の方針

平成12年度までの 3年間は、国県

補助を受け、行政主導によりプロス

タッフの手によって実施された。13

年度については、市民有志による実

行委員会が組織され、民間組織主導

で、内容も一新し、 実施した。異業

種同志の実行委員会であり、 会議の

持ち方についても制限があり、また、

実行委員会と行政の連携の取り方な

ど改善が必要と思われる。
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新潟県相川町

金の道佐渡から江戸ヘ
主催

内容

江戸時代、佐渡金山から採掘され

た金が、人 -馬を使って遠く江戸ま

で運ばれたという事実に基づき、当

時の衣装スタイルで、その道のりを

歩いて体験しようというもの。

佐渡から江戸(東京)までの約

400kmの道のりを、 一日約30km、

16日間をかけて歩く 。

参加者によって、日程はまちまち

だが、リレー形式で行うため、 1日

のみの参加も可能である。

開催への契機・経緯

平成9年11月、相川の観光関係者

からなる 「フロント会」の会合で、

低迷する佐渡観光について話し合っ

ていた時に出された企画。

さまざまな意見の中、直ぐに取り

かかれる歴史をテーマにし、佐渡と

いえば佐渡金山、それなら佐渡から

142 

江戸まで歩くようなイベントなら宣

伝効果があるのでは、というのがそ

もそものき っかけであった。

翌年 1月に実行委員会を立ち上

げ、出発日を 5月27日とし、その間

にさまざまな申請を含め、準備を整

えた。

目的・基本方針

金銀輸送路を歩くことで、佐渡と

沿道の住民との交流や歴史を再発見

するとともに、お互いの地域の活性

化につなげることである。

人口 :9，662人

l 1 

開催にあたって考慮している点

衣装は足元まで気を配り、靴では

なく、草鮭で歩く 。そのため、人に

よってはマメができるので、 医療El

等細部にわたって補っている。

波及効果

街並みに力を入れている町もあ

り、大変ありがたくもてなされ、そ

の後、佐渡との文化交流など関係が

深くなった。



富山県大門町

越申だいもん凧まつり
主催 越中だいもん凧まつり実行委員会

会場富山県大門町枇杷地内 大門スカイパーク (庄川左岸河川敷)

内容

毎年、 5月第3土 ・日曜日に、微

風が吹く大門カイトパーク(庄川河

川敷)をメイン会場に、自治会、児

童クラブ、企業、外国選手、全国か

ら集まった凧愛好者等の、創意をこ

らした大凧、小凧、連凧が華やかに

舞いあがる。

一方、商庖街通りでは、町商工会主

催の「カイトフェスティパルjが行わ

れ、歩行者天国では、チンドンマンが

練り歩き、道の両側には歴代の優秀

な凧の展示、各種出庖、魚のつかみ取

り、婦人会による街流しなど、住民総

参加の本イベントが開催される。

会場には、色とりどりのテントが

並び、皆が結集して作った大凧(大

きなものは50畳)が大空高く舞い上

がると、大きなl喝采のもと、言いよ

うの無い感動を呼び起こす。

今では、初夏を彩る 「まつりJとし
て、県内外に知られるイベントとなった。

開催への契機・経緯

本イベン卜の始まりは、当初地元

自治会や児童クラブの交流事業とし

て実施していたものを、昭和54年5

月に国際児童年を契機に、子どもの

たくましい成長と我が町の活性化を

願う町民の熱い思いから、 p'J主催

(実行委員会)による「まつりJと
したことである。そして、第20回記

念大会で「凧で結ぶ国際交流」をテー

マにして以来、外国選手やALT(外

国人英語教師)も参加するまつりへ

と発展してきた。

目的・基本方針

さわやかな 5月の空に、巧みな手

さばきで限りない大空に舞う凧は、

見る人びとに大きな感動とロマンを

与えてくれる。このすばらしい凧を

メインに、風光明嫡な庄川河川敷で、

富山県内、全国、そして世界から多

数の人びとが集い、ふれあい、楽し

む事によって凧を通した交流を図る。

開催にあたって考慮している点

まつりがマンネリ化しないために

も、色々な意見を聞く為に、実行委

員会の反省会は、まつり後 2週間以

内に実施する。

地域の人たち(小学生、中学生も含

む)とは「凧まつりを語る会」を設け

て、次回のまつりに備える。しかし、

乙れで良い、というまつりにはなら

ない。毎回色々な指摘事項が出る。

いずれの時も、大人も子どもも楽

しめるまつりに努めているが、決め

られた期間、そして時間の中でのプ

ログラムのバランスに考慮してい

る。また、会場のレイアウ トにも考

慮、する。

波及効果

本イベントが行われるようになっ

人口 12，807人

てから、住民の結束が大変強くなっ

た。2000年とやま国体では、選手、監

督の宿泊は、100%一般家庭での民泊

で対応した。その聞も、住民の心は一

つになり、選手に対する温かいもて

なしをすることが出来、今でも多く

の選手との付き合いがあり、親戚が

増えたようだと住民は喜んでいる。

子どもたち も、自分たちの町に誇

りを持つようになり、「大門と言え

ば凧まつり」と、堂々と自分の町を

紹介すると pう。

課題・今後の展望

21世紀に、本イベン トが、自然と

人とが触れ合う コミュニケーション

の場として、さらなる地域聞の交流

の促進を願い、住民総参加のもと積

極的に展開していきたいと考える。
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富山県井波町 人口 10.443人

いなみ国際木彫刻キャンプ
主催 いなみ国際木彫刻キャンプ実行委員会

会場 井波町閑乗寺公園

内容

平成3年以降、 4年ごとに開催し

ている本イベントは、「木彫りを通

して世界をつなくつをテーマとし、

県知事を名誉会長に、県、県芸術文

化協会、砺波広域園内の市町村、報

道各社及び関係諸国体で組織された

実行委員会が、海外及び囲内から木

彫刻作家を招請し、ノンコンクール

方式で実施している。世界各国、囲

内作家、地元作家がそれぞれの民族、

伝統、文化を表現する木彫刻作品を

原木から作品完成に至るまで、野外

で公開制作することにより、 一般の

人びとも含め、お互いのコミュニケー

ションを図り、国際理解と文化交流

を深めるとともに、当町から世界に

向け、木彫刻文化の情報の発信地と

なるための契機としている。また、

完成した作品はキャンプ地に 3ヶ月

間野外展示した後、パブリックアート

として町内各地で展示保存している。

開催への契機・経緯

昭和63年、ハンガリーで開催され

た木彫刻シンポジウムに、当町ーから

2名の作家が派遣され、日本の木彫

刻文化の一端を紹介した。この派遣

で、各国の作家と受流を深める中で、

世界に目を向けることの重要性を痛

感した。当町は人口 1万人余りの小

さな町ーであるが、木彫刻師は350人

にも達し、木彫刻技術の集積と集団

的まとまりは、世界的にも特異な地

域である。だからこそ、井波で彫刻

シンポジウムを開催すべきとの気運

が盛り上がった。
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目的・基本方針

完成した作品をコンクールで競う

という形ではなく、キャンプ形式を

とっており、入場者には作家の制作

過程を、付随したイベントとともに

鑑賞し、楽しんでもらう。

開催にあたって考慮、している点

これまでの実績によって、数々の

受賞や海外彫刻シンポジウムへの招

待という外部評価の面で大きなメリ

ッ卜を得るとともに、ボランティア

スタップ等の支援体制は、回を重ね

るごとに充実してきている。反面、

当町民の参加や理解が期待したほど

伸びていないと感じられた。そのた

め、関係者の十分な意見交換会の開

催や町民アンケー卜の実施など、町

民の理解や参加への促進に重点を置

いている。

波及効果

制作活動やホームステイ等を通じ

て、 言語、宗教、政治信条の遣いを

乗り越え、互いの民族的アイデンテ

ィティを認め合うとと もに、伝統技

術や芸術に対する考え方を学び、新

しい芸術世界の創造の可能性が生ま

れた。また、数多くのボランティア

や町民の参加により草の根的な国際

交流の輪が生まれ、 町民の誇りとす

る事業となっている。

また、プライベートな室内展示が

通念であった木彫刻をオープンエアー

に展示し、さらに町内各所にパブリ

ックアートとして設置することによ

って、木彫刻の映える町並みづくり

が進み、「木彫りの里」にふさわしい

個性的な景観が形成されつつある。

課題・今後の展望

各地で開催される木彫刻シンポジ

ウムに毎年地元作家を派遣してお

り、世界にネ ットワークが広がりつ

つある。本イベントを継続して開催

することにより、乙の広がりをより

強固なものとし、 「木彫り文化jの

発信を続け、 日本の国際化や異文化

理解の推進を図る。



人口:1.176.601人

第14目JAPANTENT -世界留学生交流・いし1J'D2001-
主催 JAPAN TENT開催委員会
会場 石川県内41の全市町村

内容

県内41の全市町村'を対象にしたホー

ムステイをはじめ、市町村独自でも

さまざまなプログラムを企画し、実

行している。また今回は「石川で知

る日本人の心」を基本テーマとし、

8日間の大会期間中には、そのテー

マに沿った内容のプログラムを実施。

なものとしては、金沢をテーマ

にした講演・フォーラム、伝統工

芸 ・伝統文化を体験する金沢職人大

学校、ステージイベント、世界の料

理屋台などである。

開催への契機・経緯

重際社会の明日を担う世界からの

留学生、研修生を、恵まれた自然や

伝統文化が息づく当県に招き、県民

との交流を通じて日本の文化に触

れ、 真の日本と日本人を知ってもら

う場をrJAPANTENTJと名付け
た。“交歓と創造と連帯"をメイン

テーマとして、昭和63年に40カ国

370名の留学生が参加し、第 1回大

会を開催した。

目的・基本方針

日本で学ぶさまざまな国からの留

学生、 研修生を当県に招き、県全域

を大きな交流の場 fTENTJとして

県民との交流を行い、「世界に聞か

れた国づくり、地域づくりjを人と

人との触れ合いを通して推進するこ

とが、「ジャパンテントjの大きな

目標である。

開催にあたって考慮している点

開催期間中は、ホームステイする

ことになるので、ボランティアで受

け入れしてく れるホストファミ リー

の確保に苦労している。

また、県内41全市町村で開催する

ため、各自治体独自のプログラムの

作成と市町村の協力体制、地元の大

学等を中心とした学生ボランティア

の確保と協力体制など、規模が大き

pイベントであるため、 細部にわた

ってマニュアルを作成している。

波及効果

昭和63年に第1回大会を開催して

以来、 DAPAN TENTJに参加し

た留学生は130カ国 ・地域から、こ

れまで5千人を超えている。留学を

終えて帰国した人びとは母国の政

治、経済、文化など、さまざまな分

野で活躍しており、当県の “地域か

らの国際化"や日本の“世界に聞か

れた国づくり"を推進する面におい

ても、 多大な貢献をしてきている。

課題・今後の展望

わが国の「留学生10万人受け入

れJ体制を支え、豊かな国際交流と
実りある国際貢献、そして世界の恒

久平和にも寄与していくものと考える。
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石川県輪島市 ， 人口 :27.754人

1999地球環境米・米フォーラムin輪島
主催 地球環境平和財団、1999地球環境米米フォーラムin輪島実行委員会

会場輪島市、白米千枚目

内容

〈春〉 植稲祭 (田植えフェスティパル)

高円宮殿下を迎え、各国大使館員

や各国ビジネスマン、外国特派員な

どとその家族、そして地元の人や全

国からの参加者で、白米の千枚目で

田植えを行った。また夜は、地元の

住民との交流を図るため、ホームス

テイを通じ、食生活や生活習慣をあ

りのままに体験できる場を設けた。

〈夏>Iとんぼ田んぼシンポジウム」
体験学習プログラム

夏休み期間中、小中学生向け体験

ツアーを企画し、千枚目で草刈体験

や生き物観察などを行い、 PIJ野町

曽々木にある体験実習館でわら細工 に協賛することとして当市で開催決

を実習した。 定する。

〈秋〉稲刈祭 (稲刈りフェスティパル)

春に開催した植稲祭の参加者を迎

え、千枚目で稲刈りを行い、秋の収

穫にまつわる祭りなどの伝統行事に

も参加してもらった。

開催への契機・経緯

自然生態系の循環の中で培われて

きたエコシステムとしての水田稲作

の知恵を、日本人自身が改めて捉え

直し、その知恵と技術を世界に提供

し、 21世紀に美しく平和な地球を築

くために「米米フォーラム」を地球

環境平和財団が計画する。そして、

当市において千枚田は貴重な観光資

源であること、棚田が多い中山間地

農業が中心であること、イベン ト性

も高く 観光都市 「輪島」のPRに貢

献できること、交流・ 体験などを通

じ、子どもたちが貴重な体験を得ら

れることで、本フ ォーラムに積極的
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目的・基本方針

主食としての米の潜在能力と、自

然生態系の循環の中で培われてきた

エコシステムとしての水田稲作の知

恵を、日本人自身が改めて捉え直す

こと。その知恵と技術を世界に提供

し、同時に、稲作文化の根底にある

「共に生きる」という精神を世界に

訴えることで21世紀に美しく平和な

地球を築くための大きな原動力とな

ることを目指す。

開催にあたって考慮している点

各国の大使館員が集まるというこ

とで言葉の問題、そして、夜は地元

の人の家にホームステイ すること

で、習慣や食べ物、宗教等を事前に

杷握する必要があった。また、 会場

には一般観光客もおり、 参加者との

トラブルが起こらないよう留意した。

波及効果

数千枚もある棚田に参加者が、苗

を植え、草を取り、稲を刈ることに

より IPのち ・水 ・土 ・森jそして
「かけがえのない地球」を見つめ直

すことができたと思う。世界人口の

半分の人が口にする米を、作り手の

立場に立つことで、 l粒の米の大切

さを感じ取ってくれたと思う。また、

本イベントを通じ 「輪島白米の千枚

目」を全国、世界に発信することが

できた。

課題・今後の展望

今後は、全国各地で継続して開催

されるが、本イベントを通じ米の大

切さ、また、人間は自然と共存し、

かけがえのない地喋を守っていかな

ければならないことを再認識する人

が少しでも増えていってほしい。



越前大野感性はがき展
主催越前大野感性はがき展実行委員会、大野市、大野市教育委員会

会場 大野市内

内容

一枚の葉を、一枚の葉書(メ ッセー

ジ)に置き換え、 一人ひとりの小さ

なメ ッセージを集め、それを大きな

メッセー ジにしてい乙うと考え、

「小さなはがきに込められた大きな

こころ…越前大野感性はがき展」を

開催する。平成13年の概要は次の通り0

・テーマ 「空J:空への思いを一枚

のはがきに込めて

・部 門:一般の部、中高生の部、

小学生以下の部

・参加費 :無料

・サイズ:官製はがきサイズ (10X

15cm) 

・ジャンル:絵画、 写真、書、切り

絵、版画、文章 (100字以内)、 絵

葉書など「空jを題材にするもの

なら何でも可

・応募資格:不問(年齢、国籍など

一切不問)

・表彰 :最優秀賞 1点 賞状と副賞

(賞金10万円と大野特産品)など

・審査員 :当市民10名、福井県立美

術館長、 詩人、女優、映画監督

・その他 :優秀作品を当市内に掲示

する。優秀作品約500点が掲載さ

れた作品集を出版する。

開催への契機・経緯

越前大野感性はがき展実行委員会

は、市の地域リーダー育成事業「越

前大野平成塾jに参加した第 2期の

塾生が主体となって発足した会である。

平成塾では、 「知ろう、見ょう、

考えよう、やってみようjのスロー

ガンのもと、 2年間にわたり市の現

状などについて勉強会を開いた。3

年目は、北陸の小京都と呼ばれる城

下町.という歴史のある雰囲気を活か

し、老若男女を問わずさまざまな人

が参加できることを条件に、 事業を

実施することを検討した。その結果、

196haの広さのブナ林を購入して環

境保全に取り組んで、いる当市から、

自然をテーマにしてメ ッセージを全

国に発信したいと考えて企画したの

がこの事業である。

目的・基本方針

全国から、当市及び環境に関わる

芸術作品を募集し、展示することを

通して、市民の芸術文化に対する理

解を深めると共に、環境保全の気運

を高め、当市からその文化を全国に

発信することを目的とする。

開催にあたって考慮、している点

作品募集のお知らせについて、ポ

スターやパンフレットなどの送付先

について、どのようなところがポス

ターを掲示してくれるか、また情報

を発信してくれるかを話し合い、

人口 39.920人

試行錯誤しながら送付している。

このほか、 地元の人たちに、この

取り組みを認知してもらえるように

さまざまな形でPRに努めている。

波及効果

平成13年度で3回目の実施となる

が、第 1回展は5，008点、第 2回展

は6，412点、の応募があり、応募者が

増加してきた。少しずつだが、当市

からのメ ッセージが全国に伝わって

おり、 当市の情報が確実に受け止め

られPRできていると思う。

課題・今後の展望

事業を運営していく上で、パンフ

レットの発送や作品の整理にかなり

の作業量が必要だが、実行委員会で

それを担う人が大体決まってしま

L ¥ 一部の人に負担が集中してしま

う形となっている。

また、この事業は、市の委託事業

として実施されているが、市の財政

状態が厳しい中で、費用対効果につ

いて追求されるようになると、事業

の効果が分かりにくい当事業の予算

削減が考えられる。

このような課題をどう克服してい

くかが今後の事業の継続のカギとな

るように思う。
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平成大野屋まつり
主催平成大野屋本届(大野市)

会場大野市まちなか観光拠点施設「平成大野屋Jr平蔵Jr中庭」

内容

-丁稚どんコンテスト:平成大野屋

のキャラクタ一「丁稚どん」が着

けている前掛けにならって、小学

生以下の子どもたちがさまざまな

前掛けを着用し、コンテストを行う0

・平成大野屋なべ:全国に委嘱され

ている平成大野屋支届主から地元

の鍋食材を調達して、大鍋で煮込

み、市民に無料配布する。

・みんなでつくる木:来場者をイン

スタン トカメラで撮影し、その写

真を葉っぱに見立て 1つの木を造

る。

・まんじゅうまき:屋根から菓子や

まんじゅうを投げ、市民に拾って

もらう。大野のお祝いごとで見ら

れる伝統風習をイベントに取り込

んだもの。

・方言当て大会 :全国の平成大野屋

支庖主(大野さん)の地元で使わ

れている方言を披露してもらい、

来場者にその方言の意味を当てて

もらうゲーム。支!古主と市民とが

会話形式で進める。

開催への契機・経緯

平成大野屋事業は、幕末の大野藩

が藩庖「大野屋Jを設立し、藩の財
政を救ったという史実にならい、平

成8年度から実施されている。全国

の大野姓の方を平成大野屋支届主に

委嘱し、当市からさまざまな情報を

発信することにより市のイメージア

ップを図るとともに、イベン卜など

に招待して市民との交流を図ってい

る。
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しかし、 当初、本事業の市民への

浸透度が少なかったため、事業への

理解、市民と平成大野屋支庖主との

交流の拡大、まちなか観光拠点施設

「平成大野屋」の利用促進を図るた

め、市民と平成大野屋支庖主が参画

できる本イベントを計画した。

目的・基本方針

市民ボランティアなど多くの市民

の参画を得ながら、 全国の平成大野

屋支店主とともにまつりを運営し、

市民同士が交流できる場を提供す

る。また、まつりを通して、本事業

をPRし、 当市のイメー ジアップを

図る。

開催にあたって考慮している点

本事業は、人と人との交流やまち

なかの活性化を趣旨に事業展開して

pる。よって、本イベントは、企画

から運営までを多くの市民や屈がボ

ランティアで協力し、まつりを通し

て町が元気になるように努力してい

る。

また、全国の平成大野屋支屈主

(大野さん)をまつりに招待し、当

市民と交流ができるように、毎年イ

ベントに趣向を凝らしている。

そのほか、イベントは、平成11年

人口 39.920人

度に市がまちなか観光拠点施設とし

て整備した「平成大野屋」を会場と

しており、まつりを開催することで

当施設のPRも兼ねている。

波及効果

-まちなか観光拠点施設「平成大野

屋」の施設を周知することができ

ている。

・ボランティアで携わった市民と平

成大野屋支庖主が、まつりの運営

などを通してふれあうことがで

き、その後の継続的な交流につな

がっている。

-本事業を理解してもらうととも

に、約150年前の大野藩の歴史を

知ってもらう機会になっている。

特に、まつりにボランティアで協

力してもらった小学生たちが、自

分たちの町の歴史を知るきっかけ

になっており、社会の授業などで

も取り上げている。

課題・今後の展望

市外からも注目されるようなイ ベ

ントや多くの市民が参画できるイベ

ントの創出を図る。



一筆啓上貫
人口 :31.697人

主催 丸岡町、財丸岡町文化振興事業団

会場 一

内容

「一筆啓上火の用心 お仙泣か

すな 馬肥やせ」とは、陣中から妻

に宛てた手紙で、日本一短い手紙と

して有名である。簡潔明瞭の精神を

見事に表現した手紙として、手紙文

の手本になっている。文中の 「お仙」

とは、初代丸岡薄主の本多成重の幼

名であり、この手紙を書いたのはそ

の父、本多作左衛門重次という徳川

家康の忠臣であり、鬼作左と呼ばれ

た人物である。当町のシンボル丸岡

城は、日本一古い城として有名であ

り、日本一短い手紙の石碑もこの丸

岡城に建っている。当町では「一筆

啓上賞」日本一短い手紙と題して、

毎回テーマを設けて25文字-35文字

の手紙文を募集している。平成5年

度から始まり、 9回目を迎えた13年

のテーマは IPのち」である。

開催への契機・経緯

当町では、平成元年度から史跡に

よる町づくり事業を推進している。

「越まほろば物語JI中野重治記念
文学奨励賞・全国高校生詰のコンクー

ルJI振媛文学賞」 など、 当町の史
跡をテーマとした各種イベントを展

開してきた。そうした中、 5年度よ

り日本一古い丸岡城に日本一短い手

紙の石碑があることから、全国に日

本一短P手紙を募集することになっ

た。これが本イ ベン トの始まりであ

る。また、海外でも注目され、アメ

リカ合衆国オレゴン州ポート ラン ド

市を拠点に、 7年度から英語版一筆

啓上賞も創設された。

目的・基本方針

手紙という古来からの伝達手段が

薄れた今、もう一度手紙の温かさを

見直し、手紙文化の復権を目指すと

ともに、ふるさとを愛する心を養う

ことを目的とする。そして、 25文字

一35文字の手紙文を封書のみで応募

できるとしている。

開催にあたって考慮している点

入賞作品を毎回、作品集として出

版することもあり、プライパシーに

関わることは特に考慮、している。ま

た、毎回全国の教育機関(特に中学

校・ 高等学校)に応募用紙を送り、

学校単位で取り組むようお願いして

いる。そして、近年海外でも着目さ

れたこともあり、各国の大使館にも

ポスター ・応募用紙を送っている。

波及効果

丸岡城を訪れる観光客が増え、 町

内の商屈が活気付いた。そして、 一

筆啓上酒 ・一筆啓上米 ・一筆啓上し

おり(越前織り)などの一筆啓上グ

ッズができ、 地場産業の振興にもつ

ながった。

また、手紙を通しての歴史文化に

対する意識高揚や、ふるさとへの愛

着心高揚にも効果があった。

課題・今後の展望

当初より、 10回 (10年間)まで継

続するとPう計画で、平成14年度が

10回目となる。10回を終えて、集ま

った約80万通の手紙を保管 ・展示 ・

閲覧するための手紙博物館(仮称)

建設が大きな課題となっている O

国岡剛-可

ム
一…
占

4咽
「
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長野県松本市 人口 203，613人

ネイチャリングフzスタ「自然と遊ぼうin松本j
主催 ネイチャリングフエスタ実行委員会

会場アルプス公園

内容

「自然と遊ぶj楽しさがフィール

ドいっぱいに展開される 3日間のイ

ベン ト。キャンピングやさまざまな

ネイチャーゲーム、 小動物とのふれ

あい、など自然の中で、自然と過ご

す元気な真夏のわんぱく村である。

1. キャンプ村 :アルプス公園内に

100サイトのキャンプ村を設営し、

日本全国から 1泊 2日、または 2泊

3日の完全予約制により、キャンプ

体験やキャンプ技術の指導を実施。

2，自然体験プログラム:前年好評

だった、ナチュラリス ト村¥チャレ

ンジ村、ふれあい動物村、クラフト

村、熱気球搭乗体験に加え、新鮮ま

るかじりレストラン、昆虫ドーム、

フリーマーケットを加え、 気軽に参

加して楽しめるプログラムを満載。

3. ス トリ ー トノfフォーマンス :ピ

エロや足長クラウンなどの大道芸人

がアルプス公園の通路や木陰で、パフ

ォーマンス。

その他、フ ェスティパルステージ

で、ファミリーコンサー ト・キャラ

クターショー ・昆虫クイズ、アルプ
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ス山岳館では、 3D立体アニメーシ

ョンを映写。

開催への契機・経緯

めまぐるしい時代の進展・コンピ

ュータが世界を動かす情報化社会の

中で、今あらためて自然の尊さ、愛

しさが見直され、 「人と自然の調和j

「保護 ・共生 ・再生Jが語られてい
る。

こうした時代背景の中、21世紀を

迎えるにふさわしいミレニアム記念

イベン卜を模索した結果、 21世紀の

子どもたちが自然とふれあう機会、

自然のいとなみに感動する機会を与

えるネイチャリングフェスタの開催

にたどりついたものである。

目的・基本方針

基本テーマは、「人と自然、ふれ

あいと感動Jo21世紀の自然、 21世
紀の都市と自然、未来を担う子ども

たちの心の育成、そして新たなふれ

あいと交流などを目的とし、ミレニ

アムを記念して始ま ったイベント

で、平成13年は 「真夏のわんぱく村j

をサブテーマとし実11包したものである。

開催にあたって考慮している点

1. ボランティア組織主体による企

画と運営。

2. テーマに沿った企画 ・内容の選

明、。

3.駐車場確保が困難なことから、

シャ トルパスによる輸送体制の

確立と交通規制の実施。

4，野外イベン卜によるための事故

防止対策。

波及効果

自然とふれあう子どもたちののび

のびとした姿、生き生きとした目の

輝き、来年もやるの?と問いかけて

くる子どもたちの声が何よりの財産

ではないだろうか。

県内外からのキャンプ参加者から

は、来年もぜひ参加したいという多

くの声が寄せられている。自然環境

都市を目指す当市のイメージア ップ

の一翼を担えたのではないかと思う。

課題・今後の展望

平成13年度で 2回目となったが、

前年の内容を取捨選択し、アルプス

公園一会場による開催となった。財

源確保、イベントの定着化、内容の

新鮮さ等が今後の課題となる。



人口 :469.735人

ストリートフェスティパル・イン・シズオカ
主催 ストリートフェスティパル・イン・シズオ力実行委員会、倒静岡市文化振興財団

会場静岡市青葉シンボルロード

内容

最近感り上がりを見せている、ス

トリートで活動するミュージシャン

やデザイン、フ ァッションなどの若

手アーテイストを青葉シンボルロー

ドに一堂に集め、自由に音楽を演奏

したり、アート作品を創作 ・発表す

ることによって、街の中に芸術の一

角を創出した。

ミュージ ック部門では、各ブロ ッ

クに設けられたポイントで、静岡県

内だけでなく、東京・名古屋等から

集まったミュージシャン総勢14組が

演奏し、観客と一体となったステー

ジを繰り広げた。

アート部門では、県内外で活躍し

ている若いクリエイターがジャンル

を問わず作品を自由な方法で表現で

きる 「アートステージ」、1枚の布

を、糸を使わずにピンワークという

ディスプレイ方法のみで洋服を作り

上げてしまう iARTの達人」、他に、

スプレーや塗料を利用してボードに

絵を摘くグラフィテ ィアートのコー

ナ一、また、来場者の参加コーナー

として、 1人 1つの紙片に“喜び"

と“怒り"を思いのまま表現しても

らい、 50人分貼り合わせて作品を創

ったり、クリスマスリース制作体験

のコーナーを設けた。

開催への契機・経緯

ストリート文化は、文化に直に触

れることが出来るものである。今ま

での 「舞台の上からの芸術」ではな

く、見る者と見られる者の融合が存

在するものだからこそ、活力ある文

化の推進となる。

また、静岡市役所の前から市街地

を横切るようにしてのびる青葉シン

ボルロードは、 休日などにはさまざ

まなパフォーマンスが気軽に行わ

れ、市民の目を楽しませている。市

街地の中心に、広々としたパフォー

マンス空間があるのは全国でも珍し

く、地域文化の発信地点としてこれ

ほど過ー切なt易所ーはないであろうと思

われた。

中心市街地での新たな文化イベン

トの創造を摸索していた中、このよ

うな点に着目し、本イベントの開催

に至った。

目的・基本方針

若者の芸術文化の振興を高めると

ともに街に賑わいを与え、活性化を

図る。また、 『ゴミを出さない』を

イベントのポリシーとしているため

「その日限りのものにならなLリ「無

駄をなくすjということを、企画を

考える段階から取り入れている。

開催にあたって考慮している点

音楽等がイベントに伴うため、騒

音対策及び周辺対策を徹底しなけれ

ばならない。周辺IIfJ内会 ・商庖街の

理解を得ることが重要で、ある。路上

で行う演奏活動及び、パフォーマンス

等については、警察との事前協議も

必要である。

波及効果

静岡で活躍しているミュージシャ

ンやアーテイストに多くの市民が関

心を寄せていた。今回のイベントの

感想も96.4%もの人が「面白かった」

と答えていたことから(アンケート

結果)、当初の目的どおり若者の芸

術文化の振興を高められたと思う 。

また、偏見の目で見られがちであっ

たグラフィティーアー トの芸術性と

モラル面をアピールすることができた。

課題・今後の展望

「大人の文化祭」 的な手作りの良

さは残しつつ、今後はジャンルや参

加者の年齢層にも広がりを持たせた

いと考えている。

151 



愛知県平和町 人口 13.331人

HEIWAの手づくり絵ハガキコンテスト
主催平和町、平和町教育委員会

会場平和町総務部企画課

園内 容 園開催の契機・経緯
ボーダレスな交流ステージの創出に

努めている。

誰もが心の中にある平和のイメー 明治39年、「未来永劫にわたり争 ボランティアスタッフ「ぴ一ぽ一

ジをさまざまな手法により絵ハガキ いのない地域社会になるように」と た-Jが、広報活動、審査作業補助、

に表現することで平和の大切さ、平 当時の人びとの願いの込められた平 応募全作品展の準備等を行い、コ ン

和の尊さを考えてもらう 。作品は、 和という名。全国唯一平和の名のつ テストとは別の角度からコンテスト

O歳以上の子どもから応募が可能で く当町で、名前にふさわしい活動は の趣旨の普及を図っている。

1人あたりの応募点数に制限はな できないものかと町の将来像を住民
劃波及効果

い。作品には rHEIWA/JAPANJ が一緒になって考える 「住民会議」

「平和JrPEACEJの表示、平和を の場で提案された住民の戸がきっか 過去5回にわたり、コ ンテストを

伝える文章やメ ッセージを絵に、添え けである。 実施したことにより、町の知名度が

ることもできる。
岡目的・基本方針

上がった。また、応募者には、自覚

募集要項には、英語、ポル トガル 的に平和を考えてもらえる機会を提

語、スペイン語、中国語、ハングル 全国で唯一平和の名を持つ自治体 供できた。さらに、 学校を中心に全

語の 5ヶ国語を用意している。 として、 20世紀に築かれた平和の価 国的にコンテストが定着しつつある。

入賞作品で作品集と絵ハガキセ ッ 値観を21世紀に伝えていこうという
回課題・今後の展望

卜を作成。作品に込められた平和の 目的で開催。継続的に平和について

願pを広く伝えるため、囲内公共施 関心を持つ機会を提供することで、 今後は、ホームページ等を通じ、

設や世界各地のユネスコ協会などに 平和な地域社会の創生に貢献してい 「平和の市場Jを日本から世界に広
平和の使者として送付している。ま くことを方針としている。 げ、さらに多くの人に平和について

た、パネル化した過去の優秀作品の
E開催にあたって考慮している点

考えてもらう場を提供していきたい。

貸し出し事業も行っている。 また、ボランティアスタッフをも

作品の募集と同時にユネスコ協会 応募された平和のメ ッセージを多 っと活用して、住民が前面に出る、

の世界寺小屋運動に参加し、書き損 くの人びとに見てもらい、また多く 住民主導型のコンテストに転換して

じハガキの回収を行い、 ユネスコ協 の人の平和のイメージを知ってもら いきたい。

会に寄付している。 う場として、全応募作品展を開催。
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京都府宇治市 人口 :186，8ア2人

源氏ろまん 宇治大田楽まつり
主催

会場

写真(左右ともにい平成12年度宇治大田楽復活祭

内容

田楽は、ビンザサラなど特殊な楽

器を奏しながらシンメトリックな隊

列でダイナミックに躍る平安時代の

代表的な芸能で、 宇治の白川を拠点

とした本座田楽というプロの集団

が、宇治離宮祭をはじめ各地で活躍

していた。ととろが、現在当市では、

歴史と文化のまちとしては珍しく、

伝承された芸能がなかった。

こうした中で、平成10年度、総合

芸術家である野村万之丞氏の作 ・演

出の「楽劇大田楽」を、氏を中心とす

るACT.]Tの指導 ・協力により、市

民から出演者を募集し、『大田楽復

活祭』として開催した。13年度で4

回目の開催となる。特に、 13年度は

当市制施行50周年事業として取り組

み、より多数の市民が出演し、市民

のまつりへと広めていくため 『大田

楽復活祭』から 『宇治大田楽まつり』

と名称を改め、オリジナルな躍りの

「宇治田楽」の公演も併せて行った。

開催への契機・経緯

当市は、ふるさと創生事業として

紫式部文学賞及び岡市民文化賞を平

成3年度に創設し、 両賞の贈呈式を

中心にイベン卜 「源氏ろまんjを開

づくり」に取り組み、その集大成と

して、 10年度に源氏物語ミュージア

ムを開館した。それまでの本イベン

トは、観賞型で市民が直接関わりを

もち市民参加のイベントとしての要

素は希薄で、あった。そこで、 10年11

月に宇治青年会議所が主体となり市

民参加の準備実行委員会を結成し、

宇治を発祥の地とする伝統芸能、郷

土芸能的な田楽をテーマに「宇治大

田楽復活祭」を開催した。

目的・基本方針

市民の芸能への関心を盛り上げ、

それを背景に田楽をテーマと した芸

能の再生・復活を果たし、市民と行

政のパートナシップにより 「市民の

まつりJを創造するとともに 「源氏
物語のまちづくりjを芸能の分野か

らも充実させ、 21世紀の当市の文化

振興を図ることを目的とする。

波及効果

「宇治大田楽復活祭j開催後は、

市民の高い評価を得るだけでなく継

続の積極的な要望も強く、平成11年

度に市民参画型の30数名の実行委員

会へと発展し、行政からも実行委員

の構成メンバーとして 1名を派遣

催するとともに、 「源氏物語のまち し、市長が名誉会長に、市議会議長

が顧問に就任する組織形態とした。

また、 13年度からは出演者の半数近

くが「宇治田楽座」を自主的に結成

し一週間に一回の自主練習を始め、

学校、各種サークルなどへの指導に

あたり市民のまつりの礎が構築され

てきている。

12年度までの 「楽劇大田楽」は、

著作権等の関係から、市民がいつで

もどこでも自由に演じることが出来

ない制約があった。13年度に創作し

たオリジナルな 「宇治田楽」は、著

作権等を実行委員会に帰属さ せ、

小 ・中学校の運動会や文化祭での発

表のための指導、保育所・ 町内会の

秋まつりや他市町でのイベン 卜出演

など、 当市内外に情報発信し、出演

者、実行委員会の大きな力となって

pる。

課題・今後の展望

「楽劇大田楽」の公演に要する経

費が高額にのぼり、日本芸術文化振

興会(文化のまちづくり事業)の補

助金及び当市からの分担金により賄

うのが精一杯であり、 「宇治田楽」

の調査及び制作の委嘱並びに衣装、

楽器等の調達に係る経費が大きく課

題となっている。
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人口:7，580人

「孝行まつりJとちょっと照れくさい孝行のメッセージ
主催市原村おとし委員会

会場市原公会堂

内容

平成8年から毎年5月4日に「孝

行のまつりJを実施して、集落住民
63戸270人が参加している。

同年から 「ちょっと照れくさい孝

行のメッセージjの全国公募が実施

しており、 全匡147都道府県及び海外

からも作品が集まっている。

平成10年4，663通、 11年2，760通、

12年1，839通も集まり、集落では毎

年この中から孝行にちなんで55(こ

うこう)点の作品を選び、これを子

づくりの冊子にして配付している。

この他に、 「小春米Jr孝行のTシ
ャツ」もっくり 、「孝行」を集落の

顔として売り出している。

開催への契機・経緯

市原集落 (63戸)では、村今おこし

のテーマとして「孝行」を選択した。

経緯としては、大正時代に全国の

「孝行節婦J3人のうちの 1人に選
ばれた故森安小春の不屈の精神と徳

を伝えようと「孝行の里づくり」を

町が推進した村づくりの核と位置づ

けて、平成8年から毎年5月4日に

「孝行まつり」、また「ちょっと照れ

くさい孝行のメ ッセージjの全国公

募を展開している(故森安小春は、

市原に 4歳の時養女に来て以来、市

原に住んで、いた。町内には旧居助と

碑文を有する小春公園がある)。

目的・基本方針

「孝行」という、現代社会の中で、

ややもすると忘れられようとしてい

る徳の精神をはっきりと打ち出すこ
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とによって、 青少年育成及び村づく

りの中での協調精神の醸成を基本方

針としている。

開催にあたって考慮している点

補助金がほとんど無い単独事業の

ため、開催経費の捻出に苦慮、してい

る。全国公募の賞金だけで10万円、

手づくりの冊子(2千部)が20万円

かかるため、いかに経費を少なくす

るかに一番苦慮、している(印刷等は

すべて手づくりで、製本のみ業者委

託)。

集落の住民270人のうち、 一人で

も多くの参加を得るため、 実施日を

気候のよい5月4日にしている。

口

波及効果

「孝行Jと言うと、なんとなく照
れくさい感じがするが、そんな中で、

5年間継続的に実施する ζ とによ

り、住民の誰もが堂々と 「孝行の村

づくりjをしている市原と胸を張っ

て言うようになった。次第に本当の

「孝行」にも結びついてきたのでは

ないかと自負している。

課題・今後の展望

集落の会計の 1割程度を占める経

費の捻出が、いつまで継続できるか

が一番の課題である。



岡山県建部町 3 人口:ア，129人

岡山弁Ictええもんじゃ~ことばの祭り・建部~
主催 岡山弁はええもんじゃ実行委員会、建部町、建部町文化センター

会場 建部町文化センター

内容

大ホールで開催される第 1部で

は、岡山弁による町長の開会挨拶に

始まり、阿波村や笠岡市真鍋島から

の出演者による 「わしらの地域の自

慢ぱなし」や岡山弁による再現劇、

若者たちが話す岡山弁などが披露さ

れる。青山融氏による大爆笑の 「岡

山弁入門講座」のほか、岡山弁クイ

ズ、岡山弁カ ラオケなども催された。

会場はまさに岡山弁に埋め尽くさ

れ、岡山弁を通して町の過去と現在

が浮かび上がった。

小ホールで開催される第 2部は交

流会と して、 参加者たちによる岡山

弁の詩の朗読、岡山弁川柳の展示等

が行われた。

開催への経緯・契機

お国言葉というものは、日常的に

何気なく使っているだけに、次第に

失われ、時とともに共通語の方向

へ、どんどん変容してL￥く 。大切な

郷土の文化遺産であるお国言葉 「岡

山弁」を消さないために私たちに出

来ることは、再発見、再認識、再確

認し、自覚しながら積極的に使うこ

とで、ある。

当町は、かつて備前と美作の国が

交差する宿場町で、古くから河川、

陸上両交通の要所であった。ことば

により文化が行き交う地であり、岡

山弁のいわば 「へそ」に当る。この

地で、町に在住する岡山弁研究家や

岡山弁の語り部たちを中心に、住民

によるお国言葉の大会を開催した。

目的・基本方針

IT時代、あらゆることが便利にな

った反面、生のくらしの言葉を直接

交わすことが少なくなった。この生

の言葉を映像、 音、冊子等にして次

世代へ伝える。また、大会を機に、

県内各地から言葉の情報を収集し、

発信する。毎年継続して実施するこ

とにより、 「お国言葉文化」の交流

基地となる。

開催にあたって考慮、している点

くらしの中で使われている 「うち

らのことば」をテーマに楽しむこと

を主眼にした。これは、地域の住民

の発意により、意志を同じくする人

びとが実行委員会を組織して立ち上

げたものである。そして本イベント

を通して町民から発信したものが波

及し、人びとが集い、世代を超えた

情報交換を行う場となり、県内外へ

広く継続的に受流発展することをね

らった。

波及効果

大会を契機に、 町が岡山弁を守り

伝える 「岡山弁の町宇・宣言」 に至っ

た。公募により県内外から924通に

及ぶ岡山弁が集まり、また、公的行

事の挨拶、説明、案内板にも積極的

に使われるようになった。岡山弁を

通して人びとに気安さ、温かさが生

まれ、住民から生まれた大会が、関

心を呼び、町まで動かして、 「うち

らのことば」を大切にしようという

機運が高まった。

課題・今後の展望

生の岡山弁を聴いて、見て、認め

る機会を広げ、積極的に岡山弁を残

していきたい。また、情報交換の中

心的な場として、 気楽な普段着で付

き合える町、「行ってみゅう、住ん

でみて え、I且ったけぇ町」になるこ

とを目指したい。
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月見の宴
主催土器川ロマンの会

会場 土器川親水護岸

内容

毎年、仲秋の名月の日の夕方5時

50分から 9時にかけて、 一級河川土

器川の親水護岸で開催される。讃11皮

富士(飯野山)にかかる名月を眺め

ながら秋の一夜を楽しむもので、第

を焚いた“月の道"、ボンボリの明

かりの “月見橋"、対岸の堤への火

文字など讃l岐富士のシルエットを借

景に火と月明かりによる幻想的な光

景が見られる。芋と旬の野菜、肉、

うどんを入れて煮た京極鍋を囲み、

太古からはぐくまれたなつかしい秋

の風物詩を体験するイベントである。

お茶席コーナーや天体観測、花

火、アメゴの塩焼、讃岐牛、鶏の串

焼き、うどん、すし等各種バザーも

ある。北海道京極町との交流による

名水の提供、とうもろこしの販売も

行っている。

開催への契機・経緯

昭和61年秋、「讃岐富士から昇る

満月を眺め、想い出を語り、土器川

にロマンを求める」会として、土器

川ロマンの会が発足しており、本イ

ベントが当会のメインイベントである。

土器川という水の少ない川の中で、

周囲の明かりも少なく、飯野山(讃

11庄富士)を河川敷から見る景観、太

古から変わらないなつかしい “ふん

いき"を資源として、いつまでも大

切にすることを考えて開催している。

また、ボンボリ等のイベントグッ

ズはほとんどが手作り(竹製)であ

り、地域の技法(人的資源)を開示
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してもらい、 地域の人と共にイベン

トを開催している。

目的・基本方針

ふるさと土器川と讃11皮富士という

すばらしい空間を利用して、人と人

の出会いを大切にし、交流を深める

ことを目的にしている。基本方針と

して、手作りと自己資本で運営する

ことにしており、継続することも重

要であるが、少しずつ変化を持たせ

ている。

開催にあたって考慮、している点

駐車場や交通問題の解決のため、

コミュニテ ィ・ノtス“ぐるっと"を

臨時に走らせるなど、周辺(地域)

に迷惑をかけず、協力してもらえる

よう、清掃等についても気をつけて

いる。

イベントが毎年開催のため、少し

ずつ内容を変えていくように努めて

いるが、新しい企画の開発も重要だ

と考えている。

人口 :80.814人

波及効果

1.当市と関係の深い北海道京極町

の物産を紹介することにより、京極

町との交流を深めることに役立つた。

2.土器川の周辺地域に住む人びと

の交流の場とすることにより、土器

川の自然と環境を大切にするという

t運が盛り上がった。

課題・今後の展望

イベント参加者にガスコンロや鍋

を持参して参加してもら っている

が、今後は企画 ・運営 ・設営・片付

けにも参加してもらえるような参加

型イベントにしていきたい。



人口:5.664人

夕焼けプラットホームコンサー卜
主催 夕焼けプラットホームコンサート運営委員会

会場 JR下灘駅

内容

日本一海に近い駅 rJR下灘駅」

のプラットホームを舞台に、プロを

はじめ、 4組のミュージシャンが演

奏を披露する。夕日の織りなす光の

芸術と、若者が醸し出す旋律が来場

者の胸を熱く打つ。

コンサートは年々盛況となり、プ

ロの間でも出場希望者が増えてい

る。このため、乙のコンサートに先

立ち、8月中旬に 「夕焼け音楽祭

FUTAMIミュージックフェステイノf

jレ」を開催し、グランプリ獲得者に

出場権を与えるようになった。

開放的な下灘駅は、眼下に瀬戸内

海を一望し、 日本一美しいと言われ

る夕日との組み合わせは、えも言わ

れぬ美と感動を与える。最近は、コ

ンサー卜の盛り上がる頃にトロ ッコ

列車も到着するようになり、 一層の

盛り上がりを見せている。

開催への契機・経緯

昭和61年、予讃本線内山線の開通

により、海岸線の下灘駅が無人化さ

れ、将来の廃線の危機も感じられる

よう になった。これに対して、さま

ざまな存続運動が展開された。本イ

ベントもその一つである。

愛着のある駅のプラッ トホームで

コンサートを行うととで、町の文化

を高め、鉄道に関心を呼び戻そうと

考えた町の若者たちが寄付を募り、

手作りのコンサートを行うようにな

った。

目的・基本方針

日本で一番海に近い下灘駅を会場

に、夕日をパックにした音楽を通し

て駅と路線を守り、町内外に駅と双

海のすばらしさをアピールするとと

もに、 「夢 ・希望 ・やさしさ ・底力j

を胸に、 町の若者が自ら、交流のま

ちづくりの一端を積極的に担ってpく。

開催にあたって考慮している点

本イベントは「しずむ夕日をパッ

クに、観客の心に響く音楽を提供す

ることJに存在価値があると考えて
pる。

真に人を感動させるには、 会場の

演出や出演者もさることながら、 町

の若者が自ら考え、汗してコンサー

卜を作り上げなければならない。そ

うしないと人の心には届かない。こ

のことを忘れずに、小さいけれど、

日本一の感動を与えるコ ンサートを

続けていきたい。

波及効果

本イベント開催前は、過疎化の進

展によって町の人びとは皆、自信を

句

の異なる青年がお互いに顔見知りに

なり、 意見を交わすことで信頼感が

醸成され、結束力 ・責任感が増すよ

うになった。町外からのミュージシ

ャンや観客との交流によって新しい

感性が芽生えるようになった。マス

コミにも高く評価されるコンサー卜

によって、 16Jのイメージア ップが図

られ、 町の人たちに「生まれ育った

町に対する」自信 ・愛着 ・諮りが醸

成されるようになった。

課題・今後の展望

すでに16回を数えた コンサー卜

は、 町内外の人びとにすっかり定着

してきたが、マンネリ傾向も見られ

る。これからは、回ごとにテーマを

定め、より多くのミュージシャンと

交流しながら、双海生まれの曲を発

失いかけていた。一緒にコンサー 卜 信し、コンサー卜に新しい風を吹き

に取り組むことにより、年齢・職業 こんでいきたいと思う。
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愛媛県瀬戸町 人口 :2.750人

『結婚重言」エッセイ全国コンテスト
主催瀬戸町イベント実行委員会

会場瀬戸町三机(須賀公園)

内容

全国から 「二人の出会pJ、結婚
をテーマにしたエ ッセイを募集し、

最優秀 1組のカップルに手づくり結

婚式をプレゼン卜する。rr結婚宣言』
エッセイ全国コンテス ト」はサブタ

イトルで、本イベント名は 「瀬戸の

花嫁まつり」である。この花嫁まつ

りのオープニングセレモニーとし

て、最優秀で、選ばれた 2人が中心と

なりイベントを盛り上げる。

結婚式は夕方に行われ、昼間は地

元青年団による相撲大会や、 地元の

黒和牛 「高茂牛」を使ったバーベキ

ューを楽しむ。会場はアマチュアバ

ンド演奏、水上大運動会、ゲームな

どで賑わう。夕方から地区の中心部

で結婚式の出発セレモニーを行い、

人力車で町中をパレードしながら結

婚式場(八幡神社)へ向かう。

神前結婚式を終え、樹齢1，200年

を越すビャクシンの前で二人の愛を

誓う。そして、披露宴では地元特産

の海鮮料理を楽しみながら、花火大

会が2人を祝福する。

開催への契機・経緯

三机地区では古くから和霊祭とい

う行事があったが、 参加者 ・内容共

に小さく廃れてきたため、まちおこ

しのーっとして和霊祭を核に、さら

に数多くの事業内容を盛り込み、町

の活性化 .PRを目指して、名称も

新たに 「瀬戸の花嫁まつり」として

昭和61年度にスタートした。

このイベントも、第5回目頃から

事業内容のマンネリ化等により参加
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者が年々減少し、イベン トの盛り上

がりも今ひとつとなっていった。な

んとかイ ベン トを盛り上げようと、

イベント名にふさわしい事業内容を

検討し、 全国を対象に当町をPRす

ることを目指して、第12固から新た

に発想したのが rr結婚宣言Jエッ
セイ全国コンテスト」である。参加

者には当町を第二の故郷として愛し

てもらい、その横の繋がりによって

町の活性化へと結びつけよう とする

ものである。

目的・基本方針

本イベントを通しての町民の 「心

の活性化」、また、町が元気になる

起爆剤、そして新たな発想の展開な

ど、町民の心を引き寄せ、町の活性

化につなげることを目的とする。

開催にあたって考慮している点

①イベン卜 実行委員会のまとま

り。②各種団体との連携。①イベン

トを通し、姉妹町 (岡山県瀬戸町)

との交流事業。④町の活性化に結び

っく事業内容。①町民が心待ちにす

るイベント 。「心の活性化j。⑤当町

のPR。⑦当町ならではのイベン ト。

波及効果

①当町の知名度アップ。②町内の

各地区でも、地域の若者たちによる

町の活性化を目的としたイベン卜が

開催されるようになった。①町外か

らの参加者が増加傾向にある。④結

婚式を挙げた二人が在住地区で当町

をPRしてくれる。①テレビ ・ラジ

オでも取り上げられ、問い合わせが

増加した。

課題・今後の展望

①イベント開催にあたり、準備、

打ち合わせ等に何日も時聞を費や

し、 負担が大きくなっている (当地

域では若者が少ないため、他の役と

も重按している委員が多p)。②人

材育成 (リーダーシップが発揮でき

る人材)。③お金をかけないイ ベン

トづくり。



人口 ・17.612人

筑後吉井のおひなさまめぐり
主催筑後吉井おひなさまめぐり実行委員会

会場 白壁通り、蔵しつく通りを中心に町内24ヶ所

内容

町内の旧家が所蔵する、江戸時代

から平成までの、 豪華なものから珍

しいものまで数多くのお雛様を毎年

2月15日から 4月3日まで、旧家や

商底、公共施設など約24ヶ所、その

他個人の家などを合わせると100軒

ほどで展示している。

「江戸時代から平成のおひな様と

おしゃべりしてみませんか」をキャ

ッチフレーズに、来訪者に白壁土蔵

の町並みを散策しながらおひな様を

観賞してもらう。

休日には、中学生の観光ボランティ

アガイドとともに、吉井の魅力を訪

ねてほしい。また、物産販売のしら

かべ市と、人力車を引く会による散

策も行われる。

開催への契機・経緯

第 1回の本イベントが行われた平

成 5年の前年、日田の豆田のひな祭

りを取材したあるテレビ局のプロデ

ューサーが、その帰りにふらりと町

内の和菓子屋に立ち寄った。

「白壁土蔵の歴史ある町ですから、

さぞかしいいおひな様があることで

しょうなjとプロテeューサー。骨董

好きでおきあげびななどをコレクシ

ョンしていた庖の主人は、その言葉

に触発されて、吉井もおひなさま祭

りをやろうじゃないか、と骨董仲間

に呼びかけ、早速準備に取りかかった。

各人のコレクションを届先にさり

げなく飢iるといったスタイ jレであっ

たが、テレビの力は絶大で、、たくさ

んの女性たちがどっと当町のおひな

様を見に押しかけてきた。

この反響に驚いたII可の人びとはお

宝さがしに一念発起する。当時まだ

数多く残っていた旧家の蔵の奥は、

何が出てくるかわからない玉手箱状

態だったという。

こうして、展示会場だけでなく、

自分たちが住む家やショーウインドー

を自分たちの子で飾り、訪れた人び

とに町をめぐりながら見てもらうと

いう、吉井ならではのスタイルがで

きあがり、 「おひなさまめぐり」は

今年(平成13年)で9回を数えるま

でになった。

目的・基本方針

白壁土蔵の町並みに似合い、宿場

IQTの面影を残す心渦かい庶民派のま

まの本イベン卜を通して、 出会いを

大切にしている町の人びとの心づ、く

しを大切に育てていく 。

開催にあたって考慮、している点

特に休日における駐車場のスムー

ズな運用には気を配っている。開催

地が主に国道沿線や交通量の多い生

活道路に面しているため、来訪者の

安全な通行を図っている。

波及効果

春を告げる風物詩となった本イベ

ントで、 町の知名度が格段にアップ

した。

課題・今後の展望

平成13年で既に 9回を数え、さら

に開催期間が長期にわたるため、記

念行事のようなインパク 卜のある催

しを立案する必要がでできている。
. 
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12Xおらんだ
主催 12Xおうんだ実行委員会

会場平戸港交流広場、学校他

内容

本イベン トでは、さまざまな分野

で活躍するオランダ人芸術家 ・専門

家の中から選抜した人たちが 1ヶ月

間平戸に滞在し、ワークショップ、

コンサート、学校訪問、共同製作、

展覧会等の幅広い活動を市民と共に

行った。また、オランダ人は書道、

茶道などの日本の伝統文化を学び、

市民活動に参加した。

本イベントは、平戸オランダ商館

の復元とその活用を視野に入れ、現

代の平戸を舞台としてオランダ人と

の出会いと交流が始まることを意図

している。平戸市文化協会の所属団

体を中心に受入態勢を整えたが、 言

葉の問題などもあり苦労も多かった

が、多くのボランティアの参加を得

て、家族を含めて多様な活動を行う

ごとができた。平成13年度は平戸の

代表団がオランダを訪問し、参加者

との交、流を行った。

開催への契機・経緯

日蘭の市民レベルで、 400年前平

戸で展開されていた日蘭交流の現代

版を実施することが提案され、平成

12年度は日蘭交流400周年記念事業

のーっとして実施されることになった。

オランダ囲内で参加者募集を行っ

たところ150名の応募があり、その

中から12名を人選した。平戸では各

参加者にそれぞれ受入団体を設け、

ワークショップや学校訪問の調整に

当たると共に、平戸滞在中生活面で

の世話を行った。
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目的・基本方針

17世紀初頭にはオランダ商館が平

戸に設置され、平戸市民との間に比

較的自由な交流が行われていた。本

イベントはこのような交流の歴史を

踏まえ、平戸オランダ商館の復元を

視野に入れ、当時のような交流を再

現するものである。

開催にあたって考慮している点

事業の実施にあたっては、参加者

とのコミュニケーションが重要であ

り、事前の日程調整、来日後の日程

の変更に対する対応等、受入団体の

役割が重要で、十分な体制を整える

必要がある。

また、ワークショップや学校での

活動にあたっては、十分な事前協議

が必要となり、通訳の配置を考慮し

人口 24，487人

なければならない。言葉の問題は重

要であるが、受入団体との人間関係

によりうまくいく部分もあった。

波及効果

受入団体を中心に、コンサー卜、

展覧会、講演会、ワークシ ョッ プな

ど多様な活動が企画され、幼稚園児

から高齢者まで多数の参加者があっ

た。この事業は現代のオランダ文化

を理解するうえで、大きな役割を果

たすと共に、日本の伝統文化にも直

接触れることができた。平戸での経

験をもとにした絵本や絵画集の出版

も計画されており、日本文化をオラ

ンダで理解してもらう上でも大きな

役割を果たすものと期待される。

また、オランダの高度な芸術文化

に直接触れることにより、地域振興

を考える上で新たな展開が期待できる。

課題・今後の展望

今後も継続して実施し、復元商館

で、の永続的な突、流を目指したい。そ

の場合、メンバーの人選、平戸での

受入組織体制、活動内容などについ

て再検討する必要もある。



神楽フェスティパル
主催波野村神楽フェスティパル実行委員会

会場 道の駅 「なみの」神楽苑

内 百~罰
をキャ ッチフレーズにしており、 I也

域文化の象徴である神楽で村おこし

村内外13団体の神楽共演が行われ を進めてきた。そんな中、伝統芸能

る。遠くは島根県や大分県からの参 継承、当村の観光 ・農林業 ・商業の

加もあり、その地域に伝承されてい 活性化、交流人口の拡大を図るため、

るさまざまな流派の神楽の舞を楽し 本イベン卜が開催されるようになっ

める。 た。

当村からは、 260年の歴史をもっ
E目的・基本方針

中江岩戸神楽保存会、起源は同じな

がら違う流派である横堀岩田神楽保 他町村との親睦を深め、当村のP

存会、中学生を中心とした、波野太 Rを行い、特産品販売による経済活

鼓子供部会が参加する。 性化を目的とする。

平成13年は第10回という節目であ
E開催にあたって考慮している点

り、例年より 1時間延長して神楽フ

ェステ ィパルは開催された。 参加団体市町村の特産品販売を行

開催への契機・経緯
うので、それぞれの団体市町村のP

R活動も行われる。それにより村外

当村は 「神楽舞うすずらんの里」 交流、地域振興等に考慮、している。

人口 1.861人

本イベントをきっかけに当村と参加

団体市町村との交流を深めたい。

圃波及効果

近年では、本イベント期間中に 2

万人の入場者があり、全国的にも

「神楽フェスティノりレ」の名が知ら

れ始めている。ますますの充実化を

図り、経済効果もあがる よう、特産

品やそばの販売促進を促したい。

.1課題・今後の展望
屋外会場であるため、雨が降ると

観客が濡れてしまう。会場の雨天対

策が必要である。また今後は若年層

の観光客獲得を狙う。

-' 
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大分県九重町

九重氷の祭典
主催 九州ウインターフェスティパル九重氷の祭典実行委員会

会場 九重町飯田高原、長者原

内容

地域の活性化を目指して、日本最

南端での氷の祭典は、冬の厳しい寒

さを利用したイベントである。イベ

ントでは、 50基を超える氷像や雪像

を作成、郷土芸能の披露、特産品販

売等のバザーコーナー設置のほか、

氷の彫刻コンテストなど数多くの催

し物を実施している。

開催への契機・経緯

当町の飯田高原の冬の寒さは厳し

く、春 ・夏 ・秋は九州本土の最高峰

である「くじゅう山Jへの登山や雄
大な自然景観と各地に噴出する温泉

群を求めて、多くの観光客が訪れて

いるが、そんな冬の厳しさを逆手に

とり、九重の冬の自然のすばらしさ

を多くの人びとに知ってもらい、当

町の地域の活性化を図ろうと、元気

がある有志の取り組みからスター卜

した。

目的・基本方針

地元の有志の発案と地域の活性化

を目指して始まった本イベントは、

今日では一大イベン トに定着した

が、この問、実行委員の努力は大変

なものがあった。そのおかげで、実

行委員のみならず、 地域の住民の結

束力が強化され、イベン 卜の成功以

外に、地域の発展のための各種の取

り組みに効果が生まれた。これから

も、 地域の融和と連帯感の強化を大

事に したい。

開催にあたって考慮している点

町内の多くの団体が氷像づくりに
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取り組むほか、地元住民はイベント

期間中に寒い中、率先して駐車場係

等を引き受け、バザーコーナーの担

当になるなど自主的な取り組みが定

着しているが、さらなる地域の連帯

によるイベントの開催を11乎びかけて

pる。

本イベントは気象条件との闘いで

もある。開催までには数日に及ぶ徹

夜で、 雪づくりや氷づくりの作業を

するなど、大変な努力が必要である。

これまで雪の確保のために、大型

トラック20台で広島県芸北IIIJから雪

を運んだり、 一度作った雪が暖冬で

解けてしまったりと苦労の連続でも

あった。また都市のドライパーは、

雪道の運転が不慣れなため、除雪作

業の徹底による交通安全対策に注意

をしているほか、渋滞が発生するた

め、駐車場の確保に苦労している。

人口 12，086人

波及効果

平成14年の冬で14回を迎え、年々

内容を充実してきた結果、 今日では

訪れる観光客も 3日間で5万人を超

え、旅行エージェントのツアーが組

まれるなど、九州内外に知られる冬

の一大イベントに定着した。

また、 実行委員会では、 雪づく り

の技術を活かして、法人を設立し、

スキー場経営を始め、九州・ 沖縄等

の修学旅行等、年間6万人近いスキー

客を受け入れるまでになった。地域

の観光業や商工業などに大き く貢献

するようになり、地域活性化の効果

は多大なものがある。

さらに、 雪の確保を通じて、広島

県芸北町とは民間レベルでの交流が

生まれたほか、地元住民の連帯意識

が強まり、地域の活性化に大きく貢

献している。

課題・今後の展望

実行委員の結束と地元住民や多く

の団体の取り組みの強化を図りなが

ら、イベントの継承と発展を図って

いきたい。駐車場の確保が謀題であ

るため、行政等との調整を図る必要

がある。





北海道小樽市

小樽雪あかりの路
主催小樽雪あかりの路実行委員会、 小樽観光誘致促進協議会

会場 小梅市 (運河会場、 旧手宮線、 他12ヶ所)

内容

当市には、 小樽運河や日本銀行小

樽支屈などの歴史的建造物が多く残

されている。小樽運河会場では、水

面に浮かべた浮き玉キャン ドル、散

策路に設置するス ノーキャンドルや

オブジェ、運河沿いレス トランから

の窓灯りなどにより新しLν|背景を演

出する。また、スノーキャンドルの

ほのかな灯りは街の通りを幻想的に

演出する。

市内飲食庖が参加する「湯気のお

もてな し」では、心も体も温まる湯

気の立つメニューで市内外からの来

場者をもてなす。

開催への契機・経緯

本イベントは、市民が小樽の将来

について熱心な議論や創意工夫を通

じて生まれたイベン トであり、実行

委員会は、地元企業や商庖街などの

有志によって構成されている。

平成11年 2月に第 1回目を開催

し、 13年に「新しい冬の風物詩の創

造と発信による冬の小樽の活性化j

をテーマとして、第3回を実施して

いる。

目的・基本方針

小樽観光では、冬季は観光客の少

ない閑散期となっているが、歴史的

建造物を数多く有する当市の街並み

を上手く利用し、市内全体を会場と

する本イベン トを開催することによ

って、冬季における観光客の増加を

図り、 ひいては当市経済を活性させ

ること等を目的としている。
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開催にあたって考慮している点

1.第3固まで交付されてきた北

海道市町村振興協会助成金 (400万

円)がなくなったため、財政的に厳

しp状況にある。2，ボランティア

スタッフの参加が不足している。3，

寒さの厳しい 2月に開催するため、

運河に氷が張ることにより浮き玉キ

ャンドルが浮かべられない、などの

問題が生じることがあり、自然条件

に大きく影響を受ける。

波及効果

本イベン卜は平成11年2月から開

催しており、第 1回目18万人、第 2

回目30万5千人、第 3回目は13年2

月9日から18日において開{荏し、 39

万6千人の来場者数を数えており、

人口 :150，311人

小樽観光のボトルネ ックである冬期

間の観光客が増加した。

予告チラシによる旅行代理屈への

開催概要の事前告知により、関東や

東北、関西など全国のツアーが組ま

れたことに加え、台湾や韓国からの

外国人観光客の来場があり、道外か

らの観光客が増加した。

「雪」 と「あかりjのイメージコ

ンテストの効果もあり、市民参加の

輪が着実に広がりを見せている。

課題・今後の展望

本イベン卜は、第3回において39

万6千人の来場者があったこともあ

り、冬期間の小樽観光の発展に資す

るものと期待されている。予算にお

ける収入の減少やスタ ッフの不足な

どいくつかの課題を抱えているが、

今後も小樽観光の閑散期である冬季

に市外からの観光客を集客すること

による経済効果や、来訪した人びと

の小樽に対するイメージア ップが期

待されており、冬期間における市民

参加型イベントとして一層の充実を

図ることが必要であると考えている。



宮城県三本木町

ひまわりまつり
人口:8，650人

主催三本木町観光物産協会

会場 三本木町斉田「ひまわりの.fiJ

内容

42万本のひまわりが咲く丘が会

場。主なイベントとしては、花とモ

デルの撮影会及び写真コンテスト、

写生会、ひまわり料理講習会、サイ

ドカ一付き大型バイクの乗車会(支

通安全の啓蒙も兼ねる)、ポニーの

乗車会及びふれあい広場の開設等、

老若男女が楽しめるよう工夫をして

いる。

開催への契機・経緯

w町は、 「健康づくり」を行政の

柱として推進しており、昭和58年に

ひまわりに含まれている成分(リノー

ル酸 ・ビタミンE)に着目し、食用

ひまわりの栽培を開始した。

59年から①健康作り②転作作物

まつり開催当初は、花の観賞が主

で一部ひまわり製品の販売や地元の

農家が生産した野菜等を販売してい

たが、年々来場者が増加してきたこ

とによりさまざまなイベン 卜を行う

ようになった。

目的・基本方針

ひまわりは転作作物にとどまら

ず、現在は当町になくてはならない

作物であるとともに当町の代名詞に

もなっており、 IlIJのイメージアップ
に多大な貢献をしている(町のキャ

ッチフレーズ…輝く緑 ・光る川・ 花

薫る町・ さんぽんぎ)。

開催にあたって考慮している点

来場者の安全対策を第一義に考

え、交通指導隊、交通誘導員、駐車

(当時の農林省に働きかけ、ひまわ 場の整理員等の配置や、施設の総点

りを転作作物として認められる)③ 検を実施し事故防止について万全を

特産品の開発④環境美化の一石四鳥 期している。また、誰でも参加でき

を狙い「一戸1アール自給運動jを

展開し、食用ひまわりの栽培を本格

的に開始した。

62年に、水田農業確立対策事業に

より大幅な減反政策が打ち出され、

これに危機感をもった町内斉田地区

の農家が「米に替わる作物をJを合
舌葉に、転作作物として「ひまわり」

を選定し集団転作地「ひまわりの丘」

が誕生した。この頃から、 一団地で

6 haものひまわりを栽培している

ととろがなく 、観光資源として一躍

脚光を浴びるようになった。

63年に三本木町観光物産協会が設

立され、第 1回の「ひまわりまつり」

を開催し現在まで延べ58万人が来場

した。

るようなイベントを心がけている。

波及効果

町内菓子屈の協力によりひまわり

特産品が開発され、産業として大き

く発展し、 地域の活性化に大きく貢

献している。

平成元年より、ひまわりが取り持

つ縁で横浜市港南区(区の花がひま

わり)と友好交流事業を実施してい

る。平成元年から10年まで小学生の

ホームステイ事業、 2年から 8年ま

で港南区老人会が来町し、ひまわり

ゲートボール大会、2年から継続し

て港南区民祭に参加し当町のPR、

特産品の紹介及び販売を行ってい

る。11年からは消費者団体友好交流

を実施している。

課題・今後の展望

当町のひまわりは、 町のイメージ

アップに欠かせないものになってお

り、今後も継続して実施したい。

H
H咽
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人口 :16.471人

関城の祭典『どすといベアj
主催 どすこいベア実行委員会

会場関城町役場敷地内

内容

本イベン卜も12回目の開催とな

り、平成13年の 「どすこいぺア

2∞1Jは、国際友好に目を向け、テー
マを rHello 体好 こんにちはj

と題し、国際色豊かな各種イベント

を実施し、約3万5千人の来場者で

賑わった。

前夜祭は、納涼盆踊りや常陸之国

ふるさと太鼓の豪快な演奏で幕が聞

かれた。イベント当日には、古くか

ら行われていた伝統行事「梨相撲」

から始まった相撲大会(第6回ちび

っこ相撲をはじめ、第 5回古代相

撲、第8回レディース相撲)が行わ

れた。また、当町出身の若東龍関の

サイン会、ちゃんこ鍋配布、タイや

フィリピン、中国の人たちによる芸

能披露で盛り上がった。スタンプラ

リーや梨狩り体験、そして 2日間に

渡り青空市が開催され、さまざまな

国の郷土料理の屈も出屈された。梨

狩りツアーは3回目になるが、人数

を増やし、リピーターも増えた。関

城の梨もツアーの内容も大好評だっ

た。最後は神輿で会場内に威勢のよ

い声がこだましながら、盛り上が

りの中、幕を閉じた。
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開催への契機・経緯

平成2年に、ふるさと創生事業の

一環として始まった本イベント。当

町の特産である「梨」と、古くから

行われていた伝統行事の 「梨相撲j

(相撲自体は平安時代から始まり、

江戸時代には豊作を祈願して子ども

たちに相撲をとらせ勝者に梨を与え

た)を結びつけ、町民総参加の祭典

として、各種相撲大会を中心として

町民自 らが企画運営し、 II/Jを盛り上
げていこうと始まった。

目的・基本方針

町民自らが企画運嘗し、新たな色

彩を持った地域文化、まつり文化の

創造と、町'民一人ひとりが地域との

つながりを実感できる、参画 ・連

携 ・交流のまちづくりを目指して実

施する。

開催にあたって考慮している点

「自分たちのまちを自分たちの手

で良くしようJと町民自ら団結して、
町の活性化が図れるよ う行われてい

るイベントである。当町の特産であ

る梨をより多くの人に知ってもらお

う、交流を広めようと平成11年より

さらに遠くに目を向け、都心の在住

者を対象に梨狩りツアーを企画して

きた。また、テーマにもなっている

がフィリピンへ古着を送るなど国際

交流にも力を入れ、さ らに視野が広

がってきている。

波及効果

梨狩りツアーには 2コース (一般

対象、独身女性対象)あるが、どち

らのコースも盛況で、当町のアピー

ル、かつ、これからの視野を広げた

交流に結びついている。今度は当町

の男性が東京へ出向き、交流をさら

に深める予定だ。

課題・今後の展望

マンネリ化しないような魅力ある

イベン 卜づくり。当町の伝統的行事

など歴史を取り入れたイ ベントづく

り。温故知新を交えて企画する。み

んなが協力し団結する場として、ま

た、当11可のさらなる発展に導くイベ

ントとしてこれからも計画していき

たい。

国際的な交流は今までにない試み

で、今後の諜題としてあがってきそ

うだ。



群馬県前橋市 人口:282.906人

遊びの庭ー楽市・楽座ー
主催前橋中心市街地まちづくりネットワーク

会場 前橋市中心市街地

内容

大道芸人やや11興、だんべえ踊りな

どを披露する「芸人づく しj、手作

り作品や無農薬野菜などエコロジー

をテーマとしたフリーマーケット

「エコバザールJなどを中心市街地
を舞台として繰り広げた。また、昔

の前橋の中心市街地を思い起こさせ

る自主制作ビデオ「時の景」の野外

上映や昔懐かしのカレーの昧や定刻

を刻む鐘の音などを再現し、古き前

橋の「まちjを楽しむ企画も盛り込

まれた。その他、郊外駐車場と中心

部を結んだパーク&ライドによる都

市交通システムの検証や、同日開催

の県庁前「上州の夏祭りjとのリア

ルタイム映像配信事業など、都市問

題の検証や地域づくりにも着限した

イベント内容となった。

開催への契機・経緯

各種まちづくり事業を検討するな

かで、より多くの市民や市民活動団

体が中心市街地を舞台に、自由に参

加し、パフォーマンスやコミュニケー

ションを楽しむことができる市民本

位の「祭りJを通して、人と人との
出会いから市民活動のネットワーク

化を進めることが重要と考え、市民

が街で集う新しい形の「祭りJを開
催するに至ったものである。

目的・基本方針

中心性の喪失が危倶される中心市

街地において、市民参加型の「祭りj

を市民手作りで作り上げることによ

り、中心街を市民共有の場所として

実感することのできる仕掛けや新し

p出会いを街に創り出し、活性化、

まちづくり、人づくりへと継続的に

繋げていくものである。

開催にあたって考慮している点

イベントの開催にあたっては、多

くの市民や市民活動団体に中心市街

地を再び魅力ある場所として認識し

てもらえるよう、市民の自主性を尊

重した自由な参加形態でパフォーマ

ンスやコミュニケーションが楽しめ

るシステム作り並びにイベン ト運営

に留意している。また、多くの団体

との協調開催が人的ネ ットワークの

拡充に繋がるとの認識に立ち、事業

実施に取り組んでいる。

波及効果

イベン トの波及効果としては、中

心市街地を舞台として新しい市民の

「祭りjを実施することにより、街

に賑わいを創り出すだけでなく、街

を訪れた市民一人ひとりが中心市街

地の意義を再確認する機会となり、

「祭りJのもつ求心性を通して新し
い市民のネ ットワーク化に貢献でき

た点である。また、県庁前広場で開

催された「上州の夏祭り」との連携

により、県内全域へ向けて当会の活

動PRや各種団体との新しいネット

ワークを構築した点もイベン ト開催

の効果である。

課題・今後の展望

ふ後は、各種市民活動団体や商庖

街団体との連携強化による事業実施

体制の整備を行い、事業としての継

続性や事業内容の充実、自主財源確

保などの課題に取り組むと共に、市

民の手作りによる市民本位の新しい

活性化イ ベントとして引き続き展開

を図っていく ものである。
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山梨県甲府市

甲府ウィーク
主催 甲府市、甲府ウィーク総合推進会議、 告イベント実行委員会

会場舞鶴城公園、中心商庖街ほか

内容

平成12年の本イベントは、特例市

指定を祝うとともに、甲府城が完成

してから400年目にもあたったため、

「甲府城築城400年記念 甲府ウィー

ク2000Jとして、 15事業を市内各所

の会場で、市制施行111周年記念日

を挟み、 10月7日から約2週間開催

した。

持に、 2日間にわたり実施した など、 当市の持つ 「資産」 を最大限

「甲府大好きまつりjは、サンパ調

の曲にあわせた踊りのビー トtoビー

ト等や、築城400年記念にふさわし

い時代行列 ・みこしパレードを実施

した。さらに、 「輝きの祭典」にお

いては、宝飾品などの地場製品の展

示販売、実演等をはじめ、甲府城跡

出土品特別展や江戸の食文化紹介、

花火コンサートなどを行い、甲府大

好きまつりと一体化を図った。他の

13事業についても、趣向を凝らし

て、楽しく知性を磨ける歴史 ・文化

のイ ベン トを加え、 21世紀の懸け橋

となる記念すべき甲府ウィークとし

て開催した。

開催への契機・経緯

当市では、 「回復 ・交流・育成…

そして未来へ」を基本理念として、

平成9年に新甲府市総合計画をスター

トさせ、この基本理念である 「交流J
は、地方分権の時代にあっては、各

都市がそれぞれの地域の持つ特性を

基本にまちづくりを行い、都市と都

市が文化や感性を競p連携し、人、

モノ 、情報の交流をすることで、さ

らなる発展に資することを意昧する

ものであり、文化、歴史、地場産業
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に利用した、特色あるまちづくり を

目指している。

目的・基本方針

「甲府ウィーク」とは、秋の甲府

のまつり、イベントの総称であり、

宝飾産業をはじめとする地場産業や

商業、文化、歴史などの各種イ ベン

トや、 「甲府大好きまつりJのおま
つりを市制施行記念日中心に集中し

て行い、 産業の振興やまちなかの活

性化、甲府のイメージアップ、観光

客の誘致を図る。

開催にあたって考慮している点

平成10年、本イベントが名実とも

に市民全体のイ ベン 卜となるために

は、多くの市民の協力と盛り上がり

を必要と考え、その推進母体とし

て、関係機関、公共的団体、市内各

種団体の代表者等58名で構成した甲

府ウィーク総合推進会議を設置 し

た。この推進会議は、 事業計画の決

定、推進及び本イベントの普及に努

めている。

波及効果

事前のPR(具体的には、広報誌、

人口 195.849人

のぼり旗、パス等への掲出等を使っ

たPRや、県外向けには、駅、高速

道路サービスエリア等へのポスター

掲示、電車中吊広告、テレビ等のス

ポットなど)を行う 中、甲府の秋の

お祭りとして認知されはじめ、県外

においても甲R守のイメ ージアップに

貢献してきている。

費用対効果は、集中して祭りを開

催しているため、限られた予算の中

で、最小の経費で最大の効果が得ら

れたと感じる。また、 経済効果を数

字に出すことは難しいが、集客面か

らみるとかなりの効果があったと思

われる。

課題・今後の展望

過去3回、開催期間を16日として

きたが、密度を濃くするために、平

成13年度は9日に短縮し、コ ンパク

トにして実施する。また、期間中13

-15のイベントを実施してきたが、

毎年6つほどのイベントは変わらな

いが、その他は毎年変わっている。

今後は、期間やイ ベン トの定着化を

図る中、より一層県外にもアピール

できるよう にしていきたい。



岐阜県多治見市他 人口 :180.181人

美濃焼窯場めぐり
主催飛騨美濃体験博美濃焼窯場めぐり実行委員会

会場 市之倉運動公園、笠原町中央公民館前、下石陶磁器工業協同組合、セラテクノ土岐ほか

内容

当市市之倉、土岐市下石・駄知、

笠原の 4陶産地が、同日開催でシャ

トルパスを運行する ことで連携を図

りながらイベントを実施している。

各産地がその特長を活かしながら陶

器の廉売市を核として種々のイベン

卜を実施しており、盃の生産日本一

の市之倉は、「陶の里フェスティパ

ルm市之倉Jの名称で窯元巡りや蔵
出し市など、徳利の生産で知られる

下石は、 「下石どえらあええ陶器祭

り」の名称で窯前で結婚式をあげる

窯前ウエデイングなど、どんぶりの

生産で有名な駄知は、「駄知どんぶ

り祭りjの名称で窯元蔵出しめぐり

など、タイルやご飯茶碗で知られる

笠原は、「かさはら窯ぐれ祭りjの

名称、でタイルや茶碗であそぶイベン

トなどを行い、それぞれが特色を見

せている。

開催への契機・経緯

窯元はこれまで消費者と直接的に

接する機会が少なかったことから、

消費者より生の声を聞き、直にふれ

あう機会をもう けるため、平成9年

に市之倉と下石でそれぞれ独立して

陶磁器の廉売市等が開催した。こう

したことをき っかけとして市之倉、

下石、駄知、笠原の 4陶産地が、同

日開催でシャトルパスを運行するこ

とで連携を図ってイベン 卜を実施す

ることとなった。

目的・基本方針

美濃焼の 4産地が連携し、消費者

と生産者が直接ふれあい、 美濃焼に

親しんでもらうとともに、知名度を 費者が直に訪れるため、知名度が向

向上させる乙とを目的とする。 上し、リピーターが定着するととも

開催にあたって考慮している点

商品のみが消費地に出荷される、

従来の流通形態から、消費者が自ら

産地を訪れ生産に携る人間と会話を

しながら購入する、いわゆる 「顔が

見えるj商売をすることで、産業観光

の一環を担ってpく。さらに産地連

携することにより相乗効果を生み出

し、単体のイベントでは得られない

成果を収めてpく。

波及効果

これまでは、商社を中

心とした陶器市が存在

し、市街地や商業団地内

で開催されていたもの

の、実際に産地にまで足

を踏み込んでもらえるこ

とはなかった。本イベン

トを実施することで、消

に、そのときに会話を交わすことで

商品開発の上でも参考となった。

課題・今後の展望

産地の連携を継承しながらさらな

る産地の知名度の向上に努めるとと

もに、マンネリ化しないよう各産地

が新しいイベントを積極的に取り入

れる。
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円空さんに挑戦
主催ふるさと体験ツアーの会

会場 やすうぎの郷

内容

江戸時代の遊行僧、円空上人がナ

タで円空像を彫られたように、ナ

タ ・ノミなどを使って、高さ1.5m、

直径30-50cmの杉を材料にした

「大径木の部」と、高さ約40cmのヒ

ノキを材料にした 「小径木の部」そ

れぞれの部門で円空像を彫刻するコ

ンテスト。

イベント会場内のキャンプ場や、

その他の宿泊施設(ふれあいの館)

に宿泊し、 2日聞かけて作品を完成

させる。終了後、審査員による審査

の結果、優秀な作品には賞状等が渡

される。参加者の作品は、イベント

会場内(やすらぎの郷)に展示される。

開催への契機・経緯

当村の資源を活用し、広く PRす

るとともに、都市と農村の交流と地

域の活性化を図ることを目的に開催

することとなった。

平成8年度から、「ふるさと体験

ツアーjとしてスタートしたイベン

トで、歴史 ・文化部会「円空さんに

挑戦j、農林部会「土まみれ汗まみ

れ泥んこ体験」、自然部会「作ろう
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ヘルシ一食品」、青年部会

「秋のち ょっ といい体験IN

かみのほ」の4つのイ ベン

トを村の職員、また村の青

年団で運営している。

目的・基本方針

当村の資源を活用した。4つのイ

ベントのうち、本イ ベントは、歴

史 ・文化部会として、円空ゆかりの

地としての円空仏 (尼僧像)を広く

PRしている。

開催にあたって考慮している点

平成11年度までは、直径約30cm、

高さ約2m程の「大径木の部」のみ

設けていた。しかし、この材料では

初心者や女性には抵抗があ ったた

め、 12年度(第 7回)より、高さ約

40cmの「小径木の部jを設けるこ

ととした。その結果、 参加者が80名

を超えるほどのイベン卜となり、村

のイベントとして定着してきている。

波及効果

平成13年度で、第8回目となる本

イベントには、村内はもとより遠く

は神奈川県からも参加者があり、 13

人口 :2.524人

年度は41名が参加した。また、会場

周辺林道沿いには、 今までの全作品

が立ち並び 「円空街道jとしての特

異性を表しており、 参加者、近隣施

設の利用者の目をひきつけ、イ ベン

ト参加者や円空仏フ ァンが家族や友

人と共にその場所を訪れ、 当村の

PRと地域の活性化に大きく 貢献し

ている。

課題・今後の展望

毎年参加者が増加傾向にあり、 主

催者にと って喜ばしいことだが、毎

回の作品の展示場所に困っている。

現在イベント開催場所である、やす

らぎの郷に全作品を展示しであるが、

毎年40から50の作品をこれからどこ

に展示していくかが課題である。



愛知県東栄町 人口 :4.882人

日本チエンソーアート競技大会
主催東栄町、東栄・まちづくり実行委員会

会場東栄町野球場及び東栄ドーム

内容

チェンソーアートとは、チェンソー

(エンジン式ノコギリ)だけを使用

した木彫刻のこと。そのチェンソー

アートの技術やデザイン性及びスピー

ドと販売金額を競技対象とした大会

を、日本ではじめて企画。競技と同

時に作品の販売、オークションを行

つ。

また、付随して技術講習会も企画。

ゲストにチェンソーアート出界チャ

ンピオン、ブラ イアンJ)レース氏を

はじめ、数名のアメリカ人が来日。

パフォーマンス、技術講師、審査員

などをつとめる。東栄見本市(地元

資源 ・生産、 加工技術展示即売会)

も同時開催。

開催への契機・経緯

三遠南信自動車道東栄IC周辺整

備構想にある木のまちづくりという

理念にちなみ、 2000年記念イベント

を開催。ゲストで招聴したチェンソー

アート世界チャンピオンから技術を

学び、それを活かしたまちづくりを

展開することになった。林業の不況

を背景にその活性化と、 町内外の官

民連携による新規事業としての取り

組みが期待される。

目的・基本方針

継続できる事業としての仕掛けづ

くりを念頭に、 地域資源の有効活用

による経済循環の活性化。また、技

術者育成とそれに伴う木材及び産業

機器等の新規需要拡大。新しい業界

の形成。

開催にあたって考慮している点

全ての関係者、参加者が満足でき

る中身と演出が一番。そのパックに

ある考慮点として、地元の住民に具

体的メリ ッ卜(金銭的等)があるよ

うに、なるべく地元業者を活用。地

元の資源を活用するように努めても

いる。また、地域外から来訪される

参加者を多く確保し、楽しんでもら

p当町をPRすると同時に、お金を

地域で、使ってもらえるよう努力して

pる。

波及効果

技術者団体(チェンソーアートク

ラブMASTERS OF THE CHAINS 

AW TOEI)設立、会員数が地元 ・

周辺都市部あわせて60名以上になっ

た。その報道により多くの人びとが

当岡Iをチェンソーアートのまちとし

て認識しはじめた。さらに、高齢参

加者も多く、高齢者対策への思わぬ

ソーメーカーの協力も期待され、同

時に地域外からの声もかかり、 同I内

だけに収まらない全国的な波及効果

が出始めている。

課題・今後の展望

継続できるシステム構築が必要で、

ある。そのために、この動きを当町

発全国区に及ばせ、全国に支部活動

を普及させる。 1県あたり10名以上

の技術者を育成し、その取りまとめ

を行うための組織を新規事業として

波及効果がでている。また、チェン とらえ、 当町で法人化する。
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二五八祭
人口 :42，894人

主催二五八祭実行委員会(事務局 制八日市青年会議所)

会場八日市市役所前道路一帯

内 由哩『自
が無い、個性の無いまちという印象 しくなっている。また、車での来場

が市民に浸透しているという認識に 者が多く迷惑駐車が問題となってい

開4崖当字刀から出売くコンセプトとし 基づき、八日市の顔を探り、創造す るが、地域性や公共交通機関が少な

て 商 ・想、・童の3つのテーマを設 ることによって、{固'性のあるまち、 い、駐車場が確保できないなど解決

定している。 独自の文化のあるまちをつくるため、 策が見つからずにいる。

商は、フリーマーケ ットとして、 より多くの市民自らがまちづくりを
E波及効果

道路を通行止めにして200屈を超え 行う場として本イベントが開催され

る出屈があり、市内だけではなく、 た。 本イベントの企画運営を経験した

大阪、名古屋といった遠方からの出
固目的・基本方針

人材が、さまざまな分野で八日市の

!古も増えており、祭りのメインにな まちづくりの中核を担い、積極的に

っているといえる。想は、八日市青 八日市の明るい豊かな未来を目指 活動している。

年会議所ーが時、流に合ったテーマを設 して、文化と個性あるまちとしてよ
E課題・今後の展望

定し、環境問題や市町村合併を取り り一層発展するために、市民一体と

上げている。童は、大道芸、駄菓子 なり継続的なまちづくりの気運を高 <二五八祭=フリーマーケット>と

屋、昔の遊び(竹馬を作る、めんこ、 める推進母体とする。 いうイメージを受け入れるのではな

わら細工)等の子どもを対象に遊び
劃開催にあたって考慮している点

く、明るい豊かなまちづくりのため

の広場を設けている。

開催への契機・経緯
現在のフリーマーケ ット

ブームに乗り、来場者も出

八風街道と御代参街道という交通 庖希望者も年々増加してい

の要所に市が開かれ、八の日に聞か ることは主催者としては喜

れた市の発展と共に八日市という町 ぶべきことではあるが、本

が形成、発展してきたが、その面影 来のより良いまちづくりを

も薄くなってきた。また、八日市に 目指すためのイベントとし

は歴史はあるがふるさととしての顔 ての想いを伝えることが難

斗
寸
t
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人口 :93.822人

旧軍港四市グルメ市民交流会
主催 まいづる肉じゃがまつり実行委員会

会場市政記念館周辺

内容

例年開催している 「赤れんがフェ

スタm舞鶴99Jの一環の企画イベン

ト。当市と広島県呉市が肉じゃが発

祥の地論争を展開していることをき

っかけに、同様にカレー、ハンバー

ガーの発祥を宣言する神奈川県横須

賀市と長崎県佐世保市を加え、旧軍

港四市で食べ物によるイベン卜を開催。

それぞれの発祥食を販売し、発祥

地や観光名所を売り込むなどPRす

るとともに、 旧軍港四市が食文化や

観光開発で手を取り合うことを宣言

した共同アピールを披露した。

開催への契機・経緯

NHKのふるさとデータブックに

当市が 「肉じゃが」発祥の地と記載

されていたことから、その真偽につ

いて調査を始めた。海上自衛隊舞鶴

地方総監部内で旧海軍時代のレシピ

を発見、その中に 「肉じゃがJ調理
法が掲載されており、 「舞鶴海軍鎮

守府初代司令長官 『東郷平八郎』が、

英国留学中に食べたシチューを再現

するよう指示し、 日本の調味料で昧

つけしたものが 『肉じゃが』のルー

ツであり、その発祥地は舞鶴である」

というストー リーに基づき、平成7

年6月、市民の有志約30名が実行委

会を結成、「まいづる肉じゃがま

つりjを開催し、 全国に向け、 高ら

かに「発祥の地jを宣言した。特に、

9年に呉市が 「肉じゃがのふるさと

は呉?Jとチャ レンジ して来たので、
バ トル時代にマスコミの面白いネタ

として「肉じゃが発祥地元祖 ・本家

pJとして新聞 ・テレビ ・ラジオ

の取材が相次ぎ、全国に情報発信す

ることとなった。

また10年11月には r'98くれ ・食

の祭典」に 「元祖舞鶴肉じゃが殴り

込み大作戦Jとマイクロパスに大書
きして友情参加。呉市の肉じゃがと

の昧くらべを行うなど、呉市との交

流も積極的に推し進めた。

そこで、食文化を観光に役立てる

ことを計画し、同じ旧軍港市である

横須賀、佐世保、呉に呼びかけ、こ

のイベントが開催された。

目的・基本方針

軍港設置を契機に発展した当市の

歴史と「食Jを中心に、この歴史を
振り返るイベントを開催すること

で、当市の歴史を市内外の多くの人

びとに知ってもらう。また、当市な

らではの観光資源として捉え市内外

に広く PRすることにより観光客の

誘致を図る。

波及効果

本イベントの主催者である 「まい

づる肉じゃがまつり実行委員会」の

取り組みは、市民のまちづくり意識、

ふるさと意識の醸成に寄与してい

る。料理をテーマにした、女性を巻

き込んだ活動は、女性のまちづくり

への参画を促す大きな機会にもなっ

ている。

課題・今後の展望

まいづる肉じゃがまつり実行委員

会の活動がき っかけとなって始まっ

た「昧の発祥の地j運動は、呉、横

須賀、佐世保へと広がり、そのこと

が相乗効果としてマスコミにも取り

上げられ、全国的にPRすることに

成功している。

このネ ットワークの広がりは、さ

らに広がりを見せ始めている。平成

12年8月に横須賀市で行われた 「カ

レーフェスタJには、再び旧軍港4
市の市民が集結するのに加え、 「ジ

ャガイモjが縁で、舞鶴の「肉じゃ

が」と交流を持ち始めた、北海道の

上富良野町の市民も参加した。この

ようなそれぞれの都市の市民の 「ま

ちづくり」への思いを、 「つなげJ、
さらに大きな 「環」 となっていくこ

とを、肉じゃがまつり実行委員会は

目指している。

最終的には、この取り組みが旧軍

港四市のみならず、 他の都市問、市

民間のネ ットワークが知恵を生み、

相乗効果をもたらし、舞鶴のみなら

ず、関係した都市が発展することを

期待している。
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兵庫県温泉町

全日本かくれんぼ大会
主催全日本かくれんぼ協会

会場兵庫県湯村温泉街

内容

スタ ッフ100名(地元IHJ民)が

「隠れ人」となって湯村祖泉街に隠

れ、それを参加者が「おにJとなっ
て見つけ出すゲーム。「隠れ人」は、

造型物を作ってその中に隠れる者、

通行人や観光客になりすます者、ま

じめに隠れる者とさまざまである。

「おに」は、 I1揺れ人」を見つけ出
したら、 一緒に記念写真をとり、奉

行所から賞品の引き換えカードをも

らう 。中にはペナルティーカードも

あり、ペナルティーゲーム(但馬ビー

フ、立腐の早食い等のグルメペナル

テイ)をやってもらう。賞品はその

場では分からないようにしておき、

海外旅行、旅館宿泊券、但馬ビーフ、

当町特産品などの賞品を閉会式会場

にて発表する。また、 「隠れ人Jrお
に」ともに仮装し、大会の雰囲気を

盛り上げる。

開催への契機・経緯

平成11年まではマラソン大会を開

催してきたが、参加者の減少とマン

ネリ 化がみられるため、話題性を重

視したイベントを検討するなかで、

「かくれんぼ大会」 を採用した。

目的・基本方針

あくまでも誰でも参加できるイベ

ント(お年寄りから子どもまで)で

あり、参加者とスタッフ(地元住民)

が一緒に楽しめるものにする。

話題性を重視し、マスコミ等に取

り上げられることで、湯村温泉の

PRをはかる。
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開催にあたって考慮している点

まず、 地元住民にも企画段階から

参画してもらい、地元のムードを高

める。民家等に入り込まないよう周

知するとともに、 川沿いなどの危険

な箇所に監視員を配置して、安全対

策には万全を期する。

波及効果

思いがけなく多くのマスコミ取材

人口 7，620人

と多数の若者の参加があり、今まで

にない華やいだ湯村温泉の雰囲気が

醸し出された。

課題・今後の展望

エリアが限定されるため、 隠れる

内容に毎年工夫が必要になる。住民

の手づくり運営を目指しており、今

後スタッフとしての運営意識の浸透

を図りたい。



なら燈花会
主催な5夏のイベント推進委員会

会場 奈良公園内(浮雲園地、浮見堂と鷺池、浅茅ヶ原、讃沢池の五十二段)

内容

奈良公園の 4つのエリアを、ろう

そくを主と した灯りで演出し、歴史

的建造物等のラ イトア ップも含め

た、広大な規模の古都奈良の幻想的

な風景をめぐる、夏の10日間だけの

灯りの祭典である。

〈灯りで彩られる 4つのエリア〉

A. 猿沢池と五卜二段エリア

B. 浮見堂と鷺池エリア

C. 浅茅ヶ原エリア

D. 浮雲園地エリア

開催への契機・経緯

古都奈良は、広大な緑を背景に人

びとの営みと自然が美しく調和し、

古代日本の雄大な美しさを今も残し

ている。そんな奈良にふさわしいの

は、日本人なら誰でも懐かしく感じ、

どこか心をいやしてくれるやさしい

灯りである。

本イベントは、ろうそくの灯り一

つに幸せを見る日本的な美しさで、

世界遺産の地 ・奈良に集う人びとの

祈りを照らし出すイベン卜として考

案された。

目的・基本方針

世界遺産に登録された東大寺や春

日大社の、 夏を彩る伝統行事や幻想

的な風景をつくるライトア ップ等と

タイアップしたイ ベン ト。

開催にあたって考慮している点

来訪者に満足してもらえるよう、

会場や周辺施設(飲食、宿泊等)な

どの情報、まわりの声、今固までの

反省点等を認識し、 「また来たい」

写真 :奈良市観光課

と思ってもらえるようなイベン卜を

実施することに心を配っている。

人口 364.914人

写真:奈良市観光課

波及効果

来訪者数、宿泊施設利用、 飲食施

設利用、 公共交通機関等への調査を

実施したところ、各施設等において

利用者数等がア ップしていた(平成

12年度)。今年 (13年)も同様の調

査を実施した。

課題・今後の展望

来訪者数の増加に伴う交通対策、

安全確保、エリアの調整等が必要で

ある。また、 他行事(各寺院の伝統

行事等) との調整 ・協力等も必要で

ある。
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奈良県大和郡山市 人口 94.875人

全国金魚すくい選手権大会
主催 全国金魚すくい競技連盟、大和郡山市

会場大和郡山市総合公園、 多目的体育館

内容

全国から金魚すくいの腕自慢たち

約 2千人が、 「金魚すくいの聖地j

である当市に集結し、「金魚すくい

日本一Jをめざし、 「小中学生の部」、
「一般の部」、3人1チームの「団体

の部jに分かれ、 3分間に 1枚のポ

イ (すくい網)で何匹すくえるかを

競う。なお、優勝者にはハワイ旅行

がプレゼン卜される。また、団体の

部で、はユニークな金魚、コスチューム

で出場のチームなどもあり、 会場は

大変盛り上がる。大会終了後には、

観客も含め希望者に金魚のお持ち帰

りを無料で行う。

開催への契機・経緯

当市は、全国の 6割を誇る金魚の

産地であるが、 金魚養殖業界も後継

者不足や熱帯魚ブーム等により、 全

盛期の勢いを失いつつある。そこで、

金魚養殖業界の発展とまちおこしの
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起爆剤となるイベントとして、本大

会が開催されるようになった。

目的・基本方針

本大会は金魚養殖業界の発展とま

ちおこ しを目的として開催している

が、参加希望者が多く、毎年少しず

つ定員を増やして対応している。

開催にあたって考慮している点

本大会の人気を保つためにはPR

が重要であると考えており、 ]Rや

近鉄の駅、水族館、大学、高校等ヘ

ポスターの掲示依頼をしている。マ

スコミにも積極的にPRすることに

よって大会の知名度、さらには当市

の知名度アップに役立てている。ま

た、金魚すくいの普及と金魚の販路

拡大を目的とし、 「金魚すくい競技

デリパリ -J (金魚すくい道具の無
料貸出)も実施している。

波及効果

少しずつだが地元で金魚すくい大

会を開催したいという団体も増え続

けており、金魚の販路拡大につなが

ってきている。また、本大会の予選

大会を開催する団体も10ヵ所以上あ

り、大会と当市の知名度が確実にア

ップしている。マスコミも興味をも

って取り上げており、金魚すくいだ

けでなく、当市の観光PRも効果的

にできている。

課題・今後の展望

本大会の人気は年々上昇している

が、その人気を経済効果へと結び付

けていくことが今後の課題である。



佐賀県嬉野町 人口 :19，170人

うれしのほほん着物園遊会『和j大茶会
主催 うれしのほほん着物園遊会「和」大茶会実行委員会

会場嬉野町市街地 (本通り)

内容

ウオークラリー参加者を中心に、

町内に茶席を設けて野点を自由に楽

しんでもらう。それに合わせ、 町中

を巻きこむイベントを開催し、嬉野

の町を着物一色の情緒溢れる町に演

出する。

Oウオークラリー

Oメインステージ 着物の似合う人
コンテスト、日舞、前結び着付け

ショ ー、歌謡シ ョー、福引き大会

Oうれしのほほんストリート占いコー

ナー、琴演奏、街角カメラマンに

よる撮影サービス、嬉野の歴史あ

ゆみ展、懐かしゲーム、お茶シャ

ンプーの展示販売、大生け花展の

実施、ぜんざい ・お茶 ・地酒 ・温

泉湯豆腐振る舞いによる地場産品

PR、肥前吉田焼焼き物展示即売、

絵付けコーナー

開催への契機・経緯

現在旅の主役である 「女性jを中

心に、日頃着ることの少ない 「着物j

着用を参加条件とし、日本情緒豊か

な各種イベントの実施により「非日

常空間」の演出を行い、参加特典、

サービスの充実により当町への動員

を図る。

観光地 ・嬉野の原点となる、着物

姿の女将さんや仲居さんの、もてな

しの心の象徴 「着物」にスポットラ

イトをあてたイベントを開催し、新

たな地域イメージを発信する。

目的・基本方針

お茶と温泉と焼き物の町・ 嬉野特

有の地域資源を活用したオリジナル

なイベントを実施することにより 、

日本中に広く嬉野をPRしイメージ

アップを図る。また、 地域住民総参

加により運営し、求心力を高め、 一

丸となった地域活性化を推進する。

開催にあたって考慮している点

当町の特色であるお茶・温泉・焼

き物のもつ共通のコンセプトとして

「和」を代表する着物に着目し、着

物の種類にとらわれない、気軽に誰

でも参加できるイベントにしたい。

町外参加者と一般町民とのもてな

し等によるふれあいの場の創設と、

イベン ト実施による観光地嬉野の魅

力を再発見してもらえるよう考えて

いる。

着物着用を呼びかけているため、

呉服庖、 美容屈のお客さんへの参加

勧誘や、着付け、お茶、日本舞踊の

教室へ参加している生徒への呼びか

けを行ニっている。

波及効果

「着物jを通して、日本文化の

「和」の素晴らしさが再認識でき、

東京の呉服問屋から協賛後援の申し

出があるほど広がりをみせた。

イベン卜を町全体がひとつになっ

て取り組むことにより、 町民の連携

の強化とまちづくりの意識高揚が図

られた。町のイベントの核として成

長し、またすっかり定着したことに

より、当町のフ ァン(リピーター)

の拡大ができた。

当町の 「歓楽街の町」のイメージ

から、「日本情緒の似合う町」への

イメージ転換が図れた。

課題・今後の展望

呉服販売業者や旅館などにセー

ル、展示会などを実施する着物ウィー

クなどの開催を呼びかけることで、

底辺の拡大を図りたい。現在九州地

区の応募者を全国規模に発展させる

ためにも、全国の着物イベントとの

交流を考えていきたい。

177 



人口 :242.290人

き5きらフェスティバル
主催 きうきうフ工スティパル実行委員会

会場 島瀬公園、佐世保公園他

内容

佐世保の街全体がイルミネーショ

ン輝く、光の街へと変貌する佐世保

の冬の風物詩である本イベン卜も平

成13年度で6回目を迎えた。メイン

会場となるのが、当市の中心部にあ

る島瀬(しまのせ)公園。この公園

に隣接しているピル全面をキャンパ

スとした巨大壁画イルミネーション

をはじめ、市内のあらゆる場所にイ

ルミネーシ ョンが施され、街はクリ

スマスムード一色になる。イルミネー

ションに加えて、 1kmにも及ぶ日

本一長pアーケードで行われる「き

らきらチャリティー大パーティー」

では、市民及び観光客約5千人が参

加するなどさまざまな参加イ ベン ト

も開催される。

開催への契機・経緯

当初は、中央商庖街の活性化のた

めにその庖主たちが中心となって実

行委員会が結成され、近年問題とな

っている買物客のドーナツ化現象を

食い止めるためのイベントとして始

まった。しかし、年を経るごとにイ

ルミネーションは中央商庖街だけで

なく、その周辺へと広がりを見せ、

公園や道路、また各家庭にまでもイ

ルミネーションが施されるようにな

った。

さらに、最近では観光イベン卜と

しても人気を集めており、中央商屈

街の活性化イベントにとどまらず、

今では佐世保のまちづくりイベン 卜

として認知されている。
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目的・基本方針

市民並びに観光客に感動と歓び、

楽しさと憩いの場を提供すること

で、観光シーズンとして閑散期にあ

たる冬季にイベントを開催し、観光

振興及び商届街振興、ひいては当市

の活性化を図る。

開催にあたって考慮している点

イjレミネーシ ョンが持軍いているだ

けのイベントは、他の地域でも多く

開催されているので、佐世保らしい

イベン卜色を出すよう心がけてい

る。具体的には、期間中に開催され

る「参加型イベント」の実施である。

誰もが気軽に参加して楽しめるイベ

ントを意識して企画している。

波及効果

具体的に定量的な効果は計測して

いないが、クリスマス時期になると

街の話題として必ずマスコミ等へ取

り上げられ、佐世保が広く注目を集

め、街のイメージアップに貢献して

pる。

また、前述にもあげたように今で

は佐世保の冬の風物詩的イベントで

あり、その影響が各家庭にまでも及

んでいる。

課題・今後の展望

今後、さらにイルミネーションの

輪に広がりをもたせ、多くの観光客

が 「見たpJi行ってみたpJi参加
したpJと思う ようなイ ベン トに成
長することを期待する。

また、佐世保の街が活気にあふれ、

すべての人が歓ぶことができるよう

なイベントを目指したい。





茨城県ひたちなか市 人口:153.280人

世界一大きな『でつけ絵年賀状』
主催 ひたちなかビッグイベン卜実行委員会

会場 ひたちなか市総合運動公園陸上競技場

内容

10万人のメッ セージ入り色紙を並

べて、世界最大の年賀状を作成し、

新世紀の幕開けを記念して、愛と平

和のメッセージを全世界に向けて発

信する。

年賀状の大きさは、縦72m、横

126mo 30cm四方の色紙に、 21世紀

への夢や、家族への愛、 世界平和へ

のメッセージなどを絵や言葉で書い

て(描いて)もらい、その色紙10万

枚を組み合わせて並べ、 1枚の壮大

な大きさの絵(年賀状)を作りあげる。

今回は、恐竜の両親が見守るなか、

産声を上げた赤ちゃん恐竜の図柄

で、 「誕生と希望。家族の愛jをイ

メージしている。

メッ セージは、市内幼稚園、保育

所、小中学校、 一般市民、事業所の

みならず、茨城県にも協力してもら

い、県内各地の小中学校、高校にも

参加を募るとともに、インターネ ッ

トでもメ ッセージを受け{寸け、 21-世

紀への夢と期待がつづられた一大絵

巻物となった。

開催への契機・経緯

当市は平成6年に勝田市と那珂、湊

市が合併して誕生した市である。合

併以前の勝田市の 「かった祭り」に

おいては、多くの市民が気軽に楽し

く祭りに参加できる ように、「ビッ

グイベン ト」と名打ち、日本一の長

さの海苔巻(昭和59年)、ジャンボ

ジグソーペインテイング (60年)、

世界一大きな象さんの絵 (61年)、

(62年)、 4万5千個の風船で、作った

かたつむりの絵 (63年)、だまし絵

ピラミ ッド(平成元年)、史上最大

の楽器(2年)など、毎年内外の話題

をさらったイベン 卜が行われてきた。

21 i宜紀を迎えるにあたり、往時の

イベン 卜関係者を中心に、最高の市

民参加イベントを実現しようとして

取り組まれた。

目的・基本方針

-誰でも参加できる。(世界中から)

・人間の美しい気持ちを集結する。

・誰も作った事のないイベン トに参

加して、誇り高い思い出としても

らう O

・当市を愛してもらう。

開催にあたって考慮している点

基本方針を踏まえ、特に「当日だ

れでも気軽に参加できる」ことに配

意している。排他的な仲間内や組織

に所属している者だけが参加できる

イベン トにしないよう、 より多くの

人たちが、いままで経験した事のな

L 哨リ造的な作業の一員になれるよ

10万本の風車で作ったキリンの絵 う、運営とPRなどに力を注いで、いる。
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また、事前の準備段階でボランテ

ィアスタッフを募り、大変な作業量

をこなしてもらうことになって しま

うのではあるが、なんとか笑いと根

性で連帯感をかもし出して乗り切

り、との結果、人生で二度とないよ

うな達成感を昧わってもらえている

と確信している。

波及効果

いい意味で 「とても変わった市で

ある」という評価を得ている。国内

のみならず外国でもトピックスとし

て新聞やテレビ等で報道された年も

多かったので、創造的なことにチャ

レンジする、明るく、面白い、活気

あふれる市民という市のイメージを

もたれ、 市のイメ ージアップにつな

がると共に市民の自信につながって

pる。



千葉県銚子市 人口 :79.500人

世紀越えイベン卜in銚子
主催銚子市世紀越え事業実行委員会

会場君ケ浜しおさい公園

内容

本イベン卜は、 2000年12月31日午

後8時から2001年 1月1日午前9時

頃まで、絶好の初日の出スポットで

ある犬l吠崎灯台下の「君ヶ浜しおさ

p公園」で開催。

ブラスパンドによる演奏をオープ

ニングに、ミュージシャンのコンサー

ト、まつり太鼓 ・津軽三味線の演奏

のほか、 新世紀の幕開けを祝う花火

の導火線と して約2千人の参加者の

協力のもとに「光のカウントダウンJ
を行うなど、さまざまなイベントを

実施。

会場内には、飲食 ・雑貨など90も

のブースが並んだ屋台村¥ペッ トボ

トルの手作りランタン 1万本による

「光のオブジェjなどもあり、百年

に一度の瞬間を多くの人びとととも

に{本5突し、そして11Gうことができた。

開催への契機・経緯

「日本一早い初日の出のまち」と

して展開している世紀越え事業の基

本方針の一つに「大世紀越え (2000

年)と21世紀のスタート (2001年)

を市民が祝う。(参加する)Jを掲げ

ており、文字どおりの世紀越えとな

る2000年のイ ベントは、テーマを

「新世紀の鼓動を感じよう!そして、

はじまりを祝おう!Jとし、 20世紀
から21世紀に移りゆく瞬間と日本一

早い21世紀の夜明け (初日の出)を、

市民をはじめ多くの人びとと祝いた

いと計画、開催した。

目的・基本方針

日本で、最も早く 21世紀の初日の出

を迎えることができる地の利を活か

して、市の活性化を促進することを

目的として、 21世紀のスタート

(2001年)を市民が参加し、祝うこ

と、 「日本で一番早い初日の出のま

ち銚子」を全国に情報発信し、人、

もの、情報を呼び込み、交流を促進

することを方針とした。

開催にあたって考慮している点

初日の出を見にくる人びとに対

し、市民総出の 「おもてなし」がで

きる絶好の機会として、官民一体と

なりイベントを計画、開催した。

当日は、 高校生をはじめ多くの市

民がイベント会場の運営や交通整理

などに参加したが、真冬の屋外で、

しかも時間が遅いため参加できない

幼稚園児や小学生たちには、 「光の

オブジェjというイベントを企画し、

事前にペットボ トルへメッセージや

絵を描いてもらった。

波及効果

「市民企画委員会」 というゆるや

かなネ ットワークの組織をっくり、

銚子を活性化させようと意欲ある市

民を集め、企画・立案の段階からま

さに官民一体となってイベントを成

功させたことで、自分たちが創り上

げたイベントであるという思いが市

民の中に生まれたと思う。

また、 「日本で一番早い初日の出

のまち銚子」をアピールレ情報発信

をしてきたことにより、全国的に認

知されたものと自負している。それ

によって、「来年もまた銚子へ初日

の出を見に行こう」というリピーター

が増え、交流が促進されることが期

待される。

課題・今後の展望

銚子という袋小路性から、来訪客

が集中するとどうしても交通渋滞が

発生する。今回、シャトルパスや銚

子電鉄の利用を促すなど、イベント

会場近くまで車を近づけないよう努

力した。また、これだけ大規模なイ

ベン トになると、トイレの充実(数、

清潔さ)は欠かせないと思う。
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とくしま夢あかり
主催 とくしま夢あかり実行委員会

会場藍場浜公園

内容

冬まつりとして位置づけ、クリス

マスにあわせて開催する。

多くの人びとが楽しめるよう、

「新町川河畔ひかりプロムナード」

かりプロムナードjの整備を機に、

「徳島21世紀記念事業」のーっとし

て、県民とともに21世紀の幕開けを

祝うために、本イ ベン トを平成12年

度に実施したところ、地域等での盛

り上がりがあることから、 「協働」

ゃあかりのまちの将来イメージを表 を拡げていくためのシンボル的事

現した光の空間として会場を構成 業、新たな冬のイベントとして、継

し、 会場内には、あかりモニュメン 続して開催することとした (r新町
ト、 シンボjレツリー、イベントステー

ジ、模擬届等を設置し、より集客性

を高めるため、コンサー 卜やダンス、

展示、 体験等のさまざまなイベント

や飲食の提供を行う。

開催への契機・経緯

徳島らしい特徴的な景観の一つで

ある新町川の水面や河畔の美しさ、

楽しさをより演出するため、「水」

と 「緑jと「光、あかりJを活かし

川河畔ひかり プロムナード」整備事

業:ワークショップの開催など「協

働jの視点での先導的な事業)。

目的・基本方針

「協働によるまちづくり」を主題

に、県民、住民が主体となり、行政

や企業との協働による県づくり、地

域づくりにつながるよう、 「あかり

と花とまちづくりjをイベン卜のテー

マに、住民主体のまちづくり活動と

た連続散策路の整備 「新町.)11河畔ひ して、 参加型イ ベン 卜とする。
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人口 ・831，241人

開催にあたって考慮している点

「協働によるまちづくりjを主題

に進めているハード整備「新町川河

畔ひかり プロムナードj整備事業の

ソフト部門と位置づけ、参加型のイ

ベン トとする。

波及効果

行政と住民等とのパートナーシッ

プの具体的な取り組みを進める こと

により、「協働によるまちづくり」

に対する機運が高まっている。

課題・今後の展望

夏のイベン 卜「青野川フェスティ

パルj等とタイア ップし、冬のイベ

ン卜として定着させ、 「協働」によ

る県づくり、地域づくりを推進する。



人口 :1，527，398人

ながさき阿蘭陀年r21世紀へのカウントダウンJ
主催ながさき阿蘭陀年推進協会

会場長崎市(常盤「にちらん広場j、出島ワーフ前特設会場、その他長崎港周辺)

内容

長崎から平和を祈る「誓いの火j、

島原から復興を願う「平成新山の

火J、平戸から交流を願う 「交流の
火」の3つの火を市民ランナーによ

り搬送し、 21世紀を迎える 「希望の

灯jとして点灯式を実施。さらに大

型モニターによるふるさとの歴史や

自然、暮ら しなど長崎のメ ッセージ

ビデオの放映、 100人の和太鼓演奏

と創作神楽の演舞、第九交響曲の市

民大合唱、 会場全員によるカウント

ダウンにより2001灯りのオブジェ点

灯と長崎港内の船舶の一斉汽笛、そ

して2001発の花火など、盛り沢山の

イベントが実施された。

開催への契機・経緯

西暦2000年は日蘭交流400周年の

記念すべき年であり、当県では「な

がさき阿蘭陀年jとして、 2000年 1

月から2001年3月にかけて、 ir未来
へ向けた400年j-出会いはいまも

長崎からー」をテーマに、さまざま

な記念事業を実施することとした。

記念事業は、 地域の魅力や伝統文

化の県内外への情報発信や郷土の魅

力を再発見できる機会を創るととも

に、交流入口の増大を図り、新たな

国際交流の進展や魅力あふれる地域

づくりにつなげ、当県観光の振興と

地域の活性化につなげるよう開催し

ているものである。

本イベントは、その一環として、

先人たちの歴史を顧み、自省し、英

知に学ぶ「温故知新」の精神をもっ

て来るべき世紀を迎えたいとの思い

で、 21世紀のふるさと創生をテーマ

に計画されたものである。

目的・基本方針

日蘭交流400周年記念事業で多彩

なイベントを実施している中、 20世

紀から21世紀へと変わる記念すべき

特別の|瞬間を、県民 ・市民と共有し、

感動を分かち合える場、新しい時代

を担い創造していく自覚の場を創り

出すことを目的とした。

開催にあたって考慮している点

多くの県民 ・市民が参加できるよ

う、地域で活動している太鼓グルー

プや合唱団、ジョギングクラブ、ボ

ランティアなど幅広く参加を呼びか

け、住民が主体となったイベントと

なるよう留意した。

長崎の歴史や文化、 自然など地域

の魅力を見直し、ふるさとに対する

愛着を深める機会となるよう考慮した。

波及効果

イベントに参加した県下各地の太

鼓グループの交流により、人的ネ ッ

トワークができた。イベントの運営

に多数のボランティアの協力が得ら

れ、 今後のまちの活性化を考えるう

えで参考となった。

予想、を上回る集客があり、県外観

光客への長崎のPR効果や経済効果

があった。

課題・今後の展望

ミレニアムイベントということ

で、ながさき阿蘭陀年で特別に実施

したが、今後の体制が整っていない。
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優良イベント事例データ編

~祭り~
鹿児島県瀬戸内町

200 
岡山県建部町

214 
奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻大会 岡山弁はええもんじゃ~ことばの祭り・建部~

北海道函館市
186 

沖縄県伊平屋村
200 

香川県 丸亀市
215 

はこだてクリスマスファン歩ジー f晋平屋ムーンライトマラソン 月見の宴
秋田県大曲市

186 ~文化・交流~
愛媛県双海町

215 
新作花火コレクション 夕焼けプラットホームコンサー卜
福島県槍枝岐村

187 
北海道夕張市

201 
愛媛県瀬戸町

216 
真夏の雪まつり ゅうばり国際ファンタスティック映画祭 「結婚官・言」エッセイ全国コンテスト
千葉県佐倉市

187 
青森県鶴田町 福岡県吉井町

216 
佐倉・時代まつり fわい1;(1どんぱぢ丸出しllJ外国青年による津軽弁大会 201 筑後吉井のおひなさまめぐり
神奈川県平塚市

188 
岩手県陸前品田市

202 
長崎県平戸市

217 
湘南ひらつか囲碁まつり 全国太鼓フェスティパル 12Xおらんだ
富山県富山市

188 
岩手県湯田町 熊本県波野村

217 
全日本チンドンコンクール 平和街道高齢者障害者演劇jネットワーク事業 202 神楽フェスティパル

石川県七尾市 189 岩手県議沢町 203 
大分県九重町

218 
七尾・祭りの園フェスティバJ¥， (能登キリコフェスティバM 藤沢野焼祭 九重氷の祭典
石川県川北町

189 宮城県大河原町 203 
~産業・観光~川北まつり (手取の火まつり) おだづもっこ文化祭・NPOフォーラム (NPOいずいッ。}

石川県内灘町
190 

山形県ニ川町
204 

北海道小梅市
219 

世界の凧の祭典 全国方言大会 小樽雪あかりの路
福井県福井市

190 
福島県いわき市

204 
宮城県二本木町

219 
福井コスモスまつり まぼろしの浜街道「新田坂」をゆく ひまわりまつり
静岡県長泉町

191 
茨城県取手市

205 
茨城県関城町

220 
長泉わくわく祭り 頑固者賞 関城の祭典[どすこいベア」
愛知県西春町

191 
栃木県岩舟町

205 
群馬県前橋市

220 
平盆まつり 岩船山クリフステージ野外コンサート 遊びの庭ー楽市・楽座ー
和歌山県すさみ町 群馬県草津町 山梨県甲府市

221 
イノブタダービー (イノブータン王国建国祭) 192 草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティバル 206 甲府ウィーク
徳島県勝浦町

192 
埼玉県川越市

206 
岐阜県多治見市他

221 
ビッグひな祭り 開館!まちかどミュージアム 美濃焼窯場めぐり
愛媛県新居浜市

193 
地玉県南河原村

207 
岐阜県上之保村

222 
全国お手玉遊び大会 お絵かきスリ yパ震 円空さんに挑戦
高知県高知市

193 新潟県新発田市 207 愛知県東栄町 222 
よさこい全国大会 ページェン 卜2000iこの豊かなる大地の賛歌JPa叶3 日本チ工ンソーアート競技大会
大分県緒方町

194 
新潟県相川町

208 
滋賀県八日市市

223 
小松明 (こだい)火祭り~真夏の夜の感動物語~ 金の道佐渡から江戸へ 一五八祭
沖縄県那覇市

194 
富山県大門町

208 
京都府舞鶴市

223 
那覇大綱挽 越中だいもん凧まつり 旧軍港四市グルメ市民交流会

~スポーツ~
富山県井波町

209 
兵庫県温泉町

224 
いなみ国際木彫刻キャンプ 全日本かくれんぼ大会

北海道東藻琴村
195 

石川県
209 

奈良県奈良市
224 

ノンキーランドふるさとまつり 第14回JAPANTENT-世界留学生交流・いしかわ2001ー なら燈花会
茨城県土浦市他 石川県輪島市

210 
奈良県大和郡山市

225 
0すみがうらマラソン兼国際盲人マラソンがすみがつら大会 195 1999地球環境米・米フォーラムin輪島 全国金魚すくい選手権大会
群馬県安中市、松井田町

196 
福井県大野市

210 
佐賀県嬉野町

225 
安政遠足侍マラソン 越前大野感性はがき展 うれしのほほん着物園遊会[和」大茶会
福井県美浜町

196 
福井県大野市

211 
長崎県佐世保市

226 
美浜町民レガッ合 平成大野屋まつり きらきらフェスティ/~ル
長野県小海町

197 
福井県丸岡町

211 ~ミレニアム~氷上トライアスロン小海大会 一筆啓上賞
滋賀県愛東町

197 
長野県松本市 茨城県ひたちなか市

227 
全日本あいとう4時間耐久三輪車レース ネイチャリングフェス:$li自然と遊ぼうIn松本J212 世界一大きな「でつけ絵年賀状j
和歌山県新宮市

198 静岡県静岡市 212 千葉県銚子市 227 
一県交流綱引き大会 ストリー卜フェスティパル・イン・シスオカ 世紀越えイベン卜in銚子
島根県美保関町

198 
愛知県平和町

213 
徳島県

228 
エビスカップ全日本海上綱引き選手権大会 HEIWAの手づくり絵ハガキコンテスト とくしま夢あかり
佐賀県中原町 京都府宇治市

213 
長崎県

全日本うちわ選手権大会ウインドブルドンtn中原 199 源氏ろまん 宇治大田楽まつり ながさき阿蘭陀年 i21世紀へのカウントダウンJ228 
佐賀県七山村

199 兵庫県加美町 214 
国際渓流j竜登りinななやま [孝行まつりJとちょっと照れくさい孝行のメ ッセージ



ー隣諸~--a明言語.

はこだてクリスマスファンタジー 部門:祭り

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ

E剖;;w弓.. 弘司i市.

12月1日-12月25日 25日間

第4呂田

毎年

はこだてクリスマスファンタ ジ一実行委員会

赤レンガ倉庫群周辺ほか市内一円

特に無し

特に設定していない

入場者数

白標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-協賛金

-事業収入 (物販収入)

40万人

50万人

42，000千円

15，000千円

12，500千円

14，400千円

-その他 (利息 ・繰越金等 100千円

団体・部署:函館市商工観光部観光室観光課

電話番号:0138-21-3323 

新作花火コレクション 部門:祭り

186 

開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成13年 3月24日 1日間

第10回目

毎年

新作花火コレクション実行委員会 (大曲花火倶楽部)

大曲ファミリースキー場

共 催/制日本煙火協会青年部

後 援/大幽市、神岡町、六郷町、大曲商工会議所、(紛日本煙火協会、NHK秋田放送局、ABS秋田放送、AKT秋

回テレビ、AAB秋田朝日放送、秋田魁新報社、秋田民報社、エフエム秋田、制大曲青年会議所

特になし

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-広告料収入

団体・部署:大曲花火倶楽部

電話番号 :0187-62-6887 

20，000人

20，000人

10，000千円

10，000千円



置問草墨田自国ur~ì~__  _ 

真夏の雪まつり 部門:祭り

開催 (平成13年度) I 8月4日-8月5日 2日間
回数 | 第9回目
開催形式 | 毎年
主催団体 | 槍枝舷村
会場 | 尾瀬槍枝岐温泉スキー場
共催後援等 | 尾瀬裕枝岐温泉観光協会、東北経済産業局 福島民報社、福島民友新聞社
主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般会計

-補助金

-事業収入

-協賛金

-寄付金

団体・部署:尾瀬槍枝岐温泉観光協会

電話番号:0241-75-2432 

4，000人

4，000人

5，829千円

1，350千円

2，800千円

1，645千円

1，299千円

35千円

U R L : http://www.vill.hinoemata.fukushima.jproze/ 

EZ喜莞張a~;苛言扇面E・E・-

佐倉・時代まつり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

4月22日 1日間

第3回目

毎年

佐倉・時代まつり実行委員会

旧堀田邸 (旧佐倉藩主邸)から旧城下町通り

佐倉地区商庖会連合会、(H)i左倉市観光協会、佐倉商工会議所

時代行列 (武者 ・大名)参加者、小学生高学年以上

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-協賛金

-雑収入

行事参加者総勢438人 (うち時代行列106人)、 入場者数50，000人

50，000人

6，608千円

5，000千円

1，566千円

42千円

団体・部署 :佐倉 ・時代まつり実行委員会 事務局:佐倉商工会議所

電話番号:043-486-2331 

部門 :祭り
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Em~司IIW宅~国民r.___  _ 
湖南ひ5っか囲碁まつり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

E司l.11阜E闘町.

9月18日-11月25日 69日間

第5回目

毎年

平塚市、財平塚市文化財団、湘南ひらつか囲碁文化振興事業実行委員会

中心商庖街他市内会場

制日本棋院、木谷門下会

市民、全国の囲碁ファン

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託料

-事業収入

-協賛金

5，200人

5，000人

9，691千円

6，345千円

1，471千円

1，875千円

団体・部署:平塚市市民部文化行政推進室 側平塚市文化財団 事業課

電話番号:0463・32-2237

U R L : http・Ilwww.hiratsuka-bunka.or.jp

全日本チンドンコンクール
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

4月6日-4月8日 3日間

第47回目

毎年

富山市、富山商工会議所

富山城祉公園及びその周辺

部門 :祭り

部門 :祭り

共催・後援等 富山市自治振興連絡協議会、側北日本新聞社、富山新聞社、NHK富山放送局、北日本放送側、 富山テレビ放送側、

側チューリ ップテレビ、制ケーブルテレビ富山、富山エフエム放送側、 富山シティエフ工ム附

188 

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

「懐かしいJといっていただける高齢者、ヤングファミリ一、カップルにも人気です。

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託金

-負担金

-協賛金

-広告料

-事業収入

-前期繰越

230，000人

220，000人

28，500千円

17，800千円

5，280千円

860千円

3，440千円

700千円

420千円

団体・部署:富山市商工労働部観光振興課

電話番号・ 076・443-2072

U R L : http・Ilwww.city.toyama.toyama.jp/



E訂JIl呈mIii司E霜.

七尾・祭りの園フェスティパル(能登キリコフェスティパル)
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

6月2日-6月3日 2日間

第3回目

毎年

七尾市

わくわ くプラザ (石川県七尾市和倉町)

共 催/能登キリコ祭り振興協議会

後 援/七尾市観光協会、和倉温泉観光協会

和倉温泉宿泊客、一般観光客

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

35，000人

32，000人

30，250千円

ーーーーーーーーーー‘ーーーーー--t-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

・一般 8，000千円

-経済産業省補助金 14，250千円

-団体負担金 8，000千円

問い合わせ先 団体・部署.七尾市産業部 商工観光課

電話番号:0767-53-8424 

U R L : http://www.city.nanao.ishikawa.jp/ 

E;JJIl!..'~.aJJil~ ___  • 

川北まつり(手取の火まつり)
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

8月4日 1日間

第16回目

毎年

川北まつり実行委員会

手取川簡易グラウンド

共 催/北園新聞社

部門:祭り

部門:祭り

後 援/川北町議会、川北町区長会、川北町商工会、川北町各種諸団体、テレビ金沢、工フエム石川

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

協 賛/松下電器産業側ディスプレイデバイス社LCD事業グループ

町民及び県内外の方

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町一般財源

-協賛金等

新開発表観衆26万人

一人

33，000千円

27，000千円

6，000千円

団体・部署:川北町役場 産業経済課

電話番号:076-277-1111 

U R L : http://www.town.kawakita.ishikawa.jp 
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置訂ul措置面開盟国・・・・・・・・
世界の凧の祭典 部門:祭り

開催 (平成13年度) I 5月3日-5月4日 2日間
回数 | 第13回目
開催形式 | 毎年

主催団体 | 内灘町世界の凧の祭典実行委員会、日本の凧の会、石川テレビ放送

会場 | 内灘海水浴場特設会場

共催・後援等 | 石川県

主な対象 | 凧の会会員

参加人数

総経費・財源内訳

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町補助金

-負担金

2，000人 (競技者のみ)

100，000人 (観客含む)

14，000千円

11，000千円

3，000千円

問い合わせ先 団体・部署:内灘町教育委員会 生涯学習課

電話番号:076-286-6716 

U R L : http://www.nsknet.or.jp/uchinada/ 

置古事~.:!阜.... 房2扇.

福井コスモスまつり
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後媛等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

9月23日 (日日間

第7回目

毎年

宮ノ下花の郷づくり実行委員会

宮ノ下コスモス広苑

共 催/宮ノ下地区自治会連合会、宮ノ下公民館、地区各種団体

後 援/福井市、福井市教育委員会、JA福井市、福井農林総合事務所、福井新聞社、

NHK福井放送局、FBC福井放送、福井テレビ

般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-事業収入

-寄付金

団体・部署:宮ノ下公民館

電話番号:0776-59-1150 

110，000人

40，000人

690千円

640千円

50千円

部門:祭り



置苦]ffil~~君主1;;1・・・・・・・・・
長泉わくわく祭り 部門:祭り

開催 (平成13年度) I 8月4日 1日間
回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

第 5回目

毎年

長泉町、長泉わくわく祭り実行委員会

大いちょう通り、長泉中央通り、コミュニティながいずみ (JR御殿場線 下土狩駅前)

静岡新聞社 ・SBS静岡放送、K-MIX、ボイス・キュー

若者

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町委託料

-協賛金

-事業収入等

12，000人

18，000人

20，000千円

16，500千円

2，500千円

1，000千円

団体・部署長泉わくわく祭り実行委員会事務局 (長泉町産業環境課)

電話番号:055-989-5516 

U R L: http・Iljapan.nagaizumi.org

-E番;]I~号aw"f司;;)----
平盆まつり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

8月11日 1日間 (12日も予定していたが、雨天のため中止)

第6回目

毎年

平盆まつり実行委員会

西春町文化勤労会館周辺

子どもからお年寄りまで

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町一般会計

10，000人

20，000人

3，200千円

3，200千円

団体 ・部署:西春町行政部企薗・生涯学習グループ

電話番号:0568-22-1111 

U R L:h社p:llwww.town.nishiharu.aichi.jpl

部門:祭り
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イノブタダービー(イノブータン王国建国祭) 部門:祭り

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

5月5日 1日間

第21回目

毎年

イノブタダービ一実行委員会

和歌山県すさみ町、すたみ海水浴場

すさみ町、町観光協会、町商工会、町青年団、町商工会青年部、町商工会女性部、和歌山県畜産試験場、ヤマト運輸側、

近畿大学水産研究所、周参見郵便局、JR周参見駅、串本高校吹奏学部

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金等

-寄付金

-事業収入

団体・部署:すさみ町商工会

電話番号:0739-55-2293 

U R L : http://www.susami.org 

24，000人

20，000人

3，702千円

2，900千円

300千円

502千円

置偏季語号aJ濡証盟国・・・・・・・
ビ‘ッグひな祭り 部門:祭り

192 

開催 (平成12年度) I 平成13年2月25日~平成13年3月11日 15日間
回数 | 第13回目
開催形式 | 毎年
主催団体 | ビッグひな祭り実行委員会、阿波勝浦井戸端塾
会場 | 勝浦町勤労福祉センター
共催・後援等 | 勝浦町、勝浦町教育委員会、勝浦町チャレンジ徳島推進協議会、勝浦町商工会、勝浦町婦人会、勝浦中央商底街、星

谷ちゃらんぽらんかい、グループかりん

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

町内外 ・国内外の一般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-寄付金

-事業収入

問い合わせ先 | 団体・部署:阿波勝浦井戸端塾

電話番号:08854-2-2361 

35，000人

50，000人

5，000千円

1，000千円

3，500千円

500千円



.詰as芸信.'・沼r.:=;t~扇.

全国お手玉遊び大会 部門:祭り

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

8月31日-9月1日 2日間

第10回目

毎年

日本のお手玉の会、全国お手玉遊び大会実行委員会

リーガロイヤルホテル新居浜

共催後援等 l 共 催/新居浜市、新居浜市教育委員会、愛媛新聞社、新居浜市観光協会、新居浜アメニティ倶楽部

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

後 援/総務省、文部科学省、愛媛県、愛媛県レクリエ ション大会、愛媛経済同友会、新居浜青年会議所、住友

生命保険相互会社、国際ソロプチミス卜新居浜、国際ソロプチミス卜新居浜みなみ、株式会社リーガロイ

ヤルホテル新居浜、マスコミ各社ほか

5歳から80歳過ぎまで (男女の比率 3: 7/小学生の部、一般の部)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-協賛金

-補助金

-事業収入

8，000人

8，000人

3，900千円

2，400千円

500千円

300千円

団体 ・部署:日本のお手玉の会 事務局

-会費

-雑収入

-日本のお手玉の会から

電話番号:0897・36・0600 U R L : http://www.shikoku.ne.jp/otedama 

320千円

180千円

200千円

-骨 :';1陸軍E帯:，;Uiil，..... 
よさこい全国大会 部門:祭り

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月12日 1日間

第 3回目

毎年

主催:よさこい祭り振興会 主管:附高知市観光協会

高知市追手筋競演場、手帯屋町商庖街、中央公園

老若男女問わず

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託料

-県補助金

-事業収入

-その他

団体・部署:制高知市観光協会

電話番号:088-823-9457 

300，000人

400，000人

22，900千円

15，000千円

3，500千円

2，500千円

1，900千円

担当部署:高知市産業振興部観光課

U R L: http・//www.city.kochi.kochi.jp/joho/top/index.htm
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-;....ft~~:語詞iiB・・・・・・・・・
小松明(とだい)火祭り~真夏の夜の感動物語~ 部門:祭り

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

.陪:1~H1.~;1盟主面.

郡覇大綱挽

194 

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月14日 1日間

約250年ほど前より始まる。(実施回数は不明)

毎年

緒方町、小松明火祭り実行委員会

緒方平野帯

共 催/緒方町観光振興公社、緒方町観光協会

後 援/大分合同新聞社

全国友ぴ帰省客

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般会計

-協会負担金

団体 ・部署.緒方町役場産業振興課

電話番号:0974・42・2111

1，300人 (小松明の実施)、 15，000人 (観光客)

15，000人

1，000千円

900千円

100千円

U R L : http://www.oec-net.or.jp/soleil/shien/ogata2/main.html 

10月7日 1日間

第31回目

毎年

那覇大綱挽保存会

国際通り 、国道58号線 (久茂地交差点)

部門:祭り

沖縄総合事務局、沖縄県、那覇青年会議所、沖縄観光コンベンションビュー口一、沖縄県青年団協議会、那覇市婦人

連合会、日本航空、全日空、日本ヱアシステム、 日本トランスオーシャン航空、工アーニッポン、県内マスコミ各社

(順不同)

特iこなし

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-負担金

-寄附金

-借入金

-前期繰越金

280，000人

280，000人前後

32，042千円 (平成12年度)

19，000千円

1，000千円

9，176千円

630千円

68千円

団体 ・部署:那覇市経済環境部観光課

電話番号:098-862-3276 

U R L : http://www.city.naha.okinawa.jp/ 



Elifill主-書蓮藷E・・・・・・・・
ノンキーランドふるさとまつり 部門:スポーツ

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月26日 1日間

第22回目

毎年

ノンキーランドふるさとまつり実行委員会

緑とチース、の里ふれあいパーク

北海道、北海道観光連盟、その他地元各団体

特定の対象なし

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-寄付金

-事業収入

4，000人

6，000人

4，364千円

3，220千円

1，144千円

団体 ・部署:東藻琴村産業課商工観光係

電話番号:0152-66-2131 

園賢主自慢画書踊E・E ・-
かすみがう5マラソン兼国際盲人マラソンかすみがう5大会 部門 :スポーツ

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

4月15日 1日間

第11回目

毎年

かすみがうらマラソン大会実行委員会、土浦市、震ヶ浦町、日本障害者スポーツ協会、 日本盲人マラソン協会、茨城

陸上競技協会、土浦市社会福祉協議会、毎日新聞社、スポーツニッポン新聞社

川口運動公園陸上競技場

後 援/国際盲人スポーツ協会他協力団体/土浦警察署他特別協賛/ほのぼのレイク

協賛団体/中川ヒューム管工業側、制ジョイフル本田、川鉄商事側、筑波病院、茨城セキスイハイム側、ミズノ側、

東京電力側土浦営業所、積水ハウス側、目立グループ、常陽銀行、関東銀行、NTT土浦支庖、大塚製薬側、

東日本旅客鉄道側、日本自動車振興会、JTB団体旅行東京中央支底、土浦郵便局他南地域の郵便局

高校生以上の健康な人

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-参加料

-協賛金、広告料

-補助金

-負担金

-雑入、繰越

12，000人

一人

95，060千円

33，350千円

38，900千円

18，300千円

500千円

4，010千円

団体・部署.土浦市教育委員会 かすみがうらマラソン大会事務局

電話番号:0298-26-3457 
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E4.銅~=;:-彊:lI~国際L:~:=I~

安政遠足侍マラソン

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

5月12日-5月13日 2日間

第27回目

毎年

安政遠足保存会、安中市、松井田町

安中市文化センター (前夜祭)

安中市文化センター~碓氷峠の熊野権現 (マラソンコース)

部門:スポーツ

共催・後援等 後 援/安中市観光協会、松井田町観光協会、安中市体育協会、松井田町体育協会、安中青年会議所、

安中市商工会、松井田町商工会、東京新聞、上毛新聞社、碓氷関所保存会

協 賛/信越化学工業側、 NTT東日本側、 NTTコミュニケーションズ側、制NTT-ME、附NTTファシリティース、

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

東京電力側、東邦亜聖鵡刻、サンケイ工業(紛

一般

入場者数

目標入場者数

O総経貸

0財源内訳

-一般

団体・部署:安中市企画財政部企画課

電話番号:027-382-1111 

1，400人

1，400人

4，500千円

4，500千円

U R L : http://www.kouhou@city.annaka.gunma.jp 

Effif.旦呈~三耳目~----

美浜町民レガッタ
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

10月21日 (日日間

第14回目

毎年

美浜町、美浜町教育委員会、美浜町体宵協会

福井県立久々子湖漕艇場

福井県ボート協会、福井新聞社

美浜町内に居住もしくは勤務する人

入場者数 平成13年度参加クルー 100クルー (参加者約700人)

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-市補助金

-市委託料

-参加料、その他

団体・部署美浜町教育委員会

電話番号:0770-32-1111 

一人

3，183千円

1，000千円

89千円

2，094千円

部門:スポーツ



E護軍佐諸国臨illl1i・・・・・・・・
氷上トライアスロン小海大会
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

1 月 26 日 ~ 1 月 27 日 2日間

第13回目

毎年

氷上トライアスロン小海大会実行委員会

小海リエ ックススキーバレー、松原湖高原スケートセンター及び周辺道路

共 催/小海町、長野放送

部門:スポーツ

後 援/長野県トライアスロン協会、小海郵便局、JA長野八ヶ岳、南佐久中部森林組合、(紛佐久青年会議所、

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

信濃毎日新聞社、産経新聞社、読売新聞社、朝日新聞長野支局、毎日新聞社、FM長野

トライアスロ ン愛好家

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町補助金

-参加費

-協賛金

200人

200人

8，400千円

2，700千円

2，200千円

3，500千円

団体 ・部署:小海町役場産業建設課 氷上トライアスロン小海大会事務局

電話番号:0267-92-2525 

U R L : http://www.avis.ne.jprkoumil 

-~~年告L弓E議制・・E・-
全日本あいとう 4時間耐久三輪車レース
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

10月21日 1日間

第15回目

毎年

愛東町青年団

運営主管/全日本あいとう 4時間耐久三輪車レース実行委員会

愛東町役場駐車場特設サーキット

愛東町、愛東町教育委員会

三輪車に乗った経験のある高校生以上 性別問わず

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町補助金

-寄付金 (広告料)

-参加料

団体・部署愛東町青年団 (夜間のみ)

電話番号:0749・46・0217

U R L: 

240人

400人

1，000千円

400千円

300千円

300千円

愛東町役場総務企画課

0749-46-0211 

http://www.town.aito.shiga.jp 

部門:スポーツ
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E抑留Ul塁塁a:古E毒~

二県交流綱引き大会 部門:スポーツ

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

5月13日 1日間

第 3回目

毎年

二県交流綱引き大会実行委員会 (構成団体:三重県紀宝町商工会青年部、三重県鵠殿村商工会青年部、和歌山県新宮

商工会議所青年部、紀宝町、鵜殿村、新宮市)

熊野大橋友び熊野川河川敷 (和歌山県側)

後 援/三重県、和歌山県、吉野熊野地域振興協議会、国土交通省近綾地方整備局、国土交通省中部地方整備局、

マスコミ各社

協 力/三重県綱引連盟、和歌山県綱引連盟

和歌山県新宮市、三重県紀宝町、鵜殿村を中心とする周辺住民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金・負担金

-協賛金

-参加料

団体・部署:新宮市役所 商工観光課

電話番号:0735-23-3333 

10，000人 (参加選手:2，000人/観客:8，000人)

8，000人

7，244千円

4，000千円

2，984千円

260千円

U R L : ht1p://www.city.shingu.wakayama.jp 

E司j臨調~~=l国首IUJ___  _ 

エビスカップ全日本海上綱引き選手権大会 部門 :スポーツ
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月5日 1日間

第4回目

毎年

美保関町海夏まつり実行委員会

美保関町内

美保関町、美保関町教育委員会、美保関町観光協会、美保関町体育協会、美保関町商工会、美保関町漁業協同組合、

JAくにぴき

町民及び海を求めて来町する町外住民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-助成金

-参加料

-協賛金

団体・部署:美保関町地域振興課

電話番号:0852・72之116

500人

1，000人

920千円

300千円

100千円

220千円

300千円

U R L : ht1p:l/www.web-sanin.co.jp/local/mihonoseki/ 



E日雀躍a:::J周UJ・・・・・・・・・
全日本うちわ選手権大会 ウインドブルドンin中原
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

8月11日 1日間

第2回目

毎年

中原町

中原町総合センタ一周辺

部門 :スポーツ

共催・後援等

主な対象

香川県丸亀市、香川県うちわ協同組合連合会、佐賀県東部地域観光振興協議会、中原町風祭り実行委員会

高校生以上、性別住所不問 (青年層)

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-事業収入

参加者191人、入場者数4，000人

5，000人

5，611千円

110千円

-佐賀県ふ博地域活性化事業補助金 4，400千円

-一般財源 1，101千円

団体・部署:中原町役場企画課

電話番号:0942-94-5482 

U R L:h目p://www.saganel.ne.jp/nakabaru/

E民民義..冒IIUi___  _ 

国際渓流滝量りinななやま
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

8月19白 1日間

第14回目

毎年

大雨風七山 (うー(;j"んぷうななやま)

七山村大字滝川 鳴神の丘運動公園~観音の滝渓谷一円

後 援/七山村、佐賀県国際交流協会、佐賀新聞、RKB毎日放送、STSサガテレビ

圏内:アウトドアー思考で、家族や職場等グループでの参加 (全国)

国外:佐賀県内留学生、AL丁、佐世保米海軍基地米兵

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-参加料

-村補助金

-協賛金

1，000人

1，083人

4，668千円

2，877千円

1，000千円

791千円

団体・部署:大雨風七山 代表阿部陸文

電話番号:0955-58・2405

部門 :スポーツ
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-j~蝋事町1園面1l1.IJI••• 
奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

6月30日-7月1日 2日間

第9回目

毎年

奄美シーカヤ ックマラソンIN加計呂麻大会実行委員会

瀬戸内町 (大島海峡一帯)

共 催/奄美群島広域事務組合

老若男女問わない (シーカヤッカー)

参加人数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町委託料

-参加費

-補助金

-協賛金

団体・部署・瀬戸内町商工観光課

電話番号:09977-2・1111

後 援/奄美群島観光連盟他24団体

421人

約1，500人

15，880千円

11，560千円

3，360千円

210千円

750千円

U R L: http・Ilwww.minc.ne.jp/setouchi/

-~:J;~~~車盟諸E・・・・・・・
伊平屋ムーンライトマラソン
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

10月26日-10月27日 2日間

第7回目

毎年

伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会

伊平屋村内 (メイ ン会場:友愛と健康の広場)

共 催/琉球新報社

部門 :スポーツ

部門 :スポーツ

後 援/沖縄県、制沖縄観光コンペンションビュー口一、NHK沖縄放送局、沖縄テレビ、ラジオ沖縄、FM沖縄
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主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

県内外のジョガー

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-参加料

-補助金

-寄付金

-繰越金

-協賛金

1，000人

500人

19，327千円

2，000千円

14，000千円

1，450千円

477千円

1，400千円

団体 ・部署:伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会又は伊平屋村役場 企画財政課

電話番号:0980-46-2867 

U R L : http://www.cosmos.ne.jprmoon 
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ゅうばり国際ファンタスティック映画祭 部門:文化・交流

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

青森県・鶴田岡

2月14日-2月18日 5日間

第13回目

毎年

夕張市、ゆうばりマウンテンシティ実施機構、ゅうばり国際ファンタスティ ック映画祭実行委員会

ゅうばり文化スポーツセンタ一、夕張市民会館大ホール及びシネサロン、ゆうばりホテルシュ パ口、清水沢健康会館

後 援/外務省、経済産業省、国土交通省、総務省、文化庁、北海道、他40団体

協 力/夕張市教育委員会、連合北海道夕張地区連合会、夕張商工会議所、夕張市農業協同組合、夕張観光協会、

夕張青年会議所、夕張青年団体連絡会議、夕張市文化協会、夕張市芸能協会、夕張映画鑑賞会、夕張市各

町内会

運営協力/北海道旅客鉄道側(JR北海道)、全日本空輸側(ANA)、東B本電信電話側(NTT東日本)、ロイヤルパインス附、

(欄石炭の歴史村観光、夕張観光開発側、夕張鉄道側

企画協力/東京国際ファンタスティック映画祭、ジェラルメ国際ファンタスティカ映画祭、側ニッポン放送、(附東急

レクリエーション、ビデオ&DVDでーた、(側アートポート

助成団体/国際交流基金

特別協賛/MAX FACTOR 

協 賛/各企業等

10代後半-40代まで幅広い映画ファンを対象

入場者数

目標入場者数

O総経費

一人

25，000人

都合により公開せず

団体・部署:ゅうばりマウンテンシティ実施機矯内 ゅうばり国際ファンタスティ ック映画祭実行委員会

電話番号:01235-2-1365 

E-mail: MCP1365@ruby.ocn.ne.jp 

「わいは!どんぱぢ丸出し!リ外国青年による津軽弁大会 部門:文化・交流

開催 (平成13年度) 6月16日 1日間

回数 第5回目

開催形式 毎年

主催団体 鶴田町

会場 鶴田町保健福祉センター「鶴遊館j

共催・後援等 青森県、制青森県国際交流協会、NHK青森放送局、RAB青森放送、ATV青森テレビ、ABA青森朝日放送、東奥田報社、|

陸奥新報社、河北新報社青森総局、朝日新聞社青森支局、読売新聞社青森支局、毎日新聞社青森支局、産経新聞社青

森支局

主な対象 町民全般

参加人数 入場者数 252人

目標入場者数 300人
ーーー唱幽ーーーーーー司ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー骨骨ーーーーーーーー
総経費・財源内訳 0総経費 1，116千円

O財源内訳
ー圃ーーーー・ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ー『ーーー『

-一般財源 1，044千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ー四

-事業収入等 72千円
ーーーーーー--ー甲骨ーーー---司ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー申ーーー甲ーーーーーーーーーーーー
問い合わせ先 団体・部署:鶴田町役場企画課広報国際係
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーー『ー『・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

電話番号:0173・22-2111 (内線263，264)
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全国太鼓フェスティパル
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

10月20日-10月21日 2日間

第13回目

毎年

全国太鼓フェスティパル実行委員会

会場 | 陸前高田市民体育館

部門:文化・交流

共催 ・後援等 | 協 賛/側日本太鼓連盟、岩手県太鼓連盟、大船渡地方振興局、陸前高田市 (以下「市J)、市観光協会、気仙町け

んか七夕保存会、氷上共鳴会、長安寺太鼓保存会、東北電力側大船渡営業所
ーーーーーーーー-ーーーーーーーー_1-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーー

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

後 援/岩手県、岩手県教育委員会、制岩手県観光協会、陸中海岸国立公園協会、市教育委員会、市内各種団体、

県内マスコミ各社

全国からの来場希望者 (年齢 ・地域等閑わず)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-市からの補助金

-広告協賛

-関連事業収入他

-チケット収入

参加人数 3，011人

3，000人

17，062千円

3，800千円

2，520千円

2，675千円

8，367千円

参加団体 12団体 150人 実行委員 121人

問い合わせ先 | 団体・部署:全国太鼓フェスティパル実行委員会 (陸前高田市役所 産業振興部 商工観光課内)

電話番号:0192-54之111 (内148)

U R L:市のホームページhttp://www.city.rikuzentakata.iwate.jp
ーー ーーーーーーーーーーーーー ーー-.1.-ー ーーーー ーーー ーーーーーーーー'ーー-ーー ーーーーー ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー ーーーー ーーー ーーーーーーー

全国太鼓フェスティバル実行委員会ホームページhttp://www.kesen.org/taiko/

-E主a~開::I~!IIIIIIIIIIIIIII
平和街道高齢者障害者演劇ネットワーク事業 部門:文化・交流
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

8月10日-11月16日 25日間

第3回目

毎年

湯田町社会福祉協議会 (北上 ・和賀広域社協連絡協議会)

ゆだ文化創造館「銀河ホ ルJ他

北上市、湯田町、沢内村、秋田県山内村、北上市社会福祉協議会、沢内村社会福祉協議会、広域市町村の老人クラブ

連合会、身体障害者協議会、手をつなぐ育成会、精神障害者家族会、民生児童委員協議会

障害者 (身体障害 ・知的障害 ・精神障害)及び65歳以上の高齢者

入場者数 1，340人 (平成12年度実績)

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

1，200人

1，680千円

-補助金 1，120千円

・自己資金 200千円

-入場協力会 360千円

団体 ・部署:湯田町社会福祉協議会

電話番号:0197-84-2161 



.長音呈呈a~\i1副日1_・E・-

藤沢野焼祭

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

宮城県・大河原町

部門:文化・交流

8月11日-8月12日 2日間

第26回目

毎年

藤沢野焼祭実行委員会

町立藤沢中学校グラウンド ・特設縄文村

共 催/藤沢町、藤沢町教育委員会、藤沢町商工会、いわい東農業協同組合、藤沢町観光協会、藤沢町自治会協議

会、藤沢町芸術文化協会、藤沢町体育協会、藤沢町女性組織連絡会議、藤沢町老人クラブ連合会、藤沢町

商工会女性部、藤沢町商工会青年部、藤沢町工業倶楽部、藤沢町国際交流協会、町内保育園・幼稚園、町

内小・中・高等学校、藤沢町PTA連合会、保育施設等父母の会連絡協議会、ふじの実学園、藤沢焼を支援

する会、藤沢粉香木窯、たかぼく陶芸愛好会、藤沢・岩手ライオンズクラブ、藤沢町食生活改善推進員連

絡協議会、二日町祭神太鼓

後 援/岩手県、岩手県教育委員会、岩手県内マスコミ各社

町内外の幼児から高齢者まで

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-負担金

-協賛金

-事業収入等

12，000人

10，000人

12，000千円

2，180千円

8，000千円

1，820千円

団体・部署:藤沢町文化交流センター・文化振興課

電話番号:0191-63-5515 

U R L: http://www.town.fujisawa.iwate.jp 

おだづもっこ文化祭NPOフォーフム<<NPOいす‘いッ。》 部門 :文化・交流

開催 (平成12年度) 平成12年11月12日 1日間

回数 第 1回目

開催形式 毎年

主催団体 おだづもっこ文化祭実行委員会 (主管)、 宮城県地域づくり団体ネットワーク協議会仙南支部、宮城県

会場 宮城県柴田町「槻木文化センターj

共催・後援等

主な対象 NPO活動の経験のない 般県民

参加人数 入場者数 310人
ーーーーーーーー--ー『ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー苧ーーーー----苧ーーーーーーーーー骨ーーー+ーーーー申輔自ーーーーーーーーーー

目標入場者数 100人

総経費・財源内訳 0総経費 299千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーーーーー喧ー曲ー『骨骨ーー・胸骨ーーー--ーーーーーー『一一ーー世ーー『時一ー

0財源内訳 299千円 (宮城県との共同実施・県のNPOフォーラム開催経質)

問い合わせ先 団体・部署:おだづもっこ文化祭実行委員会事務局 佐藤 (宮城県大河原地方県事務所 地域振興班内)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

電話番号:0224-53-3112 
ーーーーー・・ーーー申ーーーーーーーー ーーー『・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー明ーーーー--ー骨骨骨ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ー』ーーーーーーー--ーー『ーー--ーー苧ーーー

U R L:h口p://www.pref.miyagi.jp/ok-tihoukn/
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全国方言大会

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

11月23日 1日間

第15回目

毎年

三川卜ピア創造委員会

三川町民体育館

三川町、三川町教育委員会

方言を愛する人びと、一般の方全員

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-チケッ ト売上

-広告料

500人

500人

6，500千円 (H.12を例に)

4，500千円

500千円

1，500千円

問い合わせ先 団体・部署:三川卜ピア創造委員会事務局 (三川町役場 企画課内)

電話番号:0235-66-3111 

置医院t巨調置田両事.

まぼろしの浜街道「新田坂Jをゆく

部門 :文化・交流

部門 :文化・ 交流

開催 (平成13年度)

回数

11月23日 1日間 「かぐらばのまほろ~;f r手づくり村j推進事業j平成13年12月~平成14年 3月

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

第 4回目

毎年

渡辺地区町づくり推進会

いわき市渡辺町地内

-山中に発見した江戸時代の参勤交代の道と新田宿場

・歴史に彩られた「かぐら~;fの里j 渡辺町清水地区

共 催/わたなべ昔むかし塾

後 援/福島県いわき地方振興局、いわき市以上初年度以降は単独開催

地域住民と地域出身者及び一般市民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

平成10年度

1，300人

200人

工900千円

平成11年度

300人

300人

200千円

平成12年度

300人

300人

650千円

平成13年度

一人

500人

1，700千円

-補助金 1，700千円 O千円 300千円 1，300千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ト ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

・一般 100千円 100千円 250千円 300千円

-事業収入 100千円 100千円 100千円 100千円

問い合わせ先 | 団体 ・部署:わたなべ昔むかし塾 遠藤靖

電話番号:0246・56・4761

E-mail: mukashi2-juku@nyc.odn.ne.jp 
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頑固者賞

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

7月1日-10月31日の123日間でエッセイを募集

平成14年 3月2日に受賞者の表彰式及びイベン卜を開催

第3回目

毎年

取手市、取手市教育委員会、PHP総合研究所

表彰式及びイベン卜は、取手市民会館大ホールで開催

関東郵政局

部門:文化・交流

テーマについてこだわりや信念を持って生活している日本全国の小学生、中学生、高校生及び一般人のみなさん。

エッセイ応募人数

表彰式入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般財源

2，000人

1，000人 (いずれも目標値)

8，394千円

8，394千円

団体・部署取手市教育委員会 文化振興課

電話番号:0297-74-2141 (内線445)

U R L : http://www.city.toride.ibaraki.jp/ 

EjiÆ&~_茸~DI~•••••• 

岩船山クリフステージ野外コンサート 部門 :文化・交流

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

10月20日 1日間

第2回目

毎年

岩船山クリフステージ企画委員会

栃木県下都賀郡岩舟町地内 岩船山中腹採石場跡地 (クリフステージ)

後 援/岩舟町、岩舟町教育委員会、岩舟町商工会、JA岩舟町、下野新聞社、栃木放送、工フ工ム栃木、とちぎ

テレビ、スイングジャーナル、ポリドール、タワーレコード

特別協賛/NTT東日本栃木営業所、プルミ工

町内外の一般の方

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-入場料収入

-町補助金

-広告収入

-その他の収入

-寄付金

2，420人

2，500人

19，249千円

12，199千円

1，000千円

1，700千円

2，350千円

2，000千円

団体・部署:岩船山クリフステージ企画委員会 〒329-4301 栃木県下都賀郡岩舟町大字鴬巣54

電話番号・ 0282-55-6988

U R L : http://www.0282.netrcliff/ 

E -m a i I・taki@0282.net
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草津夏期国際音楽アカデミーSフェスティパjレ
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月17日-8月30日 14日間

第22回目

毎年

草津町、(財関信越音楽協会

草津音楽の森国際コンサートホール

後 援/文化庁、群馬県、群馬県教育委員会、草津温泉観光協会、草津アカデミー友の会

全園、県内及び町民全般 (コンサート)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-事業収入

-補助金

-寄付金

-そのイt!J

8，035人

一人

113，182千円

40，853千円

47，300千円

23，900千円

1，954千円

団体・部署草津音楽の森国際コンサートホール

電話番号:0279-88-8686 

ー情話司呈"JI~邑右四国・・・・・・・

開館!まちかどミュージ‘アム
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

平成13年度 (2001年度)は未実施

第3回目

平成10年度-12年度実施

細川越青年会議所

埼玉県川越市内、西武本川越駅から札の辻までの通りとその周辺

共 催/小江戸川越観光推進協議会

部門:文化・交流

部門:文化・交流

後 援/川越市、川越市教育委員会、川越商工会議所、川越市観光協会、川越市自治会連合会
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主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

青年層を中心に川越を愛する全ての人びと

入場者数 平成10年5月16日 (土 8，000人 17日 (日)15，000人 (共に警察発表)

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

一人

4，884千円

. (紛川越青年会議所予算内 特別事業費 2，000千円

-寄付金収入 (小江戸川越観光推進協議会、商工会議所ほか 1，906千円

-事業収入 (ライブチケットの収入 902千円

-雑収入 (ライブの飲み物代等 76千円

団体・部署:(柑川越青年会議所 (事務局)〒350-8510川越市仲町1-12

電話番号:049-229-181 0 

U R L : http://www.kawagoe-or.jp 



-~~:t\，~ .. 訪日1屑 5・・・・・・・・・
お絵かきスリッパ展
開催 (平成11年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成11年11月3日 1日間

第 1回目

ほぽ6年に 1回

南河原村商工会

南河原村立南河原小学校体育館

南河原村、埼玉スリ ッパ商工業協同組合

村民すべて

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般

-補助金

団体・部署:南河原村商工会

電話番号:048-557-0742 

2，000人

4，400人

400千円

300千円

100千円

E3i慌i呈E古制::r.~..... 1 

ページ‘工ント2000r乙の豊かなる大地の賛歌JPart 3 
開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成12年 8月19日 1日間

第3回目

毎年

城下町新発田ふるさとまつり開催実行委員会、新発田市

新発田域社公園

なし

市民友び近隣市町村住民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般財源

-国県補助金

-事業収入

-その他

11，500人

10，000人

58，671千円

35，620千円

19，250千円

127千円

3，672千円

団体・部署:新発田市産業振興部商工観光課

電話番号:0254-22-3101 

U R L : http://www.city.shibata.niigata.jp/ 

部門:文化・交流

部門 :文化・交流
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E摺封呈amJJW.lJI•••• 
金の道佐渡か5江戸ヘ 部門 :文化 ・交流

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

富山県・大門町

5月12日-5月27日 16日間

第4回目

毎年

金の道佐渡から江戸へ実行委員会

佐渡から東京までの金を運んだ道

新潟県、新潟県観光協会、佐渡市町村会、佐渡観光協会

歴史に興昧があり、歩くことが好きな人

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-負担金

-補助金

-協賛金

-参加料

-繰越金

-雑入

300人

300人

8，500千円

4，000千円

1，000千円

1，500千円

1，530千円

450千円

20千円

団体・部署:金の道佐渡から江戸へ事務局

電話番号:0259-74-2220 

U R L:h悦p・Ilwww4.ocn.ne.jpraikawa.k

越中だいもん凧まつり 部門:文化・交流

開催 (平成13年度) 5月19日-5月20日 2日間

回数 第23回目

開催形式 毎年 5月第3土・日曜日

主催団体 越中だいもん凧まつり実行委員会

会場 富山県大門町枇杷首地内、大門カイ卜パーク (庄川左岸河川敷)

共催・後援等 大門町、越中大門凧の会、日本の凧の会、大門町自治連合会、大門町商工会、小杉地区交通安全協会、大門町消防団、

大門町連合婦人会、大門漁業協同組合、大門町児童クラブ連合会、大門町母親クラブ連合会、射水広域圏事務組合、

富山県西部地方拠点都市地域整備推進協議会、国土交通省北陸地方整備局富山工事事務所、(u)富山県観光連盟、いき

いき富山観光キャンベーン実施協議会

主な対象 老若男女規制はありません

参加人数 入場者数 70，000人
ーーーーーーーーーーーーーーーー『ー --ー『ーーーーーーーーーーーーーー『ー--ーーーーーーーーーー申『ーーー由晴ーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

目標入場者数 100，000人

総経費・財源内訳 0総経費 17，148千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー司世ー曲ーーーーーーーーー司ーーー・ーーーーーーーーーーーー骨『ーー-ーーーーーー司直ーーーー一--ーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司-ーーーーーー---

-一般会計 16，918千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー・ーーーー副司ーーーーー唱『早ー『

-補助金 230千円

問い合わせ先 団体・部署:大門町役場産業課
ーー四--司田ーー--ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

電話番号:0766・52・6961
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー・吋

U R L : http・Ilwww.lown.daimon.loyama.jp/
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-ヨ111星a..:嗣u.___  _ 
いなみ国際木彫刻キャンプ 部門:文化・交流

開催 (平成11年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成11年 7月24日~平成11年 8月8日 16日間

第3回目

4年ごと

いなみ国際木彫刻キャンプ実行委員会

井波町閑乗寺公園

富山県、富山県教青委員会、文化庁、日本万国博覧会記念協会、(則松翁記念財団、闘とやま国際セン夕 、倒富山コ

ンベンシ ョンビュー口一

特定の対象な し

入場者数 海外作家14名、圏内作家 6名、地元作家167名 ボランティア1，207名 (延べ)入場者約40，000人

目標入場者数一人

O総経費

0財源内訳

-一般財源

-県補助金

-助成金

-寄付金

-そのイ也

74，028千円

50，000千円

13，000千円

6，300千円

4，699千円

29千円

団体・部署:井波町教育委員会 生涯教育課

電話番号:0763-82-5885 

U R L : http://www.town.inami.toyama.jp/bunka 

E=m~宅ー・・・・・・・・・・・・
第14回JAPANTENT-世界留学生交流・いしかわ2001- 部門:文化・交流

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

7月27日-8月3日 8日間

第14回目

毎年

JAPAN TENT開催委員会

石川県内41の全市町村

内閣府、外務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、総務省、以下経済団体、国際協

力事業団、石川県、県内全市町村、石川県教育委員会など

日本全国で学ぶ世界からの留学生、研修生

入場者数 参加留学生350名、学生ボランティア140名、その他ボランティア5，000名、ホストファミリー約1，000名

般入場者約5，000名、元留学生30名

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-中央国際交流団体等助成

-石川県補助金

-金沢市補助金

一人

82，000千円

4，500千円

11，000千円

3，500千円

-県内7市補助金 5，000千円

-協賛金、寄付金 26，000千円

-北園新聞社負担金 32，000千円

問い合わせ先 | 団体・部署:石川県県民文化局 国際課

電 話番号:076・223-9108

U R L : http://www.japantent.com 
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石川県・輪島市

1999地球環境米・米フォーフムin輪島 部門 :文化・交流

開催 (平成13年度) 5月12日、13日田植えフェスティパル 8月とんぼ田んぼシンポジウム 9月22、23日稲刈りフェスティパル 12月種もみ引き渡し式

※開催目、回数は f2001地球環境米・米フォーラムIn北びわこJのもの

回数 第 3回目

開催形式 毎年

主催団体 地球環境平和財団、1999地球環境米米フォーラムin輪島実行委員会

会場 輪島市、白米千枚回

共催・後援等 共 催/輪島市
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

後援等/国連環境計画、農林水産省、自治省 (当時)、 環境庁 (当時)、 外務省、国土庁 (当時)、 石川県他

主な対象 外国大使館関係者 (44ヵ国)、 県内外の一般市民・輪島市民等

参加人数 入場者数 1，000人
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー世

目標入場者数 1，000人

総経費・財源内訳 0総経費 70，000千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーーー申ーーー

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-財団 60.000千円 (参加者負担、協賛金等)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-石川県 5.000千円 i 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『

-輪島市 5，000千円

問い合わせ先 団体・部署:輪島市総務部企画課

電話番号:0768-23-1113 

福井県・大野市

越前大野感性はがき展 部門 :文化・交流

6月1日-9月30日 (作品募集)

12月9日 (市民審査)

開催 (平成13年度) 1月 (ゲスト審査)

2月 (入賞者発表)

3月 (表彰式、作品展示)

回数 第 3回目

開催形式 隔年

主催団体 越前大野感性はがき展実行委員会、大野市、大野市教育委員会

会場 大野市内

共催・後援等 後 援/国土交通省近畿地方整備局、北陸郵政局、福井県、側地域活性化センター

主な対象 全国の環境に関心があり、感性をはがきサイズに表現したい方

参加人数 応募作品数 6，412通 (前回実績)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー骨ーーーーー『

目標応募作品数 10，000通

総経費・財源内訳 0総経費 2，800千円 (作品集出版費用は除く)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー皿ーーーーーー・ーーーーーー司ー骨骨骨ーーーーーーーー

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーーー『

-市からの委託金 2，800千円

問い合わせ先 団体・部署:大野市教育委員会 社会教育課
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーー『

電話番号:0779・66・1111 (内線542)
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Emf.:!呈墨画鼻靖国・・・・・・・・
平成大野屋まつり

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

10月7日 1日間

第 4回目

毎年

平成大野屋本庖 (大野市)

大野市まちなか観光拠点施設「平成大野屋JI平蔵JI中庭J

掛平成大野屋

大野市民、平成大野屋支庖主 (全国の大野さん)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託料

2，000人

3，000人

2，984千円

2，984千円

問い合わせ先 団体・部署:①大野市総務部総合政策課 ③紛平成大野屋

電話番号:0779-66-1111 

U R L : http://www.mitene.or.jprono/ 

Emf.:!阜星回附 lll)iI___  _ 

一筆啓上賞

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

4月5日-9月30日 (募集期間)

第9回目

毎年

丸岡町、制丸岡町文化振興事業団

共 催/郵政事業庁後援~住友グループ広報委員会

特にな し

平成12年度応募総数 日本語 121，724通

英語 8，751通

総経費 41，000千円

財源内訳

-事業収入 3，000千円

-補助金 12，000千円

-寄付金 26，000千円

団体・部箸:闘丸岡町文化振興事業団

電話番号:0776-67δ100 

U R L : http://www.town.maruoka.fukui.jp 

0779-69-9200 

http://www.h-onoya.co.jp/ 

部門:文化・交流

部門 :文化・交流
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長野県・松本市

ネイチャリングフエスタ「自然と遊ぼうin松本J 部門 :文化・交流

開催 (平成13年度) 8月11日-8月13日 3日間

回数 第2回目

開催形式 毎年

主催団体 ネイチャリングフェスタ実行委員会

会場 アルプス公園

共催・後援等 松本市、松本市教育委員会、街を花いっぱいにする会、松本市教育文化振興財団、松本商工会議所、松本市観光協会、

松本市交通安全市民運動推進会議、松本ハイランド農業協同組合、松本市小中学校校長会、松本市PTA連合会、松本

市子ども会育成連合会、松本市町会連合会、ボーイスカウト長野県連盟、松本市保育園保護者会、松本商庖街連盟、

松本市私立幼稚園協会、松本市内旅館組合連合会、松本市緑化推進委員協議会、信濃毎日新聞社、信越放送

主な対象 保育園・幼稚園児、小中学生、家族づれ

参加人数 入場者数 15，212人
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー----ーーーー園田唱ーーーーー国ーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー『早ーーーーーーーーー

目標入場者数 15，000-20，000人

総経費・財源内訳 0総経費 39，500千円
ーーー・ーーーーーーーーーー・ーーーーーー ーー『・ーーーー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーー--ー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-負担金 (松本市、信濃毎日新聞、信越放送) 32，000千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー申ーーーーーーーーーー喧喧ーーーーーーーーーーーーーー由ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー

-協賛金 6，000千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-繰越金 1，500千円

問い合わせ先 団体・部箸:松本市公園緑地課
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ー一--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ー--ー岨ー

電話番号:0263-34-3254 

園長3田l!f詞園調田而E・・・・・・・・
ストリートフェスティパル・イン・シズオ力 部門 :文化・交流
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

後援

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

11月17日-11月18日 2日間

第2回目

毎年

ストリートフェスティバル・イン・シズオカ実行委員会、側静岡市文化振興財団

静岡市青葉シンボルロード

静岡市

若年層

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-協賛金

-主催負担金

-事業収入

約30，000人

一人

2，986千円

500千円

2，300千円

186千円

団体・部署:闘静岡市文化振興財団 総務課内 ストリートフェスティバル・イン・シズオカ実行委員会事務局

電話番号:054-255-4746 



-E副m号SE量aB国・・・・・・・・・
HEIWAの手づくり絵ハガキコンテスト
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

平成13年12月10日~平成14年2月28日 81日間

第6回目

毎年

平和町、平和町教育委員会

平和町総務部企画課

部門:文化・交流

共催・後援等

主な対象

文部科学省、郵政事業庁、社団法人日本ユネスコ協会連盟、愛知県、愛知県教育委員会、社団法人日本経営協会

般

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

参加人数 (前回実績)

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般会計

35，048人

一人

8，244千円

8，244千円

団体・部署:平和町役場総務部企画課

電話番号:0567・46-1111

U R L : http://www.town.heiwa.aichi.jp 

-正副目指a:富司j~•••• 

源氏ろまん宇治大田楽まつり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

11月3日 1日間

第4回

毎年

宇治大田楽まつり実行委員会

京都府立宇治公園 (中の島) 雨天時:宇治市文化センタ一大ホール

共 催/宇治市、宇治市教育委員会、(紛宇治青年会議所、紫式部文学賞イベント実行委員会

後 援/京都府、他35団体

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

1，500人 (雨天のため。平成12年度は5，500人)

6，000人

16，540千円

-日本芸術文化振興会 (補助金 5，000千円

-宇治市分担金 (補助金) 8，000千円

-協賛金等 (寄付金) 3，000千円

-実行委員会会費 (会費 240千円

-出演者運営協力金 (協力金 300千円

団体・部署:宇治大田楽まつり実行委員会

電話番号:0774-22-5557 

部門:文化・交流
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E産主aJl!~~~••• _ 

「孝行まつりJとちょっと照れくさい孝行のメッセージ
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催 ・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

5月4日 1日間

第6回目

毎年

市原村おこし委員会

市原公会堂

加美町、杉原谷郵便局

「孝行まつり」集落の住民全員が対象

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-部落会計

-郵便局補助金

-農会補助金

200人

270人

300千円

190千円

10千円

100千円

団体・部署:兵庫県多可郡加美町市原区 代表安田昇司

電話番号 :0795-36-1114 

-日間L.~主主1幽・・・・・・・・
岡山弁はええもんじゃ~乙とばの祭り・建部~
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

10月21日 1日間

第2回目

毎年

岡山弁はええもん じゃ実行委員会、建部町、建部町文化センター

建部町文化センター

部門 :文化・交流

部門 :文化・交流

共催・後援等

主な対象

岡山県、岡山県教育委員会、岡山県芸術祭実行委員会、NHK岡山放送局、山陽新聞社、建部町教育委員会

県内一般住民

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先
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入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般

-補助金

352人

450人

1，200千円

927千円

273千円

団体・部署:建部町文化センター 自主企画担当

電話番号:0867-22-9111 

U R L : http://ww9.tiki.ne.jprtakebe-cul/ 



EヨH陸軍副官亘書.
月見の宴

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

10月1日 1日間

第16回目

毎年

土器川口マンの会

土器川親水護岸

国土交通省、四国の川を考える会

一般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-参加費

団体・部署:丸亀市役所 商工観光課

電話番号:0877・24・8816

2，000人

3，000人

3，500千円

3，500千円 (21，000円×約180席)

U R L : http://www.city.marugame.kagawa.jp 

-E事規呈z・~~.ヨttJ____  . 

夕焼けプラットホームコンサート
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

9月1日 1日間

第16回目

毎年

夕焼けプラ ットホームコンサート運営委員会

JR下灘駅

双海町観光協会

青少年

入場者数

目標入場者数

O総経費

1，500人

1，500人

1，150千円

0財源内訳 1，150千円 (双海町からの補助金900千円)

(双海町観光協会からの助成金250千円)

団体・部署:双海町役場 地域振興課

電話番号:089-986-1111 

U R L : http://www.shikoku.ne.jp/futamil 

部門:文化・交流

部門:支化・交流

215 



-E逗捺L号星町HJ副u}・・・・・・・・・
「結婚宣言Jエッセイ全国コンテスト
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月5日 1日間

第16回目 (f結婚宣言jエッセイ全国コンテストは第5回目)

毎年

瀬戸町イベン卜実行委員会

瀬戸町三机 (須賀公闘)

貸衣装八大、コジマ写真館、大和ハウス工業側

瀬戸町民及び近隣市町村

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町補助金

-寄付金

-事業収入

団体・部署:瀬戸町企画課

電話番号 :0894-52-0111 

800人

1，000人

5，700千円

3，000千円

1，000千円

1，700千円

U R L : http://www4.ocn.ne.jprsetotyou/ 

E目白陸軍E語~an周・・・・・・・・
筑後吉井のおひなさまめぐり
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開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

平成13年 2月15日~平成13年 4月3日 48日間

第9回目

毎年

筑後吉井おひなさまめぐり実行委員会

白壁通り 、蔵しつく通りを中心に町内24ヶ所

吉井町、町教育委員会、町文化連合会、町郷土史会、町観光協会 等

一般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-町補助金

-協賛金

-広告料

-繰越金

団体 ・部署 ・吉井町観光協会

電話番号:09437-6-3980 

250，000人

一人

1，295千円

500千円

480千円

260千円

55千円

部門:文化・交流

部門 :文化・交流



Eヨl[î~誼:Es=r.~~___  _ 

12Xおうんだ
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

9月1日-11月3日 64日間

第2回目

毎年

12Xおらんだ実行委員会

平戸港交流広場、学校他

小中学校児童 ・生徒、市民グループ

参加人数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般

-県補助金

4人 (参加オランダ人)

1，000人

4，000千円

2，000千円

2，000千円

問い合わせ先 団体・部署:平戸市教育委員会 文化交流課

電話番号:0950-22-4111 

.議Zヨ呈.. 跡il~~;___  _ 

神楽フェスティパJレ
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

10月6日-10月7日 2日間

第10回目

毎年

波野村神楽フェスティバル実行委員会

道の駅「なみのJ神楽苑

共 催/村内各種団体他

後 援/熊本県他

全般 (中高年多数)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-村補助金

-入場料

-雑入

団体・部署:波野村役場 企画観光課

電話番号:0967-24-2804 

10，000人

20，000人

8，180千円

6，000千円

2，100千円

80千円

U R L : http://www.aso.ne.jprnamino/ 

部門:文化・交流

部門:文化・交流
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-;.，.~担阜軍国Eヨul・・・・・・・・
九重氷の祭典

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

2月9日-2月11日 3日間

第14回目

毎年

九州ウインターフェスティバル九重氷の祭典実行委員会

九重町飯田高原、長者原

後 援/大分県、九重町、日田玖珠広域市町村圏事務組合

部門:文化・交流

協 賛/九重町観光協会、筋湯温泉観光協会、飯田高原観光協会、湯坪民宿組合、釜の口観光協会、JR九州、カ

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

メラのヨシヒ口、八鹿酒造株式会社

協 力/陸上自衛隊玖珠駐屯地

観光客

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

50，000人

55，000人

20，000千円

ーーーーーーーーーーーーーーーーー-t-ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー
・協賛金 2，000千円

-事業収入 17，000千円

-一般 1，000千円

問い合わせ先 団体 ・部署:九重町商工観光課

電話番号:09737・6-3150

U R L: http://www.coara.or.jprkokonoe 
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El嗣 主Dls措置・・・・・・・
小樽雪あかりの路
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

2月8日-2月17日 10日間

第4回目

毎年

小梅雪あかりの路実行委員会、小樽観光誘致促進協議会

小樽市 (運河会場、旧手宮線、他12ヶ所)

北海道後志支庁、小僧市、小梅市教育委員会他

市民だけではなく 、道内他市町村及び道外の観光客にも幅広く参加いただきたい。

特に雪の降らない国からの外国人観光客には楽しんで頂いております。

部門:産業・観光

参加人数 入場者数 39万 6千人 (観光客、第 3回実績)約140名程度 (実行委員会80名程度、ボランティア印名程度)

目標入場者数 約40万人

総経費・財源内訳 O総経費 19，982千円

0財源内訳

-小樽市補助金 3，200千円

-小樽観光誘致促進協議会負担金 2，000千円

-協賛金 12，200千円

-物販販売収入等 2，582千円

問い合わせ先 団体・部署:小綿雪あかりの路実行委員会 (小樽市経済部観光振興室内)

電話番号:0134-32-4111 (内線267)

U R L:h口p:llwww.otaru.gr.jpl

E司JÐ.~呈星E面軍司iiB圃圃圃圃圃圃

ひまわりまつり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

8月1日-8月19日 19日間

第14回目

毎年

三本木町観光物産協会

三本木町斉田「ひまわりの丘j

一般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-事業収入

団体・部著:三本木町 産業経済課

電話番号:0229・52-5836

77，800人

70，000人

5，800千円

4，000千円

1，800千円

U R L:h仕p・Ilwww3.ic-net.or.jp(sanbongi/

部門:産業・観光
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-凶JE_~白l匝~UJ___  _ 

関城の祭典「どすといベアj

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

8月24日-8月25日 2日間

第12回目

毎年

どすこいベア実行委員会

関城町役場敷地内

協 賛/関城町、関城町商工会、JAつくば関城中央支庖

協 力/関城町建設業親辛口クラブ、茨城県西農業共済組合筑西支所、関城町金融団

地域住民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

前夜祭 5，000人

当日 30，000人

一人

10，000千円

10，000千円

部門:産業・観光

問い合わせ先 団体・部署 :関城町役場 企画課企画グループ 〒308-0194 真壁郡関城町大字舟生1040番地

電話番号:0296・37-6111 (内線324)

U R L : http://www.intersky.ne.jprdosukoi/ 

置結語 圏諸語盲.

遊びの庭ー楽市・楽座ー

220 

開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

平成12年 8月13日 1日間

第 1回目

毎年

前橋中心市街地まちづ くりネ ットワーク

前橋中心市街地

なし

一般市民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-商底街負担金

5，000人

一人

2，322千円

2，000千円

322千円

問い合わせ先 | 団体・部署:前橋中心市街地まちづ くりネ ットワーク

電話番号:027-260-6547 

U R L : http://www.comnetQ.com 

FAX:  0296-37-3456 

部門 :産業・観光



-Iffi当呈a.;;JrS画面E・・・・・・・・
甲府ウィーク
開催 (平成13年度)

回数

10月 13 日 ~ 10 月 21 日 9日間

第4回目

毎年開催形式

主催団体 甲府市、甲府ウィーク総合推進会議、各イベン卜実行委員会

会場

共催・後援等

主な対象

舞鶴城公園、中心商j吉街ほか

各イベン卜で異なる

特に、特定な対象はない。県内外の皆様。

ヂtJOÁ竺ーーーーーーーーー L?~平:戸空ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー竺そそぎと-ーーーーーーー
目標入場者数 延35万人

総経費・財源内訳 I c総経費 約82，000千円

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーー_1-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ー---ーーー

一般 約82，000千円

問い合わせ先 団体・部署:甲府市役所 産業振興労政部

電話番号:055-237-1161 

U R L:h口p://www.city.kofu.yamanashi.jp/

E~~ヨL宅~国語茜m・・・・・・
美濃焼窯場めぐり

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

11 月 3 日 ~11 月 4 日 2日間

第5回目

毎年

飛騨美濃体験博美濃焼窯場めぐり実行委員会

会場

共催・後援等

主な対象

市之倉運動公園、笠原町中央公民館前、下石陶磁器工業協同組合、セラテクノ土岐ほか

岐阜県、多治見市、土岐市、笠原町ほか

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

一般市民 (消費者)

入場者数

目標入場者数

O総経費 (平成12年度予算)

0財源内訳

200，000人

140，000人

30，200千円

・県補助金 10，000千円

・多治見市補助金 2，025千円

-土岐市補助金 4，000千円

-笠原町補助金 4，500千円

-各組合負担 9，475千円

-事業収入 200千円

団体・部署:多治見市役所 農林商工課

電話番号:0572-22-1111 

市之倉陶磁器工業協同組合

0572-22-3719 

部門:産業・観光

部門:産業・観光
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E曜ヨL号..置蝿~-:..u__  _ 
円空さんに挑戦

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

7月14日-7月15日 2日間

第B回目

毎年

ふるさと体験ツアーの会

やすらぎの郷

上之保村

村外

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般財源

-参加料

100人

150人

1，500千円

1，285千円

215千円

団体 ・部署:上之保村役場 企画開発振興課

電話番号:0575-47司2001

U R L:h口p:l/www.ccom.or.jp/kaminoho

E場:]!w号E 割U)___  _ 

日本チエンソーアート競技大会
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開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

11月4日 1日間

第 1回目

毎年

東栄町及び東栄・まちづくり実行委員会

東栄町野球場及び東栄ドーム

多数

東栄町民、参加者 (チ工ンソーアーテイス卜)、 作品の購入希望者

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-町費

団体・部署東栄町役場 経済課

電話番号:05367-6-0501 (内線36)

3，500人

5，000人

16，000千円

8，000千円

8，000千円

U R L : http://www.himika.co.jp/toei 

部門 :産業・観光

部門 :産業・観光



Ed催眠.. .11=白面.

二五八祭
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

11月3日 1日間

第25回目

毎年

二五八祭実行委員会 (事務局 側八日市青年会議所)

八日市市役所前道路一帯

後 援/八日市市、八日市秋まつり実行委員会

協 賛/地元企業約200社

一般市民

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-協賛金

-出j吉参加協力金

-一般

団体・部署:(制八日市青年会議所

電話番号:0748-23-3153 

6万人

20万人

3，500千円

550千円

1，700千円

460千円

790千円

U R L : http://www.biwa.or.jpryo258-jc/ 

.医剥lf:Daj主主宰砧E・・・・・・・・
旧軍港四市グルメ市民交流会

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

9月30日 1日間

第3回目 (米国同時多発テ口の影響で米軍基地のある佐世保市は中止とした)

毎年

旧軍港四市持ち回り

99年 旧軍港四市グルメ市民交流会まいづる肉じゃがまつり実行委員会

00年 「横須賀カレーフェスティバル横須賀市

01年 「させ':99ごちそうフェスタ佐世保市 (中止)

02年 「くれ・食の祭典呉市 (予定)

市政記念館周辺

市民、観光客

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-一般

20，000人

一人

550千円

550千円

団体・部署:まいづる肉じゃがまつり実行委員会

電話番号:0773-62-1711 

部門:産業・観光

部門:産業・観光
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ーヨ耳皇墨画号院m___  _ 
全日本かくれんぼ大会 部門:産業・観光

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

奈良県・奈良市

なう燈花会

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数
ーー曲恒国ーーーーーーーーーーーーー

総絞費

問い合わせ先
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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10月28日 1日間

第2回目

毎年

全日本かくれんぼ大会運営委員会 (平成12年度)

全日本かくれんぼ協会 (平成13年度)

兵庫県湯村温泉街

岡地域活性化センター (平成12年度)

子どもからお年寄りまで (町の観光客が狙い)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託金 (町)

430人

400人

2，628千円

1，300千円

-助成金 (地域活性化センター 650千円

-協賛金 325千円

-参加費 353千円

団体・部署:全日本かくれんぼ協会事務局 (温泉町役場 企画観光課内)

電話番号:0796-92-1131 

E-mail: yukemuri@onsencho.Com 

8月6日-8月15日 10日間

第 3回目

毎年

なら夏のイベン卜推進委員会

奈良公園内 (浮雲園地、浮見堂と鷺池、浅茅ヶ原、猿沢池の五十二段)

運営・実施団体/なら燈花会の会

観光客等の誘致

入場者数 13年 280，000人

部門:産業 ・観光

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーー岨

目標入場者数 一人

0総経費 31，600千円

団体・部署:奈良市役所観光課
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

電話番号:0742-34-1111附



E議主主翼5...... ~m~目E町.

全国金魚すくい選手権大会 部門 :産業・観光

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

問い合わせ先

8月19日 1日間

第7回目

毎年

全国金魚すくい競技連盟、大和郡山市

大和郡山市総合公園、多目的体育館

後 援/奈良県、NHK奈良放送局、奈良テレビ放送、奈良新聞社、奈良日日新聞社、朝日新聞奈良支局、産経新

聞奈良支局、毎日新聞奈良支局、読売新聞奈良支局、日本経済新聞奈良支局

小学生以上の金魚すくいが好きな人

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-協賛金等

9，500人

9，000人

15，612千円

15，512千円

100千円

団体・部署:大和郡山市役所 商工観光課

電話番号:0743-53-1151 (内線563)

U R L : http://www.kcn.ne.jprymkorisi.kingyo/ 

E-mail: ykkingyo@kcn.ne.jp 

FAX:  0743-55-4911 

EL官室長田主主却[;)----

うれしのほほん着物園遊会「和j大茶会 部門 :産業・観光

開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

11月3日 1日間

第4回目

毎年

うれしのほほんきもの園遊会「和」大茶会実行委員会

嬉野町市街地 (本通り)(平成13年度は嬉野町公会堂で実施)

嬉野町商工会、嬉野温泉観光協会、嬉野温泉旅館組合

着物着用の全世代男女

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-補助金

-負担金

-負担金

-その他

850人 (ウオークラリー (着物着用条件)申込者)、 3，000人 (見学者)

700人

4，507千円

1，000千円側地域社会振興財団

2，500千円町

450千円 嬉野町商工会、嬉野温泉観光協会、嬉野温泉旅館組合

557千円

団体・部署.嬉野町役場 まちづくり課

電話番号:0954-42-3900 

U R L:h仕p://www.saganet.ne.jp/ureshino
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Eヨ白書園周辺届.

きらき5フェスティパル
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費 ・財源内訳

11 月 17 日 ~ 12 月 25 日 39日間

第6回目

毎年

きらきらフェスティバル実行委員会

島瀬公園、佐世保公園他

佐世保市、佐世保市教育委員会、附佐世保観光協会他

市民及び観光客

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

一人

一人

31，000千円

-県補助金 5，000千円

・市補助金 6，500千円

-協賛金 5，500千円

-一般財源 9，700千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーートーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

・事業収入 4，300千円

ーrQ'l，，竺竺ーー----+旦竺1*.空翌塑竺干竺竺竺-三?三竺?
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電話番号 :0ω95日6-2剖4一4糾41什1 

部門:産業・観光



茨城県・ひたちなか市

世界一大きな「でつけ絵年賀状j

開催 (平成13年度) 平成13年12月31日~平成14年 1月3日 4日間

回数 第 1回目

開催形式 単発 (世紀越え)

主催団体 ひたちなかビッグイベン卜実行委員会 (市民団体)

会場 ひたちなか市総合運動公掴陸上競技場

共催・後援等 援 後/ひたちなか市、ひたちなか市教育委員会、茨城県、茨城県教育委員会、ひたちなか青年会議所、ひたちな

かユネスコ協会、ひたちなか市内郵便局、勝目グリーンライオンズクラブ、ひたちなか塗装工業組合

主な対象 乳児を除く全年齢層 (主に、小中学生及び保護者)

参加人数 入場者数 12，000人 (製作参加者100，000人)
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

目標入場者数 15，000人

総経費・財源内訳 0総経費 4，422千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

0財源内訳
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー-ーーーー喧骨ー司直ーーーーーーーーーーーーー皿ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-協賛金収入 2，242千円
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-市補助金 2，000千円

問い合わせ先 団体・部署:ひたちなか市企画調整課
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

電話番号:029-273引 11

EEヨL号E・~J:=白~

世紀越えイベントin銚子 部門:ミレニアム

開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成12年12月31日~平成13年 1月1日 2日間

第 1回目

単発 (世紀越え)

銚子市世紀越え事業実行委員会

君ヶ浜しおきい公園

なし

初日の出客等

参加人数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-銚子市負担金

-協賛金、ほか

150，000人

一人

39，363千円 (世紀越えイベント)

団体・部署:銚子市世紀越え事業実行委員会 (事務局 企画財政課)

電話番号:0479-24-8181 

U R L : http://www.city.choshi.chiba.jp 
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富岡喜信a・・・・・・・・・・・・・
とくしま夢あかり
開催 (平成13年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

12月22日-12月25日 4日間

第 2回目

毎年

とくしま夢あかり実行委員会

藍場浜公園

一般

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-委託金

-協賛金

40，000人

40，000人

18，000千円

13，000千円

5，000千円

団体・部署:徳島県県民環境部 県民環境政策課 県民との協働事業推進チーム

電話番号:088・621・2255

EヨlITril!i宅・・・・・・・・・・・・・・
ながさき阿蘭陀年 r21世紀へのカウントダウンJ
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開催 (平成12年度)

回数

開催形式

主催団体

会場

共催・後援等

主な対象

参加人数

総経費・財源内訳

問い合わせ先

平成12年12月31日~平成13年 1月1日 2日間

第 1回目

単発 (ミレニアム・世紀超えイベント)

ながさき阿蘭陀年推進協会

長崎市 (常磐「にちらん広場j、出島ワーフ前特設会場、その他長崎港周辺)

入場者数

目標入場者数

O総経費

0財源内訳

-県負担金

-市負担金

65，000人

50，000人

33，013千円

23，013千円

10，000千円

団体・部署:長崎県政策調整局企画調整課

電話番号:095-826-6067 

部門:ミレニアム

部門:ミレニアム
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